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この報告書は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益の一部で ある

機械 工 業振 興 資金 の 補 助 を 受 け て、 平成3年 度 に実施 した
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Cま じ ～之)`こ

我が国の情報化 は、近年、急速 に進展 し、生活 ・家庭分野まで広範囲 に及んで きて います。

特に、産業界の情報化の進展 には極めて著 しい ものがあ り、ネ ッ トワーク化の進展 は これ まで

各企業 レベル にお ける企業内オ ンライ ンか ら企業間ネ ットワー クへ と拡大 し、広域 的な広が り

を示 しています。

この ような中で、企業間ネ ッ トワー クを構築 しオ ンライ ンデータ交換を行 う企業が急速 に増

加 してお り、業務処理等の効率化 や円滑化を図 る上で、EDI(ElectronicDataInterchange

:電 子データ交換)は 、重要な役割 を果たす もの として期待 されてお ります。

それだけに、企業 に とってEDIを 効率的 に活用す ることは、企業の経営戦略上 における差

別化の有効 な手段 で もあ り、企業活動 のよ り一層の合理化 ・高度化 に大 きく貢献す るものと思

われ ます。

この よ うな状 況か ら、産業界 にお け るEDI化 を促 進す る上で 、 あ るいは、 ユ ーザ ーの

EDI利 用の積極的 な展開を図 る上 で もEDIの 十分な実態把握が必要 とな っています。

そこで、当セ ンターで は、EDIの 利用状況等を中心にその実態を調査す ることとな り、本

年度の調査につ いては以下の とお りとりまとめま した。

本調査の結果 は、産業界の情報化意識の啓発を図 るとともに、今後 の産業界のネ ッ トワーク

化 を推進す る上で貴重 な資料 と して活用 したいと考えてお ります。

ここに、本調査 を進 め るに当た って ご協力を賜 った関係各位 に対 して厚 くお礼申 し上 げます。

平成4年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー
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1.言 周 査 概 要

1.1調 査結果の特徴

今回の調査 においては、各業界 の先進的な コンピュータ利用ユ ーザーを選別 し、12・00社

を対象にア ンケー ト調 査を行い263社 か ら有効回答を回収 した。回収 した263社 の業種別

内訳 は、表1-1に 示す通 りで ある。

調査結果を概観 して、 い くっかの特徴的な点にっいて次に指摘 したい。

①EDIの 利用状況 は、 「現在利用」 「今後利用予定」を含めて197社(75.2%)と な っ

てお り、業種別 にみ る と 「製造 業」が94社 、 「流通業」が30社 、 「情 報処理サ ー ビス

業」が28社 、 「運輸 ・倉庫業」が14社 等 となっている。 これ は業界内の標準 を策定 した

ことを きっか けに、電 子機器、'石油化学な どの各業界がEDIに よる取引を積極 的に導入 し

始あた ことによる もの と思われ る。

②EDIを 利用す る理 由 として は、 「事務処理 の効率化 ・省力化」が100社(61.0%)、

「情報の迅速 化 と正確性 の向上」が86社(52.4%)と 回答 企業 の半数以上 を占めてい るが、

今後、企業間や業界 間の壁を越 えることにより、産業界全体 に対 して事務処理の効率化や リ

ー ドタイムの短縮 とい った効果が もた らされそ うである。

③ オ ンライ ン業務処理 開始年の 「1984年 以前」の合計が133社(77.8%)に 対 して、

EDI利 用 開始年 は 「1985年 以降」の合計 が130社(77.8%)と な って お り、昭和

60年 の通信回線の 自由化以降 これまでの 自社 内のオ ンライ ンが別の役割を担い、企業活動

の イ ンフラ として変革 しは じめて いることが うかがわれ る。

④EDIの 利 用状況 を売上高規模、従業員数規模 でみると、売上高が50億 円未満、従業 員

数が100人 未満 まで はEDIを 利用 していない企業が多 くな ってお り、EDIが 大手企業

を中心 に積極的 に導入 されてい るのに対 し、 システムカや資金力に乏 しい中小企業で はED

Iの 導入がかな り遅れて いるもの とみ られ る。大手企業で は社内 システムがあ る程度整備 さ

れた段階でEDIを 導入 して いるが、中小企業の場合は社内 システムの整備が遅れているた

め、EDIの 導入 のメ リッ トを享受す ることが難 しいものと思われ る。

⑤EDI利 用 のネ ッ トワー ク形態 は、 「ホス ト集 中型」が71社(40.1%)、 「ホス ト中心

ネ ッ トワー ク型 」が68社(38.4%)で 約8割 を 占めてお り、 ネ ッ トワー クの相手先 と して

は、 「販売先」が80社(46.2%)、 「仕入先」が69社(39.9%)、 「系列会社/関 連 会

社 」が56社(32.4%)と な っている。また、EDIを 利用 している主要業務 は、 「受発注
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処理」が130社(77.8%)と 回答企 業の約8割 近 くを 占めて いることと、 フォーマ ッ トの

規格 は、 「プライベー ト標準」が86社(57.0%)と 回答企業 の半数以上を 占めて いる。 こ

のよ うな ことか ら、EDIの 多 くは大手企業 の個別の受発 注ネ ッ トワー クを中心 に進展 し、

さらに他業界 などの業際領域へ とEDIが 展 開 してい くもの と思われ る。

⑥ 現状のEDIは 、業界内を中心 と した企 業間に導入 されているが、今後EDIの 本格的普

及 を図ってい くためには、 ビジネスの業際化、国際化に対応 した 「国内標準規格」の早期制

定が必要 と思われ る。

表1-1回 答企業の業種別 内訳表

業種番号 [葡 力回答 委文:263(100.096)]

回答項目

鮮議
　　
　
　　　　嚇　難
　　　

腸

品
題
口
語

霊
鑑
是
是
措
肱
肱
芸
亮
鑑
品
認
蒜

蒜

回答件数

0

0

8

4

3

1

0

1

6

ユ

0

1

3

0

1

3

3

8

7

1

2

■

5

1

2

0

4

5

0

0

9

3

5

5

1

1

3

1

2

1

■

1

1

5

◆10◆20◆30◆40◆50

■
■
■
`

』
-

」
■
』
■

』
『

■■
=
■
■
■

回答率(幻

0

0

0

5

1

4

0

4

1

4

0

4

1

8

8

9

1

0

7

0

8

2

9

4

8

0

3

9

8

8

4

1

9

9

0

0

3

1

1

0

0

0

6

0

0

0

1

3

1

4

1

3

2

8

0

4

1

0

0

0

5

ユ

3

3

2

1

1

1

1

2

一2一



1.2回 答企業の概要

回答企業 の特徴 を資本金区分別、売上高区分別 、従業員数区分別 にみると次の通 りで ある。

資本金が 「1億 円以上10億 円未満」の企業が64社(25.3%)、 「200億 円以上」が

82社(32.4%)、 「1億 円未満」が34社(13.4%)等 とな ってい る。

売上高が 「200億 円以上1000億 円未満」の企業が53社(22.2%)、 「1000億

円以 上」が106社(44.3%)、 「10億 円未満」が12社(5.0%)等 となっている。

従業員数 が 「1000人 以上3000人 未 満」の企業が47社(18.4%)、 「3000人

以上」が90社(35.4%)、 「100人 未満」が26社(10.2%)等 とな っている。

業種区分で は、 「製 造業」が102社(3&8%)「 情報処理 サー ビス業」が59社(22.4

%)、Fi流 通業(卸 売業 、代理商、仲 立業、小売業)」 が34社(12.9%)等 となっている。

なお、旅行業 と娯楽 ・その他サー ビス業は、 「サ ービス業」 と して分類 し、農林 ・水産業 と

鉱業 と不動産業及 びその他業種 は、 「その他 業種」 と して分類 した。

一3一



① 資本金区分

回 答 項 目 件 数 率(%)

A3千 万円未満 口 11' 4.3

B3千 万円以上1億 円未満lllll 23 9.1

C1億 円以上10億 円未満 64 25.3

D10億 円以上50億 円未満 ≡≡ 40 15.8

E50億 円以上200億 円未満修 33 13.0

F200億 円以上1千 億円未満醐 46 18.2

G1千 億円以上iiiii 36 14.2

有 効 回 答 数 253 96.2

② 売上高区分

回 答 項 目 件 数 率(%)

A5億 円未満 口 5 2.1

B5億 円以上10億 円未満lllll 7 2.9

C10億 円以上50億 円未満 25 10.5

D50億 円以上200億 円未涯 43 18.0

E200億 円以上1千 億円未満修 53 22.2

F1千 億円以上5千 億円未満 醐 61 25.5

G5千 億円以上 45 18.8

有 効 回 答 数 239 90.9

一4一
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③ 従業員数区分

回 答 項 目 件 数 率(%)

A50人 未満 口 13 5.1

B50人 以上100人 未 満lllll 13 5.1

C100人 以上300妹 満. 33 12.9

D300人 以上500人 未満≡ 23 9.0

E500人 以上1千 人未満 修 36 14.1

F1千 人以上3千 人未満 醐 47 18.4

G3千 人以上5千 人未満 16 6.3

H5千 人以上1万 人未満 ぶ 31 12.2

11万 人以上 ■ 43 16.9

有 効 回 答 数 255 97.0

④ 業種区分

回 答 項 目 件 数 率(%)

A建 設業 口 8 3.0

B製 造業 川 102 38.8

C流 通業 34 12.9

D金 融 ・証券 ・保険業i≡ 8 3.0

E運 輸 ・倉庫業 修 19 7.2

F電 力 ・ガス 醐 10 3.8

G通 信業 10 3.8

H情 報処理サービス' 59 22.4

1サ ー ビス業 8 3.0

Jそ の他業種 ■ 5 1.9

有 効 回 答 数 263 100.0

一5一
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1.3EDlの 利用状況

EDIの 利用状況 は、 「現在利用」 「今後利 用予定」を含 めて197社(75.2%)で 、 「今

後 も利用の予定が ない」は65社(24.8%)で あ った。

EDIを 利用す る理 由と しては、 「事 務処理 の効率 化 ・省力化」が100社(回 答企業の

61.0%)、Pl青 報の迅速化 と正確 性の向上 」が86社(同52.4%)と 回答 企業 の半数以上 を占

め、次 いで 「取 引先か らの要請」が65社(同39.6%)等 とな って いる。 「その他」 の内容 と

して、 「国際EDIネ ッ トワークメールボ ックスサー ビス」、 「与信 管理 の精度 向上」 とい う

企業が あった。

また、オ ンライ ン業務処理 開始年の 「1984年 以前」が合計133社(同77.8%)に 対 し

て、EDI利 用開始年 は 「1985年 以 降」が合計130社(同77.8%)で あ った。一方、利

用 して いな い理由 として、 「必要 性がない」が29社(同50.9%)、 「利用環境 が整備 されて

いな い」が22社(同38.6%)等 とな ってい る。 「その他」の 内容 と して、 「時期 で ない」

「取 引先か らの要求が ない」、 「社内のOA化 の遅れ と社内環境が熟 していない」等が あ った。

①EDI利 用状況

回 答 項 目 件 数 率(%)

1現 在利用している □ 161 61.5

2今 後利用する予定がある11川 36 13.7

3今 後 も利用の予定はない 65 24.8

有 効 回 答 数 262 99.6

利用予定i

な し

4.82

(%)

後利用1'1'1蕉1}lll

13.7

[　}ド

雛
EDI利 用

利用状況

61.5

②EDIを 利用する理由

[鋤 国権茎黄化:164(83.2X)]

回答項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

情報獲得が容易
応答及び情報へのアクセスの迅速化
事務コストの削減
取引先からの要請
取引先へのサービスの向上
事務処理の効率化・省力化
物流業務の改善
商品在庫の削減
競争企業との差別化国際
EDIへ の対応
情報の迅速化と正確性の向上
製造コストの節減(生 産性の向上)

驚禦 鍋麟悟
オーダーエ ン トリーの省力化
その他

回答件数

;宝

器

、器
'§

1§

88

'9

28

102030405060708090100

■一 ■一

一－P
』
■
■
■

回答率(制

7

9

1

6

2

0

0

9

6

9

4

8

0

0

7

8

6

8

0

9

3

1

1

4

1

4

2

1

1

3

7

1

1

2

3

2

6

1

1

5

1

1

6



③ オンライン業務処理開始年

回 答 項 目 件 数 率(%)

A1969年 以前 □ 12 7.0

B1970年 ～1974年lllll 35 20.5

C、1975年 ～1979年' 41 24.0

D1980年 ～1984年 ≡ 45 26.3

E1985年 ～1989年 修 34 19.9

F1990年 以降 騒 4 2.3

有 効 回 答 数 171 86.8

2.3 (%)

④EDI利 用開始年

回 答 項 目 件 数 率(%)

A1969年 以前 □ 1 0.6

B1970年 ～1974年lllll 3 1.8

C1975年 ～1979年. 11 6.6

D1980年 ～1984年 ≡i 22 13.2

E1985年 ～1989年 修 83 49.7

F1990年 以降 醐 47 28.1

有 効 回 答 数 167 84.8

AO.6B1.8 (%)

⑤EDIを 利用 していない理由

回 答 項 目 件数 率(%)

1EDIを 利用する必要性がない□ 29 50.9

2利 用環境が整備されていない 川 22 38.6

3他 社ネットワークとの接続が 困難 0 0.0

4投 資コス トに見合う効果がない…i≡ 2 3.5

5そ の他 修 4 7.0

有 効 回 答 数 57 87.7

効果が その他

ない

3.5

(%)
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EDIの 利用状況を業種区分別でみると、利用 していない企業は 「情報処理サービス業」が

65社 中の31社 と多い。

売上高別でみると、売上高が50億 円未満まではEDIを 利用 していない企業が多 く、5億

円未満では、利用 している企業と利用 していない企業が同数 となっている。

従業員数別でみると、従業員数が100人 未満までは利用 していない企業が多 く、100人

～300妹 満では
、利用 している撲 と利用 していない企業がほぼ同数で、300以 上に

なると利用 している企業の方が多かった。

⑥ 業種区分別EDI利 用予定なし回答状況

回 答 項 目 件 数 率(%)

A建 設業 口 5 7.7

B製 造 業 ‖lll 8 12.3

C流 通業 4 6.2

D金 融 ・証券 ・保険業≡三 2 3.1

E運 輸 ・倉庫業 修 5 7.7

F電 力 ・ガス 醸 1 1.5

G通 信業 4 6.2

H情 報処理サービス' 31 47.7

1サ ー ビス業 4 6.2

Jそ の他 ■ 1 1.5

有 効 回 答 数 65 100.0

1.5 (%)

3.1

一ー一一8一



⑦ 売上高別EDI利 用状況

回答項目

売上高

現在利用

している 口

今後利用する
予定がある ぶ

今後 も利用の_予定はな
い

A5億 円未満 2 1 2

B5億 円～10億 円未満 1 1 5

C10億 円～50億 円未満 4 4 17

D50億 円～200億 円未満 26 6 11

E200億 円～1千 億円未満 30 11 12

F1千 億円～5千 億円未満 45 7 9

G5千 億円以上 39 2 4

A5億 円未満

B5億 円～10億 円未満

C10億 円～50億 円未満

D50億 円～2百 億円未満

E2百 億円～1千 億円未満

F1千 億円～5千 億円未満

G5千 億円以上

現在利用している 今後利用する予定 利用の予定はない

14.3

16.0

40.0 20. 40.0

14.3
.、…顯 ∴、▲………

16. …ii難ii

60.5 14.0 25.6iii

56.6

73.8

86.7

20.

44ii竃;ili

102030405060708090100

(回答5社)

(回答7社)

(回答25社)

(回答43社)

(回答53社)

(回答61社)

(回答45社)

0

9



⑧ 従業員数別EDI利 用状況

回答項目
従業員数

現在利用
している 口

今後利用する
予定がある ぶ 享竃瓢 の灘

A50人 未満 5 2 6

B50人 ～100人 未満 3 2 8

C100人 ～300人 未満 14 6 13

D300人 ～500人 未満 12 6 5

E500人 ～1千 人未満 25 2 9

F1千 人～3千 人未満 28 10 9

G3千 人～5千 人未満 10 3 3

H5千 人～1万 人未満 24 3 4

11万 人以上 34 2 7

A50人 未満

B50人 ～100人 未満'

C100人 ～300ノ 沫 満

D300人 一一.500人 未満

E500人 ～1千 人未 満

F'1千 人～3千 人未満

G3千 人～5千 人未満

H5千 人～1万 人未 満

11万 人以上

現在利用している 今後利用する予定 利用の予定はない

38.5

23.1

42.4

52.2

藁:…≡iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii盤 叢 叢 ・
司

.1熱 …………………………………………………………………………………………………………6i=　……………………………………………………………………………………………………　'、

蕪謙 顯 離 調識 ±iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii　

o

69.4

遍
羅

羅

(回答13社)

(回答13社)

(回答33社)

(回答23社)

(回答36社)

(回答47社)

(回答16社)

(回答31社)

(回答43社)

0102030405060708090100

一10一



1.4EDI利 用の コンピュータ設備 等

(1)コ ンピュー タの規模 と接続端末台数

EDIに 利用 してい る コンピュー タの規模は、大型汎用機 が1'18社(197社 中の59.9

%)、 中型汎用機が68社(同34.5%)、 小型汎用機が29社(同14.7%)、 オフィス コン

ピュータが52社(同26.4%)、 ミニ コンピュータが13社(同6.6%)、 パーソナル コ ン

ピュータが60社(同30.5%)で 、大型汎用機を利用 している企業 は約6割 を 占めた。

利用 台数 は汎用機、オ フィスコ ンピュータ、 ミニ コ ンピュータで は、 「1台 」 とい うのが

最 も多 く、パ ーソナル コ ンピュータで は 「10台 未満」が最 も多か った。

また、 ホス ト接 続端末 の台数 で最 も多 いの は、 「200台 以上 」の53社(回 答企業 の

36.3%)で 、次 いで 「10台 未満」の34社(同23.3%)等 であ った。

①EDI利 用の大型汎用機の台数 [有効 回答数:118(59.9%)]

回答項目

満
繍

繍
諮
台
0
2
鑑
雛

ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
0

0

1

2

3

6

1

2

A

B

C
D
E
臥

回答件数

9

7

4

3

3

2

6

2

1

102030405060708090100

一…

回答率 偶}

5

9

9

一〇

5

7

8

2

1

2

2

1

5

2

1

②EDI利 用の中型汎用機の台数 [有 効回答数:68(34.5%)]

回答項目

繍麟
台

0

2
籠

継

台

台

台

台

0

0

1

2

3

6

1

2

A

B

C

D

E

F

回答件数

6

9

4

4

1

4

4

102030405060708090100

一三

回答率{%}

6

2

9

9

5

9

7

3

5

5

1

5

6

1

③EDI利 用の小型汎用機iの台数
[孝捌 回撰 文:29(14.7%)〕

回答項目

満
満
未

満
未
台

未
台

0

台

0
2
出
離

ム
ロ
ム
ロ
ムロ
ム
ロ
0

0

1

2

3

6

1

2

A

B

C
D

E

F

回答件数

1

6

4
3

2

3

1

◆10◆20◆30◆40◆50

一一一

回答率(幻

9

7

8

3

9

3

7

0

3

0

6
0

3

2

1

1

1

④EDI利 用のオ フィス コ ンピュータの台数
[翰 同額:52(26.4%)]

回答項目

満
満
未

満
未
台

未
台

0

台
0

2
鑓
雛

ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
0

0

1

2

3

6

1

2

A

B

C
D

E

F

回答件数

5

6

1

3

8

9

1

1

◆10◆20◆30◆40◆50 回答率ほ)

8

5

2

8

4

3

8

■

1

5

5

7

2

1

2

1

1

一11一



⑤EDI利 用の ミニコンピュータの台数 [有 効回答数:13(6.6%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆50'1回 答 率 儒)

A

B

C

D

E

F

繍鶴
台

0

2
鑑
識

ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
0

0

1

2

3
6

1

2

5

3

2

'⊥

1

1

5

1

4

7

7

7

8

3

5

7

7

7

3

2

1

⑥EDI利 用のパーソナルコンピュータの台数
[有 交力回答委文:60(30.5%}コ

回答項目 回 答 件数11020304050607080901001回 答率(%}

A

B

C

D

E

F

10台 未満1
10台 以上20台 未満1
20台 以上50台 未満}
50台 以上100台 未満1
100台 以上200台 未満1
200台 以上1

32

41■

8

51-

11■

■Ol

3

7

3

3

7

7

3

6

3

8

1

6

5

1

1

⑦EDI利 用のホスト接続端末の台数 [琴弦力同額(:146(74,1%)コ

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 答率(%)

A

B

C

D

E

F

満
繍

魏
踏

台

台

0

0

0

0

0

2

繍竃

離

ム
ロ
ム
ロ
ムロ
ム
ロ
O

O

O

O

O

O

O

O

1

1

2

5

1

2

34
91■ ■■■■■
221 ・一一
121■ ■■■■■■■
161-
53

3

2

■

2

0

3

3

6

5

8

1

6

2

1

1

3

一12一



(2)ネ ッ トワー ク形態

ネ ッ トワーク形態 は、 「ホス ト集 中型」が71社(回 答企業の40.1%)、 「ホス ト中心 ネ ッ

トワー ク型」が68社(同3&4%)で 約8割 を 占めた。

また、VANを 利用 して い る企業 は109社(同61.2%)、 利用 して いない企業 は68社

(同38.4%)で あ った。

一方
、ネ ッ トワー クの相 手先 と して、 「販売先」が80社(同46.2%)、 「仕入先」が69

社(同39.9%)、 「系列会社/関 連会社」が5 .6社(同32.4%)等 であ った。

⑧ ネ ッ トワー ク形態

その他

3.4
回 答 項 目 件 数 率(%)

1ホ ス ト集中型 □ 71 40.1

2ホ ス ト中心ネ ットワーク型1川 68 38.4

3ホ ス ト/ネ ッ トワーク分離型' 5 2.8

4分 散 ネ ッ トワーク型 ≡≡ 27 15.3

5そ の他 修 6 3.4

有 効 回 答 数 177 89.8

ワー

ホスト/ネヲトワークi≡≡15.

分 離 型 ホ ス ト

2.8、 集 中型

ネ ッ トワ ー ク

形 能40.1

ホ ス ト中心

ネ ッ トワー ク

38.

(%)

⑨VAN利 用の有無

回 答 項 目 件 数 率(%)

1VANを 利用 している □ 109 61.6

2VANを 利用 していないIlll 68 38.4

有 効 回 答 数 177 89.8

⑩ ネッ トワークの相手先
[鋤 同額:173(87.8%)〕

(%)

回答項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

■

-

職
臓系列会社/関 連会社

海外現地法人
最終需要家(顧 客)
節
倉庫・運送会社
商社(代 理店)
微
クレジット会社
情報センター
その他

…
0

9

6

4

2

4

1

3

2

5

8

1

8

6

5

3

3

3

2

2

2

◆10◆20◆30◆40◆50一一
一一一ー一 ■■■一一

回答率(幻

2

9

4

7

5

7

1

3

2

9

6

1

6

9

2

9

8

9

2

3

1

2

4

2

4

3

3

ー

ユ

ー

1

1

1

一13一



VANの 利用状況を売上高別にみると、売上高が5億 円未満ではすべての企業がVANを 利

用 していなかった。売上高が5億 円～200億 円未満では、利用 している企業 と利用 していな

い企業はほぼ同数で、200億 円以上になると利用 しでいる企業の方が多か った。

従業員数別にみると、従業員数が500人 未満の企業では利用 していない企業の方が多かっ

た。

⑪ 売上高別VAN利 用の有無

回答項目
売上高

1利 用 し

ている 口

2利 用 し

ていない側

A5億 円未満 0 3

B5億 円～10億 円未満 1 1

C10億 円～50億 円未満 2 2

D50億 円～200億 円未満 12 15

E200億 円～1千 億円未満 20 16

F1千 億円～5千 億円未満 37 12

G5千 億円以上 30 10

利用 していない

A5億 円未満

B5億 円以上10億 円未満

C10億 円以上50億 円未満

D50億 円以上200億 円未満

E200億 円以上1千 億円未満

F1千 億円以上5千 億円未満

G5千 億円以上

OlO2030405060708090100

(回答3社)

(回答2社)

(回答4社)

(回答27社)

(回答36社)

(回答49社)

(回答40社)

一14一



⑫ 従業員委捌VAN利 用の有無

回答項目
従業員数

1利 用 し

ている 口

2利 用 し

ていない川1

A50人 未満 2 5

B50人 ～100人 未満 2 2

C100人 ～300人 未満 8 6

D300人 ～500人 未満 4 11

E500人 ～1千 人未満 16 9

F1千 人～3千 人未満 22 12

G3千 人～5千 人未満 8 4

H5千 人～1万 人未満 15 10

11万 人以上 29 6

A

B

C

D

E

F

G

H

1

50人 未満

50人 ～100人 未満

100人 ～300妹 満

300人 ～500人 未満

500人 ～1千 人未満

1千 人～3千 人未満

3千 人～5千 人未満

5千 人～1万 人未満

1万 人以上

利用 している 利用 していない

二二
0102030405060708090100

(回答7社)

(回答4社)

(回答14社)

(回答15社)

(回答25社)

(回答34社)

(回答12社)

(回答25社)

(回答35社)

一15一



(3)利 用通信回線

現在利用 して いる通信 回線 は、 「電話回線 」が117社(回 答企 業の72.2%)、 「専用回線

(一般)」 が97社(同59.9%)と 回答企業の半数以上 を占め、次 いで 「公衆デ ィジタル(回

線交換)」 が55社(同34.0%)、 「専用 回線(高 速 デ ィジタル)」 が49社(同30.2%)等

となっている。

これ に対 して、今後 利用予定の あ る通信回線 は、 「INSネ ッ ト64」 が38社(同67 .9

%)と 圧倒的に多 い。

双方を通 して、 「電信回線」、 「衛 星通信」、 「移動通信」、 「ビデオテ ックス」を利用、

又 は予定 してい る企業 は少 なか った。

⑬ 現在利用 してい る通信回線の種類[有 効回答数,162(82.2,。)]

回答項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

専用回線(一 般)
専用回線(高 速ディジタル)
電話回線
電信回線
公衆ディジタル(回 線交換)

公衆ディジタル(パ ケット)
INSネ ット64
1NSネ ・ソト1500

衛星通信
移動通信
ファクシミリ通信
ビデオテックス
私設回線

回答件数

1;
11;

詣
2;

8

:
4

102030405060708090100

≒

■■
」

回答率(幻

9

2

2

9

0

4

9

2

5

0

6

6

5

9

0

2

1

4

0

7

1

2

0

5

0

2

5

3

7

3

2

1

⑭ 今後利用予定のある通信回線の種類
[葡 力回答義父:56(28.4%)]

回答項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

専用回線(「 般)
専用回線(高 速ディジタル)
電話回線
電信回線
公衆ディジタル(回 線交換)公衆デ
ィジタル(パ ケット)

INSネ ット64
1NSネ ット1500
衛星通信
移動通信
ファクシミリ通信
ビデオテックス
私設回線

回答件数

1

2

2

0

3

6

8

4

0

1

9

0

2

1

1

1

1

3

102030405060708090100

一一
■
■

■
■

■

回答率(幻

6

4

4

0

4

6

9

1

0

8

1

0

6

9

1

■

0

5

8

7

7

0

1

6

0

3

1

2

2

2

6

1

一16一



今後利用予定のある通信回線を売上高別にみると、売上高が50億 円未満の企業では 「専用

回線」、 「電話回線」の割合が、 「INSネ ット64」 の害1」合よりも高かった。

⑮ 売上高別今後利用予定のある通信回線の種類

通信回線の種類

売 上 高

1

専

用

回(

線一

撃

口

2

(

尊高
用速

回デ
線イ
ジ

タ

川ル 灘
)

3

電
話

回
線

4

電

信
回
線

5

公(
衆回
デ線

イ交
ジ換

夕)
ル≡

6

公(
衆パ
デケ

罫
夕)
ル修

7

1

N

S

ネ

《
64醐

8

1

21

㌍
ト㌧

9

衛
星
通

信

10

移
動
通

信

ぶ

11

フ

;
シ

ミ通

り信

iiiii

12

ビ

デ

オ

テ

膓
ス

13

私
設
回

線

■

A5億 円未満 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0

B5億 円～10億 円未満 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

C10億 円～50億 円未満 2 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

D50億 円～200億 円未満 4 2 2 0 0 3 6 1 0 0 2 0 1

E200億 円～1千 億円未満 1 1 3 0 0 3 6 1 0 1 2 0 0

F1千 億円～5千 億円未満 3 4 4 0 1 3 10 1 0 0 3 0 1

G5千 億円以上 0 3 1 0 1 3 10 0 0 0 2 0 0

A5億 円未満

B5億 円以上10億 円未満

C10億 円以上50億 円未満

D50億 円以上2百 億円未満

E2百 億円以上1千 億円未満

F1千 億円以上5千 億円未満

G5千 億円以上

(回答2社)

(回答1社)

(回答2社)

(回答9社)

(回答7社)

(回答17社)

(回答12社)

0102030405060708090100
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1.5EDl利 用に係わ る費用

(1)初 期 費用

機械 設備費 は、 「500万 円未満」が合計39社(回 答企業の52.0%)で 回答企業の半

数以上 を占めるのに対 して、 ソフ ト開発費用は 「1千 万 円～5千 万円未 満」が28社(同

31.8%)、 「100万 円～500万 円未満」が23社(同26.1%)等 で、ば らつ きがみ ら

れた。

① 初期の機械設備費用
[孝rタカ回翻 〔:75(38.1%)]

回答項目

A

B

C

D

E

F

G

100万 円未満

詔8醐鎧 ♀号高鷲黄
1千万円以上5千 万円未満
5千 万円以上1億 円未満
1億円以上10億 円未満
10億 円以上

回答件数

7

2

9

2

6

8

1

1

2

1

◆10◆20◆30◆40◆50

一一■

回答率(幻

7

3

0

0

0

7

3

2

9

2

6

8

0

1

2

2

1

1

1

② 初期のソフト開発費用
[孝i効回翻 〔=88(44.7%)]

回答項目

A

B

C

D

E

F

G

100万 円未満
100万 円以上500万 円未満

f♀紹陛 ‡嘉轄黄
5千 万円以上1億 円未満
1億円以上10億 円未満
10億 円以上

回答件数

8

3

5

8

4

8

2

2

2

■

◆10◆20◆30◆40◆50

一 一
■

回答率ぽ}

1

1

7

8

9

1
3

9

6

5

1

5

9
2

2

3

1

② 月額平均運用経費

各費用 についてそれぞれ多か った項 目を上 げてみ ると以下 の通 りで ある。

① 人件費用一ーーーーーーー一「100万 円～500万 円未満」-29社(回 答企業の40.3%)

② 機械設備費用 … 「10万 円～50万 円未満」-19社(

「100万 円～500万 円未満」-19社(

③ 処理費用一ー 一… 「100万 円～500万 円未満」-16社(

④通信費用 一一ーーー 一「10万 円～50万 円未満」-28社(

「10万 円未満」-25社(

⑤外注費用 一一…一ーー一「100万 円～500万 円未満」-12社(

⑥ その他費用 …… 「10万 円未満」 、-8社(

「10万 円～50万 円未満」-6社(

⑦ 合計費用 ……一ー一「100万 円～500万 円未満」-26社(

「1千 万円～1億 円未満」-24社(

-18一

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

25.7%)

25.7%)

35.6%)

29.5%)

26.3%)

37.5%)

30.8%)

23.1%)

28.9%)

26.7%)



[羊『女功回答 変化:72(36.5%)]一
◆ 501同 額X(%)

月額平均運用人件費用

 

③

40

 

◆30

 

◆

露

雛
M

回答項目 1回答件数1 ◆ ■0 ◆ 20

A.

B.

C.

D.

E.

F、

G.

10万 円未満
10万 円以上50万 円未満
50万 円以上1百 万円未満
1百 万円以上5百 万円未満
5百 万円以上1千 万円未満
1千 万円以上1億 円表満
1億 円以上 ・

7

■2

■3

29

7
3

■

1■■ ■■■■■■■目
1-
1■

[孝潮 回徽=74(37.6%)]一
◆ 501回 答率(*)

月額平均運用機械設備費用

 

④

40

 

◆30

傭
㌶
巽
㌶

■

2

2

1

回答項目 1回答件数1 ◆ ■0 ◆ 20 ◆

A.

B.

C.

D.

E.

F.
G.

10万 円未満
10万 円以上50万 円菊満
50万 円以上1百 万円未満
1百 万円以上5百 万円未満
5百 万円以上1千 万円未満
1千 万円以上1億 円未満
1億 円以上

8

■9

7

■9

7

■2

2

1-
1品目■■■■■■■■■■■■■
1■

[千苦効回答委文:45(22.8%)〕一
◆ 5011回tasgS〈%}

月額平均運用処理費用

 

⑤

40

 

◆30

 

◆

㌶
籔

潟
,

回答項目 1回答件数| ◆ 10 ◆ 20

A.

B.

C.

D.

E.

F.

G.

10万 円未満1
10万 円以上50万 円未満1
50万 円以上1百 万円未満|
1百万円以上5百 万円奉鐘1
5百 万円以上1千 万円未満1
1千万円以上1億 円未満1
1億 円以上1

4

■O

■0

16

■

4

0

1■

1■■■■■■■■ ■

1

[磁 力回犠 文:95(48.2%}]一
◆ 501回 答 率(%)40

 

◆30

 

◆20

竃

…㌶

⑥ 月額平均運用通信費用

回答項目 1回答 件 数1 ◆ ■0 ◆

A.

B'ピ

C.

D.

E.

F.

G.

10万 円未満1
10万 円以上50万 円未満1
50万 円以上1百 万円未満1
1百万円以上5百 万円未満1
5百 万円以上1千 万円未満1
1千万以上1億 円未満1
1億 円以上1

25

28

■5

■5

4

5

3

1-1-1一
1-
1■■■■■
1■■■

〔有 タカ回答 讃文:32(■6.2%)]一
◆ 501回 評(%)

駕

㌘
晶

⑦ 月額平均運用外注費用

回答項目 1回答件数1 ◆ ■0 ◆ 20 ◆ 30 ◆ 40

A.10万 円菊 満l
B.10万 円以 上50万 円未満l
C.50万 円 以上1百 万円未 満l
D、1百 万 円以上5百 万 円未 満|
E.5百 万 円以上1千 万 円丞 満l
F.1千 万 円以上1億 円未満|
G.1億 円以上 ・1

6

6

21■■■■■■
■21-
31-
21■■■■
11一 ㊨..11

〔有効 回答 数:26(13・2%)]一
◆ 501回 騨(%)40

 

◆30

 

◆20

 

◆

8
エ
ほ
2
コ
口
ほ

芸

詰

7
3
3

⑧ 月額平均運用その他費用

回答項目 1回答件数1 ◆ 10

A.

B.
C.

D.

E.

F.

G.

10万 円未満1
10万 円以上50万 円未満|
50万 円以上1百 万円未満1
1百万円以上5百 万円未満1
5百 万円以上1千 万円未満1
1千万円以上1億 円未満1
1億 円以上1

81-
61-
3|■-
5t-
21■ ■■■■■■1
■1-`
■1■■■■一

[有 効 回答 数:90{45・7%)]一
◆ 501回 答率(%)40

 

◆30

 

◆20

 

◆

嘉
…霞

⑨ 月額平均運用合計費用

回答項目 1回答件数1 ◆ ■0

A.

B.
C.

D.

E.

F.

G.

10万 円未満1
10万 円以上50万 円未満1
50万 円以上1百 万円未満1
1百 万円以上5百 万円未満|
5百 万円以上1千 万円未満1
1千万円以上1億 円未満1
1億 円以上1

5

9

9

26

■2

24

5

1-
1■■■■■■■■■l
l－
1■■■■■■■■
1-
1-
1■■■■■

19



また、運用合計対売上高比率は、

に多かった。

⑩ 運用合計対売上高比率

「O.1%未 満」が52社(有 効企業数の61 .2%)と 圧倒的

解答 項 目 件数 率(%)

A仕1%未 満 □ 52 61.2

Bα1%以 上～ α2%未 満 川 7 8.2

Cα2%以 上～03%未 満i 4 4.7

Dα3%以 上～04%未 満 ≡≡ 5 5.9

EO.4%以 上～ α5%未 満 修 2 2.4

Fα5%以 上～LO%未 満 醐 3 3.5

G1.0%以 上～20%未 満 □ 4 4.7

Hao%以 上～ao%未 満 慧 4 4.7

Iao%以 上～40%未 満 0 0.0

J40%以 上～50%未 満 0 0.0

K50%以 上 ■ 4 4.7

有 効 回 答 数 85 43.1

民
り

}

・
4

0
0

.
2

(%)

一20一



EDI利 用の運用合計対売上高比率を売上高別にみると、売上高が高くなるほど比率は低く

なることがわかる。

⑪ 売上高別運用合計対売上高比率

売 上 高

A

O.1%

未 満

口

B

α1%

以上
仕2%

未満

川ll

C

O.2%

以 上

03%

未 満

・

D

q3%

以上

q4%

未満

≡

E

α4%

以上

α5%

未満

修

F

α5%

以上
1.0%

未満

髄

G

1.0%

以上

20%

未満

II

20%

以上

ao%

未満

修

I

ao%

以 上

40%

未 満

iiiii

J

40%

以上

50%

未満
≡

K

50%
肚

■

A5億 円未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

B5億 円～10億 円未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

C10億 円～50億 円未満 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

D50億 円～200億 円未満 3 3 0 4 1 1 3 2 0 0 0

E200億 円～1千 億円未満 9 2 3 0 0 1 1 0 0 0 0

F1千 億円～5千 億円未満 21 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0

G5千 億円以上 18 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1

A5億 円未満

B5億 円以上10億 円未満

C10億 円以上50億 円未満

D50億 円以上2百 億円未満

E2百 億円以上1千 億円未満

F1千 億円以上5千 億円未満

G5千 億円以上

A33.3

口 ⑩ 剛

直 画面l

D三33.3 33.3

A80.8

A85.7

01020304050

3.83.8

CEF

4.8
60708090100

(回答1社)

(回答1社)

(回答3社)

(回答17社)

(回答16社)t

3.8

(回答26社)

(回答21社)

4.8

一21一



1.6EDI利 用の主業務

EDIを 利用 して いる主業務 は、 「受発注処理」が130社(回 答企業の77 .8%)と 回答企

業 の8割 近 くを占め、次 いで 「請求書処理 」が65社(同38.9%)、 「出荷業務」が51社

(同30.5%)、 「在庫管理」が50社(同29.9%)、 「納品書処 理」が50社(同29.9%)等

とな っている。

「その他」 と して は、 「振込 に関す る業務」、 「人事管理」、 「成績報告」、rEDIサ ー

ビスデモ ンス トレー シ ョン」等で、後 は各企業独 自の業務 に利用 されてい るよ うである。

①EDIの 適用主業務

[有効 回答数:167(84・8%)]

回答項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

受発注処理
噸
生産管理
噸
倉庫管理
輸送管理運賃計算

一
納品書処理
請求書処理
資金決済
与信管理
店舗管理
顧客管理
予約・発券
その他

回答件数

ユヨむ

;;
ら　

圭;

;量

器
49

琴

、;

102030405060708090100

一ー一一一一■一　
P

ご

回答率(%)

8

8

2

9

0

8

0

5

9

9

1

0

2

2

0

4

7

2

6

9

9

0

6

0

9

8

5

3

1

4

3

1

7

2

1

2

1

3

2

3

2

1

一22一



1.7EDI利 用の実像 データ

(1)デ ータ交換の種類

現在利用 しているデ ータ交換の種類は、 「注文書(発 注書)」 が100社(回 答企業の66.7

%)、 「納品書」が56社(同37.3%)、 「出荷指示書」が49社(同32.7%)、 「注文変更

書」が48社(同32.0%)等 とな っている。

これ に対 して、今後利用 す る予定 のデー タ交換 の種類 は、 「注 文書(発 注 書)」 が20社

(同33.9%)、 「見積書」が17社(同2&8%)、 「納品書」が17社(同28.8%)等 で、現

在利用 して いるデー タ交換 の種 類 と比較 して 「見積書」の割合が高 くな って いるのが 目立っ。

双方 を通 して、 「ク レー ム」 に利用、又 は予定 している企業 は少な い。

① 現在EDIで 利用 しているデータ交換の種類

[鋤 同額 化:150(76.1%)]

回答項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

仕様書/承認図
見積書
注文書(発注書)
注文変更書
⊇納
品書
出荷指示書
検収書照合確認書

代金請求書
送金通知書←

船積書類
船荷証券
クレーム
その他

回答件数

　

、吊

釜

23
3;

認
ヨヨ

29

,i

102030405060708090100

■
一

一一■一一■一一■■■

回答率(幻

3

0
7

0

0
3

7

7
0

7

0
0

3

3

3

0

1

8
6

2

6
7

2

4

6

4

2

2

3

3

3

63

6

3

1
3

3

2

2

1

2

1

② 今後予定としてEDIを 使用するデータ交換の種類

[羊i'効回猫 〔:59(29.9%)]

回答項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

■

仕様書/承認図
見積書
注文書(発注書)
注文変更書
注文請書
納品書出荷指
示書

検収書
照合確認書
代金請求書
送金通知書…

船積書類
船荷証券
クレーム.
その他

回答件数

7

7

0

5

1

7
9

4

4

5
7

8

2

0

0

9

1

2

1

1

1

1

1

◆10◆20◆30◆40◆50一
ー
一一■

回答率(幻

9

8

9

4

6

8

3

7

8

4

9

6
4

0

0
3

1

8

3

5

8

8

5

3

6
5

1

3
3

0

0
5

1

2

3

2

1

2
1

2

2

1

1

1

一23一



(2)デ ータ交換の件数

各データ交換の種類別件数においてそれぞれ一番多か った項 目を上げてみると以下の通 りである。

データ交換の種類 1日 平 均 の デ ー タ 件 数 ピーク 時の1日 平均のデータ件数 デ ー タ 交 換 の 企 業

1.仕様書/承 認図 50件 未満.

(回答企業5社 中の4α0%)

50件 未満

50件 ～100件 未満

100件 ～500件 未満

1千 件～5千 件未満

10件 未満

(回答企業4社 中100%)

2見 積書 50件 未満

(回答企業17社 中の35.3%)

100件 ～500件 未満

2千 件～5千 件未満

10件 未満

10件 ～20件 未満

3.注 文書/(発 注書) 100件 ～500件 未満

(回答企業95社 中の295%)

5千 件以上

(回答企業81社 中32.1%)

10件 未満

(回答企業94社 中34.0%)

4注 文変更書 100件 ～500件 未満

(回答企業45社 中の356%)

100件 ～500件 未満

(回答企業35社 中28.6%)

10件 未満

20件 ～50件 未満

5注 文請書 100件 ～500件 未満

(回答企業21社 中の42.9%)

100件 ～500件 未満

(回答企業20社 中350%)

10件 未満

(回答企業24社 中54.2%)

6.納 品書 100件 ～500件 未満

(回答企業49社 中の449%)

100件 ～500件 未満

(回答企業38社 中28.9%)

10件 未満

(回答企業46社 中609%)

τ出荷指示書 100件 ～500件 未満

(回答企業42社 中の28.6%)

100件 ～500件 未満

(回答企業39社 中28.2%)

10件 未満

(回答企業42社中4τ6%)

&検 収書 100件 ～500件 未満

(回答企業35社 中の31.4%)

5千 件以上

(回答企業29社 中31.0%)

10件 未満

(回答企業41社中脆3%)

a照 合確認書 50件 未満

100件 ～500件 未満
50件 ～100件 未満

(回答企業5社 中4α0%)

10件 未満

(回答企業6社 中50.0%)

1α 代金請求書 100件 ～500件 未満

(回答企業36社 中の3α6%)

500件 ～1千 件未満

(回答企業32社 中28.1%)

10件 未満

(回答企業36社 中41.7%)

11.送 金通知書 100件 ～500件 未満

(回答企業15社 中の4仕7%)

100件 ～500件 未満

(回答企業13社 中38.5%)

10件 未満

(回答企業16社 中4a8%)

12振 込通知書 100件 ～500件 未満

(回答企業26社 中の2仕9%)

5千 件以上

(回答企業26社中3&5%)

10件 未満

(回答企業30社 中53.3%)

13.船 積書類 50件 未満

(回答企業15社 中の4α0%)

2千 件～5千 件未満
5千件以上

10件 未満

(回答企業16社 中6&8%)

14船 荷証券 50件 未満

100件 ～500件 未満'

1千 件～5千 件未満

5千 件以上

5千 件以上

(回答企業4社 中50.0%)

10件 未満

(回答企業4社 中50.0%)

15ク レーム 50件 未満

50件 ～100件 未満

5千 件以上

500件 ～1千 件未満

5千 件以上

10件 未満

(回答企業3社 中66.7%)

1aそ の他 5千 件以上

(回答企業55社 中の43.6%)
5千 件以上

(回答企業50社 中56.0%)

10件 未満

(回答企業58社 中36.2%)
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③ 仕様書/承認図の旧 平均データ件数 [有効回答数:5(2.5%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆50回 答 率{%}

魏
繰
件

満
繍

件

0

0

未
件

O

O

O

件

0
0

0

0

0

0

0
2

5

繍鋸
麟

件

件

0
0

0

0
0

0

0

0
0

0

0
0

5

5

1
5

1

2
5

允
臥
C
臥
臥
E
鼠

2

0

1

1

0

0

1
一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

2

2

2

④ 仕様書/承 認図の 旧 のピーク時データ件数 [有効回答数:4(2・o%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◇40◆50回 答 率(%)

黄
鶏

満
未
件
件

繍
麟

㏄
㏄

件

0

0

0

0

0
0

0

2

5

縞織
麟

件

件

O

O

O

O
O

O

O
O

O

O

O
O

5

5
1

5

1

2
5

A
臥
C
D
臥
臥
G

ー

ユ

ー
一
〇

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

5

5

0

5

0

0

2

2

2

2

⑤ 仕様書/承 認図のデータを交換する企業数 〔有効 回答 数:4(2・o%)]

回答項目 1回 答 件 数1102030405060708090100}回 答 率(%)

A

B

C

D

E

F

G

10件 未満
10件 以上20件 未満
20件 以上50件 未満
50件 以上100件 未満
100件 以上200件 未満
200件 以上500件 未満
500件 以上

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

01

⑥ 見積書の旧 平均データ件数 [有効 回答数:17(8・6%)]

回答項目 1回答件蜘 ◆10◆20◆30◆40◆501回 特{%}

満
繍
鱒

耀

……

0

0

0

2
5

縮織
麟

件

件

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0
0

0

5

5

1

5

1
2

5

A
臥
C
D
E
E
G

=
=
=

6

2

4

1

2

2

0

3

8

5

9

8

8

0

5

1

3

5

1

1

0

3

鴫⊥
2

1

1
{

⑦ 見積書の1日 のピーク時データ件数 [拗 回答 女:14(7.1%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆50回 許 工{%)

苗

‥苦
[

茜繍
耀

菊
件

O

O

O

件

0

0

0

0

0

0

0

2

5

竃
麟

件

件

0

0

0

0
0

0
0

0

0

0

0

0

5

5

1

5

1
2

5

乱
政
C
臥
E
卍
巴

2

2

4

0

1

4

1

3

3

6

0

1

6

1

4

4
(
8

0

7

8

7

1

1

2

2

⑧ 見積書のデータを交換する企業数 [有効 回答数:16(8・1%}〕

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 答 率(%)

A

B

C

D

E

F

G

10件 未満1
10件 以上20件 未満1
20件 以上50件 未満1
50件 以上100件 未満1
100件 以上200件 未満1
200件 以上500件 未満1
500件 以上1

=

ニ

6

6

0

0

3

0

1

5

5

0

0

8

0

3

7

7

0

0

8

0

6

3

3

1
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⑨ 注文書(発鰭)の 旧 平均データ件数 [鋤 回答 表文:95(48.2%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 答(%)

繍編騰

件

0

0

0

0

0

0

0

2

5

竃
麟

件

件

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

5

1

5

1
2

5

A
臥
C
臥
E
E
ぴ

7
4

8

8
2

9

7

1

2

1

1

9
2

5

4
6

5

9

7
4

9

8

2

9

7

1

2

1

1

⑩ 注文書(発 注書)の 旧 のピーク時データ件数 〔有効回答数=81(41.1%}]

回答項目 1回答件数1◆10◆20◆30◆40◆50回 答率(%)

描編麟

件

0

0

0

0

0

0

0

2
5

竃
難

件
件

0

0
0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

5

5

1
5

1

2
5

A
底
C
D
E
E
O

4
・
4

0

0

7

0

6

2

1

1

2

9

9

7

3

6

3

1

4

4

4

2

8

2

2

2

1

1

3

① 注文書(発 注書)の データを交換する企業数 [磁 力回醐 〔:94(47.7%)コ

回答項目 |回答件数1◆10◆20◆30◆40◆501回 答率(%)

縮緬輪

件

件

0

0
0

0

0

0

2
5

繍竃
竃

件

件
件

件

0
0

0

0
0

0

0

0
0

0

1
1

2

5
1

2

5

A

B

C

D

E

F

G

2

3

7

0

8

9

5

3

ー

工

-

0

8

1

6

5

6

3

4

3

8

0

8

9

5

3

1

1

■

⑫ 注文変更書の旧 平均データ件数 [有効回答数:45(22.8%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 騨(%}

繍編騒

騒

0

0

0

0

0
0

0

2

－b

繍繊
麟

件

件

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0
0

0

5

5

1

5

1
2

5

A
臥
C
D
E
民
G

5

6

6

0

4

3

1

1

1 1品目■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
|

1■■■■■■■■
1-

1品目

3

3

6

0

9

7

2

3

3

5

0

8

6

2

3

■

3

⑬ 注文変更書の1日 のピーク時データ件数 [剤 力回翻 〔:35(17.8%)〕

回答項目 1回答件数|◆ ■0◆20◆30◆40◆501回 答率(%}

満
満

満
繍
鱗

轄

雌
。・
㏄

件

0

0

0
0

0

0

0

2
戸O

繍羅
撒

件

件

0

0
0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

5

5

1
5

1

2

5

乱
政
O
D
E
芯
G ≡

7

3

0

5

4

4

2

1

0

6

6

3

4

4

7

0

8

8

4

ー

ユ

5

2

2

1

1

1

⑭ 注文変贈 のデータを交換する企業数 ・[有効 回 答 数:45(22 .8%)]

回答項目 1回答件数1◆10◆20◆30◆40◆501.回 答率(%)

満
魏

縮
諜
罐

件

件

0

0
0

0

0

0

2
一〇

竃
龍
脳

件

件

件
件

0

0

0

0
0

0

0
0

0
0

1
1

2
5

1
2
5

A
臥
し
D
臥
E
巳

101

5
10

6

7
41

3

22.2

■1.■

22.2・

13.3

15.6

8.9

6.7
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⑤ 注儒 書の旧 平均データ微 [補 力同割 〔:21(10.7%)]

回答項目 1回答f犠1 ◆10◆20◆30◆40◆50回 答(%)

満
満

茜
描罎

未

件

0

0

0

件

0
0

0

0

0

0
0

2

5

縮織
難

件

件

0
0

0

0
0

0

0

0
0

0

0
0

5

5

1
5

1

2
5

A
跳
じ
D
E
E
O

3

1

9
2

3

1
2

3

8

9

5

3

8
5

4

4

2

9

4

4

9

1

4

1

⑯ 注文請書の1日 のピーク時データ件数 [有効 回答数:20(10・2%}]

回答項目 1回答f轍1 ◆10◆20◆30◆40◆50回 答(%}

満
魏
未
件
件

繍
罐

㏄

件

0

0

0

0

0

0

0

2

5

竃
麟

牛

牛

0

0

0

0

0

ペ

ノベ

0

0

0

0

0

0

0

5

5

1

5

1

2

5

κ
底
C
D
臥
E
G

1

0

7
4

1

4
3

5.0

0.0

35.0

20.0

5.0

20.0

15.0

⑰ 注購 書のデータを交換する企業数 [有効 回答数:24(12.2%)]

回答項目 |回答 件数1102030405060708090100回 答率(%)

A.10件 未満l

B・.10件 以上20件 未満l

C.20件 以上50件 未満l

D.50件 以上100件 未満|

E.100件 以上200件 未 満l

F.200件 以 上500件 未 満l

G.500件 以 上|

≡

■
■
■

3

2

5

0

■

2

1

1 2

3

8

0

2

3

2

4
.8

0

0

4

8

4

5

2

⑱ 納品書の1日 平均データ件数 [=有効 回答 漢文:49(24.9%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 群 …{%}

繍㈱㈱曝

件

0

0

0

0

0

0

0

2

5

繍竃
難

件

件

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

5

1

5

1

2

5

A

翫
C
D
E
E
G

4

4

221

4

5

5

5

2

2

9

2

2

2

2

8

8

4

8

0

0

0

4

1

1
一
-
一

⑲ 納品書の旧 のピーク時データ徽 [鋤 回宰領:38(19.3%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 答率(%)

満
魏

満
未
件
件

繍
麟

。。
。。

件

0

0

0
0

0

0

0

2
5

纏
縫

件

件

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

5

1

5

1

2

5

A

B

C

D

E
F

G

1

1

1

8

4

6

7

1

i■

1■■1

1■■■■■■■ ■■■ ■■■■

1

2.6

2.6

28.9

21.1

10.5

15.8

18.4

⑳ 納品書のデータを交換する企業数 [有効 回答ta・:46(23.4%)]

回答項目 1回 答 件数1102030405060708090100回 答 率(%}

議
麟

吐子
牛

0

0
0

ペ

ベ
0
0

0

2
5

竃
観
縦

件

件

件

件

0
0

0

0

0

0

0

0
0

0

1

1

2

5

1
2

5

氏
底
C
臥
臥
E
O

8

3

7

3

2

0

3

2

』
=

9

5

2

5

3

0

5

0

6

5

6

4

0

6

6

1

一27一



⑪ 出荷指示書の1日 平均データ件数 [磁 力回醐(:42(21.3%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆50回 答率(%}

満
満

演
練
縢

繍
麟

㏄
㏄

件

O

O

O

O

O

O

O

2

5

繍竃
麟

件

件

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

5
5

1

5

1

2

5

A
臥
C
D
E
E
G

6

3

121--

6

5

3

7

3

1

6

3

9

1
7

4

7

8

4
1

7

6

1

2

1
1

1

② 出荷指示書の1日 のピーク時データ件数 [有効 回答 数:39(19.8%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆50回 答 率(%}

満
魏

藤
罐

件

0

0

0

0

0

0

0

2

5

縮織
罐

件

件

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

5

1

5

1

2

5

κ
底

O
D
臥

E
巳

『
≡
=

2
1

1

6
6

5

8

1

-
一
6

2

4

4
.
8

5

5

2

8

5

5

2

0

2

1

1

1

2

⑧ 出荷指示書のデータを交換する企業数 [孝核力回答委文:42(21.3%}]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆50回 答率(%)

苦
口
雨

滴
東
菊

欝
欝

0

0

0

2

5

竃
籠
縦

件

件

件

件

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

1

1

2

5
1

2

5

A
底
○
臥
E
E
ぴ

=

』

0

3

9

4
,
2

4
・
0

2
6

1

4

5

8

5

0

7

7

1

9

4

9

0

4

2

⑳ 検収書の1日 平均データ件数 [有効 同額:35(17.8%)]

回答項目 回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501同 額 ≧(%)

満
満

満
繍
簾

清
栄
件

0
0

未

件
0

0
0

件

0
0

0
0

0
0
0
2

5

縮織
罐

件

件

0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0
0

5

5

1

5

1

2
5

A
底

巳
D

且
E
O

6

2

1
7

1

5

3

1

1■■■■■■■■■■■■■

1日目■■■

1■■■■■■■■■■■■■■■■

1■

1

7

4

0

9

3

6

7

5

1

0

2

4

8

1

3

2

1

⑤ 検収書の1日 のピーク時データ件数 [孝核力回翻(:29(14.7%}]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆50回 宅鐸(%)

魏

満
繍
件
件

満
未
件

0
0

未
件
0

0
0

件

0
0

0
0

0

0
0

2
5

纏
縫

件

件

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

5

5

1
5

1

2
Pb

A

底
C
飢
臥
E
G

2

0

4
4
^
6

4
9

9

0

8

8

7

8

0

6

0

3

3

0

3

亀⊥

1

1

2

1

3

⑳ 検収書のデータを交換する企業数 [有効 回答数:41(20.8%)]

回答項目 1回答件数| ◆10◆20◆30◆40◆50回 答率(%)

A.10件 未 満|

B.10件 以 上20件 未満l

C.20件 以 上50件 未満l

D.50件 以 上100件 未 満l

E.100f牛 肚200件 未満l

F.200件 以 上500件 未満l

G.500件 以 上1

9

5

4

5

4
.
2

2

1

1■■■■■■■■■■
1一

旧■■■■■■■

1-
1■■■■

3

2

8
2

8

9
9

6
2

9
2

9

4
4

4
1

1
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1◎

A.

B.

C.

D.

照合確認書の1日 平均データ件数 [有効回答数:5( 2.5%)]
オ

回答項目1回 答件数1

`

L ◆ 10 ◆ 20 ◆ 30 ◆ 4。 ◆50} 回答率(幻
1

50件 未満1

50件 以上100件 未満1

100件 以上500件 未満1
500件 以上1000件 未満1

1 1 ` 1 1 1 ` 」 1、.1

|

1

1

1

40.0

0.0

211
Ol

211 40.0

0.0Ol

魏罐
oo

㏄

2

5斑斑
件

件
件

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

5

E

E

O

0

1

0

0

0

0

0

0

0

2

⑧ 照合麟 書の旧 のピーク時デニタ件数 [有効 回答数:5(2.5%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20 ◆30 ◆40◆50回 答 率(%)

鞘画
商

満
轄

㈱

繍
麟

㏄
。。

件

0

0

0

0

0

0
0

2

5

繍鯉
難

件

件

0
0

0

0
0

0

0

0
0

0

0
0

5

5

1
5

1

2
5

A

B

C

D

E

F

G

0

2

1
q
1

0

0

1

0。0

40.0

20.0

20.0

0.0

0.0

20.0

⑧ 照合確認書のデータを交換する企業数 [有効 回答数:6(3.0%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10 ◆20 ◆30◆40◆501回 答 率(%)

A.10件 未満

B.10件 以上20件 未満

C.20件 以上50件 未満

D.50件 以 上100件 未満

E.100件 以上200件 未満

F.200件 以上500件 未満
G.500件 堤

3

1

2

0

0

0

0

0

7

3

0

0

0

0

0

6

3

0

0

0

0

5

1

3

⑳ 代金言青求書の旧 平均データ1轍 [有効 回答数:36(18・3%)]

回答項目 1回答件数1 ◆ 10 ◆ 20 ◆ 30 ◆ 40 ◆501回 宅榑{駕)

輪編織

件

0

0

0

0

0

0

0

2

5

纏
縫

件

件

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

∩
》
0

5

5

1

5

1

2

5

A
臥
C
D
底
E
G

4

3

1

8

4

1

5

1

1-1一

1-
1■■

11.1

8.3

30.6

22.2

11.1

2.8

13.9

⑪ 代金請求書の1日 のピーク時データ件数 [有効 回答数:36(18.3%)]

回答項目 咽 答件数1 ◆10◆20◆30◆40 ◆501回 答 幸…(%)

満
繍
麟

満
未

件

0
0

未
件

0

0
0

件

0

0

0
0

0

0

0

2
5

縮織

撒

件

件

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0
0

0

5

5

1

5

1
2

5

A

B

C

D

E

F

G

4

3

1

8

4

1

5

1

1

3

6

2

1

8

9

1

8

0

2

■

2

3

1

3

2

1

1

◎ 代金請求書のデータを交換する企業数 [有効回答数=32(16.2%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20 ◆30 ◆40 ◆50回 答(%}

詮南
苗
[

端綱嚥

件

0

0
0

0

0
0

0

2
5

竃
難

件
件

0

0

0
0

0

0

0
0

0

0
0

0

5

5
1

5

1
2

5

A

B

C

D

E

F

G ≡
1

0

4

9

5

7

6

3.1

0.O

l2.5

28.■

15.6

21.9

18.8

一29一



⑧ 送金通値 の旧 平均データ件数 [剤 力同額W:15(7.6%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 騨(%)

A.50件 未満

B.50件 以上100件 未満

C.100件 以上500件 未満
D.500件 以上1000件 未満

E。1000件 以上2000件 未満
F.2000件 以上5000件 未満

G.5000件 以上

=
=
ニ

ー

3

7

2

1

0

1

7

0

7

3

7

0

7

6

0

6

3

6

0

6

2

4

1

⑧ 送金通値 の旧 のピーク時データイ轍 [有効回答数:13(6.6%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 答 率 ぽ)

A.50件 未満l
B.50件 以上100件 未満l

C.100件 以上500件 未満l

D.500件 以上1000件 未満l

E.1000件 以上2000件 未満l
F.2000件 以上5000件 未満l

G.5000件 以上1

1

0

5

3

1

2

1

1■■■■■■■■■■■■■■■■■■
1■■■■ ■■■

7

0

5

1

7

4

7

7

0

8

3

7

5

7

3

2

1

⑮ 送金通矢[膚のデータを交換する企業数 [有 効回答数:16(8・1%}]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 答 率(%}

繍描麟

件

件

0
0

0

0

0

0
2

一〇

繍竃
麟

件

件

件
件

0

0

0

0
0

0

0
0

0

0

1
1

2

5
1

2

5

乱
臥
巳
臥
E
E
鼠

7

4

3

1

0

0

1

1-
|

1

8

0

8

3

0

0

3

3

5

8

6

0

0

6

4

2

■

⑯ 振樋 糖 の旧 平均データ件数 〔有効 回答数:26(13.2$)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 答 率(%)

満
繍
鱗

未
件

0

0

繍

件

0

0

0

件

0

0

0

0

0

0

0

2
5

縮織
麟

件

件

0
0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

5

5

1
5

1

2

5

乱
ぷ
○
正
日
白
G

5

2

7

2

1

4

5

2

7

9

7

8

4

2

9

7

6

7

3

5

9

1

2

1

1

⑰ 振込通矢[膚の1日 の ピー ク時データ件数 [有効回答数:26(13.2%)]

回答項目 1回答 件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 答 率(%)

A.50件 未満

B.50件 以上100件 未満

C.100件 以上500件 未満

D.500件 以上1000件 未満

E.1000件 以上2000件 未満

F.2000件 以上5000件 未満
G.5000件 以上

0

0

8
2

31`

3

10

0

0

8

7

5

5

5

0

0

0

7

1

■

8

3

1

1

3

⑧ 振込通値 のデータを交換する企業数 [有効回答数:30(15.2%)]

回答項目 1回答件数1 102030405060708090100回 騨 丁(%)

A.10件 未満

B.10件 以上20件 未満

C、20件 以 上50件 未満
D、50件L)1上100件 未満

E.100件 以上200件 未満

F.200件 以上500件 未満
G.500件 以上

6

5

1

2

4
合
1

1

1

亡
ロ
ー1

3

7

3

7

3

3

3

3

6

3

6

3

3

3

5

ユ

ー

一30一



⑲ 船積書類の1日 平均データ件数 〔磁 力回答妻女:15(7.6%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆50回 答 率{%)

A

B

C

D

E

F

G

50件 未満1
50件 以上100件 未満1

100件 以 上500件 未満1
500件 以上1000件 未満1

1000件 以上2000件 未満1

2000件 以 上5000件 未満{
5000件 以 上1

6

0

1

1

5

1

1

|

|■■■■■1

0

0

7

7

3

7

7

0

0

6

6

3

6

6

4

3

⑩ 船積書類の旧 のピーク時データ徽 [磁 力同額=15(7.6%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆50回 答 率{%)

黄
羅
再

茜
轄

㈱

繍
罐

。。
㏄

件

0

0

0
0

0

0

0

2
↑O

纏
縫

件

件

0
0

0

0
0

0

0

0
0

0

0
0

5

5

1
5

1

2
5

允
臥
C
D
E
E
G

3

0

2

1

1

4

4

20.0

0.0

13.3

6.7

6.7

26.7

26.7

④ 船積書類のデータを交換する企業数 〔有効 回答数:16(8・1%)]

回答項目 1回答件数11020304050607080901001回 答率(X)

魏
繍
件
件

魏
件

0

0

件

件

0

0

0

0

0
0

2

5

竃
籠
微

件

件

件

件

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

1

1

2
5

1

2

5

A

B

C

D

E

F

G

=
『

1

2

2

1

0

0

0

1 8

5

5

3

0

0

0

8

2

2

6

0

0

0

6

1

1

@)船 荷証券の1日 平均データ件数 [有効 回答数:4(2.o%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆20◆30◆40◆501回 答(%)

五内
詮
円

満繍
㌶

未
件

0

0
0

件

0

0

0
0

0

0

0

2
5

竃
麟

件

件

0

0

0

0
0

0

0
0

0

0

0
0

5

5
1

5

1

2
5

A

臥
巳

底

E
E

6
。

1

0

1

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

5

0

5

0

5

0

5

2

2

2

2

⑬ 船荷証券の1日 のピーク時データ件数 [鋤 阿檀 〔:4(2.O%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10 ◆20◆30◆40◆50回 震i(%}

黄
五
角

黄
揃
嚥

翁

件

O

O
O

件

0

0

0
0

0

0

0

2
5

縮織
麟

件

件

0

0

0
0

0

0
0

0

0

0

0
0

5

5

1

5

1

2
5

乱
底
○
臥
臥
E
G

1

0

0

0

1

0

2

0

0

0

0

0

0

0

5

0

0

0

5

0

0

2

2

5

⑭ 船荷証券のデータを交換する企業数 〔孝藪効 同割 〔=4(2.0%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10 ◆20◆30◆40◆501同 額 三(%)

満
満

魏
罎

件

件

0

0
0

0

0
0

2
5

繍竃
難

件

件
件

件

0

0
0

0

0
0

0
0

0

0

1

1
2

5
1

2

5

A
底
し
臥
E
E
巳

2

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

5

0

0

0

0

5

2

2

一31一



⑮ クレームの1日 平均データ件数
[有効 回答数:3(1.5%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10 ◆ 20 ◆30 ◆40◆ 501回 答率(%}

端綱麟

件

0

0
0

0

0

0

0
2

－b

繍≧

麟

件
件

0

0

0
0

0

0

0
0

0

0
0

0

5

5
1

5

1
2

5

κ
底
○
臥
E
E
G

1

1

0

0

0

0

1

3

3

0

0

0

0

3

3

3

0

0

0

0

3

3

3

3

⑯ クレームの1日 の ピーク時データ件数
[有効 回答数=2(■.o%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10◆ 20 ◆30 ◆40 ◆50 回答率偶)

満
繍
麟

満

未

件

0

0

未

件

O

O

O

件

0

0

0
0

0
0

0

2
5

端竃
難

件

件

0

0
0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

5

5

1
5

1

2

5

A
臥
C
臥
E
E
O

0

0

0

1
一
〇

〇

-

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

5

⑰ クレームのデータを交換する企業数
[孝渤 回答妻定:3(1.5%}]

回答項目 1回答件数1 102030405060708090100 回答率偶}

締緒嬬
㈱

件

件

0

0

0

0

0

0

2
一〇

竃
襲
職

件

件

件
件

0
0

0

0
0

0

0

0
0

0

1
1

2

5

1
2

5

A
底
C
臥
E
民
G

2

0

0

0

1

0

0

7

0

0

0

3

0

0

6

0

0

0

3

0

0

6

3

⑧ その他の旧 平均データ轍 [「筋 力回翻 〔:55(27.9%)]

回答項目 1回答件数1 ◆10 ◆20 ◆30 ◆40◆ 501回 騨(%}

満
繍
嬬

繍
麟

。。
㏄

件

0

0

0

0

0

0

0

2
5

縮織
難

件
件

0

0
0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

5

5

1
5

1

2

5

乱
底
O
D
臥
臥
○

=』≡

5

6

3

7

5

5

42

1

9

5

7

1

1

6

9

0

5

2

9

9

3

1

1

4

@)そ の他の1日 の ピーク時データ件数
[有効 回答数:50(25.4%}]

回答項目 咽 答件数1 102030405060708090100 回答率偶)

A

B

C

D

E

F

G

50件 未満
50件 以上100件 未満
100件 以上500件 未満
500件 以上1000件 未満
1000件 以上2000件 未満
2000件 以上5000件 未満
5000件 以上

■
■
=
≡

1

2

5

5

4
.
5

82

0

0

0

0

0

0

0

2

4

0

0

8

0

6

1

1

1

5

⑩ その他のデータを交換する企業数
[手詰力回微:58(29.4%)]

回答項目 1回答件数} ◆10 ◆ 20◆30◆40 ◆50 回答率ぽ)

A

B

C

D

E

F

G

10件 未満
10件 以上20件 未満
20件 以上50件 未満
50件 以上100件 未満
100件 以上200件 未満
200件 以上500件 未満
500件 以上

1

7

2

2

6

5

5

2

1

1■
1-
1■■■■■■■
1■■■■■■■■

2

工

7

4

3

6

6

6

2

0

3

0

8

8

3

1

2

1

一32一



1.8EDl利 用の標準規 格

(1)フ ォーマ ッ トの規格

EDIに 利用 してい るフ ォーマ ッ トの規格 は、 「プライベー ト標準」が86社(回 答企業

の肌0%)と 回答企業の半数 以上を占め、次 いで 「業界標準(JCA)」 が49社(同32.5

%)、 「業界標準(EIAJ)」 が37社(同24.5%)等 とな って いる。

①EDIに 利用 して いるフ ォーマ ッ トの規格

〔拗 回答委文:15■(76.6%}]

回答項目

1

2

3

4

5

6

国際標準(ED王FACT)

羅{θD㍊
業界標準(JCA)
その他業界標準(家 電,紙 パ等)
プライベート標準

回答件数

8

8

7

9

9

6

3

4
ユ
2

8

102030405060708090100

=一
回答率{別

3

3

5

5

2

0

5

5

4

2

9

7

2

3

1

5

② 通信手 順の規格

EDIに 利用 している通信手順の規格 は、 「全銀手順」が117社(回 答企業の73.1%)

と回答企業の7割 以上 を占め、次 いでrJ手 順」が72社(同45.0%)、 「メーカー手順」

が57社(同35.6%)等 とな っている。

②EDIに 利用 している通信手順の規格

[有効回答数:160(81.2%)]

回答項目

-
}
2

3

4

5

6

全銀手順
J手Jll頁

クレジット手順

業界手順
メーカー手順

無手Jll頁・TTY手 順

回答件数

117

72

5

14

57

14

102030405060708090100

一■一
■■

回答率(%}

1

0

1

8

6

8

3

5

3

8

5

8

7

4

3

一33一



1.9欧 米のEDl業 界標準 の認識

欧米のEDIの 業界標準に対する認識の 回答企業 は、73社 で全体の27.8%で あ った。

その 内訳 は、'「AIAG」 が37社(50.7%)、 「ODETTE」 が36社(49 .3%)、

rEDX」 が26社(35 .6%)等 で、他の項 目 も余 り差 はなか った。

① 認知EDI業 界標準

[有 効回答数 、73(27.8%)]

回答項目

1

2

3

4
5

6

7

8

9
0

0

0

0
0

0

0

0

0

0
1

CARDIS
UCS
AIAG
CDIX
EDX
WINS
VICS
DISH
ODETTE
DAKOSY

回答件数

8

6

7

8

6

0
6

8

6

7

1
1
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2. 各種 意 見

2.1

2.2

2.3

EDI標 準化の必要性

国内におけるEDI標 準化活動

各業界におけるEDIの 現状と今後の方向





2.各 …種 意 見

今回の調査 では、以下の事項については各種意見(記 述回答)が 寄せ られてお り、 これ

らの意見 にっいて整理 しとりまとめた。

2.1EDI標 準化の必要性

・バ ッチ処理型のEDIは 主 にフ ァイル フォーマ ッ トを標準化す れば良いが、今後 は リア

ル タイム型のEDIも 増 えると思われ るので、画面 フ ォーマ ッ トや入 出力 メ ッセー ジの

標準化 も必要 と思われ る。

・各社違 うフ ァイル フ ォーマ ッ トなので対応が しに くい。同一業界 単位での同一 フ ォーマ

ッ トを望 みたい。

・流通 業界の発展や弊社の事業拡大 に伴 い、他業種 とのデ ータ交 換の必要性が極 めて高 く

な りっっあ る。EDIの 必要性 を充分 に認識 し、現在、国内標 準化動向を調査 中の段階

であ る。

・先行 業界のプ ロ トコル(特 にEIAJ)に 、あまり引 っ張 られす ぎで はないか と思 う6

・サー ビスす る側 として、是非 と も標準化 して欲 しい と思 ってい る。

・ 「VAN会 社 」 としては、EDIの 方 向性、必要性 には強 い関心を持 ってい る。今 まで

のJCA手 順等 の展開をみてい ると、強 い会社の意見が その まま通 る というビジネス上

の関係がその まま ビジネスプ ロ トコル、EDIへ 反映 して いるよ うだ。 こうい う件 には

あ る程度中立の、かつ指導力の強い役所が主導権を発揮す る段階 に来 ているのではない

だ ろ うか。

・我が国 におけるEDIは 、業界内を中心に導入 されてお り、普及 の拡大 に伴 って多端末

現象や コ ンバ ージ ョンの必要性が高 まっている。今後、本格的普 及を図 って い くために

は、 ビジネスの業際化、国際化 に対応 した 「国内標準規格」の早 期制定が必要であ る。

・当社が積極的 にEDIを 行 うとい うよ りも、取引先(顧 客)に 対 応 して行 うとい う色彩

が強 い。従 って、標準化 されて いる事が望ま しく、EDIの 依頼 が あった場合 に も、原

則 として標準 にて ということで依頼 して いる。

・EOSとPOSに 代表 されるよ うに、ハ ー ドやデータの有効活用 で活発な情報 システム

を構築す るには、費用が膨大 にかか りす ぎる。又、各企業が個別 での ソフ ト開発 は無駄

が多す ぎる。従 って、標準化 は必要で ある。
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・OSIに 基づ く国際通信手順の確立が必要不可欠 である。

・必要性 を痛感 してい る。機能拡充 を段 階的 に進めてほ しい。

・EDIの 標準化 は非常 に重要であ ると認識 してい る。他社 とEDIを 開始す るに当た っ

て、標準化 されていれば、その開発期 間の短縮及び運用、保守の面での効果 は大 きいと

思 う。

・個別企業間での取 り決 め方で は非効率 であ り、取 引の力関係 で コス ト負担を強 い られ

るケース もあ り得 るため、標準化 を是非 とも推進すべきである。

・EDIの 進展 には、 ビジネスプロ トコル、通信 プロ トコルの標準化が必須であ り、 これ

らの標準 プロ トコルをサポー トす る汎用パ ッケー ジの普及が望 まれ る。

・産業界 での電子取引では、業界内に とどま らず、業際的、国際的 に拡大 しつつあ り、又、

情報関係の技術開発の進展 に伴い、業界 を超えた電子取引が漸次拡大 してい る。 当社 に

おいて も、金融機関 とのEDI化 の推進 や、取引業者 とのEDI推 進の検討段 階にある。

これ らに対応 して い くためには、 ビジネスプロ トコルの業際的な標準化やEDIシ ステ

ムの相互運用性を高め る相互連携方式 の開発が急がれる。

・取引先か ら個別資材VANの 形式でデータ交換の要請が あるが、標準化 されていないた

め、送受信 プログラムなど重複投資が必要 とな るケースがあ り、一刻 も早 い標準化が望

まれ る。

・囲い込 み優位の発想 によ る独 自ネ ッ トワー クの構築ではな く、EDIは 業界活動 に於 け

るイ ンフラス トラクチ ャーであ る。差別化 を独 自ネ ッ トワー ク構築上 に求め るのではな

く、イ ンフラと してその上 に独 自の社 内 システ ムを構築す ることによ り優位性 を発揮す

べ きで ある。 それが 日本 におけ る国際競争性を高め、又、国際協調への道で もあ る。

・標準化を取 り込 まなければ、個別毎 に調整 ・研 究 ・ソフ トウェア開発の点で、多大 な労

力 ・コス トが必要 にな って しまう。標準化が進展 すればその大部分を軽減す ることが で

きるため、メ リッ トは非常 に大 きいと思 われ る。ただ し、業界標準 ・国内標準 ・国際標

準が林立す る状 態で は、あまり意味が ない。多 くとも3種 類 に絞 って いきたい。

・当事業部 は住宅用の外装材 ・バ スルーム浴槽等を製造販売 している。販売店 は全 国の広

い範囲 に及び、 またその店の取扱 い高 の中で弊社の商品の 占め る割合 は小 さい。 このよ

うな条件下で受発注のオ ンライ ン化を進 めることは困難であるが、EDIが このよ うな

困難 な条件の解決手段 となることを期待す る。
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・標準化 は当業界 にとって必要であ り、一般化す るために も絶対条件 となる もの と思われ

る。

・EDI化 を簡便 に低価格で行 うためには、標準化が不可欠であ る。

・労働供給 力の逓減化傾 向にそなえて、省力化イ ンフラを整備す るために も必要である。

・国内労働力の不足対応、及 び開かれた国際業務取引環境の整備のために も、国内及 び国

際EDIの 早期普及が望 まれる。

・日本電子機会工業会(EIAJ)の ように、標準化作業を行 うことがEDI推 進の為 の

絶対条件 と考え る。

・今後 は、オ ンライ ン取 引の多 くなることが予想できるので 、EDIの 標準化 は重要であ

ると思 う。

・取 引先 の要望 に対応す るために標準化 は必要である。ただ し、データの正誤チ ェックを

どう行 うかが 問題 と思われ る。企業間で は相反するチ ェックロジックがお こり得 ると思

われ る。

・欧州で普及 しているODETTEと 米国のANSIの 統一 が望 まれ る。 日欧 ・日米 ・米

欧の関連会社 間のEDIを スムーズに運営するには、規格統一 が望 ま しい。

・EDIを 利用す ると便利なだけに、発信者側 は独 自にいろんな情報 を伝送 しは じめるた

め、受信者側 では、相手 に応 じた処理 システムの開発が必 要 とな り、人 的、時間的 に大

きな負担 とな る。又、設備的 に も多端末化を招 きコス トア ップとな るため、標準化が必

要であ る。

・現在 は各社の仕様が使 われてお り、発注側 は相手によ り端末 を設置 しなければな らず 、

無駄が多 い。標準化によ り端末が共通化できれば、金 ・スペ ース等の メ リッ トが多 い。

・標準化が なされていない場 合、取 引先毎 に個別に対応 しなければな らず、多端末現象の

発生や取 引先毎の システム対応等が必要 となって くる。 このため、 これ らの問題を解消

す るために も標準化 は必須 である。

・オープ ン ・システム構築の為に、EDIの 標準化 は必要 だ と思 う。

・当社 と しては、 これか ら本格的なデータ交換を始 めるところであ り、調査 によると、 こ

のままでは相手先毎 にデータ形式 を検討 しなければな らないので、標準化 されたEDI

を当初か ら使用 したいと思 う。

・EDIの メ リッ トが認識 され始 め、各所でEDIの 試行が実 施 されよ うとしている。
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・OA化 の普及が末端 まで至 ってお り、 ア レルギー症状が 出ぬ よ う通信手順 ・操作法 ・運

用方法等につ いて標準化の整備が急務 といえ る。

・EDIを 普及 させ る為 には、標準化 は不可欠な事であ り、標準化の整備 いかん によ って

は、その普及度合 も変わ って くる事 になる。 よって、 よ り良 い標準化が必要 だが、現状

を見てみ るとまだ不 明確 な ものが多 く、個 々の企業間で その解決が異な ってお り、個 々

の企業の取 り決めで運用 されてい るよ うであ る。

・今後の新 システム開発 は、業界標準 を使 うつ もりである。

・より多 くの業種、データ種類を対 象にす る為 に、EDIの 標準化 は避 け られないが、既

存の規格か らの移行負担を軽減す る方 向での実施を期待す る。

・現在、国際的 に も国内的 に も他社 とのデータ交換の必要がな いので真剣 に取 り組んで い

ない。業界資料を参考程度 に読んでい るだけで ある。

・今後の企業間取 引で、EDIは ますます重要 になると思われ るが 、オ ンライ ン取 引デー

タを利用す る社 内システムは極力共通化 をはか り、 システム開発の工数や コス トをか け

ないよ うに したいと思 う。 その前提 と してEDIの 標準化 は必須条件 である。

・① 昨今の産 業界での急速 な システム化を背景 に、鋼材の需 要業界である 自動車、造船、

電機等の主要需要家か ら、納品情報、品質情報 の電子デー タの伝送化、現品表示 のバ

ーコー ド化等の要請が相次 いで いること

② 鉄鋼の流通業界での高齢化、要員不足に対す る労働力対策、及び物流 の近代化 とい

う観点か ら、 システム化のニーズ は大 きい こと

③ 個別取引単位での システム化 は、上記の通 り対象範囲の拡大を考慮す ると、 コス ト、

開発負荷の増大 は避け られないこと

等を勘案す ると、EDIの 標準化 は是非必要 である。

・EDIの 必要性 は高 まる。効率的 な情報化は、全企業を巻 き込 まないと実現 しない為、

一人EDI化 を拒 む ことは不可能であ る。

・開発費 ・保守費を考え ると、EDIの 標準化 は非常に重要で ある。

・顧客 とデータ交換す る際の レイアウ ト決定 まで に時間がかか り過 ぎる ことや、一方的 に

相手の レイアウ トを強制 され ることが多か ったので、海外 の業者 とANSI、EDIF

ACTで データ交換 した時 は非常 に楽 であった。効率良 くEDIを 進め るためには、標

準化 は不可欠であ る。
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・種 々の標 準の乱立 は今後の展 開にマ イナ スであ る。企業間、業種間、産業間等 「際」、

「接点」にお ける情 報のデ リバ リーが重要 とな ることは明 白であ り、標準化へ 向けて国

家 レベルでの動 きが必要であ る。

・EDI化 は今後の方向であ り、標準化 は必要 である。

・各企業が独 自の手法を唱え、傘下の企業を囲い込む形態 は時代を逆流す る ものであり、

経済全体か らも無駄な投資を強いることにな りかねない。複雑 な 日本の取引を整備 し、

オ ープ ンな企業経済を促進す る為 に もEDIの 標準化は必要不可欠 と考え る。

・EDIは 今後多 くの会社 に対 して広 まると思 う。但 し、コ ンピュータを持たない中小の

企業 とのデー タのや り取 りは、以前 と してFAX又 は郵送 に頼 らざるを得ない状況であ

る。そ この解決策を求めたい。

・税務上の問題 「紙」の証票の必要性等が ク リアーされな くて はな らな い。建設業の場合、

取引先が各地で変わ ることが多 く、取引先が特 定で きない。

・EDIの 標準化の内、 フォーマ ッ トのみな らず 、通信上の標準化(ex.VANtoVANの と

きの費用 問題)も 進めてほ しい。

・EIAJ標 準が広 く普及 されることを望 む。

・当社において は、取 引先=本 部であ り、又、顧 客の数が極めて多い為 、EDIは 当分の

間特定の相 手先のみであろう。従 って一般 的な意味での標準化 は、当社 にとって特 に望

まれ るもので はない。

・セキ ュ リテ ィ機器(部 品)調 達を、電子部品業界と取 引 して いる。現在、EIAJオ ン

ライ ン処理 して いないが、今後 は必然的 にそ うなるのか もしれ ない。

・国際的 に も、 その必要性が拡大 して いることは実感 している。

・企業内の生産性 の向上策 は限界が あ り、今後 は企業間での取 り組み によ り諸課題を解決

しなければ な らない。社会的な要求で もある時短、労働時 間の逓減の ために も、抜本的

な生産性の改善 を図 らねばならない。EDIは その一つ。

・標準化 は必要で あるが、旧標準 との整合性を十分考慮する必要が あると考え られ る。

・図面等イ メー ジデータの交換、漢字 によるデ ータ交換が簡単 にで きるよ うに したい。

・当社の業種柄、他の企業との継続 した多量のデータ授受 は考 えに くく、標準化の必要性

は、現状で はあま り感 じていない。

・特 に、今後の業 際EDIの 推進 にっ いて は、標準仕様をベ ースに しないと、個別対応 と

な って、開発、運用の どの レベルを とって も問題が多す ぎる。 コー ドの標準化(JAN
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コー ド等 の もの)、 業務処理のルール、通信手順 の統一 、いわゆ るビジネス ・プロ トコ

ルの標準化 と、通信手順、運用の標準化 は、必須 と考 え る。

・標準化はぜひ必要であ る。 日本 と して積極的 にEDIFACTに 参加 し、標 準化 を推進

すべきだ。

・商取引の慣行が発注者中心 とな ってお り、 当社 は受注者側になることが多 いこと、また、

取引先が多方面 にわ たってお り、 ターゲ ッ トを しぼ りに くい こと等のため、EDIに 対

しての関心は薄 い。社会一般 に標準化 され たEDIが 広 まって くると、当社 に もメ リッ

トは生 まれて くると思われ る。

・EDIを 今後の情報社会のイ ンフラと して活用す る為 には、標準化(フ ォーマ ッ トの開

発 と普及)は 不可欠 である。

・各社各様 に システム化が進んでい るので、伝票 フォームが まとまらずや りに くい。法制

度 も含めて、EDIの 確立を望む。

・伝票授受 に関す る事務処理の迅速化、効率化、在庫 レス化によるコス ト低減、納期の迅

速な確定 等、EDI導 入によるメ リッ トは大 きいが、現状を見 ると、一部の先進的な企

業 ・業界 や定型化 した取 引関係に しかEDIの 標準化がな されていない。

そのため、EDIを 実現す るため には、個別企業毎 に取 り決めや接続 ソフ トの作成、場

合 によって は専用端末の導入 によるコス ト増が必要 となる。その手間を少な くし、 コス

ト削減を双方で図 るためには、EDIの 標準化 は必要で ある。

・当社にお いて はまだ これか らだが、今後 は もっと必要性が 出て くると思 う。

・標準化 は必要であ る。 しか し、現在で は多種多様 な通信手段でそれぞれの業種が業務を

行 っていることか ら考えて も、国際的な標準 化は難 しい問題 と思われる。 したが って、

将来にお ける課題 と思 う。

・ビジネスプロ トコル等が標準化 され ることによ り、EDIが 一層進展す るもの と思われ

る。

・各社のプ ロ トコルがバラバ ラなため、多端末現象や、 ソフ トウェアの重複投資を招 いて

お り、 これ らを解消す るためにも、EDIの 標準化 は必要であ る。 しか し、EDIは 企

業においてライバル企業 との間に競争 力格差を作 り出す戦略情報 システ ム(SIS)と

して位置づけ られるので、企業固有のプ ロ トコルが必然的に発生す る。今後 の課題 は、

どの様 に して標準 プロ トコル と企業固有 プ ロ トコルの調和を とるかで ある。

・当社に関 していえば、効果が投資費用を上 回 らない、実施 してい る取引先が少 ない、法
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制面 での環境が未整備 などの理由か ら、EDI化 へ それ程積極 的に動 いていない。 とは

いえ、世 の中の趨勢 もあ り、上記各面が クリア された部門か らEDI化 を進めて いる。

・国際標準メ ッセージ(UN/EDIFACT)の 開発が進行中であ り、その標準 のED

Iへ の適用を期待 したい。標準企業 コー ドを世界規模での設定を期待す る。

・標準化 は、業務の効率化には欠かせ ない問題で あり、標準的 な情報交換方式がなければ、

複数企業間 ・異業種間でのスムーズな運用は期待で きない。

・ 「標準化」の必要性 については、通信面ではどの規格で もメーカー(ハ ー ド)で 対応 で

きる現状 にあ るので、 フ ォーマ ッ ト面等(ビ ジネスプロ トコル)の 標準化がEDI実 施

において不可欠 である。

・当社 の場合、数年前か ら複数の得 意先企業 よりオ ンライ ンデータ交換の要請が寄せ られ

てい るが、それぞれが独 自方式でのデータ交換 を望んでい るため、 開発要員、 コス トの

問題 か ら十分な対応がで きていない。標準化によ って コス トがお さえ られ、開発期間が

短縮 され ることを望 む。

・統一 された規格の制定 は、必要 だ と思 う。

・標準化の必要性 は十分認識 して いるが、指導的立場で はないので、動 向を注視 して いる。

・業界内外を問わずネ ッ トワーク化が進み、その際、系列化 によ り強者か ら弱者へ の囲 い

込み競争が発生 してい る。 しか し、業界 として もある集団以外の業界 との取引 も必要 と

な り、標準化が難 しくな って いると思 う。今後は国を中心 と した、又、世界標準 の取組

が必要であろ う。

・① 企業間のネ ッ トワー クには重要 なことと考え る。

② 当社 において も情報通信 の効率化を進める上で も取 り組んで い く必要が ある。

・商取 引情報の迅速化、情 報表現 の簡素化等、その必要性 は大 いに有 ると考える。

・当然 、必要性 は大 いに感 じてい る。特 に、通信 プロ トコルや情報 の フォーマ ッ トの標準

化が必要であ る。

・異 メーカー間の接続、同メーカーでのオ フコン、パ ソコン間又 は、パ ソコン同士間の通

信 系の開発をすすめれば、社内、社外 のネ ッ トワークが広が るので、EDIの 標準化の

必要性 は十分にあ ると考え られ る。

・取 引の多様化、取引先数の増加 に よる伝票取扱量 の増加、 な らびに企業間個別情報 シス

テム運用による個別 ソフ トウェア ・専用端末の投資等、単独 では解 決困難な問題がでて

きてい る。 この様な問題を解決す るために、EDIの 標準化 は必要 であると考 える。
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・企業間ネ ッ トワーク接続で問題 にな るのは、接続先の コンピュータの事である。 自社 コ

ンピュータと同 じ構成な ら一番良 いのだが、完全な異機種 間 となった時の接続手段 に時

間を費やす。また、接 続す る為に費用的な面でユ ーザ と折 りが合わない こともある。

・日本国 内におけるEDIの 標準化 は、外国(先 進国)に 比較 し立遅れているので、早急

に政府が 中心 となって民間を指導 し、標準化 を進 める必要 があ る。

・今後、情報の重要性が増 し、企業内オ ンライ ンシステムか ら企業 間オ ンライ ンシステム

とな ることか ら、EDIの 標準化 は、重要課題 と言え る。

・標準化 で共同開発の メ リッ トを生かせ る様 に したい。各社の重複 関係を避け、 コス ト負

担の軽減 と、 より理解 し易 く、拡張性 のあるものが可能 となるか ら、必須である。

・EDIの 標準化 は、業務の効率化、 商権 の維持 ・拡大 などに有効な手段 と して重要で あ

り、その狙い も事務効率 とい う次元 か ら次第 に高度化 してお り、イニ シアチ ブの取 れる、

又 は、安定的取引の拡大 を図 る為 の仕掛 け作 りと して推進 している。

・基本的 には受発注業務 での利用が 普通であ ると思 う。通信 によ り作業の重複を発生 させ

ず効率 を高める と伴に、データ編 集に より複数企業 に対応が可能 となる。

・必要性 は十分 意識 してい るが、対象範囲を限定 しない となかなか標準化は難 しい。標準

化に時間がかか りす ぎると、利用者の スケ ジュール もあるので、各々ユニー クな方式で

構築 し、結果 と して標準化が完成 した時には、既存方式で十分であ るということとな り、

いつ までたって も普及 しない可能性 もあ る。

・当社 にとってEDIは 必要であ り、早急 に実施を拡大 したい と考えている。既に米 国の

親会社 は米国内で実施 して いる。 日本 国内の規格が未制定 であることによ り、広 く実 施

す ることに制約があ る。早期に国際規格 をベ ースと した 日本版のEDI規 格を制定すべ

きと考え る。

・中小企業で も利用で きるよ うな標 準化の推進 と低 コス トな機器の開発が必要 と思われ る。

・EDI導 入の初期 コス ト、作業工数の削減のために、標準化 はきわめて重要 であ る。 ま

た、複数の企業 とのEDIを 行 う場合、 システムの複数化を防 ぐために も、標準化が必

要であ る。

・いずれ は導入す る時期が くると思 うので 、必要性を支持す る。

・EDIの 標準化は望ま しいが、同一業界 内で も利害関係、常 に自分が第1に な りたいが

ため、あえて標準化 されてない感 があ る。標準化 されれば、事務の効率化、業務の拡大

が可能 にな ることが予想 され る。
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・当社の規模では必要性 な し。

・標準化 の必要性 は当然 であ るが、既存 システム(複 数)の 変更 について当事者全体の コ

ンセ ンサスを得 る何 らかの指針が欲 しい。

・① システム開発工数削減 ・工 期短縮

② 稼働後の システ ム維持の手間の軽減

③ 全体の システムボ リュームの削減

④ 利用者への教育 の容易性

・同業種内で も標準化が 進んで いない現状 で、特 に顧客 とのEDIは 一対一にな りが ちで、

開発費用がか さんで い る。特 に帳票類データにっいては、標準化が望ま しい。

・特に これか らは、国際取引が増え る状況でグローバルな視野か らの標準化が益 々重要 に

なってい くと思われ る。

・EDIの 必要性 は高い。業界毎 の標準を調整 できる、強い指導力が必要であ る。

・他業種間の商取引にお ける業務処理等の効率化や 円滑化を図 る上で、EDIの 標準化 は、

大変必要 であると思 う。

・長期 に渡 り取 引のあ る企業 とのEDIの 必要性 を感 じる。特 に情報処理 システムの客先

要件の迅速な入手 とフィー ドバ ックによ り、納期短縮 と経費の削減 により競争力の強化

が図れ る。

・受発注取引関係データの処理効率上是非必要であ る。

・EDIの 活用が益々増 え る中、標準化 は必須であ り是非す すめて ほ しい。当社で も業界

や顧客で異 なった フ ォーマ ッ ト・VAN等 で対応せざ るを得ず、時間 ・手間がか か って

いる。早急 の標準化が切望 され る。

・アメ リカ本社か らの受注 データにっいてEDIシ ステムを検討 した ことがあるが、デ ー

タボ リュームの数か ら時期尚早のため止めた経歴が ある。 アメ リカ本社では既に実現 し

てお り、当社に導入 され るの も時間の問題 と思われる。

・同 じ取 引先において も工場毎 にEDIに 対す る姿勢が異 な り、標準化 されていないケ ー

スが 目立っ。少 な くとも取 引 き先内部 において統一 されていてほ しい。

・社内完結型のオ ンライ ンシステムな ら社内標準の ままで充分 である。他社 とのっなが り

が増加す るにつれ、標準化の必要性が増 して くる。海運 業 自体が国際業務なので、国 際

標準に強い関心があ る。

・業界全体の事務処理効率化 に必要 である。
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・卸売業である弊社で は強 く感 じてお り、具体案を検討 中であ る。一部、待 ちきれない為 、

業界統一イメージ、製造 メーカー指導型にて構築 して いる。

・業種 を越えて、一つの ものに して ほ しい。

・他 の会社 と複数 にか らむ ことであ るため、何 らかの標準 は、絶対 に必要であ り、端末の

機種 も一機種 に限定 しない方式 とされたい。

・今後、産業界 にEDIが 益 々浸 透 して くると思 われ る。EDI利 用企業の過剰投資を避

ける意味で も、又、EDIを 普及 させる意味で も、EDIの 標準化は必須であ る。標準

化の範囲 は、企業間のデー タ交 換部分(メ ッセージの標準化etc)に とどめ、各企業 は

企業内 システム部分で差別化 を図 っていけば良 いと思 う。

・今後 も企業間のネ ッ トワー クを構築 し、推進す る必要 があ り、標準化 は絶対必要 で、特

に公的機関に対 して も進めてゆ く必要が ある。

・関係する企業が、鉄鋼、運輸、商社、製造(電 機、 自動車、化学)グ ループ内 と多方面

になる ため、業界標準が 出来て も、それぞれの業界標準に対応す るとなると統一標準が

無 いに等 しくな って しま う。か と言 って、当社独 自の仕様ですべての取引先 に展開す る

こと も不可能であ り、業界を越え た統一の標準がで き上が るのが望 ま しい。

・通信 とコンピュータ利用 によるEDI化 を、真 に有効活用す る為の必須条件 と考え る。

・業際、国際化の進展 の中において は、EDIの 標準化 はイ ンフラとして不可欠 である。

・当社の取 引形態か ら、当面 あま り必要性を感 じていない。 しか し、将来EDIが 一般的

に普及 した段階では、出来 るだけ少 ない種類の標準 に して行 く方 向を希望 す る。

・標準化は当然必要 であ ると思 うが 、業界標準等で既 に広義のEDIを 進めた企業(業 界)

にとっては、新たに国内(国 際)標 準が定め られたと して も即時対応 はむずか しい と思

う。

・社 内一般 の コンピュータ化が進ん でいる現在、過去のオ ンライ ン化 による差別 化 とい う

考 えは通用 しな くな って きてい る。オープン化の要望が納入側か ら出て くるであ ろう。

・EDIの 標準化 は、業界 あげて取 組むべ き重要 な課題 と考えて いる。経営資源の効率 的

活用 を図 り、経済的効果を得 る為 に、EDIは 必須のツール とな らざ るを得ない。特に、

流通業界は、不特定多数で、規模 の異なる、業種を超 えた取引先(卸 、メーカー、倉庫、

'運輸
、金融等)と 一般消費者 を相 手 に事業を行 うとい う特性か ら、標準化無 くして、効

率化は望めず、それ故、当業界 は、早い時期 か ら標準化 に取組んで きた。
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・EDIの 標準化を進め る場合 に、やや もす るとファイル転送 と言 うシステム技術的 な側

面 に重 きを置 いて検討を進 めが ちだが、 日々のオペ レーシ ョンに直接係わ り、得 られ る

効果が極 めて大 き くEDI化 の前提 ともなるべ き伝票 フ ォーマ ッ トの標準化 が最 も重要

な検討課題で あると考えている。伝票は、業種業態の特性 を反映 した ものであ り、業界

別の取組 みが必要 となるが、未 だ未整備 の業界 に対 して は、助成策 も含め、国 も積極的

な働 きか けを して ゆ くべ きではないだろ うか。伝票フ ォーマ ッ トの標準化 によって業界

を超 え、共通で使用可能な共通 データエ レメ ン トと、業界固有の データエ レメ ン トが明

確 にな り、 シンプル で効率的なEDIの 標準化が可能 になると考 え る。EDI化 の進展

に伴 って、今後問題 となるであろ う次の諸点の検討 と具体化が望 まれ る。

① 電 子取 引に係 わる法制上 の整備

② セキ ュ リティー ・システムの標準化(ロ ーコス トで容易 にセ ッ ト可能な簡易暗号

機 の開発等 も検討 の一つ と言え ます。)

③EDIと 通信 プ ロ トコル(OSI)の アプ リケー ションを含 めた維持管理体制

④ 通 信ネ ッ トワー クの整備

⑤ 各種識別 コー ド(企 業 コー ド等)と コー ド体系の整備、及 び維持管理体制

・EDIの 標準化 は必要であ る。標準化 されない場合、各業界や団体毎 に多数の標準がで

きる可能性が高 く、業界や団体 を越えたEDI化 を行 う時、多数の標準 に対応 しな くて

はな らない。 だか ら、EDIの 標準化 は必要だ と考え る。

・社内 システムの整備が一通 り完 了 してい る現在、企業の壁を越え た情報化を進め なけれ

ば情報 化の採算性が 見いだ しに くい。 さ らに、交換データの標準化が なされて いれば、

コス トの メ リッ トが大 きい。

・取引先に対 してまだEIAJの フォーマ ッ トを使用せず、独 自の フォーマ ッ トで管理 し

てい るところ もあ り、処理の統一が できず困 っているのが現状 であ る。 また、納品書の

形式 において も書式 が一定でな く、取引先毎にプ リンター出力を行 うことが要求 され、

プ リンタ ーが専有化 される傾向にある。 よって、機器 の管理において も無駄 な購入を し

てい る面 があ る。

・EDIに よる取 引対 象企業を広 げ るにあた り、標準化 はその大 きな推進力 にな り得 る。

この点 で標準化が各分野で進展 す ることを期待 している。

・EDIの 拡大 を推進 してい く上 で是非必要 と考 える。
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・異企業 とのオ ンライ ンによる商取 引データの交換を、標準化 された規約 に基づ いて実施

する事 は、商取 引の迅速性 ・正確性 ・事務効率化 に大 きなメ リッ トを もた らす と考えて

いる。

・EDIは 必然的にや らざるを得ないであろ う。

・EDIの 標準化は必要 と考え るが、使い難い標準化で は意味がな いので、 シンタ ックス

ルール は完全標準 化、データフ ォーマ ッ トやデータエ レメ ン トは業界別に標 準化する等

の考慮が必要であ る。また、漢字の問題 もあ り、国際標準 と国内標準(漢 字対応)と い

うことで分 けた方が よい。

・当社はEDIに 関す る種 々の コンサルテーシ ョンを行 って いるが 、 日本の各業界の事務

部門におけ る生産性 はまだ まだ低 いので、EDIは 是非必要だ と考 えている。

・EDI標 準は、国 内外の企業が商取 引を迅速かっ効率的 に行 うための一主要基盤であ る

と考え る。 しか し、EDI標 準は、業界標準、国際標準および国内標準(CII標 準)

のように各種標準が存在す るため、EDI導 入推進 にあた り、適用す るEDI標 準の選

定に苦慮 してい るのが現状 である。

・当面 は業界での標準化を望む。'

・現状では、異 なる手順 ・フ ォーマ ッ ト(取 引先の フォーマ ッ ト)に よる多手順 ・多端末

現象が お きている。EDIが せ めて業界間、望むべ くは 日本標準が制定 されれ ば、 これ

に対応 す るコス ト、時間等の大幅 な削減 となる。

・コー ド、 レイアウ ト等の情報内容 の統一、運用ル ール、通信手順の規格化によ り、迅速

にEDI化 が可能 にな り、又、正確 な情報の伝達が 出来 る等 々の メ リッ トがあ り、今後

のネ ッ トワー ク化 にとって不可欠 な ものだ と思 う。

・現在、臨床検 査業界 に於いて、標 準化を取 り纏 め中で ある。

・標準化の必要性 は特 に有 る。標準化がな されない場合 は、 ソフ トの開発時間、費用がか

か る。

・現在 は時 に必要性を感 じていない。

・受注者 、発注者共 にメ リッ トが あ り必要で ある。

・多種のデータを、多数の企業 とや りとりす るには、 ある レベルまでの標準化が必要 であ

ると考 え る。特 に部品関係の企業 は、多 くの発注 元を持つ場合が多 く、発注元 メーカー

によ り通信方法が異 なることがあれば、部 品メーカーに多 くの負担をか ける。 当方に と

って も、ネ ッ トワー ク化を拡大す る上で支障にな る可能性があ る。
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・少 な くと も業界 内では標準化が必要 と思 う。

・ここ1～2年 間の うちに、代理店、関連会社、海外拠点 とのEDI化 が急速に進展す る

ことが予測 され るので、国際標準を含め、EDIの 標 準化 はます ます必要 とな る。

・各社、まちまちなデ ータフォーマ ッ ト、 コー ド体系の場合、複 数の取引先 とのEDIを

行 うときに、 ソフ ト開発に多大 な工数を必要 とす る。標準化 は絶対的 に必要 な ものであ

り、当社がEDIを 現在導入できない理 由で もある。

・標準化の進展 は望 ま しいと思 うが、一般企業には必要 ない。 しか し、物流関係の企業に

は不可欠 の時代 にな って いる。

・企業毎で も良 いか ら、統一の会社 コー ドを設定で きると良 い。

・在庫照会、受発注、資金決済のペーパー レス化、効率化、省力化、迅速化には、EDI

は必須であ るが、 システム化の工数が多 く、ユーザ ーの負担が大 きい。

汎用性のあ るEDIの 標準化を促進 してほ しい。

・日本企業のネ ッ トワー クの グローバル化、複雑化、海外の多国籍企業の 日本へ の進 出と

い う観点か ら、EDI標 準化の動向には注視 している。

・データ処理に掛か る人件費の コス トダウンの上 で も、是非標準化を進める必要が ある。

又 、一取引先が先行 してEDI化 を進め る為に、取引先の差別化が進め られ、業界内の

統一が とれな くな り、弱小 メーカーは、 システム コス トが上昇 し、対応 しきれな くなる

・標準EDIに 移行す るために次の過程を経 ると思われ る。

① 強者 によ る系列化

② 取引の多 様化

③ 複数 フ ォーマ ッ トによる伝票洪水 と多端末現象

④ 標準EDIの 指向

・標準化は、EDIに とって必須の ものであり、多 くの業種、企業で使え るもの を作 るべ

きであ る。 しか し、企業 によって業務のオペ レー ションが違 う以上、ある程度 の融通性 、

しか も、標準化 され た融通性を もたす必要があ る(受 信確認 の有無や 自由使用欄 など)。 ・

そ うしない と、誰 も使 えない標準になることにな って しま う。

・ビジネス文書 のや りとりをEDI化 す ることは、作業の軽減、省 力化、処理の正確性向

上 、ス ピー ドア ップ、 ペーパ ー レスなど多 くのメ リッ ト・効果 を もた らす と考 え る。 し

か し、 これを取 引す る企業 ごとに進めてい くと、 コンピュー タや通信などの設 備費 とア

プ リケーシ ョンソフ トの開発費の増大を招 くことも考 え られ る。 これを防 ぎ、円滑にE
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DI化 を進めるためには、幅広 いEDIの 標準化が必須 と考 え られ る。

・欧米 に比較 した 日本でのEDIの 標準化の立遅れ は、受注者 側の コス トア ップ、ひいて

は商品の コス トア ップを招 き、国 際競争力を失 いかね ない。社会にお ける、フ ァンダ メ

ンタルズ と位置づ け、標 準化に高 い必要性を持 たせ るべ きであ る。

・ペーパ ー レス取引や資材調達 ・物流 の効率化、取 引先の システ ム化推進な ど、波及効果

が大 きい。積極的に取 り組み、進 めてい きたい。

・当社 のような組立産業 にお いては、部品メーカー とのEDIは 必須であろう。今後 ます

ます重要性 を増す。 しか し、そ うはいって もEDIの 相手 は事実上固定 してお り、 それ

らとの間で独 自方式 を確立 して しまってい るので、現状 では不都合 は感 じない。

標準化は、今後の通信技術 の進展を考慮 した将来性のあ るもの でなければ意味 はない。

・企業間情報取引が進展す るにつれて、企業間取引相手 ・授受情報が多岐にわたり、その

対応に は、個別かっ授受情報の種類毎 に取 り決あ、取引を実施 してお り、その負荷 は膨

大であ る。 また、通信 プ ロ トコル もまちまちで あ り、 これ らの対応負荷 も大変であ るが、

迅速性 に欠 ける。従 って、EDIの 標準化 によ って接続回線の輻接化、運用の複雑化、

設備費用の増大 、多端末現象等の回避 を是非 とも行 う必要があ る。

・今後、企業間情 報の交換が進み、情 報ス ピー ドア ップ、業務効率化のために もEDIが

不可欠 とな り、海外ネ ッ トを含め標準化が必要 であ り、 それ に伴 い十分 なセキ ュ リティ

機能を持つ ことが重要であ る。

・EDIは 将来の経済活動の必須条件である。但 し、現状 の コンピュータ システムの脆弱

性、硬直性(何 れ も人力、 コス ト上の要 因が大 きいが)が 問題であ る。

一48一



2.2国 内におけるEDl標 準化活動

〔建設業〕

・各業界 の 自主性 に任せて いる感が強 い。各業界特有の取引習慣 はあ るものの産業界全体

での標準 化で充分耐 え られ るもの と思われ る。先行 してい る業界の事例 を集約 して、通

産省主導の もと、産業界共通標準 を推進す る必要がある。

・普及状況を見 るとそれほどで もない。業種、業務の違 い、通信方式、通信手段 の技術力

不足等、様 々な問題 もあ るが、法 的な整備 の遅れが致命的 と考 える。官民合 同での標準

化(複 数官庁の協力が必要)が 望 まれ る。

〔繊維工業〕

・戦略的情報 システムの構築が、企業の生 き残 りをかけた企業戦略になるので、EDIの

使用 が活発 にな る気配があ る。

〔紙 ・パルプ加工業〕

・海外で は、UN/EDIFACT、ANSIX.12等 の規約があ るが、 それ らは日本

語対応 の面 で問題が ある。 日本で は今の ところEIAJが 一番進んでいると思われ るが

業界を またが って使 われていない。 日本の場合、ネ ッ トワー クを商取 引の イ ンフラと し

て使 うのではな く、差別化の手段 と して使 って いる部分 もあるので、官庁主導型で普及

を図 らな いと、 いっの間にか小 さな範囲に限定 された規約 がた くさんで きて しまい、業

際ネ ッ トワー ク構築 の段 階でそれ らが逆にネ ックになるのではないだ ろうか。

〔化学工業〕

・EIAJ標 準が我国標準 としての地位 を確立 し、普及す ると良い と考え る。

・もう少 し積極的 なPRが 望まれ る。

・特に業界 を超え たプロ トコルの確立 とセキュ リテ ィ技術の確立の必要性 を強 く感 じてい

る。

・ビジネスプロ トコル小委員会の活動 を とお して、標準化 を推進 している。ただ、既 にE

DIの ための システムがあ り、 また、標準化活動が遅々 として進 まないため、標 準BP

の取 り入れ ば、 なか なか困難であ る。そのため、①あ る程度の強制化 ②標準を取 り入

れ るための システム変更費用への補 助または減税等、が望 まれ る。

・業界別標準 か ら、OSIの レベル7で の世界標 準 は、国 レベルで推進 して ほ しい。

・CIIシ ンタ ックスルールの もとでのEIAJ標 準のデータフ ォーマ ッ トによるEDI

の標準化が 当面最良 と考え る。
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・早 く規約 を制定 し、真 に使える内容 が必要 である。但 し、拙速 では意味がな い。

・現在、各業界の企業 はEDI化 を普 及 してい る時期だ と考え るが、EDIの 標準化 が、

各企業の思惑等 によ り遅れがちであ ると思 う。EDIの 標準化活動 につ いて は、標準化

に必要な基本仕様の普及を早い時期 に始めていれ ば、従来 よりも標準化 に準拠 した企業

も増えた と思 う。

:EDIの 遅れが外国企業か らみて
、又一つ別の障壁 とな らない様 、 もっと積極的 に推進

して ほ しい。

・各業界 ・企業 にお いて、最近にな ってや っと標準化のニーズが高 まって きた段階であ る

と思われ る。 このような中で、各業界 をすべて網羅 した国内標準 プロ トコルを策定す る

の はまだ難 しく、現状 のよ うにとりあえず業界単位での標準化を推進 す るのが現実的で

あ ると思われ る。

・業界標準化 はで きて いるものの、今後 は業界を越えた標準化 が進んでいかない と、種 々

の業界毎の対応 を余儀な くされ ることとなる為、是非必要 と考え る。

〔石油 ・石炭製品業〕

・現状では、一部の業界あ るいは大手企 業を中心 に進展 して いるEDIを 、国際的な標準

化活動の高 ま りを受 け、総 合的な標準 化を行 いつっあ るということは、EDIの メ リッ

トを高め るためには、非常 に効果的な ことであると思われ る。また、 当社が標準化 され

たEDIを 利用す ることによ って受 けるメ リッ トも大 きいと思われ る。'

〔ガラス ・窯業〕

・既存の標準 をその まま継続 して活か して ほ しい。

〔鉄鋼業〕

・①企業活動の多様化、広域化、国際化を踏 まえ、国 内 ・海外のEDI化 推進事例 を研究

・紹介 し、国内のEDI標 準化の方向を示す ことで、EDIの 普及 ・促進 を図 る必要が

ある。② さらに、商品規格体系で あるJISが 産業高度化を支え る基盤 とな った ことを

考慮すれば、業界単位 を超えた業 際的 な標準化体系(も しくはモデルケース と しての標

準型)の 構築が必要である。③重複投資 を回避す る意味で、商取 引を主体 と した関連業

界等で連携 し共同開発を行 う場が必要 である。

・種 々の業界総 てを考慮 した標準化 は非現実的で
、 まず業界ベースに標準化を進め ること

の方が実情 にマ ッチ していると思 う。 しか し、種 々の業界 も定期 的には参集 し勉強会等

を持 って、業界特有の言葉(フ ァイル項 目名)の 相互理解を図 って行 く必要 はある。
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〔非 鉄金属 ・金属加工業〕

・帳 票 レベルに至 るまで標準化 され るのがベス トだが、'現実的に は不可能 である。次善の

策 と して共通 の辞書(デ ータエ レメ ン ト集)を 作成 しようというEIAJやCIIの 現

在の取組み は、合理的だ と思 う。

・関係取 引先 との足並 みが問題であ り、又 コス トの低減 に対 しての施策 も含 め対応 して行

って もらいたい。

・既存の業界標準を、今後 どの様 に扱 うべ きか、十分 に検討す る必要がある。

・現在 は、取 引先毎の ビジネスプ ロ トコルで実施 して いるケースが多い。国内一本化が望

ま しいが、業界 の固有項 目もあ る為、国内及 び業界別標準の2本 立が現実的で ある。

・EIAJ標 準 か ら唐 突な形でCII標 準が出来た感が強 く、全体 的なイメー ジが描 けな

いまま、委員会を設 けて早急 な対応を迫 ってい るよ うに思えてな らない。毎 一度 、全業

界 に渡 る説明会 な りを開催 し、CII標 準 にっいての基本的な考え方 を説明すべ きと考

え る。

〔電気機器 製造 業〕

・電気機械業界で はテ ス ト運用 を始めているが、広 く理解 されていない。特 に、素材 、材

料業界への衆知が遅 れて いるよ うに思 う。

・業界別 に標準化活動が進 め られて いるが、国内の統一標準化 には至 って いない。あ る程

度、強制力のあ る標準化 を早急 に進 めるために も、CIIの 積極的な リーダーシ ップを

期待 します。発注者 と しては業界標準に従 ったと して も、受注者 として は発注者が(同

じ業界で あって も)プ ライベー ト標準を要求 して きた場合 に、 これに従わ ざるを得ない

場合があ り、 同一業界 内同志で も完全な統一化 は困難 と思われ る。

・広範囲 に、かっ積極 的に標準化活動 を推進 して欲 しい。

・EIAJのEDI標 準化活動 の動 きが他業界へ も波及 し、国内標準へ と発展 す ることを

希望す る。 また、JIPDECも データタグ番号 のみな らず、標準 メッセー ジ、共 通 コ

ー ド、運用 ルール等 あ らゆる標準化項 目に対 し積極 的に管理運営 され ることを希望す る。

・企業間では、 いろいろな種類のデータが交換 されているが、業界標準においてで さえ も、

なか なか使用可能 な フォーマ ッ トがで きないのが現状で ある。 また、 ビジネスの上で は・

今後 ます ます海 外の企業あ るいは海外 の自社事業所な どとのデ ータのや り取 りが増 え、

EDI.の 利用な しにはす まされない。 したが って、早急に標準化を求め られて いる今、

日本独 自の もの を作 るよ り、国際標準にな りっつあるEDIFACTを 母体 に して、そ
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れを使用す るための標準化 を行 った方が良 いと考え る。

・相手先企業 によ り
、 自社独 自情報 ネ ッ トワークによる情報交換 と、業界 レベルの標準規

.格 に もとつ いた情報交換 とを使 い分 けて いるのが現状であ る。

・各業界 を横断 した形での打合せ ・調整が必要である
。

・現在
、EIAJの 標準化活動 は積 極的 に推進 されて いるが、今後、各業界 ごとに独 自活

動が行われ ると混乱す るため、早 急に業界間の調整が必要であ ろう。EIAJ標 準 フ ォ

ーマ ッ トが決 め られて も
、運用面 で はまだまだ各社独 自のルールで行われてお り、 この

方面での標準化(VANtoVANの ルール化等)も 決めて ほ しい。

・漢字 コー ドの統一が必要であ る
。

・業界毎 に統一 されつつ あるが
、複数 の業界 との取 引を行 って いることを考え ると、全国

全業統一 のEDI標 準が ほ しい。

・最 近、いろいろな業界で標準化活動が活発 に行われているようだが、今後 は業界間のE

DIも 普及 されて くる もの と思われ る為、他業界 の標準 に対 応出来 るように、国内での

EDIの 方向性を統一す る事が必要で あ る。

・商慣 習の差を踏まえ
、 いたず らに世界標準 に盲従すべ きで はない。但 し、 日本オ リジナ

ルだけで良 いとも思わず、取 引実態 に応 じた標準 を用意 してい くことが重要 と思 う。

・EDIの 必要性 はまちがいないと した ら
、 これの標準化 は早急 に行われなければな らな

い。先行 しているEIAJ標 準を一般標準 と して施行す ることは、当然 な こと。

・EIAJで 先行的に進んで きたEDI業 界標準をベースに
、通産省 がEDI国 内標準 を

策定 しようとす る動 きは、時宜 を得 た政策であ り、弊社 として も積極的 に対応 して い き

た い。

・その活動 に賛成である
。現実 には、企業 間だ とか、業種 間での調整が難 しい と思 う。

・電子機 器製造業界 に属 してお り
、積極 的に業界標準作 りに参加 している。

・現在 、 もっとも進んで いるEIAJ標 準 は取引に関 して業界 と して必要 とす る情報及 び

内容が ほとん ど網羅 され、標準化 され たが、その情報 を発注側で具体的 にどの様 に使 う

のか、余 り検討 されていない。技術的 な面が先行 して実際の運用面が遅れているため
、

EDIの 利用の段階で各種の問題点が発生 し、受注側の アプ リケー ションパ ッケ ージソ

フ トを開発す る上で も種 々の課題が発生す る。運用面の検討に も注力すべ きであ る。

・データ交換 の標準化 の前提 と して対象業務の規約(標 準)が 重要 と思われ る
。

・業界 ごとに異 な った規格 をベー スにEDIを 実施す ることは好 ま しいことで はないので
、
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シンタ ックスルール等の情報表現 レベルの規格化を国際標準 に準 じて、早期に行 うべ き

である。

・国際標準 との対応付 けが急務であ る。

・国内の電子機器製造業界 を中心 と した閲 日本電子機械工業会の標準 であるEIAJ標 準

は、業界の標準 と して成立 し、大変注 目された。 このEIAJ標 準が他業界へ適用す る

には、 さ らに改善が必要であ る。今後、国際標準 との整合性 にっ いて さらに見直 しを行

い、新 しい標準 を構築 し、製造業全体の標準 に成長 させ る必要が あろ う。

・EDIの 標準化は必要 と考えてい る為、積極的 に標準化活動 を行 い、早 く標準 を作 って

ほ しい。

・CIIシ ンタ ックスルールの開発 は、国内の業界横断型EDIを 実現す るための大 きな

前進 であ ると考え る。 しか し、実際に国内EDI標 準 と して普 及 させ るため には、標準

メ ッセー ジの開発及 び国際標準 に対す る対応策の明確化が必須 であ ると考え る。 また、

EDI標 準 のたび重 なる改訂 は、EDI標 準の各種バ ー ジョンを発生 させ ることにな り、

EDI普 及のための大 きな障害 とな ることも考 え られ る。っ いて は標準 メッセー ジの開

発計画な らびに国際標準への対応策の早急 なアナウンス と、それ らの青写真 を もとに し

た国内標準の展開 につ いての国家的見地で の推進を切 に希望す る。

・現在 は日本電子機械工業会が先行 してい るが、是非他業界へ も働 きか け、国内標準を早

期 に確立 して欲 しい。

・業界毎の標準化 は、それぞれ進んでいるようだが、今後 は企業 コー ドの様 に、業界を越

えた標準化が必要 とな って来 る。

〔輸送 用機器製造業〕

・電機業界 のよ うにすで に導入 されてい る業界 もあれば、検討段階の業界 もある。国内で

標準化が進め られれば、よ り一層業界内での標準化が進 むだ ろ うし、業界 間でのEDI

も可能 にな るだろ う。期待す るところが大 きい。早期実現 を目指 して ほ しい。

・企業の大小 に関係 な く、全ての会社が利用で きるようにすべ きと思 う。

・国 内だ けのEDIが あま り展 開 されて も困 る。国際的なEDIを 十分考えた標準化が望

ま しい。

・米国 ・欧州の動向、 国内の各業界 の動向、系列会社の取組状況 ・動 向をみなが ら、当社

の位置づ けを考え進 めるべ きであ る。

・国連のEDIFACTを 国 内にとい う考え もあ るが、商習慣のちがい等 や漢字の問題 も
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あ り、国内標準 とな りに くい と思 う。国内は独 自の標準化で も良 いと思 う。 む しろ、そ

れ ぞれに対応可能 な トランス レーターやVANの 有効利用 による解決の方 が、す っきり

す るので はないか。

・業界別の標準化が主流で
、真 の意味の標準化 はまだまだの感があ る。各業界は、業界で

閉 じた標準化をやめ、 より広 い立場 に立 って推進すべ きと思 う。

・各業界単位で推進母体が確立 された体制で積極的に展開 され
、実用化 ない しは実用化 に

近 い状態 にあ ることを認識 、理解 している。 また、実用化 した業界 にお いて も全てがそ

の標準化仕様で情報の授受が行われていないこと も理解 して いる。EDI標 準化推進 に

おいて官民一体 とな っての推進 により、本 当に全体を統一 した標準化が可能 と思 われ る。

・全体統一の標準化 の結果 と して逆 に心配 され ることは
、 よ り広 く包含す るために最大公

約数を狙 う結果、標準 に対応す るための費用(ハ ー ド・ソフ ト)が 増大 して しまう恐れ

がある。EDIの 標準化 は無理 な統一 はせず、最低限の部分 に限定すべ きと考え る。 ま

た標準へはメーカーが積極的に取 り組む必要が あ り(例 え ばF手 順)、 廉価な機 器を提

供す ることが必要で ある。

・産業情報化推進セ ンターの活動 に注 目 し
、よ り多 くの企業が標準化 に取 り組む ことを期

待 してい る。但 し、既 に多 くのネ ッ トワー クが完成 し稼働 して いる現実 を踏 まえ、具体

的な標準化への移行 に当た っては、 まず は大枠 の標準化 か ら実施 し、時 間をか けて徐 々

に枠をせばめ、詳細部分 は各業界 に任せ るとい う方式 を望 む。

〔一般機械器具製造 業〕

・国際標準 メ ッセー ジと既 に利用 して いる業界標準(流 通業界のJCA標 準
、金融業界 の

標準、閲 日本電子機械工業会の標準(EIAJ))と の上手 な整合性 を期待 した い。同

時 に、EIAJ標 準で定めている標準企業 コー ドは、全世界でユニー クな コー ドを保証

す るよう期待す る。

〔精密機械器具製造業〕

・JIS化 の動 きが遅す ぎる
。

・現状 は、取引状態の保存を電子 データ保管 ・帳票保管の二重 で行 うため、国税局 よりの

監査が緩和 され ることを望む。

・かなりEDIの 標準化活動が進んで いると認識 して いる
。当社 としては、早 く、全面採用

に向け検討を進め ることに してい る。但 し、各活動 にお いて先行ユ ーザーのデータ交換

の効果実例等の紹介 、宣伝(ア ピール)が さらに必要であ ろう。
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・一部、大手企 業で進んで いるよ うであ るが、先進企業の方式を全体標準 として決定 され

て は個々の企 業で弊 害 も発生する。業種全体 ・業界全体を視野 に入 れた上 で将来動 向(

業際取引 ・国際取引法など)を 十分考慮 して進 あてほ しい。

〔その他製造業〕

・チ ェー ンス トア業界の様な統一伝票 まで制定で きれば、かな りの効果が期待で きるが、

残念なが ら当業界 ではそこまで はできて お らず、納品書等 は各社別 に ソフ ト開発が必要

で手間がかか ってい る現状である。

・標準化は、 まず 業界単位で必要であ ると思 われ る。 出来 るところか らやれば いいのでは

と思 う。(統 一 伝票→売上データ→請求 データ→入金 データ)

・適度 な数にま とめて欲 しい。

〔卸売業〕

・標準化 は進んで いると思 うが、各社でそれぞれに特長が有 り、当社 として はや りに くい。

・日本 の風土か らすれ ば、当初 は行政主導で標準化のハズ ミをっけ る事が必要 と思 う。

・当社 では現在家電業界の卸 ・小売店 との間、及 び大手電気 メーカー との間でEDIを 利

用 してい る。家電業界で は量販店(NEBA)がE-VANで 標準化 されてい るが、 こ

れ とて必ず しもまだ全量販店が使 って いるわ けで はな い。又、 フォーマ ッ トは同 じで も

異な るVAN業 者 を使 っている際 にはそれぞれ別途 に対応せ ざるを得 ない状 態であ る。

・各業界(特 にメーカー対小売店)毎 にバ ラバ ラである。

・EIAJ標 準を採用 している顧客 も多いが、厳 密にチ ェックす ると微妙 に違 って いるこ

とが多 い。

・当社 の業務 内容、取 引先 との関係か ら、EIAJをEDIの 標準 として考 えてお り、各

社セ ミナーなどに も参加 している。他業界 のEDIに 関す る標準にっいては情 報を持 っ

ていないが、EIAJに 関 して言 うと標準化 は進んで いると思 う。

・国内関連会社 間は、社 内 コー ドで統一 して運用す る。社外EDIに ついて は、税関～海

貨業者,SHIPNETS等 の規格が、金 融その他の ネ ッ トとも統一 され るのが望 ま し

い。

・各社の力関係 を越えた公共 のとりまとめを、早期 に願 う。

・協力で きる範囲で対応 したい。
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〔代理商 ・仲立業〕

・大変良 いと考えている。ある程度デー タ項 目をま とめて管理で き、標準的 な システム構

築がで きる。

〔小売業〕

・JCA-H手 順 開発 に参画 してい る
。

・ビジネ ス分野 ごとのニーズをベース として
、業際標準 を設定 し＼ コンバ ー ジョン ・ソフ

トの開発普及 と、国際化 をに らん だ取組 みが必要である。

・クレジ ッ ト・カー ドの普及 によ り
、金 融業界で はEDIが 早 くか ら利用 されて きたが、

他の業種では、 まだ まだ利用 されていないよ うで ある。国内におけるEDIに 標準化活

動を進め るには、各業種 ・各社 間の相互利益及 び現行資源の有効利用の観点か ら、かな

り困難 と考えて いるが、弊社 として も、各社 と協力 し標準化活動を推進 してい くつ もり

であ る。

・先進企業及 び先進業界 において先駆的 に実用化を進め
、有効性 を確認 してい く必要があ

ると思 う。

・標準化活動にっ いては、先ず、PR不 足を強 く感 じてい る。特定の業界を除いて全体的

に見れば、現状では、一部の業界の識者のみが内容を把握 を して いるにす ぎず、各 々の

企業の担 当 レベルまで周知 されて いるとは思えない。 これは、EDIと は何か、CII

シンタ ックスルール とは、その必要性 は、標準 化 とは、メ リッ トは、標準化の推進体制

は、国際的な動向は、 と言 った ことにっいての平易な解説書、 もしくはパ ンフレッ トが

作 られてお らず、 また、セ ミナー等の啓蒙 ・PRの 場 も極 あて限定 された範囲で しか実

施 されていない ことに起因 してい ると思 う。EDIは 必要であ り、身近な課題であ るこ

とを広 く認識 させて行 かなければ標準化 も進 まず、特定の業界のみのツールにな って し

まう恐れが あ り、国際的に も取 り残 され る結果 と もな りかねない。技 術的な検討 とあい

まって、普及 ・啓蒙 の為の工夫 とツール作 りを し、業界団体を は じめ、広 く一般 企業へ

も強力に働 きか けることが望まれ る。現在の標準化活動 は、今 までの経緯か ら、国際的

な対応 に当た って は商取 引上 、国際的なEDI標 準を必要 とす る業界 と国が、国内標準

対応については、CIIが 中心 とな って進めて きてお り、 クローズ された世界での標準

化推進 との感 はいなめないが、最初 は、 どこか メイ ンプ レイヤーが先駆 的にや らねばな

らない ことで あり、やむ得ない こととは思われ る。 しか し、国内標準対応 向けのCII

シンタ ックスルールのプロ トタイプ版が 出来た現在、オープ ンな世界 で充分な論議を重
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ね、広 く国内産業界を前提 と した トップダウンのアプローチ との印象をぬ ぐえない。

標準化 は、実用化 されて こそ意 味が あ り、ボ トムア ップで進め られ ることが望ま『しい

姿 と言え る。 しか し、今回のCIIシ ンタ ックスルールは、既 に出来上が った ものを、

ど う使 わせてゆ くか ということがポイ ン トであ り、現状を是認 した上で、スムーズに移

行 させ る為の指針 ない し、考え方 を明確 に打ち出す ことによ って、徐 々に、その必要性

を認知せ しめ、結果 として ボ トムア ップで標準化が進め られ る様 に図 ってゆ くべ きで は

ないか と考え る。 その為 には、先 に述べた啓蒙 ・PRを 積極 的に進 ある ことが必要不可

欠 ではないか と思 う。

〔金 融業〕

・国際標 準の一致を 目指 して い くべ きと考え る。

〔保 険業〕

・生保VANの 様な ものを拡大 して行 くべ きだ。

〔運 輸業〕

・大手荷主の指導で系列会社 ・下請業者間で独 自に先行 してい る傾 向 と聞いて いる。標準

化 は明確化 して置かれて、順次置 き変え る様対応され る。

・2年 先位か ら急速に活発化す ると思 う。

・国内 にお ける標準化活動 に関 して、 まだ理解す る段階にない。

・日本で は、漢字 およびカナな どのUN/EDIFACTで 考 慮 されていない文字種 を取

扱 う必要があ り、世界標準 を作 るのは致 し方ない面がある。ただ、EIAJ標 準のよ う

にStructureま で変えて しま うのは疑問が残 る。業界標準が乱立す る前に、UN/EDI

FACTの 日本語版 を作成す るよ うな形 で、国際化 に立遅れな いよ うCIIで リー ドし

て いただ きたい。。

・業界 ごとに標準化 を進 めてお り良い と思 うが、あまり国際標準 を意識 していないように

思え る。

・標準化 の推進に最 も重要 な要素の一つが イニ シアチブである。業界 内で最 もイニ シアチ

ブの とりやすい組織(旅 行業界で は、国際がIATA、 国内はJATAが あ る)に 音頭

を とって もらいたい。

・EDIFACT(ISO9735)へ 進む前 に、ANSIX .12の 様な国内標準が

望 ま しい。
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〔倉庫業〕

・外圧(EDIFACT)に 何 とか合わせよ うとい う意識が一部 にあ り過 ぎるので はない

か。 「広 く普及 しないEDIは 意味がない」 とい うことを再確認す る必要があ るので は

ないか。

・メーカーの利害、業界 あるいは企業のユーザー囲い込み方策等か らEDIの 標準化が遅

れていると思 う。

〔電力 ・ガス〕

・先行 しているEIAJ標 準をベ ースに して
、 とにか く業界横 断的 な標準を早急 に作成す

べ きと考える。又、物品の購入以外の分野 にっ いて も、国内全体のEDIを 底上 げす る

意味か ら、先行 してい る企業 ・業界の ものをベ ースに して標準の作成を急 ぐ必要が ある。

・業界間のEDI推 進に あた って は、各業界で広 く合意 された(各 業界の意見 ・要 望を採

り入れた)国 内標準 と もい うべ き標準が必要 であ り、で きるだけ早 く、こ の標準が作成

される ことが望 ま しい。

・現在の活動は業界単位で進んでい るが、実際 に取 引す ることを考えた場合、業界標準の

位置づ けでは運用面、 コス ト面での問題発生 も予測 され る。 この際、一歩押 し進 め、国

際標準 も視野 に入れた国家的 レベルでの標準確 立を待望 している。 この場合、単 に標準

ビジネ スプ ロ トコルの作成のみで はな く、各文書 の保存 ・管理基準 も含 めた標準化で あ

れば、 さらにEDIの 導入 ・普及が進む と考 え る。

・業際的なEDIが 進展すれば、多業務 とのEDIシ ステムの相互接続が必要 とな り、業

界横断的な、同一の ビジネスプロ トコル標準化が望 まれる。

① 標準的な電子計 算機を相互 連携す る汎用 ソフ トウェアパ ッケー ジの開発が望 まれ る。

②OSIに よる相互接続 プロ トコルの標準化が急がれる。

③ 各業界 においての利害調整、普及啓蒙等 の推進すべ く組織体制の整備が必要で ある。

・業界毎 に標準化に取 り組んでい るが、業界 によ ってかな り差があ る。EDIの 普及を は

か るためには、全 業界を網羅 した標準 を早急 に策定す る必要があ る。

・通産省を中心 にEDIの 標準化活動が行 われ てい るが、その結果 どの業界間で行 われ、

効果が出ているかにっいてはよ く知 らない。効果 をあげてい る実例を知 る ことによ り、

標準化活動が促進 され るのではな いだろ うか。

・一部の業界で は、 ビジネスプロ トコルの標準化が進んでい るが、業際取 引や国際取 引へ

の対応 を考慮す ると、国家 レベルの標準 ビジネスプ ロ トコル(国 際標準のEDIFAC
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Tも 意識 して)の 早期作成が望 ま しい。 メーカーには、 トラ ンス レーターの品揃えによ

り、ユ ーザーが使用 ハー ド・使用 プロ トコルを意識せずEDIを 実現で きる環境整備 を

望む。 また、法 的(監 査上)保 存(印 付 き)を 必要 とす る書類等 にっいて合法性を認め

る ことが本来のEDI機 能を発揮す る上 で重要である。

・CIIビ ジネスプ ロ トコルは製造業以外 の金融業、流通業等 に も広 げるべ きであると考

え る。

〔新聞 ・放送 ・広告 ・通信業〕

・国内 にお いて も業 種 ・業界を超え たEDIの 標準化活動が急速 に活発化 しているが、業

際標準化 は国内標 準確 立に向 けての重要 な足がか りで あ り、今後の普及に も大 き く影響

す ると思われ る。貴 協会でrEIAJ標 準」をベースに作成 したrCII標 準」 にっい

て、関係業界 との調 整をさ らに進め、JIS化 の促進を図 られた い。

・当社 自身 と しては、国内EDIの ニーズは低 いですが、国内の標準化 と国際EDLと の

かねあ い、整合性 には興味を もっています。

・官庁の縄張 り争 い解消が第一で ある。 これがで きないと国内のEDI標 準化 は進展 しな

い。

・EDIサ ー ビス提供者であ るVAN事 業者間のルール確立 と事業 基盤 の確立を急 ぐべ き

であ る。

・我が国のEDIは 、専用 フ ォーマ ッ トが先行 し、標準 フ ォーマ ッ トのEDIが 著 しく遅

れてい るため、産業界の大幅な潜在的損失 を招いてお り、標準EDIの 早期普及が望 ま

れ る。 このために各業界標準メ ッセー ジの制定、統一 コー ド化な ど、EDI使 用環境 の

早期整備 と促進が急務 である。又、銀行、運輸などサ ー ビス産業へのEDIの 適用あ る

いは異業種間EDIの 促進、研究会の設立 など積極的 な推進が望 まれ る。

〔情報処理サー ビス ・ソフ トウェア ・情報提供業〕

・国内においては、企業 内、業界内の独 自ネ ッ トワーク化が進んでい るたあ、国内標準 を

設定 した として も普及 にはかな りの時間を要す ると思 う。 また、漢字の問題、商慣 習の

問題 等があるため、国際標準であ るEDIFACTが その まま国内標準 として利用 され

ることはない と思 う。

・システム再構築の機会を と らえ標準プ ロ トコルの適用を段階的 に拡張 したい。

・業界 ごとの活動が 中心 とな るので はないか。
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・現在、EIAJの 動 きにっ いては良い流 れで展 開 していると思 う。 しか し、JCA、 全

銀 は、本来 の意味のEDIか ら、 日本 的なEDIに 変化 し、個 々の企 業毎に 自由度 を高

くしす ぎた為 に、各企業 は逆に大 変な こととな ってい る(主 にソフ トウェア開発)。 多

少、初期 の開発 に費用がかか っても 汎用性 のあ る形 に しない と、大 き く業界、企業 を巻

き込んでい くのは難 しいので はないか。

・どの業界 も、 自分の業界はEDI化 が困難であ り特殊な業界であると思 ってい るところ

が問題 だ と考 える。

・標準化活動 に参加 されてい る方 には、 さぞ大変で しょうが、是非頑張 って推進 して欲 し

い。

・通産省及びメーカーが一体 とな って、 グローバルな見地か ら方向付 けをす る必要があ る。

・特に現時点で は話題 になることが少 ないが ビジネ スチ ャンスの面 で興味 を持 って いる。

・情報を収集す る域 を脱 していない。

・取引先の要望 に対応 して いる。

・国内の標準的 な通信手順 に対 し、 メー カーのソフ ト対応 を早 くして ほ しい(特 に、追加

・変更機能 に対 して)。

・国内では中小企業 との取 引が多いため、中小企業へのEDI化 推進が必要であ る。 その

ためには、 ある程度の強制化、EDI推 進(関 連業務の情報化 も含め)へ の国か らの助

成、VAN活 動のためにVAN業 者への助成等が必要 と思われる。

・企業間のネ ッ トワー ク結合 は、今後、加速度 的に進む と考 え られ、EDIは それに伴 っ

て増加す るで あろう。現在 は、特 定業種 にかたよ ってい るEDIの 標準化 は、社会のイ

ンフラの整備 によりあ らゆる業種 に拡大 されて行 くであろ うが、現状 は各社 コス トに見

合 う効果が見定めに くく、積極 的 になれないのではないだろ うか。

・実現に向け、 コー ドの統一、法的問題の検討等を進 め、利用 出来 る環境 を早 く作 り上げ

て ほ しい。

・日本のEDI標 準化活動 は、産業界全体か ら見 ると、 まだ一 部でスター トした とい うレ

ベ ルであ る。今後、官庁/各 業界の リーダ ー企業を中心 に積 極的な投資(人 的、予算的)

が望 まれ る。 また、国際化の観点か らEDIFACTを もっと研 究 し、国内標準 として

も利用で きるかの検証が必要で はないか。

・業界 ごとに標 準化が行われている ものの、バ ラバ ラであま り進んで いな いように思 う。

・日本語対応の問題、特殊性を解決 しっ つ、国際標準 との融合が必要 であ る。
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・通産省が 「電子計算機の連携利用 に関す る指針」をま とめ
、今後産業界を超えた ビジネ

スプ ロ トコルrCII標 準」を利用 し普及 され ると聞いて いる。建設業界、電力 業界 、

鉄鋼業界、EIAJ、 石化協等がCII標 準を段階的 に取 り入 れよ うと してお り、商社

のよ うに多種多様の商品を扱 っている会社 にとっては、大変歓迎すべ きことと言え る。

・標準化活動 は、各社の 自発的な人 々の集 ま りで運営されて いる。社内での仕 事 と、標準

化活動での仕事 を効率 よ くこなすためには、外部団体か らの要請が社内で仕 事の一部 と

して認定 され な くて はな らない6今 後の標準化活動 は、 この点 を考え、活動 メ ンバ ーが

十分 な活動時 間を費やせ るよう、様々な各社、団体のサ ポー トが必要 と思われ る。

・EIAJの 活動 に期待 して いるが
、全銀協 などとの連帯強化、 さ らにEDIFACTへ

の 日本的取引の標準組み入れ化 に、全産業が取 り組むべ き問題であろ う。個別 巨大企業

による囲い込み型EDIを 独禁法で禁止すべ きである。

・鉄鋼 ・自動車 ・電気 ・建設 ・ガス等々の業界で は、EDIの コ ンセプ トに基づ く業界標

準化の検討が行われてお り、一部の業界で は実稼働 フェーズに入 ってい る。各業界個別

のEDI化 で は各 々に特化 したネ ッ トワークの構築にな り、将来にかな りの問題 を残す

よ うにな ると思われ る。従 って、OSI等 の早期実用化 によって、 日本国 内統一の通信

プロ トコル、 シンタ ックスル ール、ネ ッ トワー ク等を検討 し、業界 間の情報取引が 円滑

に行え るよ うにす る事 が重要 と考 える。

・標準化は必要 であ るが 、データの利用法 は各社 まちまちである。基準 を高位 に上 げる事

による設定期 間が 延びる こととな り、早 く利用 できる活動が優先され るべ きであ る。

〔旅行業〕

・公的機 関が標準化 しない と、その会社 と取引で きない とかの強制的手段 を とらせ ること

を もっと検討すべ きであ る。

〔娯楽 ・その他 サー ビス業〕

・まだ、製造業が 中心で あるが、 もっと幅広 い業種で使え るよ うな もの に して いって もら

いたい。

・論理 フ ォーマ ッ トによ り分かれ るよりも、 フ ォーマ ッ ト情報 を含んだ型での論 理データ

が標準化 されれば、後 は通信 レベルでの標準化のみで良いので はないか。

・EIAJとSHIPNETS以 外の活動 にっ いては、よ く知 りません。建築業界 に も当

社 は属 して いるので、業界のEDI化 の推進を望む(CADデ ータキ ャ ビネ ッ ト)。

・各業界によ り推進組 織 ・監督官庁の支援体制 も整備 されつつあ る様 だが 、具体的導入 ・
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活用の場面 とな ると国内で は検討が始 ま ったばか りとい うのが実情 であ ると思 う。 日本

の場合(特 に当社業界)は 、中小企業が多 く、全ての企業がEDIに 対応 で きるか どう

か疑問であ り、100%実 施で きない とコス トア ップの要因に もな りかねないので はな

いか。

・他業界には無知であ るが、標準化の推進 は好 ま しい方向で あると思 う。

〔その他業種〕

・各業界で標 準化活動が進 め られて お り、 その必要性及び緊急性 については大 いに感 じら

れ るが、早 くか ら標準化に着手 し実績 を積 み重 ねて来た業界 と、 これか ら標準化活動を

始めよ うとす る業界の差、またEDI化 が成熟 して いる業界 とそ うでない業界 との差が

著 しい と感 じられ る。今後は、業界を超えて業際 レベル とな った場合 にこの差が標準化

活動の障壁 とな りかねな いと危惧 してい る。業界間の調整や、 レベルの ボ トムア ップが

図れることを期待 したい。

・業種 ・業態別 の益 々の統一が望まれ る。

・行政(通 産省)の 強力なイニ シアチブで、 国内統一標準を制 定 し、各業界の標準の再構

築をすすめ ることが必要である。現在、各業界 で標準化が行 われて いるが、 どの部分が

.共通で(あ るいは類似で)ど の部分が業界固有なのか不明確であ る。業界標準の届 出 ・

登録 ・公開の制度化が必要である。
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2..3各 業界 におけるEDlの 現状 と今後の方 向

〔建設業〕

・業界標準 を策定中であ る。

・CI-NET推 進協議会で業界 として取 り組んでお り、本年3月 までが、モニ ター実験

期間 とな っている。各社のモニター実験での評価を踏 まえ、CI-NET標 準 プロコ ト

ルの見直 しが実施 され よ う。

・建設産業情報ネ ッ トワー ク(CI-NET)推 進協議会 にお いて、 ワーキ ンググル ープ

を設置 し、具体化の検討 を行 って いる。

・取引業者の特定がで きる部 門で は可能であるが、全体 に認識 は低 い。

〔食 品工業〕

・現状で は出荷地 に対 してのEDI化 は、メーカー側が イニ シアチブを持 ってい るのに対

し、卸店 とのEDI化 は卸店側のイニ シアチブによ って行 われ ている。

今後 は卸店及び大型店 か らの受注 は全てEDIに よ って行 われ ると思 う。

〔繊維工業〕

・各社各様 に進め られて い ると思 う。 ただ し、委託先等相手が 同一 になって事が有 るため、

委託先の方か ら同一方法 で行 いたいとの要望が出ている。業界全体でそれにどの様 に対

応す るか といった動 きは未 だないのが現状である。

・EDI取 引の標準化 の為の ノウハ ウの標準化、共有化 、弊社一小売 間の共通の リソース

の上 に立つ事が双方 のメ リッ トになるので、その方 向に向か うのではないか。

〔紙 ・パルプ加工業〕

・紙パルプの代理店 と卸商間で、 「紙 パルプ流通VAN」 及び メーカー数社 と代理店の間

でrP-EDI」 とい うネ ッ トワー クを構築 している。

〔化学工業〕

・石油化学業界で は、石化協を中心 に業界EDIを 推進 してお り、1992年 よ り各社 ト

ライアルを実施す る予定で ある。

・トイ レタ リー業界で は、 プラネ ッ トに参画 し、EDIの 導入 に積極的に推進 して いる。

今後 は代金決済や請求業務の取 り込みなど、データ交換の質的充実 に向けて推進を図 る。

・セ メ ン ト業界 ・肥料業界以外 に特 に動 きな し。

・石油化学工業協会のEDI状 況 は、商社← →メーカ ー間の標準化規約 としてガイ ドライ

ンはほぼ完成 し、現在、パ イロ ッ トと して数社が試行 を行 っている。本年度後半 頃よ り

一63一



新たに商社 ←→ メーカー(石 油化学工業協会加盟企業)間 におけるEDIに つ いて は業

界規約 に準拠 して い く見込 みで ある。

・現状にお ける化学業界のEDIへ の取 り組 み意識 は低い と考 える6今 後 は需要家業種が

多岐であ り、進展 は遅い と考え る。

・石化協で は、 日本貿易会 との間で石化協標準 ビジネスプロ トコルを用いたEDIを 進 め

て いる。(実 施時期:`92年7.月 石化協側2社 、貿易会側3社)

今後 は、①標準 ビジネスプロ トコルを用 いたEDIの 促進(94年 末 までに石化協16

社 ぐらいが計画中)

②パ ソコンパ ッケージによるEDIの 拡大

③石化協標準 ビジネスプロ トコルの充実

・石化協等EDI標 準化活動 に参画 して いるが、当社 と して は、当面既存 システムの継続

使用、又 は、ユ ーザー等 の意向 を踏 まえた複数規約で運用せ ざるを得 ない。

・石油化学業界 では、石油化学工業協会が中心 とな って、1990年 に石!ヒ協標準 プロ トコル

を発表 した。現在 は、その機能 の拡張 を検討 して いる。 また、特 に石油化学 メーカー と

専門商社 との間のEDIを 促進す るため、上記 プ ロ トbル に もとつ いた専門商社向ED

Iパ ッケー ジソフ トを開発中であ る。

・近年、顧客企業か らのEDIニ ー ズが増 えて いるが、業界 と しての標準 もな く、今後 業

界標準を作 り上げよ うとい う気 運 もない。今後も 当分企業の個別取 り組みが主で あろう。

・石化協 と して対商社 のEDI標 準化を推進 中であ る
。

・石化協業界で は弊社 も参画 し
、`90年3.月 に標準BPを 作成 したがあ まり普及 は して

いない。昨年 より、 この標準BPを 基 に して総合商社 とのEDI化 を検討 してお り、 こ

の標準BPの 必要な手 直 しを行 って いるところであ る。

〔石油 ・石炭製 品業〕

・石油元売間でEDIを 目的 とした標準化 は
、具体化 していない。 しか し、石油製品が国

民生 活へ及ぼす影響の大 きさか ら、政府が中心 とな って石油情報 システム と呼 ばれ るネ

ッ トワー クシステムを構築 し、運 用 して いる。

〔鉄鋼業〕

・鉄鋼業界の標準化活動 と して、鉄 鋼製 品の受注 ・生産 ・納入 に関す る業務全般 にわた っ

て、業際 レベルで適用可能な標準化をめ ざして、活動 をスター トした ところであ る。

①鉄鋼業界で は`91年9月 に 「鉄鋼ネ ッ トワーク研 究会 」(従 来の業界内標準化対応
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組織が母体)を 発足 させ、需要 家業界 とのEDI化 に向けた研究を開始。

②`92年 春 に向け、関連業界 との コンセ ンサスを得 る原案 とすべ く、鉄鋼 ネ ッ トワー

ク研究会 と しての標準化一次案を作成中。

③ 関連業界 との連携 状況 は下記の通 り。なお、下記以外 の関連業界へのPRも 実施 中。

・日本 自動車工業会 とは共同研究のため ワーキ ンググループを発足 させ、本年 よ り具

体的検討を開始。

・日本造船工業会 とは造船検収サー ビスカー ドのEDI化 案 を提案。同時 に共 同研究

のための ワーキ ンググループ設置を要請。

・新 聞紙上 によると研究機関を設置 して調査検討 を既に実施 しているようである
。

〔非鉄金属`金 属加工業〕

・系列企業を含め ると、意外 にEDIが 進展 している。

・EDI化 への周辺整備のため、製 品のID表 示 と してバ ーコー ド化の標準案 を作 り、取

引先への協力を進めてい る。(電 気機械工業会、新金属協会、 シリコ ン部会 と して まと

めてある)今 後 、EDI化 へ向けて積極 的に提案 して いきたいと考え る。

・現在普及 して いないが、今後活用 され る分野であ り、徐 々に普及す ると考え られ る。

・昭和60年 より電線工 業会 に産業情報化対応委員会(大 手8社)を 設 け
、電事連、EI

AJと の業界間EDI確 立 に取 り組んで きた。今後 は、EIAJと の合 同ワーキ ングの

継続 と、4業 界及びCII標 準へ の対応 を計画 している。

・電力 とは主要各社 との間で実施 中
。

EIAJと は各社 個別に実施中。業界 と してEIAJと の合 同WGを 開催 し、EIAJ

標準 につ いて検討 中。今後実施のオ ンライ ンはEIAJ(CII)方 式 に集約 され ると

思 われ る。

電線流通 とは系列 の主 要問屋 ・代理店 にオ ンライ ン端末を設置。

・電線工業会を中心 と し、EIAJの 利用検討及 びCII標 準の作成に参加 して いる。

〔電気機器製造業〕

・当業界で はEDIへ の取組 は活発であ り、各社か ら代表を出 して、 メッセー ジの標準化、

通信手順 の標準化、VAN運 営の あ り方、バー コー ドラベルの扱 い方等、多面 にわた り

標準化活動を行 ってお り、当社 を含め多 くの企業でEDIを 行 ってい る。 また、将来の

他業界 とのEDIを 考 え、現在国 内標準 とな るべ き標準 メッセー ジを検討中で ある。

・全 く進 んでいない。但 し、CAD/CAM/CATで の分野で は、データベー ス標準化
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への取 り組 みを始めて いる。

・EIAJ標 準は、実務 に適用 されて お り、活動 の成果が表れてい る。 但 し、EIAJ標

準 もバ ー ジョンが上が って現在"1C"と な っている。.したが って、早 く採用 した企業

程古 いバ ージ ョンが負担 とな って いるので、実施す るにあた って は十分 な検討が必要で

あ る。

・製造業 と流通業 とに二分化 されて いますが、将来の国際協調性 を考え た とき、JIPD

ECの 進めている方 向に進む もの と思 う。通信手順の面か らも、メ ッセー ジの構成、運

用 ルール に して も完成度 は低い為 、流通業 はいずれ大 きな転換が必要 にな ると思 う。

・EDIの 構築の取 り組 みは、中小/零 細企業に も及 びっっ ある。 しか し、現在 の標準化

の主流 は、単一業種の標準 の拡大で あ り、他の業種 の標準 と衝突 し、摩擦を起 こす とい

う問題 を抱えている。今後 は、他業種 とのオ ンライ ンデータ交換が増加す ると思われる

ので、他 業種 との整合性があ る標準化 が必要で あろ う。

・標準が一体化 され るには、かな りの時間 ・期 間を要す ると思 う(無 理 か もしれな い)。

その間、各標準への対応をVANサ ー ビスを利用す ることで対応 してい る。標準への追

随(レ ベ ルア ップ)も 、 自社 内での対応を しな くて も済む方が有利 と考えてい る。

・標準化 が決め られ、推進 されっっ あ るが、・標準化を推進す る企業の 中には独 自の フォー

マ ッ ト規格で実施 して いるところ もあ る。今後 は、他業界 との調整 、国際化の方向でE

DI化 を推進す る予定であ る。

・国内にお ける発注者 として はEIAJ標 準で進 めてい る(プ ライベー ト標準 で運用 して

いたが、切 り替えた)。 取引のあ る他の業界の標準化がかな らず しも進んでいないため、

他業界の動向 も見なが ら取 り組 まざるを得ない。

海外 においてはプライベー ト標準で実施中であ る。EDIFACT等 国際標準の検討 を

開始す る予定である。

・①EIAJのEDIセ ンタ会員 と して、業界標準化活動 に参加 。資材部 門はEDI標

準を とり入れ対応 中であ る。

② 日本竜機工業界のEDI推 進委員会の業界標準化活動 に参加。

③ 四業界連携指針策定委員会 に参加。

④ 弊社営業部 門 もEIAJ標 準 による受注 システムを構築。

・家電業界 とは注文デ ータを主 に処理 を行 って いるが、今後 は納品 ・請求 データ も処理が

増え ると思われ る。特 に、注文 データはバ ッチ処理か ら店頭での リアル タイム処理へ と
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変 わ って くると思われ る。パ ーツメーカーとはEIAJ規 格の資材VANが 稼働 してい

るが、 当社 は今年度 よ り実施す る予定で ある。

・弊社 の業界 は、EIAJ標 準 を中心に して、EDIの 利 用 とい う意味では他業界 より進

んでいると考え る。 今後の部品の調達などの取引で も、業務処理 の効率化、情報の迅速

化 とい う面か らして も、EDIを 使用す るしな いで、差が出て くるはずである。 さ らに、

EDIを 前提 に取引をす る企業が増え ると考え る。

・技術情報(CAMデ ータ) 、受注、発注業務 において導入 されっっある。 当社で も最近

納入業者 か らの要求でCAM情 報、発注データ等を フロ ッピー、テープ等で提供 しつつ

あ る。

・これか らは、業界を越 えた取引が増えてい くことが考え られ るが、弊社の場合、他業界

とのEDIは まだ行 っていない。将来、 自動車業界等 とのEDIが 必要になると考え る。

・資材取引先 とのオ ンライ ンは他社で先行(標 準化、実施規模)事 例 あ り。

・企業間ネ ッ トワークは量の拡大か ら質の充実へ と進む と思われ る。具体的な内容 と して

は…① 帳票併用 データ交換→ ペーパ ー レス化

② 蓄積交換方式→蓄積交換方式+リ アル タイム方式

③ 国内ネ ッ トワー ク→ 国際化

④ オ ンライ ンデ ータ交換→ 企業 システム対企業 システ ム

・EIAJ標 準(1C)が 完成(91/6)で ほぼ取 引全体 を網羅 している。今後 は国際化対

応、納品書 レス化が課題で ある。

・① 伝送データ量の増大で、 よ り高速なISDNや 専用線 の利用を検討中。

② 異機種間、異伝送速度 間通信 を実現す るため、OSIの 利用を検討中。

・当社 は、EIAJ標 準 を使用 した取 引業務のEDI化 を推進 して いる。

・EIAJで は、毎年標 準化 を進 めている。今後 、納品書 の標準化、監査 に対す る証票書

類の明確化について早 急にま とめて もらいたい。

・業界標準を積極 的に取 り込んで い る。

・正 直言 って現在 は取 引先の要請 で対応 しているが、 自社 システムの取込が行われた後 は

自社 システムのEDIに そ うした システ ム変更 、改善を トータルな見地で行 う必要があ

る と考えてい る。

〔輸送用機器製造業〕

・自動車では、 自動車 メーカーが独 自で展開 して いるので、部品 メーカーと して は客先 ご
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との対応 とな り、負担が大 きい。

・各社個別のEDIは 盛ん に行 われ ているが、業界 にお ける標準化等 はな されて いない。

今後、EDIの 標準化 をに らみつっ、標準化をすす める方向へ行 くと思われ るが、各社

の既存 システム との関係 もあ り、容易 には進みそ うもない。

・自動車 業界 に属 してい る当社 は、 どの様 に進んでい るのか把握 していないのが現状であ

る。

・自動車工業会の中に情報 システムW/G(企 画部会)を 設置 し
、 また、同工業会購買調

査分科 会の中に鋼材電算化W/Gを 設置 し、EDIに っいての調査 ・研究を行 ってい る。

・まず銀行関係 よ り始 まったが、同業種の関係会社 より広げて い く必要があ る。

・系列会社 ・仕入先会社間で実施 して いる状況で ある。

・当社 は、 自動車工業会 に属 して いる。 自工会 として は、他業界 に見 られるよう推進母体

もな く、今後 どの様 な体制の下 に推進す るかの検討 に第一歩 を踏みだそ うと して いると

考える。標準化す ることによ り 「何が」 「どう変化 し」 「どんな影響力を持 ち」 「結果

と して何が得 られるか 」を きっち りと整理 して展開を していかなければ歩調 も合わず、

利便性 のない標準化 となる危惧 を感ず る。

・自工会 で検討中である。

・EDIの 勉強等を行 う場が設け られたが、業界 と して具体的なEDIの 取 り組 みを開始

す るに は至 って いない。各 メーカ ーが各々の関連企業 をネ ッ トワー クし、各々独 自のプ

ロ トコルで運営 してお り、 これ らを包含す る様 々な標準化 は大変 困難で あることで意見

は一致 している。 しか し、産業界全体を考 えるとき、標準化の必要性 は十分理 解で きる

ので、今後前向 きに標準化 に取 り組んで行 くことを協議 中であ る。

〔一般機械器具製造業〕

・メーカー主導 のオ ンライン受発注 と、流通関連(問 屋)主 導 のVANと が混 じり合 って

模索 してい る状況であ る。

・いずれEDIは 不可欠な ものとな るが、投資効果の点で は、 しば らく模様 なが めと言 っ

た ところ。

〔精密機械器具製造業〕

・部品などの購買業務でのEDI化 が進 んでいる
。

・① グループ内 ローカルでEDIを 行 っている。

② 他社パ ー トナー との各種調整 を行 うEDI推 進組織 の実現を考 えている。
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・当社の場合、部品 メーカー等の取引先 とのデータ交換が 中心 とな るが、電子部品系を筆

頭 に先端企業での事例がかな りでてきて いるところで ある。当社では、92年 度をEDI

本格的利用開始の年 と位置づ け、国内、海外 とも積極的 に取 り組んでい くつ もりである。

・講習会 ・書籍等で一部の人が知 っている ぐらいで、考えて いる者 は少 ない。

〔その他製造業〕

・日本電子機械工業会 にてEIAJ標 準を推進 し、各社共、 ビジネ スの基本 とな りっっ あ

るため、 ビジネスの取引維 持の為に も必 須事項 とな って いる。従 って、 当社で も先ず は、

受注データの取組か ら推進 して いるが、客先への回答情報(納 期、出荷等)を 早急 に実

施す る必要が あると考えてい る。

・雑貨業界 はか な り発達 してい るが、医療関係 は保守的の様であ る。

・自転車業界で は全 くな い。必要であれば既存の手順で充分 と思 う。

・アパ レル業界 は、 チェー ンス トア とのEDIは 進んで いる。百貨店 とはややお くれ ぎみ

で、縫製業 とは、 まった く動 きがない。

〔卸売業〕

・海外顧客(自 動車メ ーカー)か らのEDIの 要請が多 くな る傾向にある。現在はODE

TTEに よるEDIが 主体 であ るが、ANSIを 要求す るには個別対応 とな る。

・EIAJと いう標準が出来 てい るが、 自社固有のEDIを 前 か ら行 って いる会社のEI

AJへ の取 り組みが遅れてい るよ うに思われ る。

・紙パ業界で は現在、代理店(10社)と その得意先であ る卸商36柱 間での 「紙パ流通VA

N」 が稼働 してお り、今後 は加入者を増やす ことと地方への展開が課題 となる。

・化学薬品専門商社であ るが 、業界規模 と して小 さく、業界 と して標準化云 々で きる程の

確 固た る基盤 は無い。原材料 商社 として、常 にメーカーの要請 に応 じる体制が今後 と も

必要 と思われ、各メーカー(特 に大手)主 導の要請 に常 に柔軟 に対応で きるスキルが必

要 であると考え る。

・大半 は取 り組んでい る様 に思 う。今後は全社 とまで は行 かな くとも取 り組む方 向で はな

いか と思われ る。

・青果物仕切情報 システムに関 して は、全 国各地でほぼ導入 され、青果物出荷情報 システ

ムに関 して は、5県 ぐらいが実施 してお り、今後 さ らに増 え ると予想 され る。 出荷情報

システムに関 しては、送信 データの正確性等階級 コー ドの統一 な どまだ まだ問題点 は多

い。
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・家電業界で はNEBAの4社 と受注業務 にEDIを 利用 してお り、その うち2社 とは請

求業務 にも活用 している。今後着実 に増加 して い くことは間違 いないとは思 うが、今の

ところまだ一部の会社、一部の業務 に限 られて いる。

・組合に於いて 、専門分科会を設け検討中であ る。

・水産業界 は他業界 に比べ取 り組みが遅れて いるが、量販側 か らの要望 、人員不足、省力

化等の点か ら今後広 く利用 され ると思 う。

・当社 は輸入たば この受注～配送 までの卸売業務、国産 たば この配送を主な業務 としてお

り(国 産 たば この販売 はJTが 担当)、 今 日までの取 引の形態はたば こ店か らの電話注

文あるいは訪問受注で あ った。 しか し、最近 にな り、たば こ販売の許可 を得てい る大手

チェー ンス トアか らの要請があ り、 それ らがすで に行 っているEOS発 注 に、たば この

発注 も組み入れ ることにな った。現在行 ってい るのは1社 のみであ り、今後展開を予定

してい る。ただ し、たば こ小売店 は小規模 な店舗 が多 く、全 国で27万 軒 もあることか

ら、全国でのEDI化 は難 しい問題であ る。

・日本貿易会の活動を通 し、各業界(Ex石 化協)の 標準化作業 に参画 して いる。

〔代理商 ・仲立業〕

・現状 はほとん どが、注文 データのみの処理であ るが今後 は納 品情報(出 荷情報)や 買掛

情報などのデータ も取 り扱 って いきたいと考えている。

〔小売業〕

・特 に動 きはない。

・通信手順の レベルでは、早 くか ら全銀手順、J手 順 が業界標準 と して確立 して きたが、

アプ リケー ションレベ ルでのデータ交換 の標準化 は、 まだまだの段 階で あ り、各企業 グ

ループ単位でバ ラバ ラにな ってい る。今後 の方 向と して は、各社協力 し、強 力に標準化

作業を推進す る体制作 りも必要 とな るだ ろう。

・10余年前 にJCA手 順を設定 し、以降定着化を見て現在 に至 って いる。91年5月 にJC

A-H手 順を制定、発表 し、現在 メイ ンフ レーム各メーカーヘホス ト側 ソフ ト、パ ソコ

ン対応 にっ いて依頼 し進捗中で ある。92年 度か ら徐々に新手順の利用が始 まる予定であ

る。

・レンタカー業界 において予約 システムの必要性が叫ばれ、個 々の企業で対応が図 られ始

めているが、旅行業 ・鉄道業 ・航空業 との接続 が必ず必要 とな ると思われ るが、未だE

DIに ついての関心 はない。
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・日本 チ ェー ンス トア協会(JCA)で は、小売 と取引先 との ビジネスプ ロ トコルの標準

化作業を以下の通 り完了 して いる。

①JCA(J)手 順 の制定(1980年7月)

②標準 データ交換 フ ォーマ ッ ト(受 発注データ)の 制定(1982年7月)

③ ター ンア ラウ ン ド伝票(オ ンライ ン発注伝票)の 制定(1984年3月)

④請求デ ータ標準 フ ォーマ ッ トの制定(1985年4月)

⑤手書 き伝票(発 注、返品伝票)の 追加制定(1987年10月)

⑥JCA-H手 順 の制定(1991年4月)

通信手順 か ら伝票 フ ォーマ ッ トに加 え伝送 フォーマ ッ ト(請 求 データは、FD、MTも

含む)ま で標準化を進 めた結果、小売 と取引先 との間の主要業務 であ る商品の発注(受

注)か ら仕入(納 品)、 買掛(売 掛)ま での一連の処理が標準化 され、パ ッケ ージソフ

トも多数 、製品化 されてお りローコス トでの システム導入が可能 とな って い る。受発注

デー タのEDI化 は、通信手順 とセ ッ トで ほぼ定着 して いるもの と推測 され るが 、請求

データにつ いて は月1回 、 もしくは2回 程度の処理で、かっデータ量が 大 きい とい うこ

ともあ り、MT・ もしく.はフ・・ピーでのデ ータ交換が主流 とな ってい るのが現状であ

る。 しか し、MT、 フロッピーでのデータ交換で は、ハ ン ドリング負荷 が大 き く、JC

A-H手 順等 の新 しい高速伝送手順が実用化 され れば、EDI化 が相 当進 む もの と考え

られ る。EDI化 を促進す る為には、伝送の高速 化 と適用業務処理 に見合 った通信機能

の拡充が必須で あ り、かっ、広 く普及 させ る為 にはロー コス トで導入可能 であ ることが

前提 とな る。 その意 味で、JCA-H手 順 は、 当業界の特性 に合 った適切な通信手ll頂と

いえ る。.今後 、JCA-H手 順の普及に伴 い、従来、通信手順がネ ックでEDI化 が困

難だ った ものが可能 になることが考 え られ、その適用範囲が順次 、拡大 され るもの と推

測 され る。適用範囲 の拡大 に合わせ、CIIシ ンタ ックスルールをベー スに した可変長

ファイルの伝送 にっ いて も、検討の必要が あ り、EDI化 促進の為の重要 な課題 の一つ

である との認識 を してい る。CIIシ ンタ ックスルールの普及促進の ポイ ン トは、先ず、

第一 にデー タエ レメ ン トの設定であ り、次 に重要 なの は、いか に軽 い システムに出来る

かであ る。言い換え る といかにロー コス ト(適 用可能 ハー ドとソフ ト)で 、容易 に運用

出来 るシステムが提供 され るかであ り、具体的 には トランス レーターの造 り込みが キー

にな るので はないか と思われ る。
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〔金融業〕

・顧客 サー ビスの一環 として位置づ け られてお り
、今後 ます ます推進 されて い ≦と思 われ

る 。

・全銀協を中心に標準化がなされている。今後は国際標準との標準化が課題である。

〔保 険業〕

・業界 と して適用で きる業務にっ いて
、標準 化の仕様が決 まった ものか ら実施 して い る。

今後 も、業務の追加が予定 されて いる。

〔運輸業〕

・国際輸送の活発化に伴 い国際的標準化が必 要 とされる
。 当社 もEDIFACT研 究会 に

参加 して いる。

・個別のEDIは かな り進んで いる
。 また、SHIPNETS、NACCSな ど業界横断

的 なEDIも 稼働 して いる。ただ、国際間ではEDI事 例 も各社行 ってお り、国際標準

で あるEDIFACTや 米国ANSIX・12な ど も考慮せ ざるを得 ない。 この業界で は

すべてのEDIはEDIFACTに 収束す る ことが望 ま しい。

・UNのEDIFACTに 船主協会 より毎年2回 参加 している
。

・顧客の要請 に従 って個別 に対応 してい るだけで あ り
、標準化の動 きには至 っていな いの

が現状 である。

・運輸省 と船生協会が中心 とな
って着実 な前進が はか られて いる。 時にはボラ ンテ ィア活

動 の限界 を感ず ることもあ る。

・現在、同業種内では標準化へ共 同歩調 はとって いない。 しか し、NACCSや 米国税関
、

航空会社 とい う標準化の少数の相手方があ るので、 自然に標準化 しっっあ ると思われ る。

顧 客に対 して は、相手次第 とい うところがあるが、比較的先を行 って いると思われ る業

界よ り提案 とい う形が望 ま しいと考 え られ る。

・現在 、当社で は全国オ ンライン展 開が なされて いる営業 システム(貨 車の輸 送 システム

他)、 基幹業務 システムな ど、各々が独 自に(異 メーカー、異機種、異 プ ロ トコル)シ

ステム化 されてい るため、 これを一元化す ることを 目的と した 「貨物 トータル情報ネ ッ

トワー クシステム」の構築に取 り組んで いる。 さ らにグループ企業(臨 海鉄道 、物 流別

ター ミナル、通運各社等)の ネ ッ トワー ク化を強力に推進す るために も、EDIは 不可

欠で あ り、貨物 陣営の旗主 として グルー プ各社 との調整 に乗 り出 して いる。

・新規 の接続先で交換す る情 報が共通の もの は
、極 力プ ロ トコルおよびデータ フォーマ ッ

トを標準化す る動 きにあり(例 え ば旅客案内 システム と、各エア ライ ンシステム間の接
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続)、 今後発生 す る ものにつ いて も同一標準を適用 したい とい う考えで業界 は一致 して

い る。 ただ し、適用 業務 によって フォーマ ッ トは変わ る事 も考 え られ るので、 プロ トコ

ルは統一 しよ うとい う考えであ る。

〔倉庫 業〕

・特定企業主導のEDI化 で あ り、汎用化志 向はほとん ど無 い と言 える。

・倉庫 業者の システム は、荷主の物流管理 システムを補完す る役割を担 ってい るため、比

較的早 い時期か ら荷主 とのEDIを 進 めて きた企業が多 い。 しか しなが ら、倉庫業界の

EDIの 相手先 は荷主企業で あ り、同業者間でのEDIは 皆無で、業界 と しての標準化

には効果が認め られない ことか ら消極的である。

〔電力 ・ガス〕

・現在、電 力業界 と して は業界で標準化 に取 り組んでいるが、EDIの 実施 はで きていな

い。 また、関連す る業界(電 子、電気、電線)と 標準化の検討を している。近 い将来、

これ らの業界 との間でEDIが 実施 され ると思 う。

・同業他社にお いて、一部の企業 とEDIを 始 めた と聞いて いる。

・EDIに 対す る都市 ガス業界 と しての標準をまとめ、 これを都市ガス業界で実現 してい

くため、 日本 ガス協会内にWGを 新設 し、作業を進め始めた(勉 強中)。 今後の方向 と

して は、以下の通 りであ る。現時点では、EDI化 の対象業務を検討中であ る。

①EDIの 規約 その ものの都市 ガス業界 と しての標準化

②EDIの 各事業者への標準 的な導入方法、運用方法 につ いてのガイ ドライ ン作成。

・都市 ガス業界 にお けるEDI標 準 を作成す るため、 日本 ガス協会内に ワーキ ンググル ー

プを設立 し、検討 を開始 した。現在 はEDIの 全般知識 を習得 中であ る。今後 は他業界

の標準化を参考 に しっっ、資材購買業務 を対象業務の候補 に、都市 ガス業界のEDI標

準づ くりと標準的 な導入方法 、運用方法 のガイ ドライ ン作成 を進 めていきたい と考えて

い る。

・業界のEDI推 進専門委員会 において諸課題に取 り組んで い る。

現状で は金融機関 などとの連係 に一部着手 している。今後 は、業界標準 を策定 す る。

・業界連携指針 に対応 して い くため、電事連で検討が進め られて い る。金融機関連係 ビジ

ネスプロ トコルの標準化 と4業 界連携のための ビジネスプ ロ トコル標準化 に関 し、検討

が進 め られている。

・業界で ビジネスプロ トコルの標準化を実施 し
、EDIの 推進 を図 って いる。
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標準プロ トコル1電 気料金収納業務 ビジネスプロ トコル標準

資材発注業務 ビジネ スプロ トコル標準

今後、 これ らの業務 のEDI化 にあた っては上記 プロ トコルを採用 してい く。

・EDIの 現状は、一部事業者で、独 自規格によるEDIが 行われてい る。

今後の方向 としては、国内の(あ るいは国際的な)統 一標準 に沿 った方式でのEDI

をすすあたい。都市ガス業界 としてのEDI統 一標準を作成 し、 それ に沿 ったEDIを

普及す るために、協会 を事務局 とす る ワーキ ンググループを、昨年11月 に発足 し、活

動をは じめた。

・当社の関係業界では、 まだEDIへ の取 り組みは少 ない ものの、今後増加 してい くもの

と考え る。

・電力業界で は工事請負、物品購入 関係 で関係会社 との間でEDIを 進 めている所が多 い。

それが一般企業 との間 に拡大 しっっ あ ると同時に、電気料金関係等 で金 融機関 とのED

Iが 試行 され、拡大の方向 にあ る。 今後 は、商社、 自治体な どともさまざまな業種業界

との間 に展開 されてい くと予想 され る。 また、その為 の標準化 にっいて も、関係す る業

界 と積極的に検討 して いる。

〔新 聞 ・放送 ・広告 ・通信業〕

・多 くの取引先 をかかえる国内通信業者(NTT等)と 較べ ると、国際通信業者のEDI

への取 り組みは少ない と思 う。外国通信事業者 との間でのEDI化 は、今後の検討課題

となると思 う。例えば、通信料金の国際決済のEDI化 は、電気通信諮問委員会の勧告

の中で も課題 とな っているが、 まだ具体的な取 り組みは され ていないよ うだ。

・特別第二種電気通信事業者協会で はEDI専 門委員会を もちEDIサ ー ビス(蓄 積交換、

セキ ュリテ ィ、運用、課金、VAN間 接続、プロ トコル等)の 標準化、検討を推進 中で

あ る。

・関係す る業界が多数であ り、 自社独 自の ビジネスプロ トコルを使用 して いるところで あ

り、業界横断的国内標準 の制定等 を見 なが ら検討 して い くこととす る。 なお、通信 プロ

トコルについては、OSI方 式 の採用 につ いて現在検討中であ る。

・専用線サー ビスのみを行 ってい る弊社 のよ うな衛 星通信業界で は、顧 客数が最大50～60

社程度 であ り、取引内容 も単純 なためEDIの 必要性 はほとん どない と思 われ る。

・出版VANが 本格的 に稼働すれば、当然出版部門でのEDI利 用 もあ り得 るのか もしれ

ないが、現状では、利用で きる環境にない と思 う。なぜ な ら、小零細企業が余 りに も多
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す ぎ、小 口物流 の合理化 メ リッ トが不明確だか ら。

〔情報 処理サ ー ビス ・ソフ トウェア ・情報提供業〕

・弊社 の所属す るソフ トウェア業界 は取 引の数が少ないので、 まだ取 り組 まれていない。

しか し、 システムイ ンテ グ レー ションで顧客の システムを構築す る時は必要 となるので、

技術的 には取 り組んで いる。

・固定長の プライベー トフォーマ ッ トをデータ圧縮 して送受信 している。

・顧 客でEDI利 用があれば、取組を行 ってい る程度 である。(受 注業務でEDIが 前 提

とな っている場合)

・採算性 改善 のため以下の ことを取組んで いる。

① アクセスポイ ン トの設置(オ ンライ ンの拡大、関係会社側の取 り込 み)

② 設備の有効利用(電 力会社余剰能力の活用)

③ 標準 プロ トコルの利用 によるEDI導 入の負荷軽減 一

④ ソフ トウェアの共同開発、汎用パ ッケー ジの利用

・EIAJで の対応を推進 して いる。

・鉄鋼業界 では、 「鉄鋼 ネ ッ トワー ク研究会」が、90年10月 に発足 し高炉6社 で分担

してEDI化 を鋭意推進中で ある。今後 は、業務面の標準化を併せて通信 プロ トコル、

シンタ ックスルール、 ネ ッ トワーク利用上のルール、ガイ ド等を提案 ・決定 し、今秋 も

しくは来春実施を 目指す方向にある。

・EDIサ ー ビスをベ ンダーと して提供す る立場 にあ り、現在、各業界別/海 外での標準

化動 向に注視 して いる。今後EDIサ ー ビスの相互接続がユ ーザ側 か ら要求 され る事が

考え られ、業界 としての対応が必要 と考え る。

・当社の業界 で はEDIは 考え られな い(導 入の意味がない)と 思 う。

・業界標準 フォーマ ッ トを設定 し、J手 順 または全銀手順 を利用 してい るため、EIAJ

標準 とは異な るが、広義でのEDI化 は十分 に進んでい ると考えてい る。EDI化 に関

しては、当業界内において は、当面現行通 り進み、EIAJ標 準を実施 してい る他業界

との接続、あ るいは標準 フ ォーマ ッ トの全面見直 し等を機 に検討 され る ことになると思

われ る。

・自社 内のEDI化(納 品書 、請求書 その他管理帳票)が 整備 された後 に、企業間のED

I化 が進 め られ るもの と考える。

・昨年の4月 か ら石油化学工業協会 より日本貿易会へ提案が あ り、 「石 化協 ビジネス ブロ
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トコル標準」の共同開発 を行 う事 にな り、石化協作業合同部会に参加 してお り、石 化協

側 と貿易会社 の各社の グループが試行 す るために既 に何回 とな く打合せ を行 い、 システ

ム開発 に着手 した所 で6月 総合テス ト、9月 本番稼働を 目指 して いる。 これ はあ ぐまで

も先行投資で あ り今後他社 に拡大 して こそ効果 があると思われる。

・業界 と してはないと思 う
。但 し、VAN会 社同志の接続 とい うの は、今後増加 してい く

と考えている。

・国内において は
、JCA、 全銀手順 を中心にVANサ ー ビスを して いる。 さ らに、EI

AJ標 準 やその他の業界標準をサポー トし差別す ることにな ると思 う。

・情報処理 サー ビス業 として は、他業界 におけるEDIシ ステム化の開発作業 も しくは シ

ステム運用(EDI各 種標準間の トラ ンス レーシ ョンを含 む)を 新 しい ビジネス と して

取扱 ってい くことになろう。EDI関 係の各種 アプ リケー ションパ ッケー ジ、'トラ ンス

レーシ ョンソフ トウェアパ ッケー ジの開発 ・販売 も有望 と考えて いる。

・コ ンピュ一夕メイ ンフ レーマの動向 に準拠 して いる レベ ルで ある
。

・EDIの 取 り組みは非常 に進んで いる
。

・業務処理上、必要 としてい る会社で は実施 して いるよ うだが、会社規模 によ り検討すべ

き課題であろ う。

〔旅行業〕

・今の ところまった くない
。

〔娯楽 ・その他サー ビス業〕

・グループ内に規模の異 なる企業が多 いため
、実現 はなかなか進 まない。

・あま り聞いた ことがない
。

〔その他業種〕

・調査中である

・当社関連業界(物 流業界)は
、現在輸 出関連 業務の標準化が具体的 に進展 して いるが、

その他領域 は進 展 して いな い。物流業 界 は、諸課題 が表 面化(労 働 力不足 ・輸送 問題

等)し て きて いるが それ らを業界で克服す る過程でEDI化 の検討が行われ るので はな

いか と思 う。

・特 に必要 はない。
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3. 集 言十糸吉果 表

3.1

3.2

3.3

3.4

凡例

業種区分別集計結果表

売上高区分別集計結果表

従業員数区分別集計結果表





3. 集 言十糸吉果 表

3.1凡 例

今 回 の調 査 で は、次 の よ うな区 分 に よ り、 各 調査 項 目の 集計 を行 った。

① 業種 区 分

A.建 設 業

B.製 造 業

C.流 通 業

D.金 融 ・証 券 ・保 険 業

E.運 輸 ・倉 庫 業

F.電 力 ・ガ ス

G.通 信 業

H.情 報 処 理 サ ー ビス業

1.サ ー ビス業

J.そ の 他 業 種

② 売 上 高 区分

A.5億 円未 満

B.5億 円以 上10億 円未 満

C.10億 円以 上50億 円未 満

D.50億 円以 上200億 円 未満

E.200億 円以 上1000億 円未 満

F.1000億 円以 上5000億 円未 満

G.5000億 円以 上

③ 従 業 員 数 区 分

A.50人 未 満

B.50人 以 上100人 未 満

C.100人 以 上300人 未 満

D.300人 以 上500人 未 満

E.500人 以 上1000人 未 満

F.1000人 以上3000人 未 満

G.3000人 以上5000人 未 満

H.5000人 以 上10000人 未 満

1.10000人 以 上
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(1)業 種区分別集計結果表

・資本金 区分

・売上高区分

・従業員数 区分

・EDI利 用 の有無

・EDI未 利用理 由
・EDI利 用理 由

・オ ンライ ン開始年

・EDI利 用 開始年

・大型汎用機

・中型汎用機

・小型汎用機

・オ フィスコ ンピュータ

・ミニ コンピュータ

・パー ソナル コンピュータ

・EDIホ ス ト接続端末

・ネ ッ トワー ク形態

・VAN利 用の有無

・末端形態

・利用通信 回線(現 在)

・利用通信 回線(今 後)

・初期 ・機械設備費

・初期 ・ソフ ト開発費

・運用 ・人件費

・運用 ・機械設備費

・運用 ・処理 費

・運用 ・通信費

・運用 ・外注費

・運用 ・その他 ・費用

・運用 ・合計

・運用合計売上高比率

・EDI利 用業務

・EDI対 象デー タ(現 在)

・EDI対 象デー タ(今 後)

・仕様書等 データ件数

・見積書 データ件数

・注文書 データ件数

・注文変更書デー タ件数

・注文請書 データ件数

・納 品書 データ件数

・出荷指示書デー タ件数

・検収書 データ件数
・照合確認書デー タ件数

・代金請求書 デー タ件数

・送金通知書 データ件数

・振込通知書 データ件数

・船積書類 データ件数

・船荷証券 データ件数

・クレームデータ件数

・その他データ件数

・仕様書等 ピー ク時データ件数
・見積書 ピー ク時 データ件数

・注文書 ピー ク時 データ件数

・注文変更書 ピー ク時データ件数

・注文請書 ピー ク時デー タ件数
・納品書 ピー ク時 データ件数

・出荷指示書 ピー ク時デー タ件数
・検収書 ピーク時データ件数

・照合確認書 ピー ク時 デー タ件数
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・代金請求書 ピー ク時データ件数

・送金通知書 ピーク時データ件数

・振込通知書 ピーク時データ件数
・船積書類 ピー ク時デー タ件数

・船荷証 券 ピー ク時デ ータ件数

・ク レーム ピー ク時 データ件数

・その他 ピーク時データ件数

・仕様書等デー タ交換企業数

・見積書デ ータ交換企業数
・注文書 データ交換企業数

・注文変更書 データ交換企業数

・注文請書 データ交換企業数

・納 品書 データ交換企業数

・出荷指示書 データ交換企業数

・検収書 デー タ交換企業数

・照合確認書 データ交換企業数

・代金請求書 データ交換企業数

・送金通知書 データ交換企業数

・振込通知 書データ交換企業数

・船積書類 デー タ交換企業数

・船荷証券デ ータ交換企業数

・クレームデ ータ交換企業数

・その他デ ータ交換企業数

・フ ォーマ ッ ト規格

・通信手順規格

・認知業界標準

(2)売 上高区分別集計結果表

・資本金 区分

・従業員数 区分

・業種 区分

・EDI利 用 の有無

・EDI未 利 用理 由

・EDI利 用 理由

・オ ンライ ン開始年

・EDI利 用開始年

・ネ ッ トワーク形態

・VAN利 用の有無

・末端形態

・利用通信回線(現 在)

・利用通信回線(今 後)

・初期 ・機械設備費

・初期 ・ソフ ト開発費

・運用 ・合計

・運用合計売上高比率

・EDI利 用業務

・EDI対 象データ(現 在)

・EDI対 象デー タ(今 後)

・フ ォーマ ッ ト規格

・通信手順規格

・認知業界標準
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(3)従 業員数 区分別集計結果表

・資本金区分

・従業員数区分

・業種区分

・EDI利 用 の有無

・EDI未 利用理 由

・EDI利 用理 由

・オ ンライ ン開始年

・EDI利 用 開始年
・ネ ッ トワー ク形態

・VAN利 用 の有無
・末端形態

・利用通信回線(現 在)

・利用通信回線(今 後)

・初期 ・機械設備費

・初期 ・ソフ ト開発費

・運用 ・合計

・運用合計売上高比率

・EDI利 用 業務

・EDI対 象データ(現 在)

・EDI対 象データ(今 後)

'フ ォーマ ッ ト規格

・通信手順規格

・認知業界標準
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3.2 業種区分別集計結果表

買本金区分(桑8区 分別)

異種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 中 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数1率(`) 件敷 申 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 事 α)

A.3千 万円宋潮 0 0.0 o 0.0 3 10.3 o 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 3 1.6

6.1億 円未満 0 0.0 3 3.3 3 10.3 o 0.0 1 7.1 o o.o o 0.0 7 25.0 2 50.0 o o.o 16 8.4

C.10億 円未満 0 0.0 lI 12.2 9 31.0 o 0.0 4 28.8 0 0.0 1 田.7 14 50.0 1 25.0 2 50.0 42 22.1

0.50飽 田来演 o 0.0 12 13.3 8 27.6 0 0.0 4 28.6 0 0.0 0 0.0 5 17.9 1 25.0 ! 25.0 31 18.3

E.200億 円未満 o 0.0 19 21.1 2 6.9 o 0.0 1 7.1 o o』 2 3.3 1 3.6 o 0.0 o 0.0 25 13.2

F.1千 億円来演 3 100.0 29 32.2 3 10.3 1 25.0 4 28.6 0 o.o 1 18.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 41 21.6

c.1千 億円以上 0 0.0 16 17.8 1 3.4 3 75.0 0 0.0 8 100.0 2 33.3 1 3.8 o 0.0 1 25.5 32 18.8

計 3 100.o go 100.0 29 100.0 4 mo.o 14 100.0 8 100.0 6 100.o 28

■

mO,0 4 100.0 4 100.0 1go 田0.0
`

1

売上高区分(業態区分月の
.

薬種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 ω 件数
`
甲(オ) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 甲 α) 件数 甲 ω 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 ぽ)

A.5億 円未満 0 0.0 o 0.0 o 0.0 0 o.o 1 7.1 o 0.0 0 0.0 2 8.0 0 0.0 0 0.0 3 1.7

8.10億 円米領 0 0.0 1 1.1 1 3.7 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 2 】.1

C.50億 円未済 0 0.0 1 1.1 1 3.7 o 0.0 1 7^1 0 o.o 1 50.0 2 8.0 2 50.0 0 0.0 8 4.5

0.200位 田未 満 0 0.0 10 U.2 4 14.8 0 0.0 2 14.3 0 0.0 0 0.0 16 64.0 0 0.0 o 0.0 32 17.9

E.1千 億円未満 o o.o |9 21.3 11 40.7 0 0.0 4 28.6 0 0.0 o o.o 4 16.0 : 25.0 2 66.7 41 22.9

F.5千 億円未満 1 33.3 34 38.2 7 25.9 2 50.0 4 28.6 2 25.0 1 50』 0 0.0 1 25.0 0 o.o 52 29.1

`.5千 億円以上 2 66.7 24 27』 3 11.1 2 50泊 2 14.3 6 75.o 0 0.0 1 4.0 0 0.0 1 33ほ 41 22.9

計 3 100.0 89 巨00.0 27 100.0 4 100.0 14 100.0 8
,
mo.o 2 100.0 25 100.0 4 mO.0 3 100.0 179 100.0

従業員数区分(契8区 分別)

栗国区分別 A B C D E F G H 1 」

.

全 体
1 1

回答項目 件数1率(駕) 件数 率(熔) 件数 率(=) 件数 率 ① 件数 率 ω 件数1率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率 α) 件数 率 ω

A。50人 未済 o 0.0 0 0.0 2 7.1 o 0.0 0 o.o 0 0.0 2 33.3 3 !0.7 o 0.0 0 0.0 7 3.7

8.100人 未満 0 0.0 1 1.1 1 3.6 0 0.0 1 7.7 0 0.0 0 0.0 1 33 1 25.0 0 0.0 5 2.8

C、300人 未満 o 0.0 5 5.5 5 17.9 0 o.o 2 15.4 0 0.0 1 16.7 6 2L4 1 25.0 0 0.0 20 10.5
0.500人 未満 0 0.0 8 8.8 3 10.7 0 0.0 2 15.4 o 0.0 o 0.0 5 17.9 0 0.0 o 0.0 18 9.4

E.mOO人 未満 0 0.0 10 1LO 7 25.0 0 o.o 2 15.4 o 0.0 0 0.0 7 25.0 0 o.o 1 25.0 27 14.1

F.3000人 未満 0 0.0 2i 23.1 5 17.9 1 16.7 4 30.8 0 0.0 0 0.0 5 17.9 1 25.0 1 25.0 38 19.9

α.5000人 未満 1 33.3 9 9.9 1 3.6 1 16.7 0 o』 0 0.0 0 0.0 o 0.0 1 25.0 0 0.0 13 8.8

閲.1万 人 未満 1 33.3 18 17.6 1 3.8 3 50.0 1 7.7 2 25.0 1 16.7 o 0.0 0 0』 2 50.0 27 14.1

1.1万 人 以上 1 33.3 21 23.1 9 10.7 1 18.7 1 7.7 6 75.0 2 33.3 1 3』 0 0.0 0 0』 38 18.8

計 3 100.0 91 100.0 28 100.0 8 100.0 13 100.0 8 100.0 6 10aO 28 100.0 4 100.0 4 100.0 191 100.0
.

ED1利 用の有無(業 毬区分別)

業8区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 寧(胃) 件数 宰 ① 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(竃) 件数 率 ω 件数 宰 α) 件数 事 ω

1.現 在利用
2.今 後利用予定
3.利 用予定なし

1

…

12.5
25.0
82.5

83

1;
81.4
10.8
7.8

28

…

82.4
5.9
11.8

8

0
2

75.0

0.0
25.0

tO
4
5

52.8
21.1
26.3

7
1
1

77.8

11.1
11.1

2
4
4

20.0
40.0
40.0

18
10
31

30.5

18.9
52.5

3

三

37.5
12.5
50.0

3
1
1

60.0
20.0
20.0

181
36
85

81.5
t3.7
24.8

計 8 100.0 102 100.0 34 100.0 8 100.0 18 100.0 9 100.0 10 100.0 59 100.0 8 100.0 6 |00.0 262 100.0

EDI未 利用理由(業 種区分別)

業種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 甲 α) 件数 率m 件数 率 ω 件数 率 ① 件数 事 ① 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α)

1.必 要性なし
2.利 用環境未整備

3.他 社接続が困難
4,費 用効果がない
5.そ の他

0
4

0
0
0

0.0
100.0

0.0
0.0
0.0

1
3

0
1
0

20.0
80.O

o.0
20.o
o.o

2
2

0
0
0

50.0
50.0
0.0

0.0
0.0

2
0
0

0
0

100.O
o.0

0.0
0.0
0.0

2
3
0

0
0

40.0
60.0
0.0

0.0
0.0

1
0
0

0
0

100.0
0.0

0.0
0.0
0.0

2
2
0

0
0

50.0
50.O
o.0

0.0
0.0

18
6
0

1
3

64.3
21.4
0.0

3.6
10.7

0
2
0

0
1

0.0
66.7
0.0

0.0
33.3

1
0
0

0
0

100.0
0.0

0.0
0.0
0.0

29
22

0
2
4

50.9
38.6

0.0
3.5
7.0

計 4 100.0 5 100.0 4 100.0 2 100.0 5 100.0 1 100.0 4 100.0 28 100.0 3 100.0 1 100.0 57 100.0
1

EDI利 用理由(業 箇区分別)
1

栗毬区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数1寧(駕) 傾!耶(=) 件数 甲 α) 件数 率(x)
1

件数1率 α) 件副 甲m 件数 率 α) 件数 甲 α) 件数1宰 α) 件数1牢 ω 件数 宰 α)

1.情 報獲得が容易 0 0.0 7 8.8 2 8.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 2 33.3 0 0.0 0 0.0 0 o.o 11 8.7
2.7クtオ の迅速 化 1 50.0 11 13.8 7 28,1) 0 0.0 3 27.3 0 0.0 2 33.3 5 21.7 2 66.7 0 0.0 31 18.9

3.事 務刀トの削減 0 0.0 14 17.5 6 24.o 2 50.0 o 0.0 3 37.5 1 18.7 6 28.1 1 33.3 0 0.0 33 20.1

4.取 引先からの要請 1 50.0 35 43.8 14 56.0 0 0.0 5 45.5 o 0.0 0 0.0 7 30.4 1 33.3 2 100.0 65 39.6

5.取 引先f・ロ向上 0 ぴo 14 17.5 8 32.0 3 75.0 3 27.3 1 12.5 o 0.0 9 39.1 o 0.0 o 0.0 38 23.2

6.事 務処理の効率化 2 100.0 48 60.0 13 52.o 3 76.0 5 45.5 8 100.0 4 68.7 13 56.5 3 100.0 1 50.0 100 6LO

7.物 流業務の教習 o 0.0 9 11.3 2 8.o 0 0.0 2 18.2 0 0.0 0 0.0 4 17.4 o o.o 1 50.0 18 1LO
8.商 品在庫の用減 o 0.0 .5 8.3 2 8.0 0 0.0 0 0.0 1 12.5 0 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 8 4.9

9.競 争企業と差別化 0 o.o 7 8.8 2 8.0 1 25.0 5 45.5 o 0.0 0 0.0 3 13』 1 33.3 o 0.0 19 11.6

m.国 際E田への対応 o 0.0 3 3.8 1 4.0 0 0.0 1 9.1 0 o.o 1 180 2 8.7 0 0.0 0 0.0 8 4.9

11.情 報の迅速化 2 100.0 49 81.3 7 28.0 1 25.0 8 54.5 7 87.5 3 50.0 9 39.1 0 0.0 2 100.0 88 52.4

12.製 造刀トの節減 0 0.0 2 2.5 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 1 4.3 0 0.0 0 0.0 3 i.8

13、納入の短縮化 0 0.0 13 16.3 0 0.0 o 0.0 0 0.0 2 25.0 2 33.3 1 4.3 o 0.0 0 o.o 18 11.0

14.系 列化の強化 0 0.0 2 2.5 2 8.0 0 0.0 1 9.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 5 3.0

}5.オ 一夕Xントチの 省力化 0 o.o 16 20.0 6 24』 0 0.0 2 }8.2 o 0.0 0 0.0 4 17.4 1 33.3 o 0.0 29 17.7

18.そ の他 0 0.0 0 o.o 1 4.0 0 0.0 0 0.0 1 12.5 1 16.? 0 0.0 o 0.0 o 0.0 3 L8

計 2 100.0 80 100.0 25 100.0 4 100.0 11 100.0 8 100.0 6 100.0 23 100.0 3 100.0 2 100.0 164 100』

一81一



オンライン開始年(業 ぽ区分別)

異趣区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率m 件数 率 ω 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α)

A
8
C
O
6
P

1969年 以前

1即0年 ～1974年

1975年 ～1979年

1980年 ～1984年
1985年 ～1989年

Iggo年 以降

0
0
!
I
o
)

0

0

33

33
0

33

0
0
3
3
0
3

6
16
28
21
18
1

7
18
30
24
18
1

0
6
2
4
8
2

0
2
3
14
7
0

0
7
11
53
26
0

0
7
5
8
9
0

1
3
0
2
0
0

16
50
0
33
0
0

7
0
0
3
0
0

1
1
4
4
3
0

7
7
30
30
23
0

7
7
8
8
1
0

1

7

0

0

0

0

12
87
0
0
0
0

5
5
0
0
0
0

1
0
0
0
2
1

25
0
0
0
50
25

0
0
0
0
0
0

2
4
8
0
5
1

11

22

33

0

27

5

1
2
3
0
8
8

0
0
1
1
1
0

0
0
33
33
33
0

o
o
3
3
3
0

0
2
0
2
0
0

0
50
0
50
0
0

0
0
0
0
0
0

12
35
41
45
34
4

7
20
24
26
19
2

0
5
0
3
9
3

計 3 mo.o 88 100.0 26 100.0 6 m吐0 13 100.0 8 mo.o 4 100.0 18 100.0 3 100.0 4 100.0 171 100.0

EDI利 用開始年(契 砥区分別)

異極区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率(累) 件数 甲(男) 件数 亭 ω 件数
` 率
α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 軍m

`

件数1甲 α) 件数 率 α) 件数 率(=)

A

8

C

O

ε

『

1969年 以 前

1970年 ～1974年

1975年 ～1979年

1980年 ～19壮 年

1985年 ～1989年

1990年 以 降

0
0
0
0
1

1

0
0
0
0

50
50

0
0
0
0

0
0

1

0
4
4
50
23

1
0
4
4
61
28

2
0
9
9
0
0

o
o
2
7
13
6

O
o
7
25
48
21

0

0

1

0

4

4

O
o
o
3
2
1

0
0
0
50
33

16

0
0
0
0
3
7

0
1
3
3
3
4

0
7
21
2{
21

28

0
1
4
4
4

6

0
0
0
2
3

3

0
0
0
25
37

37

0
0
0
0

5
5

0
0
1
0

1
1

O
o
33
0

33
33

0
0
3
0

3
3

0

1

0

2

8

8

0
5
0
11

47
35

0
9
0
8

1
3

0

0
1

】

1

0

0
0
33
33

33
0

O
o
3

3
3
0

0
1
0
0
1
2

0
25
0
0
25
50

0
0
0
0
0
0

1
3
11
22
83
47

0
1
6
13
49
28

8

8

8

2

7

1

計 2 100.0 82 100』 28 100.0 6 100.0 14 100』 8 100.0 8 100.0 17 100.0 3 100.0 4 100.0 167 100.0

大型汎用機(契簡区分別)

業毬区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 寧 α) 件数 率(髪) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数
`

率 α) 件数 率 α) 件数
`
率m 件数 宰(x) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω

A

8

C

O

8
で「

1台
2台
3台 ～6台 未満
8台 ～10台未満
10台～20台未満
20台以上

2
0
0
0
0
0

100
0
0
0
0
0

0
0
0
0

0
0

38

14

5

2

3
2

58
22
8

3
4
3

1
8
1

2
8
2

6
3
4

1
0
0

42
21

28
7
0
0

9
4

6
1
0
0

4
0

1
0
0
0

80

0
20
0
0
0

0

0
0
0
0
0

7

2
0
0
0
0

77

22
0
0
0
0

8

2

0

0

0

0

5

2
1
0
0
0

62
25
12
0
0
0

5
0
5
0
0
0

{
O
o
O
o
O

100
0
0
0
0
0

0
0
0
0

0
0

8

4

2

0

0
0

50
33
16

0
0
0

0
3
7

0
0
0

0
2
0

0
0
0

O
mo
O

o
o
O

0
0
0

0
0
0

2

0

1

0

0

0

66
0
33

0
0
0

7

0
3
0
0
0

89

27
14
3
3
2

58

22
11
2
2
1

5

9
9
5
5
7

計 2 100.0 62 100.0 14 100.0 5 100.0 9 姐0.0 8 100.0 1 100.0 12 100.0 2 100.0 3 100.0
'118

loo.o

中型汎用恨(樂Pt区 分別)

契8区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率m 件数 率(駕) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率(工) 件数 率 α) 件数 率m 件数 率 ω

A.治

8.2台

c.3台 ～6台 未満

0.6台 ～10台 未満

8.10台 ～2胎 未満

F.20台 以 上

0
0
0
0
0
0

23
6
2
2
0
3

63.9
16.7
5.6
5.6
0.0
8.3

9
1
1
1
0
1

69.2
7.7
7.7
7.7
0.0
7.7

0
0
0

;
0

2
0
0
0
1

0

66.7
0.0
0.0

0.0
33.3

0.0

1
0

0
0
0
0

100.0
0.O
o.0
0.0
0.0
0.0

O

o

O

呂
0

9
1
1
1
0
0

7.5
8.3
8.3
8.3
0.0
0.0

1
0
0
0
0
0

100.o
o.0
0.O

l:1
0.0

l
I
o
O
o
O

50.0
50.0
0.0
0.o
o.o

o.o

46
9

4
4
1
4

6乳6
13.2

5.8

5.9

L5

5.9

計 o 36 100.0 13 100.0 0 3 100.0 1 日0.0
'0

12 100.0 1 100.0 2 100.0 68 100.0

小型汎用機(業 魑区分別)

業穏区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 寧 α) 件数 率 α) 件数 率(熔) 件数 率(`) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(x) 件数 率 α) 件数 率m

A.1台
8.2台
c.3台 ～ 始 末滴
0.6台 ～m台 未満
8.1胎 ～20台未満
F.2胎 以上

0
0
0
0
1
0

o.0
0.0
0.0
0.0
100.0
0.0

4
2
2
2

1
2

30.8
15.4
15.4
15.4

7.7
15.4

2
3
0
1
0
0

33.3
50.0
0.0
16.7
0.0
0.0

0
0
0
0
0
0

1
1
0
0
0
0

50.0

50.0

0』

o.o

o.0

0.0

0
0
0
0
0
1

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
100.0

0
0
0
0
0

9

4
0

2
0

0
0

68.7

0.0
33.3
0.0
0.0
0.0

0
0
0
0
0
0

O
o
o
O
O
O

11
8
4
3
2
3

37.9
20.7
13.8
m.3
6.9
10.3

計 1 100.0 13 100.0 6 100.o 0 2 100.0 1 100.0 0 6 100.0 0 0 29 100.0
ト

オ フ ィスコ ンピSt・一夕(業M区 分 別)

梨8区 分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 牢 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 宰 ω 件数 甲 α) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率(累)

A

O

C

O

静5

F5

1台
2台
3台～ 胎 未満
6台～10台未満
10台～20台未満
20台以上

0
0
1
0
0
0

0
0
100
0
0
0

0
0
0
0
0
0

n
l
6
0
5
4

40
3
22
0
18
14

.7

7
2
0
5
8

2
3
1
1
1
3

18
27
9
9

9
27

2
3
1
1

1
3

o

o

O

o

O
o

O

o
3
2
1
1

o
o
42
28
14
14

0
0
9
6
3
3

o

o

o

O

O

O

O

o

o

O

o

O

1
2
0
0
1
1

20
40
0
0
20
20

o

o

o

O

o

O

1
0
0
0
0
0

100

0

0

0

0

0

o
o
O
O
O
O

0
0
0
0
0
0

15
8
11
3

8
9

28

11

21

5

15
1τ

8

5

2

8

4

3

計 1 100.0 27 100.0 11 100.0 0 7 100.0 o 0 5 100.0 1 100.0 o 52 100.0

ミニコンピュータ(業 趣区分別)

業種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率(駕) 件数 率m 件数 軍 α) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 ω 件数 率(駕)

A.1台

8.2台

c.3台 ～ 胎 未 満

0.6台 ～10台 未 満

ε.10台 一部 台未 満

F.20台 以上

0
0

0
0
0
0

2
2
1

0
1
1

28.8
28.8

14.3
0.O
M.3
14.3

o
'0

1

0
0

0

0』

o.0

100』

0.0
0.0

0.0

0

0

0

1
0

0

0.0

0』

0.O

loo.0

0.O

o.o

1
0
0
0
0
0

100.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

o

I

o

o

O

o

0.0
100.0
0.0
0.0
0.0
0.0

O
o
O
O
o
o

2
0
0
0
0
0

100.0
0.0
0.O
o.0
0.0
0.0

0
0
0

;
0

O

o

O

O
O

O

5
3
2
1
1
1

38.5

23.1
15.4
7.7
7.7
7.7

計 o 7 100.0 1 100泊 1 100』 1 100.0 1 100.0 o 2 100.0 o o 13 100.0

一82一



パーソナルコンピュータ(業 題区分別)

業図区分 A B C D E F G H 1 」

.

全 体

回答項目 件数 牢 α) 件数 率(=) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 ① 件数 宰 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α)

A.10台 未満

8.10台 ～20台 未満

C,20台 ～50台 未満

0.50台 ～100台 未満

8.100台 ～200台 未満

F.200台 以上

0
0
0
1
0
0

0.0

0.0

0.0

100.O

o』

0.0

17
3
2
3
0
6

54.8
9.7
6.5
9.7
0.0
19.4

8
0
2
1
0
3

57.1
0.0
14.3
7.1
0.0
21.4

O
o
o
o
O
O

2
0
2
0
0
0

50.0
0.0
50.0
0.0
0.0
0.0

▲

0

0

0

0

1

50.0
0.0
0.0
0.0
0.0

50.0

0
0
0
0
0
0

4
0
1
0
1
0

86.7
0.0
18.7
0.0
18.7
0.o

o
o
o
1
0
0

0.O
o.o
o.o
mO.0
0.0
0.0

0
1
0
0
0
0

0.0

100』

0.0

0.0

0.O

o.o

32
4
8
5
1
10

53.3
8.7
13.3
8.3
1.7
18.7

計 1 100.0 31 100.0 14 100.0 0 4 100.0 2 100.0 o 6 100.0 1 100.0 1 100.0 80 100.0

EDI利 用ホス ト接目端末(業 国区分別)

業毬区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率(駕)
■

件数 率 α) 件数 率 α) 件数
`
軍 α) 件数 率 α)

●

件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 寧ω 件数 率 ω

A.10台 来謁

8,10白 ～2始 末滴

C.20台 ～50台 未満

0.50台 ～100台 未満

E.100台 ～200台 未満

F,200台 以上

0
0
0
0
0
0

18
5
11
6
8
28

24.3

8.8

14.9

8.1

10.8

35」

7

1
3
1
3
11

26.9

3.8
1L5
3.8
11.5
42.3

1
0

0
0
1
1

33.3
0.O

o.0
0.0
33.3
33.3

2
0

3
0
0
8

182
00

273
00
00
54.5

2
1

0
0
2
2

28.6
14.3

0.0
0.0
28.8
28.8

o
o

l
o
O
1

0.0

0.0
50.0
0.O
o.0
50.0

2
2
4
3
2
3

12.5

12.5

25.0

18.8

】2.5

18.8

1
0
0
1
0
1

33.3
0.0
0.0
33.3
0.0
33.3

1
0
0
1
0
2

25.0
0.O
o.0
25.0
0.0
50.0

84
8
22
12
16
53

23.3
8.2
15.1
8.2
1LO
36.3

肚 0 74 100.0 26 100.0 3 100.0 11 100.0 7 100.0 2 100.0 16 100』 3 mO.0 4 mO.0 "8 100.0

▲ットワーク形態(類 題区分別)

業8区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 寧 ω 件数 率(9) 件数 率 ω 件数 甲m 件数 寧m 件数 ,率 α) 件数 率 α) 件数 宰 ω

1
2
3
4
5

・2ト集中型
放ト中心87トワーク型
翻ト!わトワつ分離型
分散わトチリ型
その他

l

I

o

O

o

50
50
0
0
0

O
o
O
O
o

35
29
2
20
2

39
33
2
22
2

8

0

3

7

3

14
11
0
1
2

50.0
39.3
0.0
3.6
7.1

5

1

0

0

0

83
16
0
0
0

3
7
0
0
0

5

6

1

2

0

35

42

τ

14

0

τ

8

1

8

0

4
4
0
0
0

50
50
0
0
0

0
0
0
0
0

0

2

1

0

0

0

66

33

0

0

0

7

3

0

0

5
10
1
3
2

23.8
47.6
4.8
M.3
9.5

1
2
0
0
0

33
68
0
0
0

3

7

0

0

0

1
2
0

1
0

25
60
0

25
0

0
0
0

0
0

71
68
5

27
6

40
38
2

15
s

1
4
8

3
4

計 2 100.0 88 100.0 28 100.0 6 100』 14 100.0 8 100.0 3 100.0 烈 100.0 3 100.0 4 100.0 177 mO.0

VAN利 用の有無(業 租区分別)

異極区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 宰 α) 件数 率(工) 件数 宰 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 宰 α) 件数 率 ω 件数 率 ω

1.利 用

2.未 利用

1

1

50.0

印.o

63
25
7L6
28.4

18

12

57.1
42.9

2
4
333
86.7

5

9

35.7
84.3

7

1

87.5
12.5

2
|
68.7
33.3

10

11

47.8

52.4

1
2
333

66.τ

2

2

50.0
50.0
109
68
61.6
38.4

計 2 100.0 88 100.0 28 100.0 8 100』 14 】00.0 8 100.o 3 100.0 21 100.0 3 100.0 4 100.0 1η 100.0

末端形態(業種区分別)

楽屋区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 軍 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 宰 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 軍 ①

1.販 売先 o o』 56 84.4 18 84.3 0 0.0 o 0.0 1 12.5 0 0.0 3 !5.0 1 33.s 1 25.0 80 48.2
2.仕 入先 0 o.o 42 48.3 18 57.1 0 0.0 1 7.1 3 37.5 o 0.0 4 20.0 2 66.7 1 25』 69 39.8
3.系 列 ・関連会社 1 50.0 28 32.2 8 2L4 2 33.3 8 57.1 3 37.5 o 0.0 6 30.0 o 0.0 2 50.0 56 32.4
4.海 外現地法人 o o.o 20 23.0 2 7.1 o 0.0 5 35.7 o o.o 1 100.0 5 25.0 0 0.0 1 2臥0 34 19.7
5.最 終需要家 o 0.0 9 10.3 2 7.1 8 50.0 7 50.0 o o.o o 0.0 9 45.0 1 3.3 1 25.0 32 18.5
6.銀 行 o 0.0 15 1τ.2 6 21.4 2 33.3 0 0.0 4 50.0 0 0.0 5 25.o o 0.0 1 25』 34 19.7
7.倉 庫 ・運送会社 o o.o 10 1L5 4 14.3 0 0.0 3 2L4 1 12.5 o 0.0 2 10.0 2 10.0 1 25.0 21 12.1
8.商 社(代 理店) o o.o 15 17.2 2 7.1 0 0』 3 2L4 1 12.5 o o.o 1 5.o 1 3.3 o 0.0 23 13.3
9.保 険会社 0 0.0 1 1.1 0 0.0 1 16.7 0 o.o 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0』 o 0.0 2 L2
10.ク レジ,ト会 社 o 0』 1 1.1 3 10.7 o 0』 o 0.0 o 0.0 o 0.0 1 5.0 0 0.0 0 o.o 5 2.8
11.情 報tン,・ o 0.0 1 1.1 2 7.1 1 18.7 0 0.0 3 37.5 o 0.0 o 0.0 1 3.3 0 0.0 8 4.8
12.そ の他 1 50.0 11 12.8 3 10.7 1 16.7 1 7.1 0 o.o 1 100.0 3 15.0 3 15.0 o 0.0 21 12.1

計 2 100.0 87 ▲00.0 28 mO.0 6 100.o 14 100.0 8 100.0 1 100.0 20 100.0 3 100.0 4 100.0 173 100.0
.

利用通信回線 ◆現在(業 種区分別)
.

業種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 牢 α) 件数 率(累) 件数 率m 件数 率(3) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 甲 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω
.

1.専 用同日(一 般) 1 100.0 47 54.7 13 50』 3 75.0 10 100.0 5 62.5 3 100.0 12 63.2 2 100.0 1 33.3 97 5輻9
2.〃(高 速ディヲ夘) o 0.0 32 37.2 5 19.2 1 25.0 4 40.0 1 12.5 1 33.3 4 21.1 0 0.0 1 33.3 49 30.2

3.電 話回線 0 0.0 68 79.1 21 80.8 2 50.0 5 50.o 3 37.5 3 100.0 13 68.4 1 50.0 1 33.3 117 78.2

4.電 信回線 0 0.0 1 1.2 o. o.o 1 25』 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 o.o 1 50.0 o o.o 3 1.9
5.oo翼 ・回線 交換 0 0.0 24 27.9 9 34.6 4 100.0 3 30.0 3 37.5 1 33.3 8 42.1 0 o』 3 ヨ00』 55 34.0

8.oox・",卜 交換 o 0.0 21 24.4 3 1L5 1 25.0 o 0.0 o o.o 1 33.3 5 26.3 1 50.0 1 33.3 33 20.4

7.川S初 ト64 0 o.o 13 15.1 7 26.9 o 0.0 2 20.0 0 0.0 o 0.0 τ 36.8 o 0.0 0 0.0 29 17.9
8.川S初 ト】500 0 0.0 0 0.0 1 3.8 o 0.0 o 0.0 0 0.0 o o.o 1 5.3 o 0.0 o 0.0 2 1.2

9.衛 星通信 0 0.0 0 0.0 t 3.8 o 0.0 o o.o o 0』 0 0.0 3 15.8 o o.o o o.o 4 2.5
10.移 動通信 0 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 ぱ0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

U.フ,ク シミリ通信 o 0.0 5 5.8 1 3.8 1 25.0 0 0.0 1 12.5 0 0.0 1 5ほ 0 0.0 0 0.0 9 5.8
12.E臼 テ,ウヨ 0 0.0 0 o.o o 0.0 1 25.0 0 0.0 0 o.o o 0.0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 1 o.6

13.私 設同日 0 0.0 3 3.5 o 0.0 o 0.0 0 0.0 o o.o 1 33.3 o 0.0 o 0.0 o 0.0 4 2.5

計 1 100.0 86 100』 28 100'0 4 100.0 10 100』 8 100.0 3 mo.o 19 100.0 2 100.0 3 100.0 182 100.0
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利用通信回線 ・今後(美 醜区分別)

禁裡区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 率(=) 件数 率 α) 件数 寧(=) 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 寧(=) 件数 率 α) 件数 率(=) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α)

1.専 用回線(一 般) 0 0.0 1 4.5 1 16.7 ) 25.0 3 42.9 0 0.0 1 50.0 4 44.4 0 0.0 0 o.o ll 19.6
2.〃(高 速 チィジタ`) 1 50.o 4 18.2 0 0.0 o 0.0 3 42.9 0 0.0 1 50.0 3 33.3 o 0.0 o o泊 12 21.4
3.電 話回線 2 100.0 2 9.1 1 16.7 0 0.0 1 14.3 0 0.0 0 0.0 4 44.4 1 50.o 1 100.0 12 21.4
4.電 億回目 o 0.0 o 0.0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.01 o 0.0 o 0.0
5.00レ 回線交換 1 50.0 1 4.5 o 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 ll.1 o 0.0 o 0.0 3 5.4
8.ODX・'伽 ト交 換 1 50.0 5 22.7 2 33.3 1 25.0 2 28.6 0 0.0 0 0.0 4 44.4 o o.o 1 100.0 18 28.8
7.川S?ッ ト64 1 50.0 17 77.3 5 83.3 4 100.0 2 28.6 1 100.0 1 50.0 5 55.8 1 50.0 1 100.0 38 87.9
8.川S4,ト1500 0 0.0 1 4.5 1 16.7 1 25.0 o o.o 0 0.0 0 0.0 1 11.1 0 0.0 0 o.o 4 7.1
9.衛 星通信 0 0.0 o o.o 0 0.0 o o.o o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o.o o ⑰.0 0 o.o 0 0.0
10.移 動通信 o 0.0 0 o.o o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 1 1.8
11.フ'妨 ミリ通信 0 0.0 4 18.2 2 33.3 o 0.0 o o.o 0 0.0 o 0.0 2 22.2 1 50.0 0 o.o 9 田.1
12.e臼 テ,クオ o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 o.o 0 0.0 o o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0
13.私 設同日 o 0.0 o o.o 0 0』 0 0』 1 14.3 0 o.o o 0.0 1 11.1 o o.o 0 0.0 2 3.8

計 2 100.0 22 100.0 6 100.0 4 100.0 7 100.o .1 mO.0 2 100.0 9 100.0 2 100.0 1 100.0 56 100.0
.

初期 ・機械設備費(業 毬区分別)
.

業種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 寧(寓) 件数 率m 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 宰(驚) 件数 率(=) 件数 率(寓) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α)

A.100万 未満 0 12 29.3 2 14.3 o 0.0 1 20.0 0 0.0 0 1 14.3 o 0.0 1 50.o 17 22.7
8、100万 ～500万 未満 o 11 28.8 8 42.9 o 0.0 2 40.0 o 0.0 o 2 28.6 } 100.o o 0.0 22 29.3
C.500万 ～1千 万 未満 0 6 12.2 2 14.3 0 0.0 0 0.0 2 66.7 o 0 0.0 0 0.0 o 0.0 9 12.0
D.1千 万～5千万未満 0 8 】4.8 2 M.3 0 o.o 1 20.0 1 33.3 o 2 28.6 o 0.0 0 0.0 12 田.0
E.5千 万～1億未満 0 3 7.3 0 0.0 1 50.o o 0.0 0 0.0 0 2 28.6 o 0.0 0 0.0 6 8.0
F.1億 ～10億 未 満 0 4 9.8 2 14.3 1 50.0 o 0.0 o 0』 0 o o.o 0 0.0 1 50.0 8 lo.7
C.10億 以 上 0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 1 20.0 o 0.0 0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 1 1.3

計 0 41 100.0 14 100.0 2 100.0 5 100.0 3 100.0 0 7 100.0 1 mO.0 2 100.0 75 100.0
a

初期 ■ソフ ト開発費(菜 館区分別)

業趣区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ① 件数 率(冗) 件数 率(=) 件数 寧 α) 件数 率(工) 件数 寧 α) 件数 率 ω 件数 率(竃)
`

件数!率 α) 件数 率 α) 件数 甲 ①

A.100万 未 満 o 2 4.4 3 16.7 0 0.0 1 12.5 0 0.0 0 o.o 2 25.0 o o 0.0 8 9.1
8.匝0万 ～500万 未 満 0 14 31.1 6 33.3 o 0.0 1 12.5 1 25.0 0 0.0 o 0.0 o 1 50.o 23 26.1
C.500万 ～1千 万未 満 0 2 4.4 1 5.6 o 0.0 1 12.5 o 0.0 o 0.0 1 12.5 o 0 0.0 5 5.7
0.1千 万～5千 万未満 0 15 33.3 7 38.9 1 50.0 2 25.0 2 50.0 o 0.0 1 12.5 o o 0.0 28 3L8
ε.5千万～1億 未満 o 7 15.6 o 0.0 1 50.0 1 !2.5 0 o.o 0 o.o 4 50.0 o o 0.0 14 15.9
F1億 ～10億未満 0 4 8.9 1 5.8 0 0.0 1 12.5 1 25.0 1 100.0 0 0.0 0 1 50.0 8 9.1
c.10億 以上 0 1 2.2 o 0.0 0 0.0 】 12.6 0 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0 o.o 2 2.3

叶 0 `5 100』 18 100.0 2 100』 8 100.0 4 loo.o 1 100.0 8 100.0 0 2 100.0 88 100.0

運用.人 件費(業 種区分別)

業還区分 A B C D E F G H 1
"

」 全 体

回答項目 件数 牢 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率(竃) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率(竃) 件数 寧 α)
■

件数1率 α) 件数 寧 α)

▲.】0万未満 0 3 7.9 2 16.7 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 16.7 0 0.0 o 0.0 7 9.7
8.10万 ～50万 未満 0 8 15.8 3 25.0 o 0.0 1 25.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 1 100.0 1 50.0 12 16.7
C.50万 ～100万 未満 0 8 21.1 0 o.o 0 o.o 1 25.0 o 0.0 1 100.0 3 25.0 0 o.o 0 0.0 13 1811
0.100万 ～500万 未満 o 1B 42.1 5 4L7 1 100.0 1 25.0 1 100.0 0 0.0 4 33.3 0 0.0 1 50.0 29 40.3
E.500万 ～1千 万未満 0 3 7.9 1 8.3 o 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 3 25.0 o 0.0 0 0.0 7 9.7
F.1千 万～1億 未満 o 2 5.3 0 0.0 0 0.0 1 25.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 o o.o 0 0.0 3 4.2
G】 億以上 o o 0.0 1 8.3 o 0.0 o 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 .0 0.0 o 0.0 1 L4

計 0 38 100.0 12 100.0 1 100.0 4 100.0 1 100.0 1 100.0 12 mO.0 1 100.0 2 100.0 72 100.0

運用 ◆機械設備費(業 種区分別)

業毬区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率m 件数 率 ω 件数 率(9) 件数 寧 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 寧 ω 件数 率 ① 件数 率 ω 件数 率 ω

A.10万 未満 0 3 8.3 4 28.7 0 0.0 o 0.0 0 o.o o 0 0.0 1 50.0 0 o.o 8 10.8
8.拍 万 ～50万 未満 0 13 38.1 2 13.3 0 0.0 3 50.0 1 33.3 o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 19 25.7

C.50万 ～100万 未満 o 3 8.3 1 6.7 o 0.0 0 0.0 1 33.3 0 2 22.5 o 0.0 0 0.0 7 9.5

0.100万 ～500万 未 満 o 3 8.3 6 40.0 0 0.0 2 33.3 1 33.3 0 5 55.6 o 0.0 2 100.0 18 26.7

8.500万～1千 万未満 o 4 n.1 1 6.7 0 o.o 0 o.o o 0.0 0 2 22.5 o 0.0 o o.o 7 9.5

F,1千万～1億 未満 o 10 27.8 o o.o 1 mO,0 o 0.0 0 0.0 o 0 0.0 1 50.0 o 0』 12 16.2
C1億 以上 0 0 0.0 1 6.7 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 o 0.0 o 0.0 o 0.0 2 3.7

.

計 0 36 mO.0 15 100』 1 100.0 6 100』 3 100.0 0 9 100.0 2 100.0 2 100』 74 !00.0
u

運用 ◆処理費(業Pt区 分別)

業囲区分 A B C D E F G H 1 」 全 体
■

回答項目 件数 寧 ① 件数 率 ① 件数 率 ω 件数1率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 軍(オ) 件数 軍m 件数 寧 α) 件数 率 α)

A.m万 未満 0 3 13.6 o o.o o o.o o o.o o 0.0 o o.o 1 16.7 0 o 4 8.9
8.m万 ～50万 未満 0 5 22.7 1 20.0 o 0.0 2 40.0 1 20.0 0 0.0 1 16.7 0 o 10 22.2

C.50万 一100万 未 満 0 4 18.2 2 40.0 1 100.0 0 0.0 1 20.0 0 0.0 2 33.3 0 o 10 22.2
0.mO万 ～500万 未満 0 8 36.4 2 40.o 0 0.0 2 40.o 3 60.0 0 0.0 1 16.7 0 0 18 35.8

E.500万 ～1千 万 未満 0 1 4.5 o o.o 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 00 o o 1 2.2

F.1千 万一1億 未 満 0 1 4.5 0
,
0.0 o 0.0 1 20.0 o 0.0 1 100.0 1 18.7 0 o 4 8.9

o.1億 以上 0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o 0 0.0

計 0 22 100.0 5 100.0 1 100.0 5 mO.0 5 100.0 1 100.o 6 100.0 0 0 45 100.0

一84一



運用 ◆通信費(業 図区分別)
1

業皿区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 寧 α) 件数 率(累) 件数 率 ω 件数 率(=) 件数 率 ① 件数 率 ① 件数 率(駕) 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 宰 α)
.

A.10万 未 満 0 15 3L3 6 40.o 0 0.0 0 0.0 o o.o 0 0.0 2 15.4 1 33.3 1 50.0 25 28.3
8、10万 ～50万 未満 0 12 25.0 4 26.7 1 25.0 3 50.0 2 86.7 1 100.0 4 30.8 o 0.0 1 60』 28 29.5
C.50万 ～100万 未決 0 6 12.5 2 13.3 1 25.0 1 田.7 1 33.3 0 0.0 4 30.8 0 o』 0 0.0 15 15.8
0.100万 ～500万 未 満 0 8 16.7 2 13.3 1 25.0 1 16.7 o 0.0 0 o.o 3 23.1 0 o.o 0 0.0 15 15.8
S.500万 ～1千 万未 満 0 3 8.3 o 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o.o o o.o 1 33.3 o 0.0 4 4.2
F.1千 万～1億 未満 0 3 6.3 0 0.0 1 25.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 333 o 0.0 5 5.3
6.1億 以上 o 1 2」 1 8.7 o 0.0 1 18.7 0 o.o 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 8 3.2

計「
0 48 100』 15 100.0 4 100.0 8 100.0 3 100』 1 100.0 13 100.0 3 mO.0 2 mO.0 95 100.0

.

運用 ・外注費(築8区 分別)
1

葉越区分 A B C D E F G H 1 」 全 体
4

回答項目 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 亭 ① 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 牢 ω 件数 寧 α) 件数 宰(苫) 件数 率 ω 件数 寧(駕)

A.10万 未 満 o 0 o.o 3 30.o 0 0.0 2 66.7 1 50.0 o o 0.0 0 o 8 18.8
8.10万 ～50万 未満 o 3 27.3 3 30.0 0 0.0 o 0』 0 0.0 0 o 0.0 o o 8 18.8
C,50万 ～100万 未 満 o 1 9.1 0 o.o 0 0.0 0 0.0 1 50.0 o 0 0.0 0 o 2 6.8
0,100万 ～500万 未 満 0 4 36.4 3 30.0 o o.o 0 o.o 0 0.0 0 5 100.0 o o 12 37.5
E.500万 ～1千 万未 満 o 2 18.2 o 0.0 1 100.0 0 o.o 0 0.0 0 0

90
.0 0 o 3 9.4

F.斤 万～1億未満 0 1 9.1 0 0.0 0 0.0 1 33.3 o 0.0 o 0 0.0 o 0 2 6.3
c.1億 以 上 o 0 0.0 1 10.0 o 0.0 0 0.0 o o.o 0 o 0.0 o o 1 3.1

計 o 11 100.0 lo 100.0 1 100.0 3 100.0 2 100.0 0 5 100.0 0 0 32 100.0
.

運用 ◆その他費用(栗 皿区分別)

業種区分 A B C D E F G H 1 」

.

全 体

回答項目 件数 寧 α) 件数 寧 ω 件数 率 α) 件数 寧(竃) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α)

A.10万 未満 0 6 37.5 0 0.0 0 0 0.0 1 mO.0 0 0 0.0 1 100.0 o 8 30.8
8.10万 ～50万 来演 0 8 37.5 o 0.0 0 0 0.0 o 0.0 o 0 0.0 o 0.0 0 6 23.1
c.50万 ～100万 未満 0 0 0』 2 5巳0 0 o 0.0 0 0.0 o 1 33.3 0 o.o 0 3 1L5
0。mO万 ～500万 未満 0 3 18.8 0 0.0 o 1 100.0 o 0.0 o 1 33.3 0 0.0 o 5 19.2
E.500万 ～1千 万未 濟 0 o o.o 1 25.0 o 0 o.o 0 0.0 0 1 33.3 0 0.0 o 2 7.7
F.1千 万～1億 未満 o 1 6.3 o 0.0 o o o.o 0 0.0 0 0 0.0 0 0.0 0 1 3.8
o.噛 以上 o o o.o 1 25.0 o 0 0.0 0 0.0 0 o 0.0 0 0.0 o 1 3』

計 o 16 】00.0 4 100.0 o 1 100.0 1 100.0 o 3 100』 1 100.0 o 26 100.o

遵用◆合計(業 租区分別)

業孤区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 牢m 件数 率 ① 件数 甲 ω 件数 甲 α) 件数 率m 件数 牢 ω 件数 率(駕) 件数 率 ω 件数 宰 α)

A.10万 未満 o 4 8.7 1 6.3 o 0.0 o 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0.0 0 5 5.8
8.10万 ～50万 未 満 0 6 13.0 2 12.5 0 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 !1伽 o 9 m.0
C.50万 ～100万 未 満 0 5 10.3 1 6.3 0 0.0 0 0.0 1 20.0 0 0.0 2 16.? o 0.0 o 9 10.0
0.100万 ～500万 未満 0 10 2L7 5 3L3 【} 0』 4 68.7 4 80.0 0 0.0 3 25.0 0 0』 0 26 28.8
E.500万 ～1千 万 未満 o 5 10.9 4 25.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o』 2 16.7 1 50.0 0 12 13.3
F.1千 万 ～1億 未 満 0 14 30.4 2 12.5 2 100』 0 0.0 o o』 1 100.0 5 41.7 0 0.0 0 24 26.7
6.}億 以 上 o 2 4.3 1 8.3 0 0.0 2 33.3 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 5 5.8

計 0 46 100.0 18 100.0 2 mO.0 6 100.0 5 100.0 1 100.0 12 mO.0 2 100.0 0 80 100.0
.

連用合計売上高比率(菜屈区分別)
.

業種区分
.

A B C D E F G H 1 」 金 堂

回答項目 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 寧 ω 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 宰 ω

▲.o.1=未 満 o 33 73.3 8 57.1 1 100.0 3 50.0 5 100.0 0 2 18.7 o 0.0 o 52 8L2
8.0.1男 ～0.2オ 未 満 0 4 8.9 1 7.1 o 0.0 o 0.0 0 0.0 0 2 18.7 0 0.0 0 7 8.2
C.0.2X～0.頷 未 満 o 1 22 2 1`.3 o 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o 0.0 1 50.0 0 4 4.7
0.0.3駕 ～0.4文 未 済 o 2 4.4 1 7.1 o o.o 0 0.0 0 0.0 0 1 8.3 1 50.0 0 5 5.9
E.0.4塞 ～0,5駕 未 満 0 1 2.2 0 0』 0 .0.0 o 0.0 0 0.0 0 1 8.3 o 0.0 o 2 2.4

F.0.5冨 ～1.0駕 未 満 0 2 4.4 0 0.0 0 0.0 o o.o 0 0.0 o 1 8.3 0 0.0 o 3 3.5
0.1.0累 ～2.0妹 満 o 1 2.2 1 7.1 0 0.0 0 0.0 o 0.0 o 2 16.7 0 0.0 o 4 4.7
H.2,頒 ～3.鵬 未 満 o 1 2.2 0 0.0 o 0.0 1 16.7 0 0.0 o 2 16.7 0 0.0 o 4 4.7

1.3.0駕 ～4.0文 末 滴 0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 o 0』 o 0.0 0 0 0.0 0 o.o 0 o 0.0

」.4.0駕 ～5.0妹 濟 o o 0.0 o 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o o o 0.0 0 0.0 0 0 0.0

匠.5.o署 以上 o 0 0.0 1 7.1 0 0.0 2 333 o 0.0 0 1 8.3 0 0.0 o 4 4.7

計 0 45 100.0 " 100.O 1 100.0 6 100.0 5 100.0 0 12 100.0 2 100.0 o 85 ▲00.0
.

EDI利 用業務(業 樋区分別)
.

業毬区分 A B C D E F G H 1 」 全 体
1

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 寧 ㈲ 件数 率 α) 件数 率m 件数 率ω 件数 率 α) 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率 α)

1.受 発注処理 0 0.0 80 go.9 21 80.8 1 18.7 5 45.5 3 42.9 ! 33.3 15 75.0 2 100.0 2 68.7 130 7?.8
2.販 売管理 0 0.0 22 25.0 10 38.5 0 0.0 1 9.1 2 28.6 0 0.0 3 15』 o 0.0 0 0.0 38 22.8
3.生 産管理 0 o.o 23 26.1 3 11.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 5.0 o 0.0 2 68.7 27 18.2

4.在 庫管理 o 0.0 24 27.3 7 26.9 0 0.0 8 72.7 1 14.3 1 33.3 8 30.0 1 50.0 } 33.3 50 29.9

5.倉 庫管理 0 0.0 5 5.7 3 11.5 o 0.0 2 18.2 0 0.0 o 0.0 4 20.0 o 0.0 1 33.3 16 9.0

6.輸 送管理 0 0.0 6 8.8 2 ?.7 0 0.0 7 63.8 0 0.0 o 0.0 2 10.0 o 0.0 1 33.3 18 10.8
7.運 賃計算 0 0.0 4 4.5 2 7.7 o 0.0 2 18.2 o 0.0 0 0.0 1 5.0 0 0.0 1 33.3 lo 8.0

8.出 荷業務 o o.o 34 38.6 4 15.4 0 o.o 5 45.5 1 14.8 0 0.0 8 30.0 0 0.0 1 333 51 30.5

9.納 品書処理 0 0.0 35 39.8 9 34.8 0 o.o 1 9.1 0 0.0 0 o.o 4 20.0 0 o.o 1 33.3 50 29.8
10.餌 求書処理 1 100.0 35 39.8 11 42.3 1 18.7 6 54.5 o 0.0 0 0.0 10 50.0 O 0.0 1 33.3 65 38.9

11.資 金 決済 o 0.0 19 2L6 8 23.1 4 66.7 2 18.2 2 28.6 0 0.0 7 35.0 o 0.0 2 86.7 42 25.1

12.与 信管理 o 0.0 | 1.1 2 7.7 1 16.7 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 1 33.3 5 3.0

13.店 樋管理 o 0.0 o 0.0 1 3.8 o 0.0 o o.o 0 o.o 0 0.0 1 5.0 o 0.0 o 0.0 2 L2

".顧 客管理 0 0.0 1 1.1 2 7.7 1 16.7 1 9.1 o 0.0 1 33.3 1 5.0 0 0.0 0 0.0 7 4.2

15.予 約 ◆発券 0 0.0 0 0.0 2 7.7 o 0.0 2 18.2 0 0.0 0 0.0 o 0.0 1 50.0 0 0.0 5 3.0

16,そ の 他 0 0.0 5 5.7 1 3.8 2 33.3 0 0.0 5 71.4 2 68.7 2 10.0 1 50.0 1 33.3 19 11.4

計 1 100.0 88 100.0 26 100.0 8 100.0 11 100.0 7 100.0 ・ ・1 100.0 20 100.0 2 100.0 3 100.0 187 100.0

一85一



EDI対 象デー タ●現在(業 趣区分別)
.

業8区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 甲(幻 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件敢 率 α) 件数 甲 α)

1.仕 様書/承 認図 o 0.0 1 1.3 0 0.0 o o.o 0 0.0 1 U.3 0 0.0 o・ 0.0 0 0』 0 0.0 2 1.3

2.見 積書 o 0.0 9 11.5 1 3.7 o 0.0 o 0.0 1 M.3 0 0.0 o 0.0 o 0.0 1 33.3 12 8.0

3.注 文書 0 0.0 86 84.6 17 63.0 1 20.0 1 10.0 2 28.6 1 100.0 10 88.7 1 33.3 1 33.3 100 86.?

4.注 文変更書 0 o.o 34 43.6 7 25.9 o 0.0 1 10.0 0 0.0 0 0.0 5 33.3 o 0.0 1 33.3 48 32.0

5.注 文ぼ書 o 0.0 17 21.8 4 14.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 2 13.3 o 0.0 1 33.3 24 16.0

8.納 品書 o 0.0 42 53.8 8 33.3 0 0.0 1 10.0 0 0.0 o 0.0 3 20.0 0 0.0 1 33.3 56 3?.3

7.出 荷指示書 0 0.0 29 37.2 5 18.5 0 0.0 7 70.0 2 28.8 o o.o 5 33.3 0 0.0 1 33.3 49 32.7

8.検 収書 0 0.0 30 38.5 3 11.1 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 3 20.0 0 0.0 1 33.3 37 24.7

9.照 合確認書 o 0.0 5 8.4 1 3.7 1 20.0 1 10.o o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 1 33.3 9 6.0

10.代 金購求書 o 0』 19 24.4 8 29.8 1 20.0 4 40.0 0 0.0 o 0.0 4 28.7 0 o.o 1 33.3 37 24.7

11.送 金通知書 o o.o 7 9.0 3 11㊨1 1 20.0 2 20.0 1 14.3 0 0.0 3 20.0 0 0.0 1 33.3 18 12.0

12.振 込通知書 1 100.0 10 12.8 3 11.1 3 60.0 0 0.0 5 71.4 1 100.0 7 46.7 1 33.3 2 66.7 33 22』

13.船 積書 類 0 o.o 9 1L5 0 0.0 0 o.o 7 70.0 o 0.0 0 0.0 2 13.3 o 0.0 2 66.7 20 13.3

14.船 荷証券 o 0.0 2 2.6 o 0.0 0 o.o 2 20.0 0 0.0 0 0.0 1 6.7 o 0.0 0 0.0 5 3.3

15.ク レ` o 0.0 4 5.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o o 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o』 1 33.3 5 3.3

16.そ の他 o o.o 32 4LO 7 25.9 2 40.0 3 30.0 4 57.1 0 o.o 4 26.7 2 86.7 0 0.0 54 38.0

肘 o 100.0 78 100.0 27 100.0 5 100.0 !o 100.0 7 100.0 1 !00.0 15 100.0 3 100.0 3 100.0 150 100.0
.

EDl対 象データ◆今後(業 種区分別)

業種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 寧 ω 件数 率 ω 件数 率(累) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 宰 α)

1.仕 様書/承 認図 0 0.0 8 18.8 0 o.o o 0 0.0 o o.o o 0.0 o 0.0 0 1 50.0 7 11.9

2.見 積書 0 0.0 11 34.4 1 U.1 0 0 0.0 1 25.0 0 0.0 3 50.0 0 1 50.0 17 28.8

3.注 文書 1 50.0 9 28.1 5 55.8 0 o 0.0 1 25.0 o 0.0 2 33.3 0 2 100.0 20 33.9

4,注 文変更書 1 50.0 5 15.8 4 44.4 0 0 0.0 1 25.0 0 o.o 2 33.3 0 2 100.0 15 25.4

5,注 文口書 1 50.0 5 15.6 1 11.1 0 0 0.0 1 25.0 0 0刀 2 33.3 0 11 50.0 11 18.6

6.納 品 書 1 50.0 8 25.o 3 330 o 0 0.0 1 25.0 o o.o 3 50.0 o 1 50.0 17 28.8

7.出 荷指示書 o o』 8 18.8 o 0.0 0 1 33.3 0 0.0 o 0.0 0 o』 o 2 100.0 9 15.3

8.検 収書 o 0.0 7 2L9 2 22.2 o 0 0.0 2 50』 0 0.0 2 33.3 0 1 50.0 M 23.7

8.照 合確認書 0 0.0 2 6.3 2 22.2 o 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0 0.0 4 6.8

.!0.代 金研求 書 2 100.0 3 9.4 6 66.7 o 1 33.3 o 0』 o 0.0 3 50.o 0 0 0.0 15 25.4

11.送 金通知書 1 60.0 o 0.0 3 33.3 o 0 0.0 2 50』 0 0.0 1 16.7 0 o 0.0 7 ll.9

12,撮 込通知書 1 50.0 4 12.5 0 0.0 o 1 33.3 o o.o 0 0』 1 16.7 0 1 50.0 8 13.6

13、船積書類 0 0.0 1 3.1 1 11.1 0 o 0.0 o 0.0 o o.o o 0.0 0 o 0.0 2 3.4

14.船 荷征券 0 0.0 o 0.0 o 0.0 0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 o o.o 0 o 0.0 0 0.0

15.ク レ▲ 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 o 0.0 o o.o o 0.0 0 0.0 0 0 0.0 o 0.0

161そ の他 0 0.0 3 9.4 1 11.1 0 3 100.0 1 25.0 1 100.0 0 0.0 o 0 0.0 9 15.3

肘 2 100.0 32 100.0 9 loo.o 0 3 100.0 4 100.0 1 mO.0 6 100.0 o 2 100.0 59 100.0

仕様書等・データ(類 題区分別)

薬種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 寧 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 牢 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ① 件数 率(竃) 件数 宰 ① 件数 率 ω

A.50件 未満 o 2 100.0 o 0 0 o 0.0 0 0 0 o 0.0 2 40.0

8.50件 ～mO件 未満 o 0 0.0 o 0 0 o 0.0 0 0 0 o 0.0 0 0.0

C.100件 ～500件 未満 0 o 0.0 o 0 o 0 0.0 0 0 o 1 100.0 1 20.0

0.500件 ～1千 件未満 o o 0.0 o 0 o 1 50.0 o o 0 o 0.0 1 20.0

S.1千件～2千 件未満 0 o 0.0 o o 0 o 0.0 o 0 0 0 o.o o 0.0

F.2千件～5千 件未満 0 0 0.0 0 0 o 0 0.0 o 0 o 0 0.0 0 0.0

6,5千件以上 0 o 0.0 o 0 o 1 50.0 o 0 o o 0.0 1 20.0

計 0 2 100.0 o 0 o 2 100.0 0 o 0 1 100』 5 100』

見積書 ・データ(業 種区分別)

業極区分 A B C D E F G H 1 J

.

全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率(竃) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 宰(驚) 件数 寧 α) 件数 率(9) 件数 率 ω

A.50件 未 満 0 4 33.3 1 50.0 0 0 1 50.0 0 o 0 0 o.o 6 35.3

8.50件 ～100件 未満 0 2 16.7 o 0.0 0 o 0 0.0 0 0 o 0 0.0 2 n.8

C.100件 ～500件 未満 0 1 8.3 1 50.o 0 0 1 50.0 0 0 0 1 100.0 4 23.5

0,500件 ～1千 件 未満 0 1 8.3 0 0.0 0 o o 0.0 0 o 0 o o.o 1 5.9

E,1千 件～2千 件未満 0 2 18.7 o 0.0 0 0 0 0.0 0 0 0 0 0.0 2 IL8

F.2干 件～5千 件未満 o 2 18.7 0 0.0 0 o 0 0.0 o 0 0 0 0.0 2 11.8

6.5千 件以上 0 o 0.0 0 0.0 0 0 0 0.0 0 o 0 0 0.0 o 0.0

計 o 12 100.0 2 mo,o o 0 2 100.0 0 o 0 1 100.0 17 100.0
.

注文書 ◆デー タ(業 毬区分別)
1 ▼

薬種区分 A B C D E F G H 1 』 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 宰 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 ω 件数 率(x) 件数 寧 α) 件数 寧 ① 件数 率(冨) 件数 率 ω

A.50件 未 満 o 12 19.7 3 20.0 1 100.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 1 10.0 0 0』 o 0.0 17 17.9

8.50件 ～100件 未 満 0 2 3.3 1 8.7 o 0.0 o 0.0 1 33.3 o 0.0 o 0.0 0 o』 o 0』 4 4.2

C.100件 ～500件 未 満 0 17 27.9 5 33.3 o 0.0 1 100.0 1 33.3 0 0.0 2 20.0 0 0.0 2 100.0 28 29.5

0.500件 ～1千 件未満 0 8 9.8 1 6.7 o 0.0 0 o.o 1 33.3 0 0.0 o o.o 0 0.0 o o.o 8 8.4

E.1干 件～2千 件未満 0 8 9.8 2 13.3 o o.o 0 0.0 0 0.0 o o.o 4 40.0 0 0.0 0 0.0 12 12.8

F,2千 件～5千 件未満 0 7 1L5 o 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 2 20.0 0 0.0 0 0.0 9 θ.5

6.5千 件以上 0 11 18.0 3 20.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 1 100.0 1 10.0 1 100.0 0 0.0 17 17.9

計 0 81 100』 ハ5 100.0 1 loo.o 1 }00.0 3 100.0 1 ioO.0 10 100.0 1 100.0 2 100.0 95 100.0

.

注文変更書 ・データ(業 凹区分別)

業孤区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 率 α) 締数 耶 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 寧 α) 件数 率 α) 件数 甲 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数
軍 ω

A.50件 未満

8.50件 ～100件 未満

C.100件 ～500件 未満

0,500件 ～ 汗 件未満
E.1千 件 ～2千 件未満

F.2千 件 ～5千 件未満
c.5千 件 以上

o
o
o
o
O
o
O

8

5

10
0

2

3

1

2T.6

1?.2
34.5
0.0
6.9
10.3
3.4

4
0
1
0
1
0
0

68.7
0.0
16.7
0.0
16.7
0.0
0.0

0
0
0
0
0
0
0

l
o
O
o
o
O
o

100.0
0.0
0.0
0.O
o.0
0.0
0.o

1

0

0

0

0

0

0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0

.o』0

0

0
0

0

0

1

4
0

1

0

0

0.0
18.7
66.7
0.0
18.7
0.0
0.0

0

0

0

0

0

0
0

i・

0

1

0

0

0

0

50.0
0.0

50.0
0.0

0.0

0.0

0.0

15
6

18

0

4

3
1

33.3

13.3

35.6

0.0

8.9
6.7

2.2

計 o 29 100.0 6 mO.0 o 1 100.0 1 100.0 o 8 100.0 0 2 100.0 45 100.0

一86一



注文蘭書 ◆データ(業a区 分別)

業趣区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 耶 ω 件数 率(駕) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 寧 ω 件数 率 ω 件数 宰 α) 件数 率 α) 件数 宰 ω

A.50件 未 満

8.50件 ～100{牛 未満

C.mO件 ～500件 未満

0.500件 一1千 件未満

E.1千 件～2千 件未 満

F.2千 件 ～5千 件未 満

C,6千 件 以上

o

o

O

o

o

O

o

2

1

8

1

1

0

2

15.4

7.7

46.2

7.7

7.7

0.0

15.4

1
0

2

0
0

0

0

33.3
0.0
66.7
0.O
o.0
0.0
0.0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

呂
0

1
0
0
0

0.0
0.0

0.O

mO.0

0.0

0.O

o.o

;
0
0
0
0
0

0
0
0
0
2
1
0

0.0
0.O
o.0
0.0
88.7
33.3
0.0

O

o

o

O

o

O

o

0
0
1
0
0
01
0

0』
0.0

100』

0.O

o.0

0.0

0』

s
1
9
2
3
1
2

14.3

4』

42.9

8.5

14.8

4.8

8.6

.

酢
.

0 13 100.0 3 100.0 o o 1 100』 0 3 100.0 0 1 100.0 21 100.0

納品書 ■デー タ(業 種区分別)
.

業種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率(冗) 件数 軍 ω 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 軍 α) 件数 率 ω 件数 率m 件数 率 ω 件数 軍 ω

A.50件 未満

8.50件 ～loo件 未満
C.100件 ～500件 未満
0.500件 ～ 汗 件来演
E.1千 件～2千 件未満
F.2千 件～5千 件未満

G.5千 件以上

o
o
O
o
O
O
o

3
2
16
2
4
3
3

9.1
6.1
48.5
6.1
12.1
9.1
9.1

1

2
4
0
0
1

1

n.1

22逸

44.4

0.o

o.o

l1.1

11.1

O
o
O
o
o
O
O

o
o
O
o
O
O
1

0.0

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
100.0

o
o
o
l
o
O

O

0.0

0.0

0.0

100.0

0』

0.0

0.0

0
0
0
0
0
0
0

0
0
l
I
1
1
0

0.0
0.0
25.0
25.0
25.0
25.0
0.0

o

o
o
o
o
O
o

o
o
l
o
o
O

O

o.0

0.0

100.0

0』

0.0

0.0

0.0

4
4
22
4
5
5
5

8.2
8.2
".9
8.2
10.2
10.2
10.2

計 o 33 100.0 9 100.0 o 1 100.0 1 100.0 o 4 100』 0 1 100.0 48 100.0

出荷指示書 ・データ(業8区 分別)

美団区分 A B C D E F G H 1 」 全 休

回答項目 件数 甲 α) 件数 率 α) 件数 宰 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 寧 α) 件致 率 ω 件数 率 ① 件数 亭 ω

A.50件 未満
8.60件 ～100件 未満
C.100件 ～500件 未満
P.500件 ～1千 件未詞

ε.1千件～2千 件未満
F.2千 件～5千 件未満
G.5千 件以上

0
0
0
0
0
0
0

4
2
5

4
3
1
4

17.4

8.7

2Lτ

17.4

13.0

4.3

1τ.4

2
0
1
1
0

0
0

50.O
o.0
25.0
25.0
0.0
0.O
o.o

o
o
O
O
O
O
O

o
o
3
1
2
0
1

0.O
o.0
42.9
M.3
28.8
0.0
14.3

O
o

o
o
O
1
1

0.0
0.0
0.0
0.0

0.0
50.0
50.0

O
o
o
O

O
O
O

O
l
2
0
0

0
1

0.0
25.0
50.0
0.0
0.0

0.0
25.0

0
0
0
0
0
0
0

o・

o

;
0
1
0

0.O
o.0

60.0
0.0

0.0
50.0
0.0

6
3

12
8

5
3
7

14.3

τ.1

28.6

14β

1L9

7.1

18.7

計 0 23 100.0 4 100.0 o 7 100.0 2 100』 o 4 100.0 0 2 100.0 42 toO.0

検収㊤ ◆デー タ(築 団区分別)

業孤区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率(竃) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 甲 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 牢 α) 件数 宰(工) 件数 率 α)

A.50件 未満
8.50件 ～100件 未満
C.100件 ～500件 来演
0.500件 ～ 汗 件来演
8.1千 件～ 肝 件未満
F.2千 件～5千 件未満

`.5千 件以上

0
0
0

0
0
0
0

6
1
8
6
1
5

3

20.0
3.3
26.7
20.0
3.3
16.7

10.0

O
o

1
0
0
0
0

o.0
0.0

100.0
0.O
o.0
0.O
o.o

O
o
o

O
o
o
O

O
o
O
o
o
O

o

0
0

0
1
0
0
0

0.0

0.0

0.0

100』

0.O

o.0

0.0

0
0
0

0
0
0
0

0
1
1
0
0

0
0

0.0

50.0

50.0

0.0

0.o

o.o

o』

o

o

O

O

O

o

〔〕

0
0

1
0
0
0
0

0.0
0.O

lOO.0
0.O
o.0
0.0
0.0

6
2

11
7
1
5
3

17.1
5.7

3L4
20.0
2.9
14.3
8.6

計 0 30 100.0 1 100.0 0 o 1 100.0 0 2 100.0 o 1 100.0 35 100.0

照合破認書 ・データ(業 種区分別)

業薗区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 寧 ω 件数 率 ω 件数 寧(駕) 件数 率 ω 件数 寧 α) 件数 率 ω 件数 率m 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数
宰 α)

A.50件 未詞
B.50件 ～100件 未満
CJOO件 ～500件 未満
0.500件 ～1千 件未満

E.1千 件～2千 件未栖
F.2千 件～5千 件未満
C.5千 件以上

o
o
O

O
O
o
O

l
o
2
0

0
0
0

33.3

0』

68.7

0.O

o.0

0.0

0』

0
0
0
0
0
0
0

0
0
0

0
0
1
0

0.0
0.0
0.0
0.0

0.O
lOO.0
0.0

1
0
0
0
0
0
0

mO.0

0.O

o.o

o.0

0.0

0』

0.0

0
0
0
0
0
0
0

o
o
O
o

o
o
o

O

o

O

o

O

o

o

O
o
o
O
O
o
O

0
0
0
0
0
0

0

2
0
2
0
0

1
0

.

40』

0.0

40.0

0.O

o.0

20.0

0.0

計 0 3 100.0 o ▲ 100.0 } 100.0 o 0 o 0 0 5 100.0

1

代金窩求書 ・データ(契 囲区分別)
1

業租区分 A B C D' E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 寧 ω 件数 率 α) 件数 率 ① 件数 率 ω
件数 率 α) 件数 率 ω 件数

.
宰 ω

A.50件 未満

8.50件 ～100件 未 満

C.100件 ～500件 未 満

0.500件 ～1千 件未 満

E.1千 件～2千 件未 満

F.2千 件～5千 件未 満

C.5千 件以 上

O

l
O
o
O

;

0.0

100.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

2
0
6

{
0

3

12.5
0.0
37.5
25.0
6.3
0.0
18.8

2

2

2

呈
0
1

20.0

20.0

20.0

10.0

20.0

0』

10.0

o
o
O

;

呂

0.0
0.0
0.0
100.O
o.0
0.0
0.0

o

o

言
0

δ

0.O

o.0

75.0

0.0

0.0

25』

0.0

O
o

O
O
O

;

0
0

;
o

;

0

0
0
2
1

!

o』

0.0

0.0

50.0

25.0

0.0

25.0

0

0

呂
o

:

0
0

0
0

0
0
0

4
3
11
8
4
1
5

・

n.1

8ほ

30.8

22.2

n.1

2.8

13.9

計 1 ,00』 16 100.0 10 100.0 1 100.0 4 100.0 0 o 4 100.0 0 o 38 100.0

送金通知書.デ ー タ(業 囲区分別)

美醜区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 牢(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率(`) 件数 甲 ω
件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率(驚) 件散 亭 ω

良.50件 未満
6.50件 ～100件 未満
C.100件 ～500件 未満
0.500件 ～ 汗 件未満
E.1千件～2千 件未満
F.2千 件～5千 件未満
C.5千 件以上

O
o
O
O
o
O
o

0
0
3
0
0
0
0

0.0
0.0
100.0
0.0
0.O
o.0
0.0

1
1
1
0
0
0
0

33.3
33.3
33.3
0.0
0.0
0.O
o.o

O

o

O

I
o

O

o

0.0

0.O

o』

100.O

o.0

0.O

o.o

0

1

2

0

0

0

0

0.0

33.3

66.7

0.0

0.0
0.O

o.o

0

1
0

1

0

0

0

o.0
50.0
0.0
50.0
0.0
0.0
0.0

0
0
0
0
0
0
0

O

o
l

o

l

O

1

0.0
0.0

33.3

0.0

33.3

0.0

33.3

0

0

0

0

0
0

0

6
0

0

0

0

0

1
3

7

2
1

0

1

8.7

20.0

46.τ

13.3

6.7

0.0

8.7

計 0 3 100.0 3 100.0 1 100.0 3 100.0 2 100.0 0 3 100.0・ o 0 15 100.o

¶

一87一



振込通知書 ●デー タ(業 皿区分別)

業皿区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 寧m 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率(=) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(x)

A.50件 未 満 0 2 25.0 0 0.0 o 0.0 1 100.0 o o.o o 0.0 1 20.0 o 0.0 1 50.0 5 19.2
8.50件 ～100件 未 満 0 1 12.5 1 50.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0』 2 7.7
C.100件 ～500件 未満 o 2 25.0 o 0.0 1 50.0 0 0.0 1 25.0 o 0.0 1 20.0 1 100.0 1 60.0 7 28.9
0.500件 ～1千 件来 演 o 1 12.5 0 0.0 1 50.0 0 臥0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 7.7
8.1千 件～2千 件未満 o o 0.0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0 1 3.8
F.2千 件～5千 件未満 0 o o』 o 0.0 o 0.0 o 0.0 2 50.0 1 100.0 1 20.0 o 0.0 o 0泊 4 }5.4
C.5千 件以上 0 2 25.0 1 50.0 0 0.0 o o.o 1 25.0 o 0.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0 5 19.2

計 o 8 100.0 2 100.0 2 loo.o 1 100.0 4 mO.0 1 100.0 5 100.0 1 100.0 2 100.0 26 100.0

船積書類 ・データ(築 趣区分別)

業種区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率(x) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率(x) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 宰 α) 件数 率 ω 件数 率 ω

飢50件 未満 o 4 57.1 1 100』 0 1 16.7 0 0 0 0 o 0』 8 40』
8.50件 ～mO件 未満 0 0 0.0 0 o.o 0 o

「0』
0 o 0 o 0 o』 o 0』

C.100件 ～500件 未 満 0 . 1 14.3 o 0.0 0 o 0.0 0 o o o 0 0.0 1 8.7
0.500件 ～1千 件未 満 0 o 0.0 0 0.0 .0 1 18.7 o o o 0 0 0.0 1 8.7
区.1千件～2千 件未満 o 2 28.8 0 0.0 0 3 50.0 0 0 0 o 0 0.0 5 33.3
F.2千 件～5千 件未満 o 0 0.0 o 0.0 0 1 18.7 o o 0 0 0 0.0 1 6.7
5.5千 件以上 0 o 0.0 o 0.0 0 o 0.0 o o 0 0 1 100.o 1 8.7

計 0 7 100.0 1 100.0 0 6 100』 0
,

0
・

0 o 1 100.0 15 100.0

船荷証券 ◆デー タ(業 種区分別)

業種区分 A B C D E F G H 1
'J
全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 ① 件数 率 ω 件数 率(`) 件数 率 ω 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 ω

A.50件 未満 0 1 100.0 o 0 0 0.0 0 o o 0』 0 0 1 25.0
6.50件 ～100件 未満 o 0 o.o o o 0 0.0 10 0 o 0.0 0 o o o.o
C.100件 ～500件 未滴 o 0 0.0 o o o 0.0 0 o 1 100.0 0 0 1 25.0
0.500件 ～1千 件未満 0 o 0.0 0 o 0 0.0 0 0 o 0.0 0 o 0 0.0
E,1千 件～2千 件未満 o 0 0.0 o 0 1 50.0 o o 0 o.o 0 0 1 25.0
F.2千 件～5千 件未満 0 o 0.0 o 0 o 0』 o o o o.o 0 o 0 0』
じ.5千件以上 o 0 0.0 o o 1 50.0 o o 0 o.o o o 1 25.0

計
.

o 1 100.0 0 0 2 100』 o o 1 100.0 o o 4 100』

クレーム ◆データ(簗 画区分別)
.

業種区分
∀

A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目
.

件数 率(幻 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(x) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 宰 α) 件数 甲 α) 件数 率 ω 件数 寧 ω 件数 宰 ω

A.50件 未 満 o 1 33.3 o o o 0 0 o 0 0 1 33.8
B.50件 ～100件 未 満 o 1 33.3 o 0 0 0 0 0 o 0 1 33.3
C.100件 ～500件 未満 0 0 0.0 o 0 o 0 0 o 0 0 o 0.0
0.500件 ～1千 件未満 0 o 0.0 o 0 o o 0 o 0 o o 0.0
E.1千 件～2千 件来演 0 0 0.0 0 0 o o o o o o 0 0.0
F.2千 件～5千 件未満 o o 0.0 o 0 0 o 0 o o 0 0 0.0
じ.5千件以上 0 1 33.3 0 0 o o o 0 o o 1 33.3

計 o 3 100.0 0 0 0 0 0 o o o 3 100.0
.

その他 ◆データ(栗 皿区分別)

業趣区分 A B C D E F G H 1 」

.

全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(寓) 件数 率(竃) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率(竃) 件数 宰(駕) 件数 率 α) 件数 率 ω
.

A.50件 未満 o 3 m.3 1 M,3 o 0.0 1 14.3 o 0.0 o 0 0.0 o 0.0 o 5 9.1
8,50件 ～100件 未 満 o 4 13.8 1 ".3 o 0.0 1 14.3 o o.o 0 o 0.0 o 0.0 0 6 10.8
C.100件 ～500件 未 滴 0 2 6.9 1 M.3 0 o.o 0 0.0 o 0.0 0 0 0.0 0 0.0 0 3 5.5
0.500件 ～1千 件未 満 o 4 13.8 0 0.0 o 0.0 2 28.6 1 20.0 0 0 o.o 0 0.0 0 7 12.7
ε.1千件～2千 件未満 0 2 8.9 o 0.0 … 50.0 o o.o 0 o.o 0 2 66.7 o o.o 0 5 9.1
F.2千 件～5千 件未満 o 2 8.9 1 14.3 o o.o 1 14.3 1 20.0 o o 0.0 0 o.o o 5 9.1
C,5千 件以上 0 12 41.4 3 42.9 1 50.o 2 28.8 3 60.0 0・ 1 33.3 2 100.0 0 24 43.6

計 0 29 100.0 7 100.0 2 100.o 7 100.0 5 Ioo.o 0 3 100.0 2 100.0 o 55 100.0

仕様書等 ・ピーク(業 毬区分別)
・

業租区分 A B C D E F G H 1 J 全 体
▼

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(薗)
-

A.50件 未満 0 1 50.0 o o o 0 0.0 0 0 o 0 0.0 1 25.0
8,50件 ～100件 未 満 o 1 50.0 o o 0 o 0.0 0 0 0 0 0.0 1 25.0
C.100件 ～500件 未 満 0 0 0.0 0 0 o 0 0.0 o o o 1 mO.0 1 25.0
0.500件 ～1千 件未 満 0 o 0.0 0 0 0 0 o.o 0 o 0 0 0.0 o 0.0

E.汗 件～2千 件未満 o 0 0.0 0 o 0 1 100』 o 0 0 0 0.0 ・1 25.0

F.2千 件～5千 件未滴 0 0 0.0 0 o 0 0 o.o o o 0 0 0.0 0 0.0
6.5千 件以上 0 0 0.0 o o o 0 0.0 0 0 o 0 0.0 o 0.0

計 0 2 100.0 o 0 0 1 100.0 0 0 o 1 100.0 4 100.0
.

見積書 ◆ピーク(美 醜区分別)
1

菜毬区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率(駕) 件数 率(累) 件数 甲(`) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率m 件数 牢 α) 件数 率(x) 件数 率 α) 件数 軍 ω

A.50俘 未満 o 0 0.0 1 50.0 o 0 1 100.0 o 0 0 0 0.0 2 ▲4.s

B.50件 ～100件 未 満 0 2 20.0 0 0.0 0 0 0 o.o 0 o o o 0.0 2 14.3

C.100件 ～500件 未 満 0 3 30.0 0 0.0 0 0 0 0.0 興 o o 1 100.0 4 28.8

0.500件 ～1千 件未 満 o o 0.0 o 0.0 0 o o 0.0 o 0 0 0 0.0 0 0.0

E.1千件～2千 件未満 0 1 10.0 o 0.0 0 o o o.o o 0 0 o 0.0 1 7.1

F.2千 件～5千 件未満 o 3 30.0 1 50.0 0 0 0 o』 o o 0 0 0.0 4 28.8

G.5千 件以上 0L 1 10.0 0 0.0 o 0 0 o.o o 0 0 0 0.0 1 7.1

計 o m 100.0 2 100.0 0 0 1 100.0 0 0 o 1 100.0 14 100.0

一88一



注文書 ●ピーク(業 皿区分別)

菜種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 宰 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率(累) 件数 率 α) 件数 寧") 件数 寧 ω

A.60件 未満 0 2 4.o 2 14.3 0 0.0 0 0』 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 o 0.0 4 4.θ

8.50件 ～100件 未 満 o 2 4.o 1 7.1 0 0』 0 0.0 0 0.0 o 0.0 1 11.1 0 0.0 0 0.0 4 4.9
L

C.100件 ～500件 未 満 o 13 28.0 3 2L4 1 100.0 1 100』 1 50.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 1 50.0 20 24コ

0.600件 ～1千 件 未満 o 5 10.0 3 21.4 o 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 1 U.1 0 0.0 o 0.0 10 12.3

E.1千件～2千 件未満 o 4 8.0 1 7.1 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 22.2 o 0.0 0 0.0 7 8.8

F.2千件～5千 件未満 0 7 14』 o 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 2 22.2 0 0.0 1 50.0 lo 12.3

6.5千件以上 0 17 34.o 4 28.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 100』 3 33.3 1 100.0 0 0.0 26 32」

計 o 50 100.0 14 100.0 1 100.0 1 団o』 2 100.0 1 100.0 8 100.0 1 100』 2 100.0 81 100.0

注文変更書 ◆ピーク(業 囲区分別)

業毬区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率(=) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 宰 ω 件数 宰 α) 件数 率(竃) 件数 率 ω 件数 率 ω

A.50件 未満 0 4 18.2 2 40.0 0 0 0.0 o o 0 o』 0 1 50.0 7 20.0

8、50件 ～100件 未 満 0 1 4.5 1 20.0 o 1 100.0 0 0 0 0.0 0 0 0.0 3 8.8

C.100件 ～500件 未 満 0 6 27.3 0 0.0 0 0 0.0 0 o 3 60.0 0 1 50.0 10 28.6

0.500件 ～1千 件未 消 0 5 22.7 0 0』 0 o o.o 0 0 0 0.0 0 o 0.0 5 14.3
8.1千件～2千 件未満 0 1 4.5 2 40.0 0 o 0.0 0 0 1 20.o 0 0 0.0 4 1L4

F.2千件～6千 件未満 0 3 13.8 o 0』 0 o 0.0 0 0 1 20.0 o 0 0.0 4 1L4

C.5千件以上 o 2 9.1 0 0.0 0 0 0.0 0 o 0 0.0 o o 0.0 2 5.7

計 0 22 100.0 5 100.0 0 1
」
100.0 0 0 5 100.0 o 2 100.0 35 100.0

注文留書・ピーク(梁 毬区分別)

契毬区分 A B C D E F G H 1
』」

全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 α)
`

件数 率 ω 件数 寧(x) 件数 率(=) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 寧 α). 件数 率 α)

A.50件 未 満 o o o.o 1 50.0 0 0 o 0 o 0.0 o o, o』 1 5.0
8.50件 ～100件 未 満 0 0 0.0 o 0.0 0 0 0 o 0 0.0 0 0 0.0 0 0.0
C.100件 ～500件 未 満 0 8 42.9 0 0.0 0 0 o o o 0.0 0 1 100.0 7 35.0
0.500件 ～1千 件未 満 o 3 2L4 1 50.0 0 o 0 o 0 0.0 0 0 0.0 4 20.o
E.1千件～2千 件未満 0 1 7」 0 0.0 0 0 o 0 o 0.0 0 0 0.0 1 5.o
F.2千件～5千 件未満 0 2 14.3 0 o.o 0 0 0 0 2 66.7 0 o 0.0 4 20.0
C.5千 件以上 o 2 14.3 o 0.0 o o o 0 1 33.3 0 0 0.0 3 15.0

計 o 14 100.0 2 100.0 o o 0 0 3 100.0 0 1 100』 20 100.0
.

納品書 ◆ピーク(業 田区分別)
1

業団区分 A B C D E F G H 1 』 全 体

回答項目 件数 耶 α) 件数 率 ω 件数 寧 ① 件数 率 ① 件数已 ω 件数1率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 率(竃)
.

A.50件 未 満 0 o 0.0 1 12.5 o 0 0.0 0 0 o 0.0 o 0 0.0 1 2.8

B,50件 ～100件 未満 o o 0.0 1 12.5 o o o.o o 0 0 0.0 o o 0.0 1 2.6
C.100件 ～500件 未満 0 6 24.o 3 37.5 0 0 o.o o 0 1 33.3 0 1 100.0 11 28.8

0.500件 ～1千 件未満 0 7 28.0 1 12.5 0 0 0.0 0 0 o 0.0 0 o 0.0 8 21.1

E.1千件～2千 件未満 0 4 16.0 0 0.0 o 0 0.0 0 0 0 o.o o 0 0.0 4 10.5

F.2千 件～5千 件未満 0 4 18.0 0 0.0 o o 0.0 0 0 2 86.7 0 0 0.0 6 15.8

C.5千 件以上 0 4 16.0 2 25.0 0 1 100.0 o o 0 o.o 0 0 0.0 7 田.4

計 o 25 100.0 8 100.0 0 1 100.0 0 0 3 100.0 0 1 100.0 38 100.0
.

.

出荷指示書 ◆ピーク(業 臼区分別)
.

r

業種区分 A B C D E F G H 1 J 全 体
.

回答項目 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α〉 件数 率 ① 件数 率(工) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 寧 ω

A.50件 未 満 o 0 0.0 2 50.0 o 0 0.0 o 0.0 0 o 0.0 o 0 0.0 2 5.1

8.50件 一100件 未満 o 1 4.8 o 0.0 o o 0.0 0 0.0 0 0 0.0 o o 0.0 1 2.6

C.100件 ～500件 未満 0 6 28.6 1 25.0 o 1 14.3 o o.o 0 2 68.7 0 1 50.0 11 28.2

0.500件 ～1千 件 未満 0 4 19.0 1 25.0 0 1 14.3 o 0.0 0 0 0.0 o o 0.0 6 15.4

E,1千件～2千 件未満 0 3 14.3 o 0.0 o 3 42.9 o 0.0 0 0 0.0 o 0 0.0 6 15.4

F.2千件～5千 件未満 0 2 9.5 0 0.0 0 1 M,3 1 50.0 0 0 0.0 o 1 50.0 5 12.8

6.5千件以上 o 5 23.8 o 0.0 0 1 14.3 1 50.0 0 1 33.3 0 o 0.0 8 20.5

計 o 21 100.0 4 100.o o 7 100.0 2 100.0 0 3 100.0 o 2 100.0 39

.

100.0

検収書◆ピーク(菜 僅区分別)

業種区分 A B C D E F G H 1 J

1・

全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 ① 件数 率(驚) 件数 率 α) 件数
`

寧 ① 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 寧(=) 件数
●

牢 ① 件数 率 《冨)

A、50件 未 満 o 2 8.3 0 0.0 o 0 o 0.0 o 0 0.0 o 0 0.0 2 」.8

8.60件 ～100件 未 満 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0.0 o 0 0.0 0 0 o.o 0 0.0

C.100件 ～500件 未 満 0 3 12.5 0 0.0 0 0 0 0.0 o o 0.0 o 1 100.0 4 13.8

0.500件 ～1千 件未満 o 4 16.7 0 o.o 0 o o 0.0 0 o o.o 0 o 0.0 4 13』

E,1千 件～2千 件未満 0 4 16.7 010.0 0 0 1 100.0 0 1 50.0 0 0 0.0 6 20.7

F.肝 件～5千 件未満 o 2 8ほ 1 100.0 0 0 0 0.0 0 1 50.0 o 0 o.o 4 13.8

6.5千 件以上 0 9 37.5 0 0.0 0 0 0 0.0 0 0 0.0 o 0 0.0 9 31.0

計 0 24 100.0 1 100.0 0 o 1 mO.0 0 2 100.0 0 1 !00.0 29 100.0

照合破認書 ◆ピーク(菜 屈区分別)

葉組区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 寧(=) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 牢 ω 件数 率 α)
件数 率 α)

A.50件 未 満

8.50件 ～100件 莞…満

C.100件 ～500件 未 満

0.500件 ～1千 件未 満

8,1千 件～2千 件未 満

F.2千 件 ～5千 件未 満

α.5千 件 以上

o

o

O

O
O

O

o

0

1

1

1

0

0

0

0.0

33.3

33ほ

33.3

0.0

0.0

0.0

O

o

o

o

O

O

o

呂
O

o

o

O

l

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
100.0

0
1

0

0

0

0

0

o.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.O

o.o

0
0
0
0
0
0

0

呂
o

o
O
o
O

O
o
O
O
O
o
o

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

2
1

1

0

0

1

0.0

40.0

20.0

20』

0.0

0.0

20.0

計 o 3 100.0 0 1 100.0 ` mO.0 o 0 0 o
1

0 5 100.0

一89一



代金翻求書 ◆ピーク(紫 檀区分別)

業毬区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 宰 α) 件数 率(駕) 件数 率 ω 件数 甲 ω 件数 率 ω 件数 寧 α) 件数 宰 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω

A.50件 未満 0 0.0 o 0.0 1 11.1 o o 0.0 0 o o 0.0 o 0 1 3.1
8.50件 ～mO件 未満 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0 0.0 o 0 o 0.0 o o 0 0.0
C.100件 ～500件 未 決 1 田0.0 2 14.3 1 1L1 0 0 0.0 0 0 o 0.0 o 」 0 4 12.5

o.500件 ～1千 件未 満 0 0.0 4 28.6 3 33.3 o 1 25.0 0 o 1 ・25
.0 0 0

㎡

8 28.1
E.1千件～2千 件未満 o o.o 1 7.! 3 33.3 o 1 25.0 0 0 0 0.0 0 o 6 15.8
F.2千件～5千 件末流 o 0山 3 2L4 o 0.0 0 2 50.0 o 0 2 50.0 0 0 7 21.9
G.5千件以上 o 0.0 4 28.6 1 11.1 0 0 o.o 0 0 1 25.0 0 o 8 18.8

.

肚 1 100』 14 100.0 9 100.0 o 4 100.0 o 0 4 100泊 o o 32 100.0
㎡

送金通知書 ◆ピーク(業 孤区分別)
.

業閲区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 寧(駕) 件数 率 ω 件数 率(竃) 件数 宰 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 牢 α) 件数 宰 α) 件数
`

宰 α) 件数 率 ω 件数 率 α)

▲.50件 未 満 o o 0.0 o 0.0 o o 0.0 o 0.0 o 1 33.3 0 0 1 7.7
8.50件 ～100件 未満 o 0 0.0 o 0.0 0 0 0.0 o 0.0 0 0 o』 o o 0 0.0
C.100件 ～500件 未決 0 1 25.0 1 50.0 o 2 66.7 1 100.0 0 o 0.0 0 0 5 38.5
o.500件 ～1千 件未満 o 2 50.0 1 50.0 0 0 0.0 0 o.o 0 0 o.o o 0 s 23.1
8.1千 件～2千 件未満 o 0 0.0 0 0』 0 1 33.3 0 0.0 o o 0.0 0 0 1 7.7
F.2千 件～5千 件未満 0 } 25.0 o o.o 0 0 0.0 0 o.o 0 1 33.3 0 0 2 15.4
6.5千 件以上 o o o.o o 0.0 0 o 0.0 0 0.0 o 1 33.3 0 0 1 7.7

計 0 4 100.0 2 100.0 o 3 100.o 1 100.0 0 3 100.0 o 0 13 100.0

振込通知書 ・ピーク(業 毬区分別)

業因区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 甲 ω 件数 率ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 寧 ω 件数 率(駕) 件数 率(苫) 件数 率 ω

A.50件 未満 0 0.0 o 0.0 0 0』 o o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0』 0 0.0 o 0.0 0 0.0
8.50件 ～100件 未満 0 0.0 0 o.o 0 o』 o 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0』 o 0.0 o 0』 0 0.0
C.m件 ～500件 未潤 0 0.0 3 42.9 1 50.o 0 0.0 1 100.0 o o.o o 0.0 1 20.0 o o.o 2 100.0 8 30.8
o.500件 ～1千 件 未満 o 0.0 1 14.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 o o.o o 0.0 1 20.0 0 0.0 o 0.0 2 7.7
E.1千 件～2千 件未満 1 100.0 0 0.0 0 o.o 1 100.0 0 0.0 o o.o o 0.0 0 o.o 1 100.0 0 0.0 3 1L5
r.2千 件～5千 件未満 0 0.0 o 0』 o 0.0 o o.o 0 0.0 1 20.0 1 100.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0 3 11.5
C.5千 件以上 0 0.0 3 42.9 1 50.0 o 0.0 0 0.0 4 80.o 0 0.0 2 40.0 o 0.0 o 0.0 10 38.5

計 1 100.0 7 100.0 2 {00.0 1 100.0 1 100.0 5 100.0 o 100.0 5 100.0 1 100』 2 100.0
.

26 叩0』

船積書類 ・ピーク(葉 越区分別)
`

業魑区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率(駕) 件数 率 ω 件数 率 ① 件数 亭 ω 件数 寧 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 甲 ω 件数 率(竃) 件数 車 ω 件数 率 ω

A.50件 未満 0 1 16.7 1 田o.o 0 1 16.7 o o 0 0.0 o o 0.0 3 20.0
8.50件 ～toO件 未 栖 o o 0.0 0 0.0 0 0 o.o o o 0 0.0 o 0 0.0 o 0.0
C.100件 ～500件 未 満 0 2 33.3 o 0.0 o 0 0.0 o 0 0 0.0 0 0 0.0 2 13.3
0.500件 ～1千 件未満 0 1 18.7 0 0.0 o o 0.0 o o o 0.0 o 0 o.o 1 6.7
E.1千件～2千 件未満 o 0 0.0 0 0.0 0 0 0.0 o 0 1 100.0 o 0 0.0 1 6.7
F.2千件～5千 件未満 o 1 16.7 0 0.0 0 3 50.0 0 o o 0.0 o 0 0.0 4 26.7
α.5千件以上 o 1 18.7 o o.o o 2 33口 0 o o 0.0 o 1 loo.o 4 28.7

計 0 6 100.0 1 100.0 0 6 100』 o o 1 100.0 o 1 100.0 15 田0』
1

船荷証券 ・ピーク(業 毬区分別)
.

美醜区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 甲 α) 件数 宰 ω 件数 率 ω 件数 率(駕) 件数 率 ω 件数 率(寓)
』件 数
軍 ω 件数 寧 α)

A.50件 未 満 0 】 100.0 o 0 0 0.0 0 0 0 o.o o 0 】 25.o
8.50件 ～100件 未満 o o 0.0 0 o 0 o.o o o o 0.0 0 0 0 0.0
C.100件 ～500件 未満 o 0 o.o o 0 0 0.0 o 0 o 0.0 0 0 o 0.0
0.500件 ～1千 件 未満 o 0 0.0 o 0 o 0.0 o o 0 0.0 0 0 o 0.0
ε.1千件～2千 件未満 o o 0.0 o 0 0 0.0 0 0 1 100』 0 o 1 25』
F.2千件～5千 件未満 o o o.o o o o 0.0 o o o 0.0 o o o 0.0
6.5千 件以上 0 o 0.0 o o 2 100.0 o o o 0.0 0 o 2 50.0

計 0 」 100.0 0 o 2 100.0 o 0 1 匝o.o o 0 4 100.0

クレーム ■ピーク(業 趣区分別)

業種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体
■ w

回答項目 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率(工) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率(累) 件数 寧 ①
▼

A.50件 未 満 0 0 0.0 0 o o 0 0 o o 0 0 o.o
8.50件 ～100件 未満 o 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

C.100件 ～500件 未満 0 0 0.0 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0.0
0.500件 ～1千 件未満 o 1 50.0 0 o o 0 o o 0 o 1 50.0
8.1千 件～2千 件未満 0 0 0.0 o 0 0 0 o o 0 o 0 0.0
F.2千件～5千 件米酒 o o 0.0 o o 0 o 0 o 0 o 0 0.0

巳5千件以上 o ハ 50.0 0 0 0 o 0 o o o 1 50.0

計 o 2 100.0 o o o 0 o o 0 o 2 100.0

その他.ピLク(業 屈区分別)

業租区分 A B C D E F G H 1 』 全 体

回答項目 件数 ・寧(=) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ① 件数 率(駕) 件数 率(竃) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 宰 ω

A.50件 未決
8.50件 ～100件 未満
C」00件 ～500件 未満
0.500件 ～1千 件未満
E.1千 件～2千 件未満
F.肝 件～5千 件未満

C.5千 件以上

0
0
0
0
0

0
0

0

1

4.

0

4

3

14

0.0
3.8
15.4
0.0
15.4
1L5
53.8

0
1
1
1
0

1
2

0.0

16.7

16.7

16.7
0.O

l6.7

33.3

0

0
0

0

0

0

1

o.0

0』

0.0

0.0

0.O

o.o

田0.0

1
0

0

3

0

0

3

14.3
0.0

0.0

42.9

0.0

0.0

42.9

呂
0

1

0

1

3

0.0

0.0

0.0

20』

0.0

20.0

60.o

o

;

‖

:

.

0
0

0

0

0

0

3

o.o

o.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0
0
0
0
0
0

2

0.0

0.0

0.O

o.0

0.0

0』

100.0

o

o

O

o
O

O

O

1
2

5

5
4

5

28

2.0

4』

▲o.0

10』
8.O

IO』

56.0

計 0 26 100.0 6 100.0 1 100.0 7 100.0 5 100.0 o 3 100.0 2 胆0.0 o
1

50 100.0

一90一



仕様書等 ・企業数(業 囲区分別)

桑田区分 A B C D E F C H 1 」

.

全 休

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ㈲ 件数 甲 α) 件数 亭 α)

l

A.10件 未満

8.匝 件～20件 未 満

C20件 ～50件 来演

0、50件 ～100件 未満

E.mO件 ～200件 未 摘

F.200件 ～500件 未 詞

C,500件 以上
.

.

O
o

O
O
o
O
o

2
0
0
0
0
0
0

}00.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

.0
0
0
0
0
0
0

0

0

0

0

0
0

0

o
o
O
O
O
O
o

1
0
0
0
0
0
0

100.0
0.0
0.0
0.O
o.0
0.0
0.0

0
0

0
0
0
0
0

o
o
o
O
O
O
o

0
0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
0
0

100.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

4
0
0
0
0
0
0

100.0
0.O
o.0
0.0
0.0
0.0
0.0

計 o 2 100』 o 0 0 1 100.o o 0 0 1 100.0 4 100.0

見積書.企 業数(業 種区分別)
.

業種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率(=) 件数 宰(9) 件数 耶 α) 件数 寧 ω 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数
`

率 ω 件数 率 ω 件数 寧 α) 件数 寧 ω 件数 率 ω

A,10件 未 満 0 3 30.0 2 100.0 o 0 0 0.0 0 . 0 0 1 50.0 6 37.5
8,10件 ～20件 未満 o 4 40.0 o o.o 0 0 1 50.0 o o 0 1 50.0 8 37.5
O.20件 ～50件 未満 0 0 o.o o 0.0 o o 0 0.0 0 o o 0 0.0 0 0.0
0.50件 ～100件 未 満 0 0 o.o o 0.0 o 0 0 0.0 0 o 0 0 0.0 o o』
ε.100件 ～200件 未満 0 3 30.0 0 0.0 0 0 o 0.0 o 0 o 0 0.0 3 18.8
r.200件 ～500件 未満 o 0 0.0 o 0.0 o 0 0 0.0 o 0 o 0 0』 0 0.0
G.500件 以 上 0 0 0.0 o 0.0 0 o 1 50.0 o 0 o 0 0』 1 8.3

計 o 10 100.0 2 100.0 0 o 2 100.0 o 0 0 2 100.0 16 100.0

注文書 ・企業致(業 紐区分別)

業囲区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 軍(駕) 件数 軍 ω 件数 寧 ω 件数 率 ①

λ.10件 未満

8.10件 ～20件 未満

C.20件 ～50件 未満

0。60件 ～100件 未 満

E.100件 ～200件 未 満

F.200件 ～500件 未 満

6.500件 以上

0

0

0
0

0

0

0

18

9
15
8
4
5
3

30.0

15.0
25.O
lO.0
6.7
8.3
5.0

τ

3

0

0

1

2

1

50.0
21.4
0.0
0.0
7.1
14.3
7.1

1

0

0

0

0

0

0

100.O
o.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

1
0
0
0
0
0
0

100.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

1
0
0
1
0
0
1

33.3
0.0
0.0
33.3
0.0
0.0
33.3

O

o

O

O

I

O

O

0.O
o.0

0.0
0.0

100.0
0.O
o.o

3

1
2
2
1
1
0

30.0

10.0

20』

20.0

10.0

10.O

o.o

0

0
0
1
0
0
0

0.O
o.0
0.O
IOO.O
o.0
0.0
0.0

1
0
0
0
1
1
0

33.3
0.0
0.0
0.0
33.3
33.3
0.0

32
13

17
10
8
8
5

34.0
13.8

18.1
10.8
8.5
9.5
5.3

計
.

0 60 100.0 14 100.0 1 100.0 1 100.0 3 100.0 1 100.0 狛 100.o 1 100.0 3 100.0 94 100.0

注文変更書 ◆企業数(菜 館区分別)
.

業毬区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 甲 α) 件数 牢(駕) 件数 率 α) 件数 率(`) 件数 率 ω 件数 寧 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率(駕) 件数 車 α) 件数 率 ω

A.10件 未満

8.10件 ～20件 未満

C.20件 ～50件 未 満

0.50件 ～100件 未満

E.ω0件 ～200件 未 決

F.200件 ～500件 来 演

C.500件 以 上

O
o
o
o
o
O
o

5

2

7

毒
3

1

17.9
7.1
25.O
l4.3
21.4

10.7
3.6

2
2
0
0
0

1
1

33.3
33.3
0.0
0.0
0.0

16.7
16.7

8
0

0
0
0
0

;
0

0
0
0
0

100.O

o.0

0.0

0.0

0』

0.0

0.0

O
o
o
o
O
O
1

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
100.0

0
0
0
0
0
0
0

l
l
3

;
0

0

18.7
16.7
50.o
l6.7
0.0
0.0

0.0

0
0
0
0
0

0
0

1
0

0

…
O

o

33.3
0.0

0.0
33.3
33.3

0.0
0.0

10
5
10
8
7
4
3

22.2
11.1
22.2
13.3
15.8
8.9
6.7

計 o 28 100.0
`

6い00.0
'

o 1 100.0 1 100.0 0 8 100.o 0 3 囮0.0 45 100.0

注文留書◆企業数(業 趣区分別)

業孤区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 率m 件数 率(累) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 寧(9) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α)

A.m件 来演 0 10 66.7 2 66.7 0 0 o o.o o 0 0.0 0 1 50.0 13 54.2
8.10件 ～20件 未 摘 0 1 6.7 o 0.0 o o 0 0.0 o 1 33.3 0 0 0.0 2 8.3
C.20件 ～50件 未満 o 3 20.0 o o.o o o 0 0.0 0 2 68.7 0 o 0.0 5 20.3
0.50件 ～100件 未満 o 0 0.0 o 0.0 o 0 0 0.0 o 0 o.o o 0 0.0 0 o.o
E.100件 ～200件 未 満 0 o 0.0 0 0.0 0 o 0 o.o 0 o 0.0 o 1 50』 1 4.2
F.200件 ～500件 未 満 0 1 8.7 1 33.3 o o o 0.0 0 o 0.0 0 o 0.0 2 8.3
C.500件 以 上 o o o.o 0 0.0 0 o 1 100.0 0 o o.o 0 0 o』 1 4.2

計 o 15 100.0 3 100.0 0 o 1 100.0 0 3 100.0 o 2 100.0 24 100.0

納品書.企 業数(業 種区分別)
1

.

渠趣区分
.

A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数
`

率 ① 件数 率 α) 件数 寧 ω 件数 率 ω 件数 率 ω
■

件数1率 α) 件数 甲 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数
▼.

率 ω
「

A,ω件未満 0 20 68.7 5 55.6 o 1 100.0 o 0.0 0 1 33.3 o 1 50.0 28 80.9
B.10件 ～20件 未 満 o 1 3.3 1 11'1 o 0 0.0 0 0.0 0 1 33.3 0 o 0.0 3 6.5
C.20件 ～50件 未 満 0 5 16.7 1 11.1 o 0 0.0 o 0.0 o 1 33.3 0 o 0.0 7 15.2
0.50件 ～100件 未満 0 2 6.7 0 o.o 0 0 0.0 o 0.0 0 o o.o o 1 50.0 3 6.5
E.100件 ～200件 未 満 0 1 3.3 1 ll.1 0 0 o.o 0 0』 0 0 0.0 0 0 0.0 2 4謂
F.200件 ～500件 未 満 0 0 0.0 0 0.0 0 o 0.0 o 0.0 0 o 0.0 0 o o.o o 0.0
C.500件 以 上 0 1 3.3 1 11.1 o o 0.0 1 100.0 0 o 0.0 o o o』 3 6.5

計 0 30 100.0 9 100.0 o 1 ω0.0 1 100.0 0 3 100.0 o 2 100』 46 100.0

出荷指示書 ・企業敵(業 趣区分別)

業極区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率(驚) 件数1率 α) {手数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 寧(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 甲 α) 件数 寧 ω

A.m群 来滴 0 8 40.9 3 75.0 0 4 57.1 2 100.0 0 1 25.0 0 1 33.3 20 47』

8.10件 ～20件 未 満 0 1 4.5 o 0.0 0 1 14.3 o 0.0 o 1 25.0 o o 0.0・ 3 7.1

C.20件 ～50件 未 満 0 4 18.2 1 25.0 o 1 14.3 0 0』 o 2 50.o o ハ 33.3 9 21.4

0.60件 ～100件 未 済 o 3 13.6 0 0.0 0 0 0.0 o 0.0 0 0 o.o 0 } 33.3 4 9.5

8.100件 ～200件 未満 o 1 4.6 0 0.0 0 1 14.3 o 0.0 o 0 0.0 0 o 0.0 2 4.8

F.200件 ～500件 未満 o 4・ 18.2 0 0.0 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 o.o 4 8.5

0.500件 以上 0 0 o.o 0 0.0 0 0 0.0 0 0.0 0 0 o』 o 0 o.o o 0.0

計' 0 22 100.0 4 100.o o 7 100.0 2 100.0 0 4 100.0 0 8 100.0 42 100.0
●
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検収書◆企業数(藁 菰区分別)
.

業囲区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率(駕) 件数 率(累) 件数 寧 ω
.

▲.Io件 未 満 0 " 42.4 1 100.0 o 0 1 50.0 o 2 68.7 0 1 50.0 t8 48.3

8.10件 ～20件 未満 0 5 15.2 0 0.0 0 o o 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 5 12.2

C.20件 ～50件 未満 0 3 9.1 o 0.0 0 0 o 0.0 0 0 o.o o 1 50』 4 9.8

0.50件 一 八00件未 満 o 4 12.1 0 0.0 0 0 . 0 0.0 o 1 33.3 0 0 0.0 5 12.2

8.100件 ～200件 未満 0 4 12.1 0 0.0 0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 4 9.8

F.200件 ～500件 未満 0 2 6.1 0 0.0 0 0 0 0.0 0 o 0.0 0 0 0.0 2 4.9

6.500件 以上 0 1 3.0 o o.o 0 0 1 50.0 0 0 0.0 0 0 o.o 2 4.9

計 o 33 100.0 1 100.0 0 0 2 100.0 0 3 100』 0 2 100.0 41 100.0

.

照合確認書 ・企業敵(漿 皿区分別)
.

業紐区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 寧(`) 件数 率 α) 件数 牢 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α)

A.10件 未 満 0 1 33ほ 0 0 0』 1 100.0 0 o o 0 1 100.0 3 50.0

6.10件 ～20件 未満 0 1 333 0 0 0.0 0 0.0 o 0 o 0 o 0.0 1 16.τ

C.20件 ～50件 未満 0 1 33.3 0 1 100.0 0 0.0 0 0 0 o o 0.0 2 33.3

o.50件 ～100件 未満 0 o 0.0 0 0 0.0 0 0.0 0 o 0 o o 0.0 0 0.0

E.100件 ～200件 未 萌 0 o o.o 0 o 0.0 o 0.0 0 0 o o o 0.0 0 o.o

F,200件 ～500件 未 摘 0 o 0.0 0 o 0.0 0 o.o 0 o 0 o o 0.0 0 o.o

6.500件 以 上 0 o o』 0 0 0.0 o 0.① 0 o 0 o o 0.0 o 0』

計 0 3 loo.o o 1 100.0 1 100.0 0 o o 0 1 100.0 6 100』

代金絹求書 ◆企業数(業 皿区分別)

業毬区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 寧 α) 件数 率 ω 件数 率m 件数 寧 ω 件数 率 α) 件数 宰 ω
1

件数情 α) 件数1率 ω 件数 率(=) 件数 率 ω 件数 率 ω

A.m件 未満 o 0』 8 37.5 8 88.7 o 2 50.0 o o 1 20.o o 0 o』 15 41.7

8.10件 ～20件 来演 0 0.0 5 31.3 2 22.2 .0 2 50.o 0 o 1 20.0 o o 0.0 10 27.8

C.20件 ～50件 未満 1 100.0 4 25.0 o 0.0 o 0 0.0 0 0 2 40.0 0 1 100.0 8 22.2

臥50{牛～口0件未満 0 0.0 o o.o 1 11.1 0 o 0.0 0 0 1 20.0 0 0 0.0 2 5.6

E.100件 一200件 未 満 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0 0.0 0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0.0

F,200件 ～500件 未 満 o 0.0 1 63 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 0 0 0.0 1 2.8

6.500件 以 上 0 0.0 o o.o 0 0.0 o 0 o.o 0 0 0 0.0 0 o 0.0 o o』

計 1 100.0 161 100.0 9 100.0 o 4 100.0 0 0 5 100.0 o 1 100.0 38 100.0
1

送金通知書.企 業敵(業 皿区分別)

契毬区分 A B C D E F G H 1 』 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(工) 件数' 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α)

ム.lo件 未満 o 1 25.0 1 33.3 0 2 66.7 0 0.0 o 2 68.7 o 」 toO.0 7 43.8

8,10件 ～20件 未満 o 2 50.0 1 33.3 0 1 33.3 0 0.0 o o 0.0 0 0 0.0 4 25.0
C,20件 ～50件 未満 0 1 25.o 0 0.0 0 o 0.0 1 50.0 0 1 33.3 o 0 o.o 3 18.8

0.50件 ～100件 未満 o o 0.0 1 33.3 0 0 0.0 o 0.0 〔〕 o 0.0 0 0 0.0 4 6.3

ε.100件 ～200件 未 満 0 0 o.o 0 0.0 o o 0.0 0 0.0 0 o 0.0 0 0 o.o o 0.0

F.200件 ～500件 未 満 0 o o.o o o.o 0 o 0.0 o 0.0 0 o o』 0 0 0.0 0 0.0

G.500件 以上 0 o o.o 0 0.0 o 0 0.0 1 50.0 0 0 0.0 o o o.o 1 6.3

計 0 41 100.0 3 100.o o 3 100.0 2 100.0 0 3 100.o 0 1 100.0 18 100.0
1

振込通知書 ●企業数(業 匝区分別)

A

業種区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 寧m 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ① 件数 率 α) 件数 率 ω

A.10件 未 満 1 100.0 4 50.0 2 100.0 1 50.o o 0.0 3 80.0 o 0.0 2 33.3 1 100.0 2 68.7 16 53』

B.10件 ～20件 未満 0 0.0 2 25.0 0 0.0 0 o.o o 0.0 2 40.0 o o.o 1 16.7 o 0.0 0 0.0 5 18.7

C.20件 ～50件 未満 o o.o 1 12.5 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 o o.o o o.o 0 0.0 1 3.3

0.50件 ～100件 未 満 0 o』 0 0』 o 0.0 o 0.0 o 0.0 o 0.0 o 0.0 2 33.3 o o.o o o』 2 6.7

E.100件 ～200件 未満 0 0.0 0 0.0 o o.o 1 50.0 o 0.0 1 100.0 1 100.0 1 16.7 0 o.o o 0.0 4 13.3

F.200件 ～500件 未満 o o.o 0 0.0 o 0』 o .0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 1 33.3 1 3.3

C.500件 以上 0 0.0 1 12.5 o 0.0 o o.o 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.3

計 1 loo.o 8 ω0.0 2 100.0 2 mO.0 1 100.0 5 100.0 1 100.0 8 100.0 0 100.0 3 |00.0 30 100.0
.

船積書類 ・企業数(業 団区分別)
.

業毬区分 A B C D E F G H 1 J 全 体
● `L、 ` ● -

回答項目 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 寧 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 亭 ω 件数 率(駕) .件 数 甲 ① 件数 甲 ω
「

A.m件 未満 o 5 83.3 1 100.0 0 4 68.7 0 0 0 0.0 0 1 50.0 11 88.8

6.lo件 ～20件 未 満 o 1 16.7 0
「0
.0 0 0 0.0 o 0 1 100.0 0 o o』 2 12.5

C.20件 ～50件 未 満 0 0 0.0 0 0.0 0 2 33.3 o o o o.o o 0 o.o 2 12.5

0.50件 ～100件 未 満 0 o 0.0 0 0.0 o 0 0』 o 0 o 0.0 0 1 50.0 1 83

ε.100件 ～200件 未満 0 0 0』 0 o.o o 0 0』 o o o 0.0 0 o 0.0 o 0.0

F.200件 ～500件 未満 o o 0.0 0 0.0 o 0 0.0 o o o o.o o 0 0.0 o 0.0

C.500件 以上 0 o o.o 0 0.0 o 0 o.o 0 0 0 0.0 0 0 o.o 0 0.0

計 o 8 100.0 1 100.0 o 6 100.0 0 0 1 loo』 o 2 100.0 18 100.0
1

船荷証券 ◆企業数(禁 秘区分別)
1

業種区分 A B C D E F G H 1 、 」 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α)し 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 寧(驚) 件数 率 α) 件数
寧 α) 件数 甲 ω 件数 率(驚) 件数 率 ω 件敗 率 α)

A.10件 未満

B.10件 ～20件 米 酒

C.20件 ～50件 未満

D,50件 ～100件 未 満

6.100件 ～200件 未 満

F.200件 ～500件 未 満

C.500件 以上

0

0

0

0

0

0

0

;
0

0

0

0

0

100.0

0.O

o.0

0.0

0』

0.O

o.o

呂
0

0

0

0

0

呂
0
0

0

0

0

:
1

0

0

0

0

50.0

0.0

50.0

0.0

0.O

o.0

0.0

言
O

o

O

o

O

8
9

:
Ol
o

:

タ.τ'■

!
0

0

0

0

0

0.0

100.0

0.0

0』

0.0

0.0

0.0

:
0

0

0

0

0

;
0

0
0

0

0

!
1

0

0

0

0

50.0
25.0
25.O
o.0
0.0
0.0
0.0

計 0 1 100.0 o 0 1 100.0 o 0 1 100.0 o o 4 100.0
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クレーム ◆企業数(裟 毬区分別)
1

業8区 分 A B C D E F G H 1 』 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 甲 α) 微 已 ① 件数 寧 α) 件数 亭 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件歎 軍 ω
A,10件 未満 0 1 50.0 o o 0 0 0 0 o 1 100.0 2 66.7
8.10件 ～20件 未満 0 0 o.o o 0 0 0 0 o 0 o 0.0 o 0.0
C.20件 ～50件 未満 0 0 0.0 o 0 0 0 0 0 o 0 0.0 0 o.o
0.50件 ～mO件 未満 0 o 0.0 o o o 0 0 0 o o 0.0 0 0.0
E.囮0件 ～200件 未 満 0 1 50.0 0 0 o 0 0 0 0 0 0.0 1 330
F.200件 ～500件 未 満 0 o 0.0 0 0 o o 0 0 o 0 0.0 0 0.0
G.500件 以 上 0 0 o.o 0 0 o 0 o 0 0 0 0.0 0 o.o

計 0 2 100.0 0 o 0 o 0 o 0 1 100.0 3 100.0
.

.

その他 ◆企業致(業8区 分別)
.

業種区分 A B C D E F G H 1 J 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率(竃) 件数 牢m 件数 寧 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 寧 α)

A.10件 未 詞 0 12 37.5 2 28.6 1 50.0 3 42.9 1 20 0 2 66.7 0 0.0 0 21 36.2
8、10件 ～20件 未満 0 4 12.5 o 0.0 0 0.0 1 14.3 2 40.0 0 0 0.0 o 0.0 0 7 12.1
C.20件 ～50件 未 満 o 6 18.8 4 57.1 0 0.0 o 0.0 」 20.0 o 1 33.3 0 0.0 0 12 20.7
0.50件 ～100件 未 満 o 1 3.1 0 0.0 o 0.0 o 0.0 1 20.0 0 0 o.o 0 0.0 o 2 3.4
E.100件 ～200件 未満 0 2 6.3 1 14.3 0 o.o 2 28.8 0 0.0 0 0 0.0 1 50.0 o 6 10.3
F.200件 ～500件 来演 0 5 15.6 0 0.0 0 o』 0 0.0 o o.o 0 0 o.o o 0.0 0 5 8.8
G.500件 以上 0 2 8.3 0 o.o 1 50.0 1 M.3 0 o.o 0 o 0.0 1 50.0 0 5 8.8

計 o 32 100.0 7 100.0 2 田o.o 7 10巳0 5 柏0.0 o 3 100.0 2 100.0 o 58 100.0

フォーマット規格(業 種区分別)

業囲区分 A B C D E F G H 1
1」

全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 寧 ω 件数
.

率 α) 件数 率 α) 件数
`

率 ω 件数 率 α) 件数 率(5) 件数 率 ω 件数 零 ω

1.国 際標 準

2.米 国 標 準

3.業 界偵 準(E}AJ)

4.〃(JCA)

5.そ の他業 界標 準

6.フ ライペ'ト標準

O

o

o

o

O

1

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
100.0

3
3
29
22
8

53

3.7

3.7

35.4

26.8

8.8

64.6

1

▲

5

12

6

7

4ほ

43

2L7

52.2

26.1

30.4

0

0
0
1
2
1

0.0
0.0
0.0
25.0
50.0
25.0

2
1
0
1
2
9

18.2

9」

0.0

9.1

18.2

8L8

0

1

0

2

4

3

0.O

l4.3

0』

28.6

57.1

42.9

1

1

0

1

0

1

50.0
50.0

0.0
50.0

0.0
50.0

1

1

1

8

4

8

6.3

83

8.3

50.0

25.0

50』

0
0
0
2
21
2

0.0

0』

0.0

68.7

66.7

66.7

0
0
2
0
1
1

o』

0↓0

100.0

0.0

50.0

50.0

8

8

37

48

28

88

5.3
5.3
24.5
32.5
19.2

57.o

計
.

1 100.0 82 100.0 23 100.0 4 100』 11 mo.o 7 100.0 2 100.0 16 100.0 3 100.0 2 100.0 151 100.0

.

通信手順規格(業 檀区分別)
1

業種区分 A B C D E F G H 1 」

1

全 体

回答項目 件数 寧(駕) 件数 率 α) 件数 率(竃) 件数 率 α) 件数
1

率 α) 件数 率(驚) 件数 宰 ω 件数 寧(熔) 件数 率(寓) 件数 率 α) 件数 率 α)

1

2

⑲0

4

【
U

6

全銀手顛
」手願
CAτ/CAFIS

業界手順
メーか手m

無手順 ・Tτy手順

0
0
0
0

;1

o

o

O

O

IOO

o

0

;
O

o
o

60

34
1
8

31
6

75

43
1

7
39
7

9

呈
6
2
8

16
1?
3
3
5
0

59

63
11
11
18
0

3
0
1
1
5
0

6

;
O
o
O

100
18
0
0
0
0

0
7
0
0
0
0

8
5
0
3
5
5

72
45
0
27
45
45

7
5
0
3
5
5

8

;
0
3
0

85
28
0
0
42
0

7
6
0
0
9
0

}
O
o
O
ll
Ol

50
0
0
0
50
0

0
0
0
0
0

0

18

11
1
0

9
3

78

52
0

0
42
14

2

4
0
0
9
3

1

;
1

1

0

33
33
0
33
33
0

3
3
0
3
3
0

3

;
1

1

0

100
33
0
33
33
0

0
3
0
3
3
0

117
72
5
14
57
"

73
45
3
8
35
8

1
0
1
8
6
8

肘 1 100.0 79い0。 ・0 27POO.0
`

8 100.0 11 100.0 7 100.0 2 mO.0 21 100.0 o 100.0 3 100.0 180 100.0

認知業界標準(業 種区分別)

業図区分 A B C D E F G H 1 」 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 甲(駕) 件数 甲 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 宰 ω 件数 寧 ① 件数 率 ω 件数 亭(=) 件数 亭(寒)

1.CA801S o 0.0 2 7.4 2 33.3 0 2 33.3 o 0.0 0 0.0 2 25.0 o 1 33.3 8 16.4
2,ocs o 0.0 4 14.8 1 16.7 0 o 0.0 2 100.0 1 50.0 o 0』 0 0 o』 8 14.5
3.AM6 0 0』 18 66.7 1 16.7 o 1 16.7 2 loo.o 1 50.0 5 62.5 0 2 68.7 30 54.5
4.cOlx o o.o 2 7.4 o 0.0 o 0 0.0 o o.o 2 100.0 0 0.0 0 0 0.0 3 5.5
5.Eox 1 100.0 11 40.7 2 333 o 0 o.o 0 0.0 1 50.o 3 37.5 0 o 0.0 19 34.5
8,● 川S o 0.0 2 7.4 o o.o 0 2 33.3 2 100』 1 50.0 4 50.0 o 1 33.8 12 21.8
7.wcs 0 0.0 3 1L1 1 16.7 0 0 0.0 1 50.0 1 50.0 2 25.0 o ▲ 33.3 9 18.4
8.OISH o o.o 4 14.8 1 18.7 0 1 18.7 1 50.0 1 50.0 4 50.0 o o 0.0 12 21.8
9.00EτTE o o.o 1` 5L9 3 50.0 o 3 50.0 2 100』 2 100』 5 62.5 o 1 33.3 30 54.5
m.OAmsy o 0』 ! 3.7 1 16.7 o 1 16.7 0 0.0 o 0.0 2 25.0 0 0 0.0 5 9.1

計 1 100.0 271m』 8 100.0 Ol 6 100.0 2 100.0 2 mO.0 8 100.0 o 3 100.0 55 100.0
` ' ' ,.
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3.3売 上高区分別集計結果表

質本金区分(売 上高区分別)

類題区分別 A B
、 b D E F G 全 体

回答項目 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率(塞) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 甲 α)

A.3千 万 円未満 1 20.0 4 57.1 1 4.0 3 7.0 1 1.9 o 0.0 0 0.0 10 4.2

8.3千 万 円以上 ～1億 円未 満 3 60.0 1 14.3 8 24.0 9 20.9 2 3.8 0 0.0 0 o.o 21 8.9

C.1億 円以 上～10億 円未 満 0 0.0 1 14.3 13 52.0 24 55.8 21 40.4 1 1.7 0 0.0 60 25.3

0.10億 円以上 ～50億 円未 満 o 0.0 0 0.0 3 12.0 7 16.3 18 90.8 10 16.7 2 4.4 38 16.0

B.50億 円以上 ～200億 円未満 0 0.0 1 14.3 1 4.0 0 0.0 12 23.1 18 30.0 0 0.0 32 13.5

F.200億 円以上 ～1千 値 円未満 1 20.0 0 0.0 1 4.0 o 0.0 0 0.0 28 46.7 14 31.1 44 18.6

6.1千 億 円以上 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o.o 3 5.o 29 64.4 32 13.5

針" 5 100.0 7 100.0 25 100.0 43 100.0 52 100.0 60 100.0 45 100.0 237 100.0
.

従業員数区分(売 上高区分別)
.

業種区分別 A B C D E F G 全 体
.

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 宰(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕)

▲.50人 乗滴 3 60.0 2 28.6 2 8.0 1 2.4 1 1.9 o 0.0 0 o.o 9 3.8

8.60人 以 上～100人 未 満 o 0.0 3 42.9 3 12.0 6 14.3 1 1.9 0 0.0 0 0.0 13 5.5

C.100人 以 上～300人 未満 1 20.0 2 28.6 12 48.8 10 23.8 5 9.4 0 0.0 0 0.0 30 12.7

0.300人 以 上～500人 未満 o 0.0 0 0.0 3 12.0 9 21.4 8 15.1 2 3.3 0 0.0 22 9.3

E.500人 以 上～1000人 未満 0 0.0 0 0.0 3 12.0 12 28.6 14 28.4 3 5.o 0 0.0 32 13.5

F.1千 人以 上～3千 人 未満 0 0.0 0 0.0 2 8.0 4 9.5 20 37.7 17 28.3 3 8.7 46 19.4

6.8千 人以 上～5千 人 未満 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 1.9 15 25.0 0 0.0 16 6.8

H.5千 人以 上～1万 人 未満 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 3.8 16 26.7 11 24.4 29 12.2

1.1万 人以 上 1 20.0 0 0.0 0 o.o o 0.0 1 L9 7 11.7 31 68.9 40 16.8

計 5 100.0 7 100.0 25 100.0 42 100.0 53 100.0 60 100.0 45 100.0 237 100.0

業種区分(発 上高区分別)

業種区分 A B C D E F G 全 体

回答項 目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(驚) 件数 率 α)

▲.建 設翼 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 1.9 4 8.6 3 60 8 3.3

8.製 造業 0 0.0 1 14.8 3 12.0 11 25.6 21 39.8 37 60.7 24 53.3 97 40.8

C.流 通業 0 0.0 1 14.3 1 4.0 7 16.3 12 22.6 7 11.5 3 8.7 釧 13.o

D.金 融 ◆証券 ●保険業 0 0.0・ 0 0.0 o o.o o o.o 1 1.9 2 3.3 3 6.7 6 2.5

E.※ 輸 ◆倉庫 業 1 20.0 0 0.0 2 8.0 2 4.7 5 9.4 5 8.2 3 8.7 18 7.5

F.電 力 ◆ガス o 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o』 3 4.9 6 13.3 9 3.8

c.通 信 業 0 0.0 1 14.3 1 4.0 0 0.0 o 0.0 1 4.6 0 0.0 3 L3

H.情 報 処理,一ビス業 3 60.0 4 57」 16 64.0 23 53.5 9 17.0 o 0』 1 2.2 53 23.4

1.サ ビ ー ス 業 1 20.o o o.o 2 8.0 0 0』 2 3.8 2 3.3 1 2.2 8 3.3

」.そ の 他 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 3.8 0 0.0 1 2.2 3 1.3

計1 5 100.0 7 100.0 25 100.0 43 100.0 53 100.0 61 100』 45 100.0 239 100.0

EDl利 用の有無(売 上高区分別)
、

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(駕)

1.現 在 利 用
2.今 後 利 用予定
8.利 用 予定 な し

2
1
2

40.0
20.0
40.0

1

1
5

14.3

14.3
71.4

4
4
17

16.3
16.3
88.4

26
8
11

60.5
14.0
25.8

30
11
12

56.6
20.8
22.6

45
7
9

73.8
11.5
M.8

39
2
4

86.7

4.4
8.9

147
32
60

61.5
13.4
25.1

計 5 mO.0 7 100.0 25 100.0 43 100.0 53 100.0 81 100.0 45 100.0 239 100.0

EDI未 利用理由(売 上高区分別)

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項目 件数 甲(驚) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(駕)

1.必 要 性 な し
2.利 用 環境 未整 備
3.他 社 接悦 が困 難
4.費 用 効果 が ない
5.そ の他

1
0
0
0
1

50.0
0.0
0.0
0.0
50.0

3

1
0
1
0

80.0
20.0

0.0
20.0
0.0

9
4

0
0
1

64.3
28.8

0.0
0.0
7.1

5
4
0

0
0

55.6
44.4
0.0

0.0
0.1

5
3
0
0
2

50.0
30.0
0.O
o.0
20.0

1

6

0

1

0

12.5
75.0
0.0
12.0
0.0

2
2

0
0
0

50.0
60.0

0.0
0.0
0.0

28
20
0

2
4

50.0
38.5
0.0
3.8

7.7

計 2 100.0 5 田0.0 14 100.0 9 100.0 10 100.0 8 100.0 4 100.0 52 100.0

ED1利 用理由(売 上高区分別)

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(文) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(驚)

1.情 報 獲得 が容 易
2.'クtコ の迅 速化
3.事 務 朗トの削 減
4.取 引 先 か らの要婿
5.取 引 先噺 ビス向上

6.事 務 処理 の効 率化
7.物 流 業務 の教 書
8.}田 品 在庫 の 削減
9.競 争 企業 と差 別 化
10.国 際E田 への 対応
11.情 報 の迅 速 化
12.製 造 コストの節 減

13.納 入 の短 縮化
14.系 列 化 の強 化
15.中 打 ントリーの省力 化
16.そ の他

3
1

1
0

1
0
0
0

3
0
0
0
0
0

言二8
!00.0
100.0
0.O

lOO.0

31;
o.o
o.0
0.0
0.0
0.0

0.0
0.0
0.0

!
0
1
0
1

3

・;

1
0
0
1
0
0

1:3
0.0
5.0
0.0
5.0

6:6
6:3
5.0
0.0
0.0
5.0
0.0
0.0

…
2

3

1

4

;
0

9
0

↑

;

28.6
28.6
28.6
42.9
14.3
57.1
14.3
0.0

3:8
42.9
0.0
0.0
14.3
14.3
0.0

…
4

14

8

10

言
5

1}
o

;
;

?.7
19.2
15.4
53.8
30.8
38.5
19.2
3.8
19.2
3.8
42.3
0.0

7.7
0.0
19.2
0.0

;
7

18
9

13

{
;
10
0
2
2

;

m.0
30.0
23.3
60.0
30.0

43.3
13.3
3.3
3.3
0.0
33.3
0.0
6.7
6.7
23.3
0.0

;
12

19

11

35

…

》
27

0

!
1:

2.2
17.4
28.1
41.3
23.9
78.1

6:1
13.0
4.3
58.7
0.0
6.5
2.2
23.9
0.0

]
2

7

8

27

ξ
4

2§
3

18

1

i:1
5.4
18.9
21.6
73.O
lO.8
13.5
10.8
8.1
67.6
8.1
27.0
0.0
10.8
5.4

、言
28
63
37
91
1!
17

,!
3

1;

2呈

6.5
18.8
18.8
42.3
24.8
61.1
10.7
4.7
11.4
4.0
51.?
2.0
11.4
3.4
18.8
1.3

計 1 100.0 2 100.0 7 100.0 26 100.0 30 100.0 46 100.0 37 100.0 149 100.0
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オン ライン開始年(売 上高区分別)

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項 目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α)

A.1969年 以 前

B.1870年 ～1974年

C.1875年 ～1979年
0.1980年 ～1984年

E.1985年 ～1989年

F.1990年 以降

0

0

1

呈
0

0.0

0』

33.3

0』

66.7

0.0

0

0
0

;
0

00
00

00

1000

00
0.0

0

0
0

2

2

1

oo
OO

OO

400
400

20.0

2
2

9

2
10

1

7.7

7.7
34.6

7.7
38.5

3.8

0
4

3

21
9

0

0.O
lO.8

8.1

56.8
24.3

0.0

0
10

18

12
7

1

0.0
20.8

37.5

25.0
14.6

2.1

9
17

8

3
0

0

24.3
45.9

21.6

1:;
0.0

11
33

39

;;
3

7.0
21.0

24.8

26.1
19.1

L9

計 3 100.0 1 100.0 5 100.0 26 100.0 37 100.0 48 100.0 37 100.0 157 100.0

EDI利 用開始年(売 上高区分別)

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(駕) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α)

A

8

6

0

E

F

1969年 以 前

1970年 ～1974年

1975年 ～1979年
1980年 ～1984年

1985年 ～1989年

1ggo年 以 降
.

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

50

50

O

o

O

o

o

o

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

50

50

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

3

2

0

0

、0
16

50

33

o

o

o

7

0

3

0

1

2

3

14

5

0

4

8

12

56

20

o

o

O

O

O

O

0

0

1

6

11

16

0

0

2

17

32

47

0

0

9、

6

4

1

0

1

4

4

24

13

0

2

8

8

52

28

0

2

7

7

2

3

1

1

3

6

22

5

2

2

7

15

57

13

6

6

9

8

2

2

1

3

10

20

76

43

0

2

6

13

49'2
8

7

0

5

1

7

1

針 2 100.0 2 100.0 6 100.0 25 100.0 34 100.0 46 100.0 38 100.0 153 mO.0
1

ネ ッ トワー ク形態(売 上高区分別)
.

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(幻 件数 率 α)

1.翻 ト集 中 型
2.毅 ト中 心 約 トワ'ク型

3.翻 ト!杓 トワーり分 離 型

4.分 散8ア トワづ 型

5.そ の 他

o

I
O

O

0.0

100.0

0.0

0.O

o.o

1

1

0
0

0

50.0

50.0

0.0

0.O

o.o

3

0

0

1

0

75.0

;:;
25.O

o』

11

11
2

1

40.7

48.1

0.0

7.4
3.7

20

1i
O

2

55.6

36.1

2.8

0.0
5.6

21

21
6

1

42.9

40.8

2』

12.2

2.0

9

】!

18

0

22.5

30.0
2.5

45.0

0.0

65

62

3

27

4

40.4

38.5

1.9

18.8
2.5

計 3 100』 2 100.0 4 100.0 27 100.0 36 100.0 49 100.0 40 100.0 161 100.0

VAN利 用の有無(売 上高区分別)

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(幻 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α)

1.利 用

2.未 利 用

0

3

0.O

lOO.0

1

1

50.0

50.0

2

2

50.0

50.0

12

15

44.4

55.6

20

16

55.6

44.4

37

12

75.5

24.5

30

10

75.0

25.0

102

59

63.4

36.6

計 3 100.0 2 100.0 4 100.0 27 100.0 36 100.0 49 100.0 40 100.0 161 100.0

末端形態(売 上高区分別)

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項目 件数 率(駕) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕)

1.販 売 先 o 0.0 1 100.0 2 50.0 13 48'1 17 48.6 24 49.0 19 47.5 78 47.8

2.仕 入 先 0 0.0 0 0.0 1 25.0 7 25.9 12 34.3 20 40.8 24 60.0 64 40.3

3.系 列 ・関連会社 2 66.7 0 0.0 2 50.o 7 25.9 10 28.6 19 38.8 15 37.5 55 34.6

4.海 外現地法人 1 33.3 o 0.0 o 0.0 3 11.1 5 14.3 9 18.4 15 37.5 33 20.8

5.最 終需璽家 2 66.7 o 0』 o 0.0 7 25.9 4 1L4 9 18.4 7 17.4 29 18.2

6.銀 行 o 0.0 o 0.0 1 25.0 9 33.3 4 11.4 5 10.2 12 30.0 31 19.5

7.倉 庫 ◆迩送会社 0 0』 0 0.0 0 0.0 3 11.1 7 20.0 5 10.2 6 15.0 21 13.2

8.商 社(代 理店) 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.7 4 11.4 14 28.6 3 7.5 22 13.8

9.保 険 会社 0 o.o 0 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 1 2.0 1 2.5 2 L3

10.ク レジ7ト会 社 0 0』 o 0.0 0 0.0 2 7.4 0 0.0 0 0.0 3 7.6 5 3.1

11.情 報 センター 0 0.0 0 0』 1 25.0 1 3.7 0 0.0 1 2.0 4 10.0 7 4.4

12.そ の 他 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 11.1 3 8.6 9 18.4 4 10.0 19 1L9

計 3 100.0 1 100.0 4 100.0 27 100.0 351100・0 49 100.0 40 100.0 159 100.0

利用通信回線 ・現在(売 上高区分別)

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α)

1.専 用 回 線(一 般) 2 100.0 1 100.0 1 25.0 14 5L9 12 41.4 30 66.7 29 74.4 89 60.5

2.〃(高 速 チィジ夘) 1 50.0 0 0.0 0 0.0 4 14.8 2 6.9 16 35.6 24 6L5 47 32.0

3.電 話 回 線 1 50.0 1 100.0 1 25.0 22 8L5 21 72.4 33 73.3 25 84.1 104 70.7

4.電 信回線 0 o』 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 o.o 2 4.4 0 o.o 2 1.4

5.00X・ 回 線 交 換 1 50.0 0 0』 1 25.0 6 22.2 7 24.1 14 31.1 20 51.3 49 33.3

6.DOX弼 ケ升 交 換 o 0.0 0 0.0 OlO.0 6 22.2 4 13.8 12 26.7 9 23.1 31 21.1

7.川S芋7ト84 1 50.0 0 0.0 o 0.0 9 33.3 2 8.9 6 13.3 8 20.5 26 17.7

8.川S芋,ト1500 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 7.4 o 0.0 0 0.0 o 0.0 2 1.4

9.衛 星通信 0 0.0 0 0.0 1 25.0 1 3.7 0 0.0 1 2.2 1 2.6 4 2.7

10.移 動 通 信 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

11、 ファケ只 リ通 信 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 7.4 0 0.0 0 0.0 6 15.4 8 5.4

12.ビ デオテァクス 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0

13.私 設 回 線 o o.o 0 0'0 o 0.0 0 0.0 1 3.4 2 4.4 0 0.0 3 2.0

計 2 100.0 1 100.0 4 100.0 27 100.0 29 100.O
l

45 100.0 39 100.0 147 100.0

1

一95一
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(売上高 区分別)利用通信回線 ◆今後

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項 目 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 牢 α) 件数 率(駕) 件数 甲 α) 件数 寧 α)

1.専 用 回 線(一 般) 0 0.0 0 0.0 2 100.0 4 44.4 1 14.3 3 17.6 0 0.0 10 20.0

2.〃(高 速 ディジタ鳥) 1 50.0 o 0.0 1 50.0 2 22.2 1 14.3 4 23.5 3 25.0 12 24.0

3.電 話 回 線 0 50:0 1 100.0 1 50.0 2 22.2 3 42.9 4 23.5 1 8.3 12 24.0

4.電 信 回 想 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0』 0 0.0 _0 0.0
5.0似 ・回 線 交 換 1 50.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 1 5.9 1 8.3 3 6.0

8.00X・ 乃7ト 交 換 0 0.0 0 0.0 1 50.0 3 .33.3 3 42.9 3 17.8 3 25.0 13 26.o

7.▲NS零 ット64 1 50』 o 0.0 0 0.0 8 66.6 8 85.7 10 58.8 10 83.3 33 66.0
8.1NS零7ト1500 0 0.0 o 0.0 0 0.0 1 1L1 ハ 14.3 1 5.9 0 0』 3 6.0

9.衛 星 通 信 0 0.0 0 0』 o 0.0 0 0』 0 0.0 o 0.0 o 0.0 0 0』
10.移 動 通 信 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 1 14.3 0 0.0 0 0.0 1 2.0
11.フ7ク シミリ通 信 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 22.2 2 28.6 8 17.6 2 16コ 9 18.0

12.ビ チオ■7クス 0 0.0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0
13.私1殴 回線 0 0.0 0 0.0 o 0』 1 1L1 0 o.o 1 5.9 o 0.0 2 4.0

計 2 100.0 1 100.0 2 100.0 9 100.0 7 100.0 17 】00.0 12 100.0 50 100.0

(売上高区分別)初期 ・機械設備費

売上高区分 A B C D E" F G 全 体

回答項 目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 箪 α) 件数 宰(男) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕)

A.100万 未 満 0 o』 o 0.0 o 0.0 6 40』 8 37.5 4 17.4 0 0.0 16 22.2

B.100万 ～500万 未 満 1 100』 o 0.0 1 50』 4 28.7 3 18』 8 39.1 4 28』 22 30.6

C.500万 ～1千 万未 満 0 0.0 0 o』 0 o』 o 0.0 1 6.3 4 17.4 4 28』 8 12.5

0.1千 万 ～5千 万 未 満 0 0.0 1 100.0 1 50.0 2 13.3 1 6.3 3 13.0 4 28.6 12 16.7

E.5千 万 ～1億 未 満 0 0』 0 0.0 o 0.0 3 20.0 1 6.3 2 8.7 0 0.0 8 8.3

F.1億 ～10億 未 満.
o 0』 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 25』 1 4.3 1 7.1 8 8.3

G.lo億 以 上 0 0』 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 1 7.1 1 L4
.

.

計 1 loo.o 1 100.0 2 100.0 15 100.0 16 100.0 23 100.0 14 100.0 72 100.0
.

F

(売 上高区分別)フ ト開発費

 

ソ◆初期

「

.
.

売上高 区分 A B C D E F G 全 体
. F

回答項 目 件数 寧 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 甲 α) 件数 率(文) 件数 率 α)
.

A.100万 未 満 1 100.0 0 0.0 0 0.0 2 11.1 3 15.8 2 7.1 0 0.0 8 9.4

B.100万 ～500万 未 満 0 0.0 0 0.0 0 0.0 8 44.4 6 3L6 8 28.6 1 5』 23 27.1
C.500万 ～1千 万 未 満 o 0.0 1 100.0 0 0.0 1 5.6 2 10.5 0 0.0 1 5.9 5 5.9

0.1千 万 ～5干 万 未 満 o 0.0 0 0.0 1 100.0 3 16.7 5 28.3 11 39.3 8 47.1 28 32.9

E.5千 万 ～1億 未 満 o 0.0 0 0.0 0 0.0 4 22.2 1 5.3 5 17.9 2 11.8 12 14.1

F.1億 ～10億 未 満 0 o』 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 10.5 2 7.1 3 17.6 7 8.2

G.10億 以 上 0 0.0 0 0』 0 0.0 0 0』 0 0.0 0 0.0 2 1L8 2 2.4
.

計 1 100.0 1 100.0 1 100.0 18 mO』 19 loo.o 28 100.0 17 100.0 85 100』
.

.

(売 上高区分別)合計

 

◆運用
.

売上高区分 A B C D E F G 全 体
.

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α)
.

A.10万 未 満 o 0.0 0 0.0 1 33.3 0 0.0 2 12.5 1 3.8 0 0.0 4 4.7

B.10万 ～50万 未 満 o 0.0 0 0.0 1 33.3 3 17.6 3 18.8 1 3.8 1 4.8 9 10.8

C.50万 ～100万 未満 o 0』 0 0』 0 0.0 2 11.8 1 6;3 4 15.4 2 9.5 9 10.6

0.100万 ～500万 未 満 1 100』 0 0.0 0 0.0 8 35.3 5 31.3 9 34.6 4 19.0 25 29.4

E.500万 ～1千 万 未 満 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 17.8 3 18.8 4 15.4 2 9.5 12 14」

F.1千 万～1億 未 満 o 0.0 ,1 100.0 1 33.3 3 17.8 2 12.5 5 19.2 10 47.8 22 25.9

61億 以上 0 0.0 0 0』 0 0.0 0 0.0 o 0.0 2 7.7 2 9.5 4 4.7

計 1 100.0 1 100.0 3 100.0 17 100.0 口 100.0 28 100.0 21 100.0 85 100.0
1

(売上高区分別)運用合計売上高比率
.

売上高区分 A B C D E F G 全 体
層

回 答】裏目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 甲(駕) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 甲 α)
噺

A.0。1文 未 満 o 0』 0 o.o 1 33.3 3 17.6 9 56.3 21 80.8
.18

85.7 52 6L2

8.0.1駕 ～0.2駕 未 満 0 0.0 0 0.0 o 0.0 3 17.6 2 12.5 1 3.8 1 4.8 7 8.2
C.0.2駕 ～0.3罵 未 満 0 o.o 0 0』 o 0』 o 0.0 3 18.8 1 3.8 0 0.0 4 4.7

0.0.3駕 ～0.4罵 未 満 0 0.0 0 0.0 1 33.3 4 23.5 0 0』 0 0.0 0 0.0 5 5.9

E.0.4駕 ～0、5駕 未 満 0 0.0 o 0.0 o 0.0 1 5.9 0 0』 1 0』 0 0.0 2 2.4

F.0.5駕 ～L眺 未 満 o 0.0 0 0.0 0 0』 1 5.9 1 6.3 1 3.8 0 0.0 3 3.5

C.1.0駕 ～2.0文 未 満 0 o』 o o』 0 0.0 3 17.6 1 63 o 0.0 0 0.0 4 4.7

閲.2.0駕 ～3.0駕 未 満 0 0.0 o o.o 0 0.0 2 11.8 0 0.0 1 3』 1 4.8 4 4.7

1.3.0駕 ～4.0塞 未 満 0 0』 0 0.0 0 0』 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0

」.4.頒 一5.眺 未 満 0 0』 0 0.0 o 0』 o 0』 0 0.0 o 0.0 o 0』 0 0.0

区.5,0駕 以 上 1 100.0 1 100.0 1 33.3 0 0.0 o 0.0 0 0.0 1 4.8 4 4.?

,

計 1 100.0 1 100.O 3 100』 17 100.0 18 100.0 28 100.0 21 100.0 85 100.0

(売上高区分別)1利 用業務

 

D

業種区分 A B C D E F G 全 体

回答項 目 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(峯) 件数 率 α)

L受 発 注 処理
2.販 売 管 理
3.生 産 管 理
4.在 庫 管 理
5.倉 庫 管 理
6.輸 送 管 理
7.運 賃 計 算
8.出 荷業 務
9.納 品 書処 理
10.精 魂 書処 理
11.資 金 決 済
12.与 信 管 理
13.店 舗 管 理
14.顧 客 管 理
15.予 約 ◆発 券
16.そ の 他

1

0

0
2

2
2

1
'』1

0

1

1
0

0

0
0

1

33.3

0.0

0.0
66.7

66.7
66.7

33.3
33.3

0.0

33.3
33.3

0』

0』
0.0

0.0

33.3

1
1
2
1
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0

50.0

50.0

100.0
50.0

0.0
0』
0.0

0.0

50.0

50.0
0.O
o.0

0.0

0.0
0.0

0.0

3

0

0

0
0

0
0

0

0
1

1
0

0

0

.0
0

100.O
o.0

0.0

0.0
0.0

0.0
0.0

0.0
0.0

33.3

33.3
0.0

0.0

0.0
0.0

0.0

20

5

2

8
2
1

0

7
10

12

6
0

1
2

0

1

74.1

18.5

7.4

29.6

7凶

3.7

0.0

25.9

37.0

44.4

22.2

0.0

3.7

7.4

0.0

3.7

31

6

5
5

1
3

1
7

7

7
6

1
0

0
0

2

96.9

18.8

15.6
15.6

3.1
9.4
3」

2L9

2L9
21.9

18.8
3.1

0.0

0.0
0.0

6.3

37

8

6
14
3

3
6

19
11

18

12
1

0
1

3

1

80.4

17.4

13.0

30.4

8.5

6.5

13.0

4L3

23.9

39.1

28」

2.2

0.0

2.2

6.5

2.2

30

15
11

15
6
9

2
16

19

21
14:

2
1

2
1

8

76.9
38.5
28.2
38.5
15.4
23.1
5.1
41.0
48.7
53.8
35.9
5.1
2.6
5.1
2.6
20.5

123

35
26

45
14
18

10
50

48
81

40

4
2

5
4

13

80.9

23.0

17.1

29』

9.2

1L8

6.6

32.9

31.6

40.1

26.3

2.3

1.3

3.3

2.6
'8

.6

計 3
` 1100・o

2
.

:100.0
1

3
. 巨oo・o

271
.

[100・o
32i
.
[ 100.0 46

3 1100・0
39. i100・0

152 h・ …
.
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EDI対 象データ ◆現在(売 上高区分別)

.

体全

oo已数件

謡

器
訳

註
漂

9
諸

諸

6

3

1
3

3

2

2

1

2

1

3

㏄10

2
1

4

6
4

4

8
5

9

5

8
0

9

5

5

8194254331314

……

G

oo率

潟
㎝
語

㍑
㍑

器
讃

談
ロ

ー

7

5

2

4

5

4

3

1

3

1

4

㎝10

数件

1

6

7
9

8

5

0
5

3

3
6

2

7

2

2

521121111

36

F

oo率

謡
U

舗
O
巽

潟
潟

詰

㍑

7

3

1

4

3
2

2

1

2

1

3

010

数件

1
4

2

5

7
8

5

0

3
1

6

9

6
0

2

73111111

45

E

紛.(率

㎝

韻

諸

語

㍑
U

㍑

昌

㌶

7

2

1
2

2

1

1

1

2

⑪10

数件

0
1

19

6
4
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EDI対 象 デinタ ◆今後(売 上高区分別)
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目項答回
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計

フォーマ ット規格(売 上高区分別)

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率(男) 件数 率(累) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α)

1.国 際 標 準

2.米 国 標 準

3.業 界 偵 準(EIAJ)

4.〃(JCA)

5.そ の 他 業 界 標 準

6.方{ペ ート標 準

0

0

0
1

0

2

0.0

0.0

0.0
50.0

0.O

lOO.0

0

0

0
1

0

1

0.0

0.O

o.0
50.0

0.0

50.0

0

0

1

2

0

21

0.0

0.0

25』

50.0

0.0

50.0

2

1

1

15

2

10

8.0

4.0

4.0

60.0

8.0

40.0

2

2

5

9

5

13

7.7

7.7

19.2

34.6

19.2

50.0

2

0

1}
11

29

4.7

0.0

32.6

16.3

25.6

67.4

1

3

13

11

9

24

2.6

7.9

34.2

28.9

23.7

63.2

7

8

34

48

27

81

'5
.0

4.3

24.3
32.9

19.3

57.9

計 2 100.0 2 100.0 41100.O
l

25 100.0 26 100.0 43 100.0 38 100.O
l

140 100.0

通信手順規格(売 上高区分別)

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(幻 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(%)

L全 銀 手 順

2.」 手順

3.CAT/CAFIS

4.業 界 手順

5.距 か 手順

6.無 手 順 ◆TTY手 順

2

1

0

0

2

1

68.7

33.3

0.0

0』

66.7

33.3

0

1

0

0

0

1

50

0

50

0

50

0.O

o

O

O

O

O

2

1

0

0

2

0

50.0

25.0

0.0

0.0

50.0

0.0

19

11
2

1

10

3

70.4

40.7

7.4
3.7

37.0

11.1

17

14
0

3

8

4

54.8
45.2

0.0

9.7

25.8

12.9

35

20
0

5

19

2

8L4

46.5

0.0

1L6

44.2
4.7

30

19

3
4

14
3

83.3

52

8
11

38

8

8

3

1
9

3

105

67

5

13
55

14

71

45

3

8

37
9

9

9

4

9

1
6

計 3 100.0 2 100.0 4 100.0 27 100.0 31 100.0 43 100.0 36 100.0 146 100.0

認知業界標準(売 上高区分別)

売上高区分 A B C D E F G 全 体

回答項 目 件数 率 α) 件数 寧(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(駕) 件数 宰 α) 件数 寧 α)

1.0ARDIS 2 66.7 2 100.0 1 33.3 2 18.7 3 23.1 2 14.3 4 18.2 16 23.2
2.UCS 1 33.3 o 0.0 1 33.3 3 25.0 3 23.1 3 21.4 4 18.2 15 21.7

3.AIAG 1 33.3 1 50.0 2 66.7 5 41.7 6 46.2 8 57.1 13 59.1 38 52.2
4.COIX 1 33.3 1 50.0 0 0.0 1 8.3 1 7.7 1 7.1 1 4.5 6 8.7
5.EOX 1 33.3 1 50.0 1 33.3 3 25.0 3 23.1 6 42.9 8 36.4 23 33.3
6.罰NS 3 100』 1 50.0 0 0.0 5 4L7 4 30.8 3 21.4 1 4.5 17 24.6

7.VICS 1 33.3 2 100.0 1 33.3 2 16.7 3 23.1 4 28.6 1 4.5 14 20.3
8.OISH 2 66.7 1 50.0 1 33.3 3 25.0 1 7.7 3 21.4 5 22.7 16 23.2
9.00ETτE 1 33.3 1 50.0 2 66.7 3 25』 5 38.5 8 57.1 13 59.1 33 47.8
10.0AKOSY 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 16.7 2 15.4 1 7.1 1 4.5 6 8.7

計 3 100.0 2 100』 9 100』 12 100.0 13 100.0 14 100.0 22 100.0 69 100.0
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3.4 従業員数区分別集計結果表

資本金区分(従 業員数別区分)

業田区分別 A B C、 D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 寧 ω 件数 率(`) 件数 甲(竃) 件数 率(:) 件数 率(鴛) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 寧(駕) 件数 率 ω

A.3千万円未満 6 46.2 2 15.4 3 9.1 0 o.o o o』 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 11 4.4

8.3千万円以上～1億 円未満 3 23.1 5 38.5 10 30.3 0 0.0 1 2.9 4 巴7 o 0.0 0 0.0 0 0.0 23 9.2

C.1債 円以上～10億円未満 3 23.1 5 38.5 18 48.5 15 65.2 田 45.7 7 15.2 0 0.0 1 3.4 0 0.0 63 25.1

0.10億円以上～50億 円未満
'0

0.0 0 0.0 2 6.1 7 30.4 13 37.1 12 26.1 1 8.3 2 6.9 3 7』 40 15.9

E.50億円以上～200億 円未満 1 7.7 1 7.7 1 3.0 0 0.0 5 14.3 17 37.0 5 釧.3 1 3.4 2 4.7 33 13.1

F.200億 円以上～1千 億円未渓 0 0.0 0 0.0 1 3.0 1 4.3 o 0.0 5 10.9 m 62.5 18 62.1 10 23.3 45 17.9

C.1千 億円以上 0 o.o o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 2.2 0 o.o 7 24.1 28 65.1 38 M.3

肚 13 100』 13 100.0 33 100.0 23 100.0 35 100』 48 100.0 18 100.0 29 100.0 43 100.0 、251 100.0
.

従業員数区分(従業員数別区分)
.

美麗区分別 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 寧 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(x) 件数 軍 ω 件数 率 α) 件数 率 α)
噺

A.50人 未 満 13 mO.0 o 0』 o 0.0 o 0.0 o 0.0 o o』 0 0.0 0 0.0 0 0.0 13 5.1

8.50人 以上～100人 未満 o 0.0 13 100』 o 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0』 0 0.0 0 0.0 13 5.1

C.100人 以上～300人 未満 o o.o o ・0
.0 33

'100
.0 o 0.0 o 0.0 o 0.0 o o.o 0 0.0 o 0.0 33 12.9

0.300人 以上～500人 未満 0 0.0 0 0.0 0 0.0 23 100.0 0 o』 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 23 9.o

E.500人 以上～1000人 未満 o o.o 0 o.o o o.o o o.o 36 100.0 0 0.0 o o.o 0 o』 o 0.0 38 14ヴ1

F.1千人以上～3千 人未満 0 o.o 0 0.0 o o.o 0 0.0 o o.o 47 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 47 18.4

C.3千 人以上～5千 人未満 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o o o.o 18 100.0 0 o.o 0 0.0 18 6.3

n.5千人以上～1万 人未満 o o.o o 0.0 0 0.0 o o.o o o』 o 0.0 o o.o 31 mO.0 o 0.0 31 12.2

1.1万人以上 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 43 100.0 43 16口

計 13 100.0 13 100.0 33 100.o 23 100.0 36 100.0 47 100.0 16 100.0 31 100.0 43 100.0 255 100.0
.

業種区分(従業員数区分別)
1

桑厘区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率m 件数 率 ω 件数 率 ω 件数 寧 ω 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率(累) 件数 率 α) 件数 率 ω

▲.建 投業 o 0.0 0 0.0 0 o』 o 0.0 1 2.8 2 4.3 2 12.5 1 3.2 2 4.7 8 3.1

6.製 造業 0 0.0 1 7.7 7 2L2 8 34.8 11 30.6 22 46.8 10 82.5 18 58.1 22 5L2 99 38.8

c.流 通禦 2 15.4 4 30.8 8 18.2 3 13.0 7 19.4 5 10.8 1 8.3 1 3.2 3 7.0 32 12.5

o.金 融 ・証券 ・保険業 0 0.0 1 7.7 0 0.0 o 0.0 o 0.0 2 4.3 1 6.3 3 8.7 1 2.3 8 3.1

E.運 輸 ◆倉庫業 o o.o 2 15.4 2 8.1 2 8.7 3 8.3 4 8.5 o 0.0 1 3.2 3 τ.0 17 6.7

F.電 力 ・ガス o 0.0 o 0.0 o 0.0 o 0.0 0 o.o 0 0』 1 6.3 2 6.5 6 14.o 8 3.5

o.通 信業 3 23.1 o 0.0 2 6.1 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 6.5 3 7.0 10 3.9

H.情 報処理サーピ漠 7 53.8 4 30.8 15 45.5 9 39.1 13 36.1 lo 2L3 0 o.o 0 0.0 1 2.3 59 23.1

】.サ ピー ス業 o 0.0 1 7.7 1 3.0 1 4.3 0 0.0 1 2.1 1 6.3 1 3.2 2 4.7 8 3.1

6.そ の他 1 7.7 o 0』 0 0.0 0 o.o 1 2.8 1 2.1 0 o.o 2 8.5 0 0.0 5 2.0

計 13 100.0 13 100.0 33 100.0 23 100.o 38 100.0 47 ω0.0 16 100.0 31 100.o 43 mO.0 255 100』
.

EDI利 用の有無(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 宰 α) 件数 率m 件数 宰 α) 件数 甲 ω 件数 率 α) 件数 率(累) 件数 率 α) 件数 率") 件数 率 α)

1.現 在利用
2.今 後利用予定
3.利 用予定なし

5
2
6

38.5
t5.4
".2

3

2

8

23.1
15.4
8L5

14
6
13

42.4

18溜

39.4

12

6
5

52.2

28.1
2L7

25

2
9

69.4

5.6
25.0

28

10
9

59.6

21.3
19.1

10

3

3

62.5

18.8

18.8
■

24

3
4

77.4
9.7
12.9

34

2

7

79.1
4.7
18.3

155
38
84

60.8
M.1
25.1

針 13 100.0 13 100』 33 拍o』 23 100』 88 100.0 47 100.0 16 100』 31 100.0 43 100.0 255 100.o

EDI未 利用理由(従 業員数区分別)
.

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 ω 件数 率(驚) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率m 件数 率ω 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α)

1.必 要性なし
2.利 用環境未整備
3.他 社接続が固目
4.費 用効果がない
5.そ の他

4

1
0

;

66.7

i8.7
0.0
16.7
0.0

6
'2

0
0
0

75.0
25.0

0.0
0.O
o.o

7
3

0
0
1

63.6
27.3

0.O
o.0
9.1

0
3

0
0
1

0.0
75.O
o.0

0.0
25.0

5
1
0

0
1

7L4
M.3
0.0

0.O
I4.3

3
5
0
0
0

37.5
62.5
0.0
0.0
0.0

1
2
0
0
0

33.3
68.7
0.0
0.0
0.0

1
0
0
1
0

50.0
0.0
0.0
50.O
o.o

2
4
0
0
1

28.8

57.1

0.O

o』

14.3

29
21
0
2
4

51.8
37.5
0.0
3.8
7.1

計 6 100.0 8 100.0 11 100.0 4 100.0 7 100.0 8 100.0 3 100.0 2 100.0 7 100.0 58 100.0

EDI利 用理由(従 業員数区分別)

従業員敗区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率(竃) 件数 率 ω 件副 率(x) 件数 寧 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 甲(`) 件数 率 α)

1.情 報獲得が容易 0 0.0 0 0.0 2 12.5 0 0.0 1 4.5 5 15.2 1 7.7 0 o.o L 3.1 lo 6.3

2.'クtコ の迅 速化 1 20.0 1 25.0 3 18.8 5 38.5 5 22.7 3 9.1 5 38.5 2 9.1 4 12.5 29 18.1

3.事 務コ1トの削減 1 20.0 0 o』 2 12.5 5 38.5 4 18.2 5 15.2 4 30.8 6 27.3 4 12.5 31 19.4

4.取 引先からの憂欝 2 40.0 2 50.0 12 75.0 1 7.7 11 50.0 16 48.5 7 53.5 9 40.9 4 12.5 84 40.0

5.取 引先事ロ向上 o 0.0 2 50.0 3 18.8 6 48.2 8 38.4 8 18.2 4 30.8 4 18.2 5 15.6 38 23.8

6.事 務処理の効率化 3 60.0 2 50.0 7 43.8 8 81.5 11 50.0 20 80.8 8 6L5 14 83.6 28 8L3 99 81.9

7.物 流業務の改善 o 0.0 o o.o 3 18.8 3 23.1 3 13.6 4 12.1 0 0.0 3 13.6 1 3.1 17 10.6

8.閥 品在庫の削減 0 0.0 o o.o 1 6.3 0 0.0 o 0.0 1 3』 0 0.0 3 13.6 2 63 7 4.4

9.競 争企業 と差別化 0 0.0 1 25.0 4 25』 o 0.0 2 9.1 4 }2.1 2 15.4 3 13.6 3 8.4 19 1L9

10.国 際EO1へ の対応 1 20.0 1 25.0 1 6.3 o 0.0 1 4.5 1 3.0 0 0.0 1 4.5 2 8.3 8 5.0

11.情 報の迅速化 1 20.0 2 50.0 5 8L3 5 38.5 9 40.9 19 57.8 5 38.5 13 59.1 25 78.1 84 52.5

12.製 造 コ2トの 節減 0 0.0 0 o.o 0 0.0 o 0.0 o o.o 0 0.0 o o.o 0 0.0 3 9.4 3 1.9

口.納 入の短縮化 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 7.7 2 9.1 2 6.1 1 7.7 2 9▼1 10 3L3 18 11.3

14.系 列化の強化 o 0.0 0 0.0 1 8.3 2 15.4 o o.o 1 3.0 1 7.7 0 0.0 0 0』 5 8.1

15.噺 り1ント少の省 力化
16.そ の他

2

1

姐.0

20.0

1

0

25.0

0.0

1

0

6.3

0.0

1

0

7.7

0.0

6

0

27.3

0.0

9
0
27.3
0.0

1

0

7.7

0.o

4

0

18.2

0』

3

2

8.4

8.3

28

3

17.5

1.9

計 5 100.0 4 100.0、 161 100.o 13 100.0 22 100.0 33 100.0 13 100.0 22 100.0 32 100.0 160 100.0
`

.

1
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オンライン開始年(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 軍 α) 件数 率 α) 件数 率(男) 件数 率ω 件数 率ω 件数 率ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α)

A
8

C
O

E
F

1989年 以前
1970年 ～1974年

1975年 ～1979年
1980年 刈984年

1985年 ～1989年
1990年 以降

0
0
0

0
4

0

O
o
o

O
100

0

0
0
0

0
0

0

】

O

l

O

l

O

33
0
33

0
33

0

3
0

3
0
3

0

0
1
2

7
5

1

0
6
12

43
31

6

0
3
5

8
3

3

1
0
4

3
5

0

7
0
30

23
38

0

7
0
8

1
5

0

0
2
8

9
5

2

0
?

30
34
19

7

0
7

8
8
2

7

1
7

7
13
7

0

2
20

20
37
20

0

9
0
0

1
0

0

0
3

3
4
1

1

0
25

25
33
8

8

O
o

O
3
3

3

1
9

7
5
3

0

4
36

28
20

12
0

0
0

0
0

0
0

8
12

9
2

1
0

25
37

28
6

3
0

0
5

1
3

1
0

12
34

41
43

32
4

7
20

24
25

19
2

2
5

7
9

3
4

計 4 100』 3 100.0 18 100.0 13 100.0 28 100.0 35 100.0 12 100.0 25 100.0 32 100.0 186 1bo.o

EDI利 用開始年(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 宰 α) 件数 率 α) 件数 宰ω 件数 率 α)

A

8

C

D
O島

F

1989年 以前

1970年 ～1974年

1975年 ～1979年
1980年 刈984年

1985年 ～1989年
1990年 以降

o

o

o
O

3
2

0

0

0
0

60
40

0

0

0
0

0
0

o

o

1
0

2
1

o

o

25
0

50
25

0

0

0
0

0
0

0

0

0
4

7
4

0

0

0
26

46
28

o

o

o
7

7
?

O

o

2
1

5
5

O

o

15
7

38
38

O

o

4
7

5
5

0

1

1
3

14
6

0

4

4
12

56
24

0

0

0・

o

o

o

0

0

1
5

13
14

0

0

3
15

39
42

0

0

0
2

4
4

o

o

1
0

6
4

o

o

9
0

54
36

0

0

1
0

5
4

1

1

2
3

12
4

4

4

8
13

52
17

3

3

7
0

2

4

0

0

3
4

20

6

0

0

9
21

80

18

O

o

1
1

6

2

1

2

11
20

82
46

0

1

8
12

50

28

6

2

8
3

6

4

計 5 100.0 100.0 15 100.0 13 100.0 25 100.0 331100.O
l

ll 100.0 23 100.0 33 100.0 162 100.0

ネッ トワー ク形態(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率m 件数 率(驚)
■

件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α)
`

件数 率① 件数.率 α)

1

2
り0

4

5

・スト集中型

杜ト中心わトチク型

板トバ7トワーク分離型

分散初トワつ型
その他

1

4

2
0

0

14

57

28
0

0

3

1

6
0

0

3

0

0
1

0

75

0

0
25

0

0

0

0
0

0

7

6

0
1

0

50

42

0
7

0

0

9

0
1

0

5

;
1

2

33

46

0
6

13

3

7

0
7

3

13

10

0
0

2

52

40

0
0

8

0

0

0
0

0

18

12

2
2

2

47

35

5
5

5

1

3

9
9

9

6

8

0
0

0

50

50

0
0

0

O

o

O
O

O

7
9

1
8

0

28
36

4

32
0

0

0

0
0

0

9
12

0
14

0

25
34

0
40

0

7
3

0

0
0

67

66

5・

27

6

39
38

2

15
3

2
6

9

8
5

:・
7 100.0 4 100.0 14 100.0 15 100.0 25 100.0 34 100.0 12 100.0 25 100.0 35 100.0 171 loo.o

VAN利 用の有無(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率ω 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率ω 件数 寧 α) 件数 率ω 件数 率(駕) 件数 率 ㈲ 件数 率 α)

l

l.利 用
2.未 利用

曇

2
5
28.8
71.4

2
2
50.0
50.0

8

6

5τ.1

42.9

4

11

28.7

73.3

18

9

84.0

36.o

22
12
64.7

35.3

8

4

68.7
33.3
15
10
60.0

40.0

29

6

82.9

17.1

106

65

62.0

38.0

計 7 100.0 4 100.0 14 100.0 15 100.o 25 100.0 34 100.0 12 100.0 25 100.0 35 100』 171 100.0
1

末端形態(従 業員数区分別)
1

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率(x) 件数 率m 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数

.

率 α)
4

1、販売先 1 16.7 1 33.3 lo 68.7 6 42.9 10 40.0 16 48.5 5 41.7 12 48.o 15 ".1 76 45.5

2.仕 入先 1 18.7 0 0.0 4 26.7 8 42.9 10 40.0 8 24.2 4 33.3 10 40.0 22 64.7 85 38.9

3.系 列 ・関連会社 2 33.3 1 33.3 2 13.3 4 28.6 7 28.0 9 27.3 5 4L7 11 44.0 13 38.2 54 32.3

4.海 外現地法人 3 50.0 1 33.3 2 13.3 0 0.0 0 0.0 5 15.2 1 8.3 9 36』 12 35.3 33 18.8

5.最 終需要家 3 50.0 1 33.3 4 26.7 o 0.0 5 20.0 7 21.2 2 16.7 6 24.0 4 ll.8 32 19.2

6.観 行 o 0.0 0 0.0 4 28.3 7 50.0 2 8.0 4 12.1 1 8.3 4 18.0 11 32.4 33 19.8

7.倉 庫 ◆運送会社 1 16.7 0 0.0 2 13.3 4 28.6 3 12.0 5 15.2 0 0』 2 8.0 4 U,8 21 12.6

8.商 社(代 理店) 0 o.o 0 0.0 o o.o 1 7.1 2 8.0 7 21.2 3 25.0 3 12.0 5 14.7 21 12.6

9.保 険会社 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 8.3 1 4.0 0 0.0 2 1.2
10.ク レジ,ト会 社 o 0.0 0 0.0 1 6.7 0 0.0 1 4.0 0 0.0 o 0.0 1 4.0 2 5.9 5 3.0

ll.情 報tン ター 0 0.0 o 0.0 2 13.3 0 0.0 0 0.0 2 6.1 0 0.0 1 4.o 3 8.8 8 4.8

12.そ の他 2 33.3 0 0.0 2 13.3 1 7.1 1 4.0 4 12.1 2 16.7 5 20.0 3 8.8 20 12.0

計 6 100.0 3 100.0 15 100.0 14 100.0 14 100.0 33 100.0 12いoo・o 25 100.0 34 100.0 167 100.0
.

利用通信回線・現在(従 業員数区分月O)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 寧 α) 件数 率 α) 件数 率ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率ω 件数 率 α) 件数1率 ω 件数 事 ω

1.専 用回線(一 般) 3 60.0 2 66.7 8 61.5 6 46.2 12 48.0 16 53.3 8 60.0 13 56.5 28 82.4 94 60.3

2.〃(高 速ディジタ鵬) 2 40.0 0 0.0 2 15.4 1 7.7 3 12.0 6 20』 1 10.0 14 60.9 18 52.9 47 30.1

3.電 話回線 4 80.o 3 100.0 8 61.5 11 84.6 18 72.o 23 76.0 5 50.0 17 73.9 23 67.6 112 71.8

4.電 信回線 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 1 10.0 2 8.7 0 0.0 3 L9

5.oox・ 回線交換 2 40.0 o 0.0 1 7.7 3 23.1 8 32.0 5 16.0 3 30.0 18 69.6 14 41.2 52 33.3

6.00X・ κケット交 換 2 40.0 0 0.0 4 30.8 2 15.4 2 8.0 3 10.0 5 50.0 8 34.8 7 20.8 33 21.2

7.】 闘S‡,ト64 1 20.o 1 33.3 4 30.8 2 15.4 4 16.0 3 10.0 0 0.0 4 17.4 8 23.5 27 17.3

8.川S‡7ト1500 0 0.0 0 0.0 2 15.4 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 2 1.3

9.衛 星通信 0 0.0 0 0.0 2 15.4 0 0.0 1 4.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 2.9 4 2.6

10.移 動通信 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

11."ク シミリ通 信 0 0.0 0 0.0 1 7.7 1 ?.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 5 21.7 2 5.9 9 5.8

12.e臼 テ7恢 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 4.3 0 0.0 1 0.6

13.私 設回線 1 20.0 o o.o o 0.0 0 0.0 1 4.0 o 0.0 0 0.0 2 8.7 0 0.0 4 2.8

計 5 100.0 3 100.0 13 100.0 25 100.0 25 100.0 30 mO.0 10 100.0 23 100.0 34 100.0 156 100.0
1 ● ,
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利用通信回線◆今後(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(累) 件数 率 α) 件数 甲ω 件数' 率 α) 件数 甲 α)

1.専 用回線(一 般) 0 o.o 0 0.0 2 50.0 3 42.9 1 20.0 2 18.7 2 28.8 0 0.0 1 10.0 11 20.0
2.〃(高 速 亨イジタ`) 0 0.0 0 0.0 2 50.0 2 28.6 0 0.0 4 33.3 0 0.0 2 28.8 2 20.0 12 2L8
3.電 話回線 0 0.0 1 50.0 0 0.0 2 28.6 1 20.0 4 33.3 3 42.9 0 0.0 1 10.0 12 21.8

4.電 信回線 o 0.0 o o.o 0 0.0 o 0.0 o 0.0 o 0.0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0

5.OD卦 回線交換 1 100.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 o o.o o 0.0 1 M.3 o 0.0 1 10.0 8 5.5
8.00X・ 励7ト 交 換 0 0.0 1 50.0 0 0.0 2 28.6 3 60.0 4 33.3 1 M.3 3 42.9 2 20.0 18 29.1
7.川S書7ト64 1 100.0 1 50.0 2 50.0 4 57.1 3 60.0 8 86.7 5 71.4 5 71.4 8 80.0 37 67.8

8.mS87ト1500 0 0.0 0 00 o. 00 2 286 o 0.0 0 0.0 0 0.0 2 28.8 0 0.0 4 7.3

9.衛 星通信 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

10.移 動通信 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 o 0』 1 8.3 o 0.0 0 o.o 0 0.0 1 1.8
11.7ア 効 ミリ通 信 0 0.0 o 0.0 1 25.0 2 28.6 1 20.0 2 18.7 1 M.3 0 o.o 2 20.0 9 田.4

12.ピ 臼 テ7姻 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0

1S.私 設回線 0 0.0 o 0.0 0 0.0 1 14.3 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 1 1.8

計 1 100.0 2 100.0 4 100.0 7 100.0 5 100.0 12 100.0
'

1別 皿o 7 100.0 10 100.0 55 100.0

初期・機械設備費(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体
.

回答項目 件数 耶 α) 件数 寧(駕) 件数 率(男) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 甲 α) 件数 率 α)

A.100万 未満 0 0.0 o o.o 2 33.3 4 40.0 7 50.0 1 7.7 2 28.8 1 14.3 o 0.0 17 23.0
8.100万 ～500万 未 満 0 0.0 1 33.3 2 33.3 3 30.0 312L4 4 30.8 1 14.3 4 57.1 3 23.1 21 28.4

C.500万 ～1千 万未満 o 0.0 0 o.o o 0.0 o 0.0 010.0 2 16.4 1 14.3 1 M.3 5 38.5 9 12.2

0.1千 万～5千 万未満 o 0.0 1 33.3 2 33.3 1 10.0 1 7.1 o 0.0 2 28.6 1 M.3 4 30.8 12 18.2
8.5千 万～1億 未満 o

'0
.0 1 33.3 0 0.0 1 10.0 1 7.1 2 15.4 1 14.3 0 0.0 o 0.0 8 8.1

F.1億 ～m億 未満 1 100.0 0 o.o 0 0.0 1 10.0 2 14.3 3 23.1 0 o.o o 0.0 1 7.7 8 10.8

0.10億 以 上 o 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 o 0.0 1 7.7 0 0.0 0 0.0 o 0.0 1 1.4

計 1 100』 3 100.0 6 100.o 10 100.0 14 100.0 13 100.0 7 100.0 7 100.0 13 100.0 74 100.0

初期 ●ソフ ト開発費(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率(メ) 件数 率(冨) 件数 率(工) 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率ω 件数 率 ω

A.100万 未 満 0 0.0 0 0.0 2 25.0 2 25.0 2 13.3 1 6.3 0 0.0 1 10.0 0 0.0 8 9.2

B.100万 ～500万 未 満 1 50.0 1 33.3 2 25.3 1 12.5 4 26.7 4 25.0 2 28.8 8 60.0 1 5.6 22 25.3

C.500万 ～1千 万未満 0 0.0 0 0』 1 12.5 0 0.0 3 20.0 0 o.o o 0.0 0 0.0 1 5.8 5 5.7
o.1干 万一5千 万未満 1 50.0 1 33.3 3 37.5 2 25.0 3 20.0 3 18.8 4 57.1 3 30.0 8 44.4 28 32.2

E.5千 万～1億 未満 o 0.0 1 33.3 0 0.0 2 25.0 3 20.0 3 18.8 ハ 14.3 o 0.0 4 22.2 14 16.1

F.1億 ～10億 未 満 o 0.0 o 0.0 0 o.o 1 12.5 0 0.0 3 18.8 0 0.0 0 0.0 4 22.2 8 9.2

G.10億 以 上 o 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 2 12.5 0 0.0 0 0.0 0 o.o 2 2.3
,

計 2 100.0 3 100.0 8 100.0 8いoo・o 151100・0 16 100.0
川100・0

10 100.0 18 100.0 87 100.0
.

連用 ◆合計(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体
.

回答項目 件数 軍 α) 件数1率(文) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数1率 ω

A.m万 未満 0 o 0.0 2 20.0 2 20.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 1 10.o o 0.0 5 5.7

8.10万 ～50万 未 満 o o o.o 2 20.0 2 20.0 4 28.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 4.5 9 10.3

C.50万 ～100万 未満 0 0 o.o o 0.0 1 10.0 o o.o 2 15.4 2 40.0 1 10.0 2 9.1 8 9.2

0.100万 ～500万 未 満 0 1 50.0 3 30.0 2 20.0 7 46.? 4 30.8 o 0.0 4 40.0 5 22.7 26 29.9

E.500万 ～1千 万未満 0 0 0.0 1 10.0 2 20.0 1 6.7 3 23.1 o 0.0 2 20.0 3 13.6 12 13.8

F.1千 万～1億 未満 o
'1

50.0 2 20.0 1 10.0 3 20.0 2 15.4 2 40.0 2 20.0 11 50.0 24 27.8

61億 以上 0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 2 15.4 1 20.0 0 0.0 0 0.0 3 3.4

計 0 2 100.0 10 100.0 10 100.0 10 100.0 13 100.0 5 100.0 10 100.0 22 100.0 87 100.0

運用合計売上高比率(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(%) 件数 率(駕) 件数 率(嵩) 件数 率ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α)

A.0.1驚 未 満 0 0 0.0 4 40.0 3 33.3 7 50.0 7 53.8 2 40.0 8 88.9 21 100.0 52 82.7

8.0.1累 ～0.2冨 未 満 0 0 0.0 0 0.0 1 11.1 2 !4.3 1 7.7 1 20.0 1 ll.1 o o.o 6 7.2

C.0.2駕 ～03塞 未 満 o 0 0.0 0 0.0 1 11.1 2 14.3 1 7.7 0 o.o o 0.0 0 0.0 4 4.8
D.0.3驚 ～0.4駕 未 満 o 1 50.0 2 20.0 1 11.1 0 0.0 1 7.7 o 0.0 0 0.0 0 0.0 5 6.0

E』.4X～0.5窯 未 満 0 0 0.0 0 0.0 2 22.2 0 0.0 0 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 2 2.4
F.0.5文 ～1.0塞 未 満 0 o o.o 0 0.0 0 0.0 1 7.1 o 0.0 2 40.0 0 0.0 0 0.0 3 8.8

C.1.0=～2.0駕 未 満 0 0 0.0 1 10.0 1 11.1 1 7.1 1 7.7 0 0.0 0 0.0 o 0.0 4 4.8

日,2.醐 ～3.眺 未 満 0 1 50.0 o 0.0 0 0.0 1 7.1 1 7.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 3.6

1.3.0駕 ～4.0駕 未 満 0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

」.4.0署 ～5。0駕 未 満 0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 o 0.0 o 0.0 0 o.o

R.5.ox以 上 0 o 0.0 3 30.0 0 0.0 0 0.0 1 7.7 0 0.0 o o.o o 0.0 4 4.8
.

計 o 2 100.0 10 100.0 9 100.0 141 Ioo.o 13 100.0 5 100.0 9 100.0 21 100.0 83 100.0
■

EDI利 用業務(従 業員数区分)

業種区分 A B C D E F G H 1 全 ・ 体

回答項目 件数 宰(駕) 件数 率(累) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 甲 α) 件数 牢 α) 件数

.

率(駕)

!.受 発注処理 2 28.6 1 25.o 12 92.3 9 69.2 21 84.0 24 82.8 9 81.8 17 70.8 29 82.9 124 77.0

2.販 売管理 2 28.6 0 0.0 2 15.4 3 23.1 4 18.0 4 13.8 4 36.4 3 12.5 14 40.o 38 22.4

8.生 産管理 1 14.3 1 25.0 1 7.7 3 23.1 3 12.0 8 10.3 0 0.0 5 20.8 10 28.6 27 16.8

4.在 庫管理 5 71.4 1 25.0 3 23.1 4 30.8 7 28.0 ? 24.1 2 18.2 9 37.5 10 28.8 48 28.6

5.倉 庫管理 1 14.3 0 o.o 1 7.7 2 7.4 4 18.0 o 0.0 0 0.0 3 12.5 4 11.4 15 9.3

6.輸 送管理 1 14.3 1 25.o 1 7.7 0 0.0 2 8.0 4 13.8 0 0.0 8 25.0 3 8.6 18 11.2

τ.運 賃計算
8.出 荷業務
9.納 品書処理
10.萌 求書処理
11.資 金決済
12.与 信管理
13.店 舗管理
14.顧 客管理
15.予 約 ◆発券
16.そ の他

1
2
1
1
1
0
0
2
0
3

14.3
28.6
M.3
14.3
14.3
0.0
0.0
28.8
0.0
42.9

O

l

1
』2

0

0

0

0

0

0

0.0
25.0
25.0
50.0
0.O
o.0
0.0
0.0
0.0

0.0

0
1
4
7
5
0
0
0
0
0

0.0
7.7
30.8
53.8
38.5
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

0

2
4
3
3
0
0
1
0
2

0.0

15.4
30.0

23.1
23.1
0.0
0.0
7.7
0.O
l5.4

3

田

9

10

3

0

1

0

1

3

12.0
40.0
38.0
40.0
12.0
0.0
4.0
0.0
4.0
12.0

2
8
5
9
4
1
0
2
0
2

6.9
27.6
17.2
31.0
13.8
3.4
0.0
6.9
0.0
6.9

0

2
1
4

!
0
0
1
0

0.0

18.2
9.1
36.4

87.31'
9.1
0.0
0.0
8.1
0.0

3
12
10
11
10
1
0
1
0
4

!2.5
50.0
41.7
45.8
".7
4.2
0.0
4.2
0.0
16.7

0
13
14
16
13
1
1
1
2
5

0.0
37.1
40.0
45.7
37.1
2.8
2.9
2.9
5.7
14.3

9

51

49

63

42
4

2

7

4

19

5.6

3Lτ

30.4

39.1

26.1

2.5

1.2

4.3

2.5

11.8

計 7 100.0 4 100.0 13 100.0 13 100.0 25 100.0 29 100.0 11 100.0 24 100.0 35 100.0 161 100.0

.
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EDI対 象デー タ◆現在(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1

1

全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率(累) 件数 率(駕) 件数 學ω 件数 率(駕) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 寧 α) 件数 寧 α)

1.仕 様書/承 認図 0 0.0 o 0.0 0 o.o 0 0.0 o 0.0 1 3.6 0 o.o 0 0.0 1 3.0 2 1.4
2、 見積書 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 4.5 1 3.8 1 10.0 3 13.8 5 15.2 U 7.6
3.注 文書 2 88.7 1 33.3 5 38.5 8 80.0 15 68.2 19 87.9 8 80.0 13 59.1 26 75.0 94 85.3
4.注 文変更書
5.注 文舗書

1
1
33.3

33.3

0
0

0.0「

0.0

3

2

23.1
15.4

1

0

10.0

0.0
6
5
27.3
22.7

6
5
21.4

17.9

3

0

30.0

0.0

9

4

40.9

18.2
16
7
48.5
21.2

45

24

31.3
16.7

8.納 品書 3 100.0 1 33.3 8 46.2 3 30.0 8 38.4 13 48.4 2 20.0 9 40.9 10 30.o 55 38.2
7.出 荷指示書 3 100.0 1 83.3 3 23.1 2 20.0 8 27.3 8 28.6 1 10.0 9 40.9 16 48.5 49 34.0
8.検 収書 0 0.0 0 0.0 4 30.8 0 0.0 4 18.2 5 17.9 2 20.0 7 81.8 13 39.4 35 24.3
9.照 合確認書 o 0.0 0 0.0 1 7.7 o 0.0 1 4.5 2 7.1 1 10.0 2 9.2 2 6.1 9 8.8
10.代 金ぼ求書
11.送 金通知書

0
0
0.0
0.0

1

0

33.3

0.0

5

2

38.6

15.4

0

2

0.0

20.0

8

3

36.4

13.8

4

1
14.3
3.6

1
1
10.0
10.0

10

4

45.5

18.2

7

6

21.2

15.2

36

田
25.0
12.5

12.顕 込通知書 1 33.3 0 0.0 4 30.8 2 20.0 2 9.1 2 7.1 2 20.0 8 36.4 12 36.4 33 22.9
13.船 積書類
14.船 荷証券

o
o
0.0
0.0

0
1
66.τ

33.3

O
o
0.0
0.0

1
0
m.0
0.0

2

1

8.1
4.5

5

2

17.1
7.1

0
0
0.0
0.0

6
0
27.3
0.0

4

1

12.1
3.0

20

5

13.8
3.6

15.%一 ム o 0.0 0 0.0 0 0.0 o 0.0 1 4.5 o o.o 1 10.0 2 9.1 1 3.o 5 3.5
16.そ の 他 1 33.3 0 0.0 5 38.5 3 30.0 6 27.3 9 32.1 5 50.0 7 31.8 18 48.5 52 38.1

計 3 100.0 3 100.0 13 100.0 10 100.0 22 100.0 28 loo.o 10 100.0 22 100』 33 100.0 144 100.0

EDI対 象 デー タ ・今後(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 宰(駕)

1.仕 様書/承 認図 o 0.0 0 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 3 33.3 4 22.2 7 12.1
2.見 積書
3.注 文書

1

1

25.0
25.0

0
0

1

3

20.0

60.0

0
0

o.0

0.0
3
3
42.9
42.9

1
5
14.3
71.4

1
3
25.0
75.0

4

4

".4
".4

8
1
33.3
5.8

17
20
29.3
34.5

4.注 文変更書
5.注 文請書
6.納 品書

1

0

0

25.0

0.0

0.0

0

0

0

1

1

2

20.0
20.0
40.0

0

0

0

0.0
0.0
0.0

3
1
2

42.9

14.3

28.8

3

2

1

42.9
28.6
14.3

2

4

2

50.0
100.0
50.0

4

3

4

44.4

33.3

44.4

0

0
5

0.0

0.0

27.8

14
11
18

24.1

19.0

27.6
7.出 荷指示書 o 0.0 o 1 20.0 2 50.0 1 14.3 2 28.6 0 0.0 3 33.3 o 0.0 9 15.5
8、 検収番
9.照 合確認書

0
1
0.0
25.0

0

0
0
0
0.0
0.0

0

0

0.0
0.0

4

0

57.1
0.0

2
0
28.6
0.0

1
1
25.0
25.0

4
1
44.4

11.1

3
1
16.7
5.6

M
4
24.1
6.8

m.代 金請求書 3 75.0 0 1 20.0 1 25.0 2 28.6 2 28.8 2 50.0 2 22.2 2 11.1 15 25.8
11.送 金通 知番
12.振 込通知 書
13.船 積書 類
14,船 荷証券
15.ク レム
18.そ の他

o
o
1
0
0
1

0.0
0.0
25.0
0.0
0.0
25.0

0
0
0
0
0
0

0
1
0

0
0
1

0.0
20.0
0.0
0.0
0.0
20.0

O
o
O
O
o
2

o.o
o.0
0.0
0.0
0.0
50.0

2
0
0
0
0
0

28.8
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

1
2
1
0
0
1

14.3
28.6
".3
0.0

0.O
M.3

2
1
0

0
0
0

50.0
25.0

0.0
0.0
0.O
o.o

1
3
0
0
0
1

11.1
33.3
0.0
0.0
0.0
11.1

1
1
0
0
0
3

5.6
5.8
0.0
0.0
0.0
18.7

7
8
2
0
'0

9

12.1
13.8

3.4
0.0
0.0
15.5

計 4 100.0 o 5 100.0 4 100.0 7 100.0 7 100.0 4 100.0 9 100.0 18 100.0 58 100.0
.

フォーマ ッ ト規格(従 業員数区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 寧(冨) 件数 率(竃) 件数 率(累) 件数 率 α) 件数 率(罵) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α)

1.国 際標準
2.米 国標準
3.業 界傾準(EIAJ)
4、 〃(JCA)
5.そ の他 業界日増
6.ブ ラィく'ト標準

2
1
0
2

1
1

50.0
25.0
0.0
50.0

25.0
25.0

1
1

0
1
0
2

25.0
25.0

0.0
25.O
o.0
25.0

0
0

1
7
0
6

0.0
0.0

8.3
58.3
0.0
50.0

1

0
0
7
2
5

8.3

0.O

o.0

58.3

田.7

41.7

0
1
6
10
4
9

0.0
4.3
26.1
43.5
1?.4

39.7

2
2
5
3
8

16

8.0
8.0

20.0
12.0

32.0
84.0

0
0

3
1
1
8

0.0
0.0

30.0
10.0
10.0
80.0

0

0
7
5
3
13

o.0

0.0
33.3
23.8
14.3
61.9

2
3
13
11
8
22

5.9
8.8
38.2
32.4
23.5
64.7

8
8
35
47

27
82

5.5
5.5

24.1
32.4

18.6
56.6

計 4 mO.0 4 100.0 12 100.0 12 100.0 23 100.0 25 100.0 10 100.0 21 100.0 34 100.0 146 100.0

通信手順規格(従 業貝殻区分別)

従業員数区分 A B C D E F G H 1 全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率 ω 件数 率 α) 件数 率 α) 件数
`

率(工) 件数 率(驚) 件数 率 α) 件数 率ω 件数 率 α) 件数
`

寧ω

1.全 銀手順
2.」 手順
3.CA訂CAF】S
4.業 界手順
5.か か手順
6.無 手順 ・TIY手 順

8
2
0
0

1
1

100.0

33.3

0.0

0.0

16.7

16.τ

1
1
0
0

2
1

25.0
25.0
0.0
0.0

50.0
25.0

9

7
1
0
2
1

60.0

46.7
8.7
8.7
20.0
8.0

9
3
0
2
5
1

75.0
25.0
0.O
l8.7
41.7
8.3

18

11
2

9

3

88.7
41.7
4.2
8.3
37.5
12.5

19
11
2
8
2

87.9
50.0
0.0
7.1

28.6
7.1

7
4
0
1

3
1

63.8
38.4
0.0

9.1
27.3
9.1

21

12
0

1
8
1

95.5

54.5
0.0

4.5
36:4
4.5

24
15
3
4
17
2

75.0
48.9
9.4
12.5
53.1
6.3

112
68
5
13
56
13

72.7
44.2
3.2
8.4

88.4
8.4

計 8 mO.0 4 100.0 15 100.0 12 mO.0 24 100.0 28 100.0 11 100.0 22 100.0 32 100.0 154 100.0
`

認知業界標準(従 業負数区分別)

従業負数区分 A B C D E F G H 1

.

全 体

回答項目 件数 率 α) 件数 率(駕) 件数 率(竃) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率 α) 件数 率(塞) 件数 率 α) 件数 率ω

1.CAROIS 4 57.1 o 0.0 2 100.0 1 33.3 5 38.5 1 7.? o 0.0 3 33.3 2 9.5 18 24.7
2.OCS 1 14.3 0 0.0 0 0.0 3 100.0 2 15.4 2 15.4 2 68.τ 1 11◆1 5 23.8 18 21.9
3.A1AG 2 28.6 1 50.0 1 50.0 2 86.7 4 30.8 8 46.2 3 100.0 4 44.4 14 86.7 37 50.7
4.COIX 3 42.9 0 0.0 0 0.0 1 33.3 1 7.7 1 7.7 1 33.3 o o.o 1 4.8 8 11.0
5.Eox 3 42.9 1 50.0 1 50.0 1 33.3 3 23.1 3 23.1 1 33.3 3 33.3 10 47.8 26 35.8
6.■INS 5 71.4 1 50.0 0 0.0 1 33.3 3 23.1 5 38.5 1 33.3 1 11.1 2 9.5 20 27.4
7."CS ` 57.1 1 50.0 0 0.0 2 86.7 2 15.4 2 15.4 2 68.7 0 0.0 4 19.0 18 21.9
8.田s開 4 57.1 2 100.0 1 50.0 1 33.3 1 7.7 1 7.7 1 33.3 3 33.3 4 19.o 18 24.7
9.00訂TE 4 57.1 1 50.0 1 50.0 1 33.3 4 30.8 5 35.5 2 66.7 5 55.5 13 81.8 38 49.3
10.0A`OSY 1 14.3 1 50.0 0 0.0 0 0.0 1 7.7 1 7.7 0 0.0 0 0.0 1 4.8 7 8.8

計
.

13 100.0 2 100.0 2 100.0 3 100.0 13 100.0 13 100.0 3 100.0 9 100.0 21 100.0 73 100.0
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4.1

4.2

4.3

EDIの 国 際 標 準 化 動 向

標準化作業の経緯

UN/EDIFACTの 開発保守体 制

UN/EDIFACTの 安定 と統一





4.ED1の 国 際 標 準 化 動 向

4.1標 準化作業 の経緯

(1)TDI(貿 易データ交換)ル ールの誕生

貿易 データ交換のための データ項 目や コー ド、 シンタ ックスルールの標準化を 目指

して、1976年 か ら英国のSITPRO(注1)が 中心 とな り、国連/欧 州経済委員会

の第4作 業部会(UN/ECE/WP.4:貿 易手続簡易化作業部会)の 下部組織で あ

るGE.1(デ ー タエ レメ ン トと自動 デー タ交換 に関す る専 門家会 議:Meetingof

ExpertsonDataElementsandAutomaticDataExchange)で 作業が進 め られて きた。

その結果が1979年3月 のWP.4に 報告 されたのがTDI(TradeDataInterchange)

ルールである。一方、米国のNCITD(注2)か らも米国が独 自に開発 したEDI

(ElectronicDataInterchange)ル ールが発表 され、両ルールの何れを国連 標準 とす

るか問題 とな ったが、SITPROを 中心 とす る欧州各国の推すTDIをECEの 標

準 とす る こ とが 決 ま り、 国連 の 貿易 デ ー タ交換 指 針書(UNTDID:United

NationsTradeDataInterchangeDirectory)と して公表 され ることとな った。

その第1章 「序文」および第4章 「貿易データ交換の ための ガイ ドライ ン(GTDI:

GuidelineforTDI)は 、1981年6月 に第1版 が出版 され、 その後、第2章 「貿易デー

タ交換のためのアプ リケー シ ョンレベル ・プロ トコルの登録規則」が採択 され、第3

章 「解説書」 と共 に1984年9月 に発表 された。

(2)TDIル ールの強化 か ら世界統一標準へ

ECEで は、TDIを 標準す ることが決 まって も、米国内で は依然EDIル ール に

よるデー タ交換が行われてお り、ユーザ と して何れを採用すべ きか頭の痛 い問題であ

った。1984年12月 、ECE貿 易拡大委員会の第33回 会期 で、貿易 データ交換 の為に種

々の システム間で国際的な互換性 を確立すべ くあ らゆる努 力を傾注すべ きことが論議

された。 その結果、特別 ラポ一 夕グループが結成 され、GTDIの 強化 と単一の貿易

デー タ交換標準の確立に向けての作業が開始 された。

しか し、米国側 もEDIの 実績をPRし てお り、WP.4事 務局 も含め ラポ一夕グル

ープおよびGE .1の 専門家 たちは、GTDIに 則 った システムと、開発中の米加両国

内標準 との間のデータ交換 のために、ANSI(注3)の 中で活動す る米国 における

非公式な標準化調整委員会JEDI(注4)の 呼び掛けに応 じ、米国で開催の会合 に
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参加す ることと し、1985年11月 ニ ュー ヨーーーークでJEDI委 員会 と会合 した。 この会議

には、米国運輸省(DOT)、 米国標準局(NBC)(注5)、TDCC(注6) 、

NCITD、USAIAG(注7)、 カナダ外務省等か らも参加があ り、TDI/

EDI間 の シンタ ックスの違 いを検討 す るグル ープとデータエ レメ ン トとメ ッセー ジ

/ト ランザ クシ ョン標準 を比較検討す るグル ープの2っ の作業 グループが結成 された。

この会議 は、EDIシ ンタ ックスルールの世界的に統一 され た標準を作 るための第一

歩 であ り、その第2回 会議 にお いて、2っ の シ ンタ ックス技法の見直 しが行 われた。

(3)UN-JEDIグ ループの結成 とEDIFACTの 誕生

WP.4は 、1986年3月 の会議でTDI/EDI
、シンタ ックスの結合 とデータエ レメ

ン ト、標準 メッセー ジ、 トラ ンザ クションを取 り扱 うためのUN/ECEとUSグ ル

ープによる合同 グループ(UN-JEDD
,の結成 を承認 し、同年9月UN-JED

Iグ ループに対 し下記事項を付託 した。

① 国際規格 と してISOに 提 出す るための シンタ ックス草案の開発

② 修飾子技法(QualifierTechnique)と コー ドを含む標準 メ ッセージ(UNSMs)

の開発

③ 標準 メ ッセージの準備お よび現行 システムか らの移行 に関す るガイ ドライ ンの作

成

④EDIお よびEDIの ための一般標準の促進 に関す る文書の改訂 と編集

この結果、UN-JEDIグ ループは、合意 され たシ ンタ ックスの概要 をWP .4事

務局 に提 出 し、1987年3月EDIFACTの 名称 を採択 して、ISO宛 文書を提 出、

ISOは 、Fast-trackProcedureと して即刻DIS9735(国 際規格案)の 番号を付与

した。 このDIS9735(EDIFACT)は 、1987年9月 のISO/TC154に おい

て、反対な しの圧倒的多数で承認 され、 アプ リケー シ ョンレベルの シンタ ックスルー

ル としての国際規格ISO9735が 誕生 し、そあ第1版 が1988年7月15日 付 で発 行 され

た 。

(4)貿 易デー タエ レメ ン ト集(UNTDED)開 発 の経緯

貿易関係業務の システム化 の基本 とな る(貿 易)デ ー タエ レメン トの統一化
、標準

化の作業 も国連ECE/WP.4に お いて1975年 頃か ら関係国際機関 との協力の下 に進

め られて きた。 そ して、合意 に達 した ものか ら順次公表 されて きたが
、その後 、 これ

をまとめて 「貿易デー タエ レメ ン ト集(TDED)」 と して発行す ることとな り
、第

1節 「序文 」お よび第2節 「索引」 は、1980年9月 のECE/WP .4会 議で採択 され

一104一



た ものが、 また、第3節 「標準データエ レメン ト」 には、海上 および複合輸送運送状 、

商業送状、道路輸送 と税関 申告、鉄道輸送、信用状等のデー タエ レメ ン トを収録 した

ものが、TDED第1版 と して1981年6月 に出版 され た。

その後 、ECE/WP.4の1982年9月 会議 において、・SWEPRO(注8)のSW

ECOMSEA(注9)関 連 の新デー タエ レメン ト、AWB(AirWayBill)フ ォワー

デ ィング、保険関係のデー タエ レメ ン ト並 びに保守管理規則(第9節9.1項)が 採択

され、 これ らと共 に第4節 「注釈」、第5節 「コー ド」および第6節 「関連勧告 と規

格」を新 に収録 した1983年 版TDEDが 発行 された。TDEDは 、毎年 デー タエ レメ

ン トの追加 、更新 を反映 した最新版が出版 されている。最新版であ る1990年 版 を見 る

と、第7、8節(予 備 と して保留)を 除 く第1節 か ら第9節 までの7節(325頁)で

構成 されてお り、856の データエ レメン トが収録 されて いる。

ISO7372と して1986年3月1日 に公表 された貿易 データエ レメン ト集(TDED)

の第1版 は、ISOの 公式文書 としては表紙、まえが きと本文1頁 か ら成 る簡単な も

のであ り、その本文(内 容)に つ いては、ECE/WP.4で 発行 したTDEDを 参照

す ることとな って いる。

以上 のECE/WP.4に おけるEDI関 連標準化作業の経緯 と現状 については、図

4-1を 参照 され たい。

(注1)SITPROTheSimplerTradeProceduresBoard

英 国 の 貿 易 手 続 簡 易 化 機 関

(注2)NCITDInternationalTradeFacilitationCouncil

米 国 の 貿 易 手 続 簡 易 化 機 関

(注3)ANSIAmericanNationalStandardsInstitute

米 国 規 格 協 会

(注4)JEDIJointEDIStandardsCo-orditinationCommittee

米 加 合 同 電 子 デ ー タ 交 換 調 整 委 員 会

(注5)NBSNationalBureauofStandards

米 国 標 準 局(政 府 機 関)

(注6)TDCCTransportationDataCoordinatingCommittee

米 国 運 輸 関 係 デ ー タ 調 整 委 員 会

(注7)USAIAGUSAutomotiveIndustryActionGroup

米 国 自動 車 産 業 シ ス テ ム 標 準 化 委 員 会

(注8)SWEPROSwedishTradeProcedureCounci1

ス ウ ェ ー デ ン貿 易 手 続 簡 易 化 機 関

(注9)SWEPROSEA:SWEPROが 開 発 し た 国 連 標 準 に 基 づ く海 上 輸 送 関

係 デ ー タ 交 換 標 準
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書式の標準化

UNLK(United

.NationsLayout

Key)

勧 告1号(1973)

輸 送 指 図書 の ため の

レイアウ トキー

勧告22号(1989)

漉け準貧㌃
UNTDED

(第1版 は198i年

最 新版は1990年)

データ交換の標準化

UNTDID

(第1章:序 文 、

第4章:GTDI)

(1981)

ISO7372第1版 『

(第1～4,g節)

(1986)

十

(第2,3章)

(1984)

国連標準メヅ七一ジ
(UNSM)

商 業 イ ンボ イ ス

(Commerciallnvoice)

(1989)

注 文 書

(PurchaseOrder)

(1990)

国 際 フ ォ ワ ー デ ィ ン グ 輸 送

メ ッ セ ー ジ 枠 組 み

(lnternationalForwarding

andTransportMessage

Framework)

通 関 関 係 メ ッセ ー ジ

(CustomsMessage)

銀 行 ・保 険 関 係 メ ッ セ ー ジ

(Banking&lnsurance

Message)

UNTDIStandard

(GTDIの 改 訂 版 一

1987)

㍑
㍑
"

UN-JEDIグ ル ー プ

TDI/EDIの 統 合

UN/EDIFACT

(1987)

ISO9735第1版

(Aplication

LevelSyntaxRule)

(1988)

勧 告3号(1974)

国 名 コ ー ド(ISO3166)

勧 告5号(1974)

貿 易 条 件 コー ド

(INCOTERMS)

勧 告 第7号(1975)

日付 ・時 間 の

数 字 表 記(ISO8601)

勧 告8号(1978)

共 通 参 照 番 号

勧 告 第9号(1978)

通 貨 コ ー ド(ISO4217)

勧 告 第10号(1978)

船 名 コ ー ド(信 号符 字)

勧 告16号(1980)

港 ・地 名 コー ド(LOCODE)

勧 告 第17号(1980)

支 払 条 件 コー ド(PAYTERM)

勧 告19号(1981)

輸 送 形 態 コ ー ド

勧 告20号(1985)

数 量 単 位 コ ー ド

勧 告21号(1986)

貨 物 形 態 ・荷 姿 ・包 装

材 料 コ ー ド

勧 告23号(1990～

運 賃 ・諸 チ ャ ー ジ コ ー ド

メッセージ設計ガイ馳ド

ライン

(UNTDIDの 第
4章 第2節 を

形成する

もの)

EDIFACT

サ ー ビス メ ッセ ー ジ

図4-1ECE/WP.4に お ける標準化作業 の経緯 と現状
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4.2UN/EDlFACTの 開発保守体制

(1)UN/EDIFACTの 概要

狭義 のUN/EDIFACTは 、ISO9735、 即ち、開放型環境下での 「メ ッセ ー

ジ交換 におけ るユーザ ーデータおよび関連サー ビスデータの構造化 に関す るアプ リケ

ーシ ョン レベルの規則」を要約、記述 した ものである。 この規則 は、行政、'商業 およ

び輸送分野 の関係 者間で交換す るメ ッセー ジの準備 に関する シンタ シクスルールを提

供す る もので、 メ ッセー ジ設計ガイ ドライ ンを含む国連ECE貿 易 データ交換指針書

(UN/TDID)の 一部を成 し、同ガイ ドライ ンが、本規則 と共 に使用 され ること

にな って いる。

しか し、広義のUN/EDIFACTと して は、1990年3月 のECE/WP.4に お

いて採択 され た次の定義を適用すべ きである。

r"UN/EDIFACT:行 政、商業 および運輸 に関す るデー タ交換 のための国

連規則集。 これ は、構造化 されたデー タの、特に商品やサー ビスの取 引に関す る独立

した コンピュータ システム間にお ける電子交換のための、国際的 に合意 された規格、

デ ィ レク トリーおよび指針のセ ッ トより成 る。』

国連 の枠組 みの中で勧告 され た規則集 は、国連貿易 データ交換指針書(UN/TD

ID)に おいてUN/ECEに よ り承認、発行 され、合意 された手続 きの下 で保守管

理 され る。UN/TDIDは 、以下の ものを含む:

・EDIFACTシ ンタ ックスルール(ISO9735)

・メ ッセー ジ設計ガイ ドライ ン

・シンタ ックス実施ガイ ドライ ン

・EDIFACTデ ータエ レメ ン ト集(EDED/UN/TDEDの サブセ ッ ト)

・EDIFACTコ ー ド表(EDCL)

・EDIFACT複 合データエ レメ ン ト集(EDCD)

・EDIFACTセ グメ ン ト集(EDSD)

・EDIFACT標 準 メ ッセー ジ集(EDMD)

・デ ータ通信 によ る貿易データ交換統一実施規則(UNCID)

・解説書

(2)UN/EDIFACTの 開発保守体制

UN/EDIFACTの 開発、保守 は、図4-2の ようにUN/ECE/WP.4の
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下のGE.1で 進め られて いる。 具体 的には、全体的開発、保守のための調整、 と りま

とめ役 と して地域 ごとに任命 されたUN/EDIFACTラ ポ一夕、お よび、 それを

支え る合同 ラポータ会議(JRT会 議)に よ って、作業 は進め られて いる。当初、 こ

のラポ一 夕は、北米、西欧、および東欧の3地 域(region)か らそれぞれ選出 されて

いたが、UN/EDIFACTの 他地域への積極的 な展開を図 るため、並 びに、よ り

世界的規模 で開発を推進す るため、1990年3月 には、豪州/ニ ュー ジーラ ン ド地域、

そ して1990年9月 には、 日本/シ ンガポール地域か ら、 ラポ日夕が任命 され、現在5

名の ラポー タが いる。

合同 ラポ一夕(JRT)会 議 は、毎年2回 、ECE/WP.4会 議(3,9月 の2回

ジュネーブで開催)の 後で開催 される。

現在、JRT会 議 は、16の 作業 グループで構成 されてお り、各作業 グループは、北

米および西欧か ら選 出された2人 の議長 によ るCochair方 式 で運営 され る。現在、最

も作業が集 中 しているの は標準 メッセージ(表4-1を 参照)の 開発であ る。

各地域 ごとにラポ一夕の活動 を支援す るEDIFACTボ ー トが設置 され、その下

に普及啓蒙、技術評価、 メ ッセー ジ開発、お よび、保守等具体的活動 ごとに作業 グル

ープが結成 されている
。

国連欧州経済委員会

UN/ECE

関連組織 国際標準化機構

ISO

貿易手続簡易化作業部会

WP.4

専門委員会154

TCI54

1 1
第1専 門家 会 議(GE.1):

デ ー タエ レメ ン トと 自動 デ ー タ

交 換

第2専 門家会議(GE.2):

手続 きと書類

ー
UN/EDIFACTラ ポ ー タ ー

1990-3 1990-9

NorthAmencan

EDIFACT

BOARD

W.European

EDIFACT

BOARD

E.European

EDIFACT

BOARD

Australla/New
Zealand
EDIFACT
BOARD

Japan/S'pore
EDIFACT
BOARD

図4-2UN/EDIFACTの 開発保守体制
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(3)日 本および シンガポールのUN/EDIFACT対 応組織

1990年 末現在の 日本、 シ ンガ ポールにおけるUN/EDIFACT対 応組織 は、図

4-3の 通 りで ある。 日 ・シEDIFACTボ ー ドは、1990年8月20日 ボー ドメ ンバ

ー全員(日 本側6名 、 シンガ ポール側2名)の 署名 を終え、正式発足 した。 同ボー ド

は、1990年11月5～6日 の両 日東京 において第1回 会議 を開催 した。そ こで、図4-

3の よ うな組織 とす る ことを確認す ると共 にEDIFACT日 本委員会(JEC)、

EDIFACTシ ンガポール委員会(SEC)は 、 それぞれの組織の下に1991年3月

15日 までに、それ ぞれの優先順位に従 って、作業 グループを結成す ることを決定 した。

この決定 に従 い、両国において作業 グループの設置が進め られて いる。 日本及び シ

ンガポールと して も作業 グループは、合 同ラポ一夕会議の作業単位 と対応 して結成す

ることが望 ま しいが、当初 よ り16の 作業 グループの全て に対応 して結成す る ことは困

難 なので、優 先度お よび関心 の高 い もの に絞 りこんで設置す ることに して いる。 なお、

図4-3に あ るJEC、 .SECに おける作業グル ープは、今後設置を予定 してい るも

ので ある。

一 ラ ポ ー 歩 一

副 ラ ポ ー タ ー

事 務 局
(JASTPRO)

一

一 日本/シ ンガ ポールEDIFACTボ ー ド(JSEB)

1
11

EDIFACT日 本委員会(JEC) EDIFACTシ ン ガポール委員会(SEC)

1 1

ll lI
啓 蒙 ・普 及

作業 グル ー フ'

メ ッセ ー ジ開発作業 グル ープ 啓 蒙 ・普 及

作業 グル ーフ'

メ ッセージ開発作業 グル ーフ'

☆受発注/物 品管理
☆輸送関係(海 運)
☆通関
☆金融関係
☆保険関係

☆受発注
☆輸送関係
(海運/航 空)
☆金融関係
☆医療

手 続 ・書 類
作業グループ 技 術 評 価

作業グループ

コー ド/デ ー タ

エ レメ ン ト保守

作業 グループ

EDIソ フ トウェア業者

ネ ッ トワーク業者

図4-3日 本/シ ンガポールEDIFACTボ ー ド組織図
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表4-1 標準 メ ッセー ジ開発状況 覧 表(1991-1現 在)

Sector V/R Tag Name Sta卜0 Sta十1 Sta十2 Doc.No.

受発注関係 89.2 lNVOIC Commerciallnvoice
88-09 R.527/Rev.1

1.2 ORDERS
㊨

PUrchaseOI「der 89-03 90-03 R.586+Corr.1

0.1 ORDαIG Pul・chaseOrdet'Change 89-06 R.582

ORD|NQ Orderstatusequirry

0.i ORDRSP Put・chaseorderresponse 89-06 R.581

ORDSTA Orderstatus

PARTIN PartylnformationReport 89-06・ R.619

0.1 PRDSPE ProductsPecification

PRICAT Price/salescatalogue 89-06 R.620

0.1 QALITY Qualitydata 89-03 89-09 R.583十Corr.1

1.1 QUOTES Quotation 89-06 R.623

.0 .1 REQOTE Requestforquote 89-06 R.622

0.1 STA↑AC Staしementofaccount 89-06 R.624

物品 ・管理 0.1 DELFOR Delive1・ryl.nstructions 90-09 R.711

0.1 DELJIT jus+irtime(deliverry) 90-09 R,712

DESADV Despatchadvice 90-09 R.713

DISRP↑ Distributionreport

lNVRPT lnventoryreport 90-03

輸送関係 1.2 1FTMFR lFTMframework 90-03 89-09 R.690

1「TMBP lFTMProvisionalbooking 89-03 89-09・ R.660/Rev.1

lFTMBF lFTMFirmbooking 90-03 90-09 R.661/Rev.1

lFTMBC lFTMBookingconfirmation 90-03 90-09 R.662/Rev.1

lFTMIN
.

|FTMShippinginstructlons 90-03 90-09 R.663/Rev.1

lFTMCS lF↑Mlnstructioncontractstatus-B/L

Wayb川

90-03 90-09 R.664/Rev.1

lFTMAN lFTMArrivalnatice 90-03 90-09 R.665/Rev.1

EDIMAR

(|MO)

R.512

BAPLEE BayplanexcludingemptysPaces

BAPUE 8ayplanil|CluSiVeOfemptySPaCeS

BAPLTE Bayplantotalnumberonly

CAUNF CallinfOrmation

COARRl ContainerArriva1

CODEPA ContainerDeParture

COOVLA ContainerOverland

COPDEM ContainerPre-deParturewithguidelines

COPRAR ContainerPre-arrival

COPRDP ContainerPre-departure

COSIILA ContainerShortlanded

0.0 lFCSUM |nternationalFrowardingand

ConsolidationSu㎜ary

90-09 R.687

VESDEP Vesseldeparture

通関 関係

M/F

M/F

1.2 CUSDEC Customsdeclaration 89-06 90-09 R.688+Corr.1

1.2 CUSRES Customsresponse 89-06 90-09 R.689}Corr,1

0.1 CUSCAR CustomscargorePort 90-09 R.716

0.1 CUSREP CustomsconveyancerePort 90-09 R.717

金融関係 CREADV Creditadvice 90-03 90-09 R.701

CREEXT Extendedcreditadvice 90-03 90-09 R.692

DEBADV Deb▲tadvicemessage 90-03 90-09 R.693

PAYEXT ExtendedPaymentorder 90-03・ 90-09 R.694

PAYORD Paymentorder 90-03 90-09 . R.695

PAYREM Overduepaymentreminder 90-03

REMADV Re㎜itanceadvice 90-06 90-09 R.714

0.1 PAYMUL Multiplepaymentorder 90-09 R.715

BAL∧NC TrialOalance 90-09 R.704

0.0 DOCAPP DocumentaryCreditApPIication 90-09 R.674

保険関係 0.1 CURRAC CurrentaCCOunt 89-06 R.594+Corr.1

0.1 REINAC ReinsuranceaCcount 89-06 R.595十Corr.1

CLAIMS ClaimsMassage

Constructionpricingformula建築関係
♪

COFORM

COPLAN Constructionplanning

CORESP Constructlonresponsibilities

COVALU Constructionvaluations

その他 1.1 CONTRL Acknowlegement/RejectAdvice 89-09 R.589

DlRMNT DireCtOrymaintenanCemeSSage

DIRSE↑ DireCtOrySetmeSSage

0.1 GENRAL Generalpurposemessage 88-03 R.593

NONCON NOn-COn∫OrmallCemeSSage

TRASTA Tradestatisticalinformation

TAXCON Taxcontrolmessage

一110一



4.3UN/EDlFACTの 安定 と統一

国連 貿易 デー タ交換指針書(UNTDID)は 、 メ ッセー ジ構造、セ グメン ト集、複

合デー タエ レメン ト集、お よび、 コー ドセ ッ ト集を含 むステータス2デ ィ レク トリーセ

ッ トか ら構成 され る。 これ らのデ ィレク トリーは、現在3月 および9月 のWP.4会 議 の

後 に発行 されて いる。 この発行間隔は、変更 と新 しいメッセージの提案が所定 の手続 き

を踏 んで処理 され る事 を条件 として、毎年2回 の変更を認め られて いる。新 しく発行 さ

れたデ ィ レク トリーセ ッ トの各々は、UN/EDIFACT標 準の最新版 と して、それ

までの最新版 に代 わ るものであ る。現在旧版 デ ィレク トリーセ ッ トの改廃を宣言す る手

続 きは存在 しな い。

UN/EDIFACT標 準の利用者 は、非常 に早 いペースでEDIFACTを 使用 し

始めて いる。急速な実施を援助す るためにデ ィレク トリーセ ッ トは、年2回 発行 されて

きた。 しか しなが ら、 この ことは、 これ自体に問題を生 じさせ た。多 くの場合 に利用者

は、発行 されたデ ィ レク トリーセ ッ トの正 しい順番 や施行 に混乱 させ られてEDI業 務

実施の安定化 より も新 しい版/リ リースへ変更す る事 に不当 に多 くの時間を費や してい

る。 この ような ことか ら国連標準 メッセー ジの開発に関連 して、UN/EDIFACT

ラポータとDRG(DirectoryReferenceGroup)の 議長 は、UN/EDIFACT開

発 と保守の安定化のために以下のよ うな提案 を行ないECE/WP.4で 承認 された。

① 試用 メッセー ジ ・デ ィレク トリーセ ッ トは、年1回 、11月 に発行 して12カ 月間 は変

更を行わない。,

②UNSM(ス テータス2)メ ッセ ージ ・ディ レク トリーセ ッ トは、国連貿易データ

交換指針書(TradeDataInterchangeDirectory:UNTDID)の 改訂 に合わせ毎

年1回5月 に発行 され、36カ 月間有効であ る。

この提案 によ って、今後 、デ ィレク トリーセ ッ トのバー ジ ョン管理が確立 し、新 しい

標準 メ ッセー ジの開発 に も好影響を及ぼす ことが期待 され る。

以下 に、 この提案 によ って作成 されたrUN/EDIFACTの 安定 と統一」に関す

る勧告 と付属 文書の概 略を示す。

〔勧 告〕

(1)UN/EDIFACTデ ィ レク トリーの安定

メ ッセー ジの ステータス2へ の昇格、およびUNTDID内 でのステータス2デ

ィ レク トリーへの変更は、毎年1回 のみ認める事を勧告す る。 これ は、UN/ED
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IFACT標 準の環境を安定 させ 、利用者を してあ るディ レク トリーセ ッ トよ り他

のデ ィ レク トリーセ ッ トへのよ り一層明確な前進を させ る ものであ る。特 にステー

タス2デ ィ レク トリーセ ッ トへの昇格 、および変更は、毎年3月 のGE.1/WP.4

会議 に於 いて認 める ことを勧告す る。 これ らのデ ィレク トリーセ ッ トは毎年5月 に

発行 される。

更に、ステータス1(公 式試 用草案)へ の メ ッセー ジの昇格 は、毎年1回9月 の

GE.1/WP.4の 会議で承認 され、毎年11月 にステータス1デ ィ レク トリーセ ッ ト

を発行す ることを勧告す る。公式試用 は、12カ 月周期で存続す ることが勧告 される

が、 この勧告は、メ ッセー ジが ステータス1と して最初 に紹介 されてか ら、UNS

Mス テータス2と して最終 的に勧 告 となるまでには、少な くと も合計18カ 月間必要

である事を留意すべ きであ る。

② デ ィレク トリーセ ッ トのバ ー ジ ョンの公表、存続期間お よび廃止

ステータス2デ ィ レク トリーセ ッ トが発行 されると、それ は各 々の"最 新版"と

な る。 これ ら毎年の最新版 の発 行 は、UN/EDIFACT利 用者に最新版のよ り

長期の計画 と施行期間を提供す る。年毎 のデ ィ レク トリーセ ッ ト発行は、 また、所

定の手続 を経て、ステータス2デ ィ レク トリーセ ッ トの保守 に一層の安定性を もた

らす ことにな る。

デ ィレク トリーセ ッ トの各版 は、36カ 月の存続期 間を有 し、従 って、ディ レク ト

リーセ ッ トの公式の規則正 しい維持 と発行 は、36カ 月 目に終 了す ることを勧告する。

か くディ レク トリーセ ッ トが3年 間の有効期間を持つ ことは、UN/EDIFAC

Tデ ィ レク トリーセ ッ トが いっ まで も3版 存在す ることを意 味す る。

ステータス1の18カ 月の周期 は、UN/EDIFACT利 用 者に、彼等が現在導

入 して いるEDIFACTの 根本 に不都合を与 えず にあ る版 か ら他 の版への時宜 を

得 て安定 した移行計画を十分 に前以 って立案す る可能性を提供 す る。 このステータ

ス1の 存続期 間は、 また、いっ も2つ の ステータス1施 行 デ ィ レク トリーが存在す

ることを意味す る。

各デ ィレク トリーセ ッ トの同時平行存続 と限定有効期間 は、UN/EDIFAC

T利 用者 にデ ィレク トリーセ ッ トのある版か ら他 の版への着実な移行を行 ったり、

現在 のディ レク トリーセ ッ トが発行 され る度 に移行す る事が出来ない取 引相手のた

めに複数のデ ィレク トリーセ ッ トを維持す るとい う可能性を増大す る。
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(3)実 施 日

①1990年9月 にス テ ー タ ス1と して提 案 され る メ ッセ ー ジはk1991年3月 に ス テ

ー タ ス2へ の 昇 格 を討 議 す る こと を認 め る
。

② 上 記 安 定 と統 一 の勧 告 は、1991年3月 に実施 され た。

デ ィ レク トリー セ ッ ト実施 の安 定 ガ イ ドライ ン と共 に非 常 に積 極 的 な時 間枠 内 で

の 大 量 メ ッセ ー ジの ステ ー タス2へ の昇 格 は、 公 的、 私 的 分 野 に於 け るEDIプ ロ

グ ラム のEDIFACT標 準 へ の 急 速 な実 施 に最 適 な環 境 を 提供 す る もの で あ る。

〔勧 告 の 実施 上 の要 約 〕

ス テ ー タ ス0一 メ ッセ ー ジ設 計 グル ー プ参加 者 に よ る発 展 途 上 の メ ッセ ー ジタ イ プ。

これ らメ ッセ ー ジの 一般 情 報 は、GE.1で 発 表 され る。

ス テ ー タ ス1一 試 用 メ ッセ ー ジデ ィ レク トリーセ ッ トは、 年1回 、11月 に発 行 され 、

12カ 月 間変 更 され な い。 同 時 に発 行 され る試 用 メ ッセ ー ジは、 この統

一 試用 メ ッセ ー ジデ ィ レク トリーセ ッ トを 利 用 す る
。

ステ ー タ ス2一 ス テ ー タ ス2メ ッセ ー ジ(UNTDID)デ ィ レク トリーセ ッ トは、

年1回 、5月 に発 行 され、36カ 月有 効 で あ る。 同 時 に 発行 され るス テ

ー タ ス2メ ッセ ー ジデ ィ レク トリーセ ッ トは
、 この統 一 ステ ー タ ス2

UNTDIDデ ィ レク トリー セ ッ トを 利 用す る。

どの 期 間 を通 じて も3種 のUN/EDIFACT(UNTDID)

デ ィ レク トリーセ ッ トが 有効 で あ り、 そ の 中で 最 も新 し く発 行 され た

もの を"カ レ ン ト(最 新)"デ ィ レク トリー セ ッ トと呼 ぶ。

例 示:
ステータス2デ ィレクトリーセットの出版

1990199119921993
MarSeptMarSeptMarSeptMar

90.190.291.191.292.192.293.1
十 十 十 十 十 十 十

90.1デ ィレク トリーセット出版
十 十 十 十

91.1デ ィ レ ク トリー セ ッ ト出 版

十 十 ・・…

92.1デ ィ レ ク トリー セ ッ ト出 版

十

十

十 … …

凡 例:

十

十

+=ス テー タス2デ ィレク トリーセ ッ ト出版(3月GE.1で ステータス2を 承認、5月 出版公表)

+="最 新 丙デ ィレク トリーセ ッ ト

…+=デ ィ レク トリーセッ トの残存有効期限

*=デ ィ レク トリーセッ トの終結

……=継 統
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利 用 実 態 調 査 票ED
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]

5－ EDI利 用 実 態 調 査 票

EDI利 用 実 態 調 査 票 〔平 成3年 度 〕

貴 社 名

所 在 地

回 答 者 名

集計結果送付先
住 所 ・氏 名

資 本 金

従 業 員 数

整理番号
1 8

〒 TEL()一

内線()

役職名

(住所) (氏名)

o

23

15

20

百万円

人

売上高

業種番号

16

30

　　 コ

i百万円

31

業種名

(注1)整 理番号については、ご記入不要です。

(注2)業 種番号にっいては、下記より該当番号を選んで回答して下さい。
な㌃ 複数の業種にまたがる場合は、貴社の売上の中で最も比率の高い業種を1っ 選んで回答して

下さい。

1.農 林 ・水産業

2.鉱 業

3.建 設業

4.食 品工業

5.繊 維工業

6.紙 ・パルプ加工業

7.木 材 ・木製品製造業

8.印 刷 ・出版業

9.化 学工業

10.石 油 ・石炭製品業

ll.ゴ ム製品製造業

12.ガ ラス ・窯業

13.鉄 鋼業

14,非 鉄金属 ・金属加工業

15,電 気機器製造業

16.輸 送用機 器製造業

17.一 般機械器具製造業

18.精 密機械器具製造業

19.そ の他製造業

20.卸 売業

2L代 理商 ・仲立業

22.小 売業

23,金 融業

24.証 券 ・商品取引業

25.保 険業

26.不 動産業

27.運 輸業.

28.倉 庫業

29.電 力 ・ガス

30.新 聞 ・放送 ・広告 ・通信業

31.情 報処理 サー ビス ・
ソフ トウェア ・情報提供業

32.旅 行業

33,娯 楽 ・その他 サー ビス業

34.そ の他

(注3)本 調査におけるEDIと は、次のように定義 しています。
これまで企業間で行われる商取引に際し、各種の帳票、書類が交換されていましたが、コンピュ
ータの導入により、発注者側の出力帳票を受注者側で再入力したり、一歩進んで磁気テープなどに

出力 して、そのまま受注者側のコンピュータに入力する方法がとられるようになりました。
さらに、コンピュータ及び通信回線の利用が進み、コンピュータとコンピュータの間あるいはコ
ンピュータと端末間で直接にデータの交換が行われるようになりました。

このように異なる企業間で、商取引のためのデータを通信回線を介して、コンピュータ(端 末を

含む)間 で交換することをEDI(ElectronicDataInterchange:電 子データ交換)と いいま
す。
その際、当事者間でデータ交換に必要となる各種の取決は、可能な限り広 く合意された標準的な

規約であることが必要です。

(注4)本 調査のご記入については、貴社においてコンビュー一夕を保有していなくとも、コンピュータ部

門、あるいは情報システム部門がありましたらご回答下さるようお願いします。
また、コンピュータ業務を完全に別会社で運営されている場合 も同様にご回答下さい。

(注5)本 調査票に記載された個別企業の内容については、外部に漏らさないことを厳守いたします。

(注6)本 調査に関するご質問等については、下記までお問い合せ下さい。
㈱日本情報処理開発協会 産業情報化推進センター
ED1利 用実態調査担当Zro3-3432-9386 ㍑

囚
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質問1貴 社におけるEDIの 利用状況について次の項目から1つ選択して該当番号に○印をつけてお答え下さ
い。33

口

1.現 在 、EDIを 利 用 して い る。
り
乙
3 9き竿工 繋 職1蹴 ξ《轡}

EDIを 利用 していない理由を次の項目から1つ 選択 して該当番号に○印をつけてお

答え下さい。

1.EDIを 利用する必要性がない。

2.EDIの 利用環境が整備 されていない。

3.他 社ネ ッ トワークとの接続が容易でない

4.投 資 コス トに見合 う効果が出ない。

5.そ の他(

EDIに 関するご意見等について質問7か らご回答して下さい。

EDIを 利用する理由について次の項目か ら該当するものを3つ 選択 して○印をっけてお答え下さい。

(利用予定 も含む)(複 数回答可)3s..、lo

1.情 報の獲得の容易さ
2.応 答および情報へのアクセスの迅速化

3.事 務コス トの削減(費 用効率が良い)
4,取 引先からの要請

5.取 引先へのサービスの向上
6,事 務処理の効率化 ・省力化

7.物 流業務の改善
8.商 品在庫の削減(ジ ャス トインタイム)

9.競 争企業 との勤1此(市 場優位の獲得)

10.国 際EDIへ の対応

Il.情 報の迅 速化 と正確性の向上

12.製 造 コス トの節減(生 産性の向上)

13.納 入の短縮化 と利便性の向上

14.ネ ットワーク系列化の強化

15.オ ーダーエ ン トリーの省力化

16.そ の他()tlt～ 、1、1

貴社においてオンライン業務処理を開始したのは何年(西 暦)か らですか。

貴社においてEDIを 利用 したのは(利 用予定 も含む)何 年(西 暦)か らですか。

19

19

年から開始

年から利用

質問2貴 社におけるEDI利 用のコンピュータ設備等についてお答え下さい。
(1)EDIで 利用(利 用予定も含む)し ている主要コンピュータの規模と接続端末台数はどの程度ですかQ

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

の

規

模

1,大 型汎用機 ※ 台

2.中 型汎用機 ※ 台

3.小 型汎用機 ※ 台

4.オ フ ィス コ ンピュー タ 台

5.ミ ニ コ ン ピュー タ 台

6.パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ 台

EDIで 利用 している
ホス トの接続端末台数

i…

ii 台

45～40

47～48

(注7)コ ンピュータの台数について回答す る場合、以下の
qo'-50定 義を参照 し

、 コンピュータの分類を行 って下 さい。
・汎用 コンピュータとは、同一のアーキテェクチァに

51～52

53～54

55～56

57～00

基づ き 「ファ ミリ」あ るいは 「シリーズ」を形成す

るものと します。また、 ソフ トウェアの上位互換性

があるものとします。
・汎用 コンピュータの分類を購入価格を もとに次のよ

うに区分するもの とします。

L大 型汎用機2億5千 万円以上

2.中 型汎用機4千 万円以上～2億5千 万 円未満

3.小 型汎用機1千 万円以上～4千 万 円未満

田
圃
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(2}EDIで 利用(利 用予定 も含む)し ているネットワークの概念図を簡単に記入 して下さい。
(下図のネットワーク概念図の例を参照の上記入して下さい。)

ネ ッ トワー ク概念図

一 ネ ッ トワー ク概念図の言乱入例 一

系列会社

専用線

A社

海外現地
工場

海外代理店

－A社 におけるネ ッ トワーク概念図 一

(3)EDIで 利用 している通信回線はどのような種類ですか。次の該当項目に現在利用 しているものに○印を、今
後予定のものに△印をっけてお答え下さい。(複 数回答可)
口1.専 用回線(一 般)
口2.専 用回線(高 速ディジタル)

口3.電 話回線
口4.電 信回線

口5.公 衆 ディジタル回線(DDX・ 回 線 交換)

口6.公 衆 ディジタル回線(DDX・ ノ伽 咬 換)

口7.INSネ ッ ト64

口8.INSネ ッ1・1500

lj2～7・1

口9.衛 星通信

[]10.移 動通信

口ll.フ ァクシミリ通信

口12.ビ デオテ ックス

ロ13.私 設回線15
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質問3貴 社におけるEDI利 用に係わる初期費用、および現状のEDI利 用の月額平均運用経費はどの}S渡で
すか。その概算額を記入 して下さい。

金 額

EDI利 用に係わる費用
十徳 億 千万 莇 十万 万 千円

初 期 費 用
機械設備費

ソフト開発費

月
額
平
均
運
用
経
費

人 件 費

※機 械 設 備 費

※処 理 費

通 信 費

※外 注 費

そ の 他 費 用

合 計

7G～H2

8:1～81j

vu～D6

v7～iu3

)0・1～110

ltl～117

日8～12・1

▲25～131

132～}3M

(注8)・ 機械設備費は、 コンピュータ レンタル料(リ ース含)、 保守料等が含まれます。
・処理費は、外部を利用 した場合の基本料、処理料金等が含まれます。

・外注費は、委託費、データ作成費、ファシリティーサー ビス等が含 まれ ます。

質問4貴 社において主にどのような業務にEDIを 利用していますか、次の該当項目に○印をつけてお答え下
さい。(複 数回答可) 1:tt}～154

1.受 発注処理

2.販 売管理

3.生 産管理

4.在 庫管理

5.倉 庫管理

6.輸 送管理(貨 物追跡等)

7.運 賃計算
8.出 荷業務
9.納 品書処理

1α 請求書処理

11.資 金決済

12.与 信管理

13.店 舗管理

14.顧 客管理

15.予 約 ・発券

16.そ の他( )

155
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貴社において主にどのような種類のデータ交換にEDIを 利用していますか。現在利用 しているものに質問5
0印 を今後予定のものに△印を記入 し、その他の場合は()内 に具体的なデータ交換の種類を記入 して
下さい。また、1日 平均のデータ量とピーク時のデータ量の概算及びデータ交換の企業数 も記入 して下
さい。(複 数回答可)

、

一 〇:現 在利用
一 △:今 後予定

'

データ交換の種類 1日平均のデータ件数 ピーク時 の1日 の データ件数 データ交換の企業数

1 仕様書/承 認図 件 件 件

2 見積書 件 件 件

3 注文書(発 注書) 件 件 件

4 注文変更書 件 件 件

5 注文請書 件 件 件

6 納品書 件 件 件

7 出荷指示書 件 件 件

8 検収書 件 件 件

9 照合確認書 件 件 件

10 代金請求書 件 件 件

11 送金通知書 件 件 件

12 振込通知書 件 件 件

13 船積書類 件 件 件

14 船荷証券 件 件 件

15 ク レーム 件 件 件

16 その他() 件 件 件

17 その他() 件 件 件

18 その他() 件 件 件

19 その他() 件 件 件

20 その他() 件 件 件

7

～

9

～

1

～

9

～

5

～

?

～

9

～

1

～

3

～

5

～

7

～

9

～

1

～

3

～

5

～

7

～

0

～

6

8

7

0

0

2

0

4

1

6

2

8

3

0

5

2

0

4

7

6

8

8

0

0

1

2

2

4

3

6

4

8

5

0

1

6

1

8

1

0

2

0

2

1

2

2

2

4

2

5

2

0

2

τ

2

8

2

0

3

1

3

2

3

3

3

4

3

6

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2
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83
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質問6.貴 社においてEDIに 利用 している標準的な規格はどのようなものですカ＼ 次の該当項目に○印をつけ
てお答え下 さい。(複 数回答可)

(1)フ ォーマ ッ トの規格
1,国 際標準(EDIFACT=ISO9735)

i:業繋 劃;厭12)
4.〃(JCA)

1:う9膜 壁鷺 遍家電 糎)

396～407

② 通信手順の規格
1.全 銀手順

i:漂/CAFIS(ク レジ。ト手ll頂)

4.業 界¥1頂

;:織 工 手順 糧
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質問7ア メリカやヨーロッパにおいては業界標準によるEDlが 普及 していますが、次の項目の中から貴社が
ご存知の標準にっいて○印をつけてお答えください。(複 数回答可)4t、tj_4tS

1.CARDIS(CARgoDataInterchangeSystem)

2.UCS(UniformCo㎜unicationStandard)

3,AIAG(AutomotiveIndustryActionGroup)

4.CDIX(ChemicalDetaInformationExchange)

5.EDX(ElectronicDataInterchangefortheElectricallndustry)

6.WINS(WarehouselnformationNetworkStandard)

7.VlCS(VoluntaryInterindustryCo㎜unication8tandards)

8.DISH(DatalnterchangeforShipping)

9.ODETTE(OrganizationforDataExchangebyTeletransmissioninEurope)

DAKOSY(DatenKo㎜unikationsSystem)10.

質問8 .EDIの 標準化の必要性について貴社のご意見 ・ご要望をお聞かせ下さい。

質問9国 内におけるEDIの 標準化活動に関 して貴社のご意見をお聞かせ下さい。

質問10貴 社の関係業界ではEDIの 取り組みはどのような状況で しょうか。業界におけるEDlの 現状と今後
の方向にっいてお聞かせ下さい。

・

一

410
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質問ll本 実態調査に対 して特に何かご意見あるいはご要望等がありましたら、ご自由にご記入下さい。

イ21}

以上で本アンケー トに関する質問事項は終わ りです。

ご協力ありがとうございました。
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